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　魂たましいのこもった青春は、そうたやすく滅ほろんでしまうものではない。


ハンス・カロッサ　　　　














　　　※




　小さい頃ころ、少しの勇気を出せばだれもがヒーローになれた。

　小学生の頃ころの話だ。僕ぼくの大好きな幼おさな馴な染じみは、いつも男子にちょっかいをかけられていた。きっと彼らも彼女のことが好きだったのだろう。彼女は既すでに世界一の片へん鱗りんを見せていたし、幼よう稚ちな愛情表現をぶつけられていたわけだ。バカな男子にありがちだ。

　教室の前を通りかかったとき、彼女が泣きそうな顔になっているのが目に入った。周りには何人かのクラスの男子。すぐに理解した。嫌いやがらせだ。周りの男子がへらへらしているのが見えて、僕ぼくは怒いかりでカッとなる。

　そのまま飛び出しそうになるのを、そばにいた秋あき人ひとが止めた。服の袖そでをぐっと握にぎられる。こっちはこっちで泣き出しそうになりながら、彼は「やめようよぉ……」と教室の中を指差した。

　男子の中にガキ大将がいたのだ。横にも縦にも大きく太った身体を揺ゆらし、いつも乱暴な振ふる舞まいをする奴やつ。ケンカだって強い。あんな奴やつに楯たて突つくのはやめよう、と秋あき人ひとは忠告してくれたわけだ。

　しかし、僕ぼくは聞く耳を持たなかった。

「おとこはおんなにやさしくしなくちゃダメなんだ」

　わかったようなことを言いながら、僕ぼくは教室の中へ飛び込んでいく。

「こらー！　あかりちゃんをいじめるな！」

　そうやって僕ぼくは、いつも彼女を守ろうとした。

　そうすることが、彼女との約束だったからだ。




　　　※
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　昔はそうやって、いつでも飛び出していったものだ。

　だというのに、今の僕ぼくは息を殺しながら物もの陰かげに隠かくれている。そこから彼女を見つめている。出ていくつもりはもちろんない。随ずい分ぶんと状じよう況きようが変わってしまったものである。

　今の彼女はいじめられているわけではないのだから、当然なのだけれど。むしろ逆だ。好意を寄せられている。

「俺おれ、前から山やま吹ぶきのことがいいなって思ってて……。よかったら、付き合ってくれないかな」

　とんでもないところに居合わせてしまった。僕ぼく──青あお葉ば喜き一いち郎ろうは校舎の陰かげに身を潜ひそめ、じっとしている。早く教室に戻もどりたいところだけど、さすがに邪じや魔まをするわけにはいかないだろう。

　校舎裏にある大きな桜の木の下、そこに彼らは立っていた。ほかに人ひと影かげはない。遠くから運動部の掛かけ声ごえや生徒の笑い声が聞こえてくるけれど、わずかなものだ。静かな場所だった。どこか寂さびしさを感じてしまうのは、きっと桜の木が枯かれてしまっているからだろう。告白をするにはあまり向いていなさそうだが、滅めつ多たに人が通らないという点ではばっちりの場所だ。僕ぼくだって普ふ段だんなら近付きもしない。彼だって、まさかゴミ捨て帰りの生徒がここに隠かくれているとは思いもしないだろう。

「俺おれたち相あい性しようもいいと思うんだよ。ほら、話していてもそう思うだろ？　話題も合うしさ。俺おれは彼女を大事にする主義だし、絶対幸せにするから」

　彼は身み振ぶり手て振ぶりも加えながら、言葉をどんどん重ねていく。笑みを浮うかべているが、どこかぎこちなかった。緊きん張ちようしているのだろう。それもそうだ、告白の真っ最中なのだから。名前は知らないけれど、確か彼は僕ぼくと同じ一年生だ。どこかで見た覚えがある。背が高く、長い髪かみが整った顔立ちによく似合っている人だ。クラスの中心にいるような、格好良い人だった。女の子にもよくモテるのだろう。

　しかし、この時期に告白とはなかなか手が早い。今はまだ五月で、入学してから一ヶ月しか経っていないというのに。

　そんな人が告白する女の子は一体どんな子なのだろう……、そう思って彼女の方を見て、あぁなるほど、と納なつ得とくした。

　告白シーンなんて珍めずらしい。僕ぼくにはそう思えることだけれど、彼女にとっては普ふ通つうのことだ。日にち常じよう茶さ飯はん事。何の変へん哲てつもない日常的な出来事だった。入学してから一ヶ月、きっと彼女はいつもこうやって愛の告白を受けていたに違ちがいない。

「えーと……、そう言われても、ね……」

　案の定、彼女は困っていた。男子生徒からの愛の告白に全く揺ゆれることなく、視線を逸そらしながら頰ほおを搔かいている。確かに彼は格好良い。けれど、彼女にはとても釣つり合あわなかった。いや、釣つり合あう男なんて存在するのだろうか。

　彼女が立っているその場所。そこだけまるでスポットライトを浴びているかのように、輝かがやいて見えた。

　まず目を奪うばわれるのが、腰こしまで届く長い髪かみ。よく手入れされたその髪かみは、一本一本が極ごく上じようの絹きぬ糸いとのようで、きらきらと輝かがやいている。触さわってみたいと心から思うような髪かみだ。艶つやのあるさらさらとした髪かみが風に揺ゆれる様は、見ていて芸術的でさえあった。

　吸い込まれそうなほどに透すき通とおった切れ長の瞳ひとみ、形の良い鼻、桜色の唇くちびる。人形でさえ作るのが難しそうな整った顔立ちだ。その宝石のような目で見つめられたら、瑞みず々みずしい唇くちびるから名前を呼ばれたら、どうにかなってしまうのではないだろうか。それに加えて肌はだだ。雪を思わせる白い肌はだはいかにもすべすべしていて、もし触ふれられるのなら、ずっと触さわっていて時間が経つのを忘れてしまいそう。

　背はそれほど高くないのだが、スカートから覗のぞく白い足は驚おどろくほど長い。すらりとした足は見ているだけでドキドキする。短いスカートと白い靴くつ下したのみで守られているということが、心こころ許もとないと感じるほどだ。セーラー服を持ち上げる胸は特別大きいわけではないけれど、美しい身体のバランスを作っている。

　彼女の名前は、山やま吹ぶき灯あか里り。自他ともに認める、世界一かわいい女の子だ。

　そして、僕ぼくの幼おさな馴な染じみでもある。

「ダメかな？　俺おれ、これでも結構モテるし、割とお似合いだと思うんだけど……」

　彼女──山やま吹ぶきさんの反応が芳かんばしくないと感じてか、彼は自分のセールスポイントを挙げた。なかなかの自信家だ。世界一かわいい女の子を前に、お似合いだと言い張るというのは。

　彼女は苦笑を浮うかべながら、気まずそうに目を逸そらす。しかし、濁にごすのもどうかと思ったのか、諦あきらめたように口を開いた。

「ごめんね。わたし今、だれとも付き合うつもりないのよ」

　何の気負いもない、さっぱりとした答えだった。気持ちがいいくらいだ。取りつく島がないとはこのことで、彼女は少しも告白を受ける気がないのがはっきりとわかる。

「理由聞いてもいい？　もしかしたら、何とかできるかもしれないし……」

　どうあってもひっくり返せないだろうに、それでも彼は食い下がった。なまじ女性にモテるからだろうか、簡単には引き下がれないのかもしれない。

「単に恋愛っていうのがよくわかんないだけだよ。好きだとか愛いとしいだとか、そういう気持ちがまだわからないの。それがわかるまでは、そういうのはいいや」

　そう言って、彼女は小さく笑う。そこだけぱっと花が咲さいたようだ。もう少しで見み惚とれるところだった。それは彼も同じようだったが、彼ははっとした表情を作ると、なおも食い下がろうとする。

「い、いやさ、そういうのって付き合ったらわかったりするもんじゃん？　最初は何とも思っていなかったけど、付き合っているうちに好きになった、とかよくあるケースだし、俺おれたち絶対上手くいくって。俺おれ、お前のことすごく好きだし、大事にするしさ。初めて会ったときからずっと、かわいいなーと思っててさ……」

「確かにわたしは世界一かわいいけども」

　暴ぼう走そうしかけていた男の言動を、ぴしゃりと彼女の声が止める。少しばかり苛いら立だちが混じっていた。やさしくやんわりと断っていたのに、それに甘あまえて押おし切きろうとする男の態度に怒いかりが湧わいたのかもれない。彼女は呆あきれたように、いい？　と指を差した。

「そういうのは自分で決めたいの。自分の気持ちで動きたいの。人にあーだこーだ言われたくないし、あなたにも言われたくない。わたしが言えるのは、あなたと付き合う気はない、ただそれだけ！」
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　結局、山やま吹ぶきさんはそうはっきりとフッてしまった。

　さすがにそこまで言われてしまっては、粘ねばる気も起こらなかったのだろう。男はとぼとぼと立ち去って行った。その背中には悲しいものを感じるが、これは自じ業ごう自じ得とくだ。山やま吹ぶきさんがやさしく言っているうちに引き下がれば、ここまで凹へこむこともなかったろうに。

「……ん」

　驚おどろいた。山やま吹ぶきさんが彼をフったことに対して、僕ぼくはほっとしているのだ。あぁよかった、と思ってしまっている。……なんとまぁ。ここ数年、ちゃんとした会話をした覚えのない幼おさな馴な染じみ相手に、よくこんなことを思えるものだ。山やま吹ぶきさんに彼氏がいようがいまいが、きっと僕ぼくの立ち位置は変わらないというのに。

「あーあ」

　その声につられて、再び彼女の方へ目を向ける。山やま吹ぶきさんはぐーっと伸のびをしていた。伸のびが終わると、疲つかれた表情で肩かたに手を当てる。

「まったく。可愛かわいすぎるっていうのも、考えものだわね」

　と、何とも豪ごう快かいなことを言ってのけた。実際、彼女は大変なんだろう。あれだけの美び貌ぼうを持っていると、どうしても人を惹ひきつけてしまう。引き寄せてしまう。先ほどのような告白も、彼女にとっては日常の出来事に過ぎないのだ。

　男たちはそれこそ勇気を抱いだき、決死の思いで彼女にアタックしているのだろう。強く恋こい焦こがれ、どうしようもなくなった恋れん慕ぼの情を、まっすぐに彼女へぶつけている。そして砕くだける。玉ぎよく砕さいしてしまった好きという気持ちは、悲しみや喪そう失しつ感かんへと変わっていき、好きだった気持ちと同じくらいの激情となる。

　それはどこへいくのだろう。

　はぁ、と山やま吹ぶきさんが大きくため息を吐ついた。慣れているとはいえ、まっすぐにぶつけられる感情を受け止めるのは疲つかれるのかもしれない。

「……ん？」

　それに気が付いたのは、僕ぼくの方が早かった。思わず目を細める。なんだろう、あれは。いや、見み間ま違ちがいか……？

　山やま吹ぶきさんの口から、何か黒いものが出ていたのだ。煙けむりのような黒いもの。それは雲か何かのように、空へ昇のぼっていく。彼女は目を瞑つぶっているせいで、それに気が付いている様子はなかった。口から妙なものが出ているのに、山やま吹ぶきさんは平然とそこに立っている。

「……え」

　山やま吹ぶきさんは目を開けた瞬しゆん間かん、ぎょっとした表情を浮うかべた。それはそうだ。自分の口から何やらおかしなものが出ているのだから。

　彼女の口から漏もれ出でていた煙けむりは、すぐに止まった。しかし、おかしなことは止まらない。今度は全身だ。彼女の身体から、黒い煙けむりが昇のぼっていく。もくもくとした黒い煙けむりが、確かに彼女の身体から溢あふれている。

「な、なにこれっ。え、なに？　なんなのっ」

　山やま吹ぶきさんは怯おびえた声を出しながら、その煙けむりを手で振ふり払はらおうとする。しかし、その手からも煙けむりは立たち昇のぼっているし、勢いも弱まらない。溢あふれていく。大量の煙けむりが空に放たれるが、まるで意思を持っているみたいに桜の木へ絡からみついていった。枯かれた桜の大木にだ。黒い煙けむりが枝に巻き付いて、その先で膨ふくらむ。まるでどす黒い花が咲さいているようだった。

『──人の感情の力というのは凄すさまじい。恋れん慕ぼ、憧しよう憬けい、期待、渇かつ望ぼう、無念、羞しゆう恥ち、嫉しつ妬と、絶望、憎ぞう悪お。それが若者の激情ならば、尚なお更さらだ』

　……なんだ、この声は。

　聞いているだけで不安になってくるような、妙みような声が聞こえてくる。あの煙けむりからだ。重苦しい、ノイズが混じったような声が。

　桜の木に巻き付いた煙けむりは、いつの間にか大きな人のような形を作っており、膨ふくれ上あがった部分は顔にさえ見えてくる。恐おそろしい形ぎよう相そうの人形。そんなものがしゃべるはずないのに、その煙けむりが発する声を僕ぼくはしっかりと受け取っていた。

「な、なに、この声……、どういうことなのよ、これ……」

　そして、それは彼女も。

　山やま吹ぶきさんは大きく膨ふくれ上あがった煙けむりを前に、真っ青な顔で立たち尽つくしていた。

　いつの間にか、桜の木を中心に煙けむりが囲いを作っていた。僕ぼくたちの周りを煙けむりが蠢うごめく。煙けむりの中に閉じ込められてしまっている。外の風景は見えず、この校舎裏だけが世界から切きり離はなされたかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。それがより恐きよう怖ふ心しんを煽あおる。何なのだ、この空間は。一体僕ぼくたちは何を見ている……？

『貴様は、人の感情を集めすぎた。よりによって力の強い感情ばかり。容姿が優すぐれた貴様は人から憧あこがれを集め、男どもを否定することによって悲ひ嘆たんを集めた。最も早はやそれは抑おさえが効かなくなっている。こうやって、形を作るほどに、だ』

　僕ぼくたちの混乱をよそに、煙けむりは話を続けていく。

　意思を持っているかのごとく、その煙けむりは山やま吹ぶきさんに語かたり掛かけていた。そんな信じられない状じよう況きようだというのに、その話の内容に意識がいく。

『わたしは貴様が集めた感情を具現したもの。青あお臭くさい想いの顕けん現げん。それが矛ほことなって貴様を貫つらぬく。このどうしようもない感情の行き先は、貴様を呪のろうことで終着を迎むかえる』

「は……？　の、呪のろい？　呪のろう、ってわたしを……？」

　山やま吹ぶきさんは煙けむりに言葉を返す。すると、煙けむりも同じように返事をした。会話が成立してしまう。

『そうだ。〝青春の呪のろい〟とでも言おうか。今から貴様は呪のろいを受ける』

「そんな……っ！」

　山やま吹ぶきさんは悲痛な声を上げる。煙けむりと会話をしているというおかしな状じよう況きようだというのに、いや、そういう状じよう況きようだからこそ、その煙けむりの言葉には真実味があった。

　綺き麗れいな顔を恐きよう怖ふの色に染めながら、山やま吹ぶきさんは震ふるえる声で訴うつたえる。

「み、みんながわたしを好きになって、でもわたしがフッちゃったから、それで呪のろわれるっていうの!?　そ、そんなのおかしいじゃない。わたし、何も悪いことしてないのに！」

　……その通りだ。あんまりだ。勝手に山やま吹ぶきさんを好きになって、フラれたからといって呪のろうだなんて。いくらなんでもひどすぎる。山やま吹ぶきさんの言う通り、彼女は何も悪いことはしていない。

　その山やま吹ぶきさんの訴うつたえを、煙けむりはいともあっさり受け入れた。

『そうだ。貴様は何も悪くない。悪いというのなら、逆さか恨うらみや失望を抱かかえた奴やつらの方がよっぽど悪い。しかし、えてして呪のろいとはそういうものだ』

　受け入れた上で、煙けむりはそう否定した。妙みような力強さを感じる言葉だった。彼女が呪のろいを受けるのは避さけられない。その呪のろいは回かい避ひできるようなものではなく、間ま違ちがいなく彼女に降りかかってしまうもの。そう断定されているようだった。

　山やま吹ぶきさんは絶望に染まった表情を浮うかべ、浅い呼吸を繰くり返かえしている。僕ぼくはそれを見つめることしかできない。校舎の陰かげから、ただ見ていることしかできない。

　あぁ、まさか。

　あの話が本当だったなんて、と。

　僕ぼくはこの話を聞いた、数日前のことを思い出していた。







「この学校の七不思議ぃ？」

　僕ぼくはつい、頓とん狂きような声を上げてしまう。しかし、休み時間の教室は騒さわがしく、ほかの生徒の声はそれ以上に大きい。そのおかげで目立たずに済んだ。

『学校の七不思議』なんていう久しぶりに聞いたその言葉には、安っぽいだとか子こ供ども騙だましだとか、そういうマイナスのイメージばかり思おもい浮うかぶ。高校生にもなって七不思議って。

　しかし、どうやら相手はそう思っていないらしい。僕ぼくの反応を気にすることなく話を進めた。

「そうそう。校舎裏に枯かれた桜の木があるだろ？　あれが呪のろわれているんだってよ。男にフラれた女の霊れいだとか。夜中にその前を通ると、女のすすり泣く声が聞こえてきて、その女に呪のろい殺ころされるらしいぜ」

　怖こぇよなぁ、と彼女は全く怖こわくなさそうな口ぶりで言った。行ぎよう儀ぎ悪く椅い子すの上にあぐらをかいていて、スカートの上には弁当箱を載せている。そこを箸はしがうろちょろしていた。後ろの席の僕ぼくと向かい合って、もごもごとお弁当を食べている。

　ぼさぼさの長い髪かみを腰こし辺りまで伸のばし、子供のように幼い容よう貌ぼうの彼女。背は低く、顔も含ふくめて全体的に小さいのが彼女の特とく徴ちようだ。とても高校生には見えない。くりくりとした大きな瞳ひとみはいつも好こう奇き心しんで輝かがやき、小さな口で大きく笑う。スポーツをすれば小さな身体で縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐり、いつも楽しそうにはしゃいでいる。よく男子に混じって身体を動かしているくらいだ。大人しくしていれば声や見た目は可愛かわいらしいのだが、それを本人に言うと怒おこってしまう。大好きな猫ねこを相手にしているときなんか、とても女の子っぽいとは思うのだけれど。

　彼女の名前は小お野の塚づかつばさ。僕ぼくのクラスメイトである。基本的に男女ともに友達が多い彼女ではあるが、席が僕ぼくの前になってからはこうしてよく話をしている。

　大きな唐から揚あげを一口で口に放り込むと、箸はしを僕ぼくに向けてつばさは言った。

「高校でも七不思議ってあるんだなぁって思ってよ。おれのとこにも小学校まではあったけどさ。喜き一いち郎ろうのところはどうだった？」

「七不思議ねぇ……、そういえば中学にはあったかも。夜中に一段増える階段とか、女子トイレの奥おくから聞こえるすすり泣きとか、夕方に現れる裸はだかコートのおじさんとか」

「最後のはお前、ただの変質者じゃねぇか」

　そう言ってつばさはげらげら笑う。彼女なら変質者に遭あっても返かえり討うちにしてしまいそうだ。

「まぁおれはそういうホラーが苦手だからよ、今度から桜の木には近付かないことにした。怖こえーからな」

「そうは言っても、普ふ通つうはあんなところ近付かないでしょ。夜中だったら尚なお更さら」

「夜中に忘れ物を取りに行くかもしれねぇじゃん」

「いや、やめなよ危ないから……」

　僕ぼくが呆あきれながら言っても、彼女は聞く耳を持たない。へいへい、とぞんざいに言いながらご飯を口に運んでいる。

　ちなみに今は昼休みではない。教室内は賑にぎやかだが、お弁当を食べている生徒は彼女だけだ。あと一時間授業を受ければ昼休みだというのに、体育のせいで空腹の限界だったらしい。嬉うれしそうに食べている。

「うわぁ、これめっちゃかわいい！」

　歓かん声せいにも似た声が聞こえてきて、何となくそちらに目を向けた。教室の隅すみだ。窓まど際ぎわの席にクラスの女の子が集まっている。机の上に雑誌を広げ、きゃいきゃいと楽しそうな声を上げていた。

　複数の女子の中心、雑誌が開かれた席に座っている彼女。彼女はひまわりのように笑っていた。一ひと際きわ輝かがやく、とても綺き麗れいな女の子。そこにいるのは、僕ぼくの幼おさな馴な染じみでもある山やま吹ぶき灯あか里りさんだった。

「これかわいいよねぇ。こういうの欲しいなぁ」

「駅前のアウトレットにこれに似たやつ売ってたわよ。今度いっしょに行く？」

「あ、ほんと？　行きたい行きたい！　あーでも、これわたしに似合うかなぁ……」

「加か奈ななら似合うと思うよ。足長いし、色も白いし。でもそれなら、ブラウンのがいいかなぁ……。あ、それともうひとつ似合いそうなのがあって……」

　雑誌をぺらぺらめくりながら、山やま吹ぶきさんは話を続けている。そばにいた子は、ふんふんと鼻息荒あらく聞いていた。

「あ、あった。これとか加か奈なに似合いそうじゃない？　前に似たようなの買ったんだけど、合わせやすいし便利だよ」

「んん……、確かにいいなーって思うけど……、灯あか里りも持ってるんでしょ？　じゃあわたし着れないよぉー……」

　彼女は残念そうにしながら、山やま吹ぶきさんと雑誌とを交こう互ごに見つめている。まぁ気持ちはわかる。自分より容姿が優すぐれた人と同じ服を着るのは、結構勇気がいるものだろう。それも相手は山やま吹ぶきさんだ。尻しり込ごみするのも仕方ない。

　しかし、周りの女子は慣れたもので、「灯あか里りと比べても無む駄だの極きわみだから」「同じ人種じゃない、と思うくらいでちょうどいい」「灯あか里りの無意味な見た目の良さは、逆に利用するくらいでいけ」とさらりと言っている。当の本人も頰ほお杖づえを突きながら、

「そうそう。わたしは世界一かわいいから。世界で一番だから。わたしの方が可愛かわいくなっちゃうのは当たり前。だから気にしなくていいよ」

　そんなことを言う始末。髪かみを撫なでてからにっこりと笑うその様子は、なるほど確かに世界一。遠くにいるのに眩まぶしすぎる。油断すると目が潰つぶれそうになるので、ふいと視線を外す。それと同時だ。その冷たい声が届いたのは。

「──何が世界一かわいい、だよ。ブース」

　教室の中をぴりっとした空気が張はり詰つめる。賑にぎやかだった生徒の声が、一いつ瞬しゆんで静まり返った。山やま吹ぶきさんに聞こえるよう、わざとそういうタイミングで言ったのだろう。

　声の主はわかる。同じ窓まど際ぎわ、一番前の席だ。そこに座っている女の子と、そばに立っているふたり。彼女たちはにやにやとした笑みを張り付けていた。実際に口に出したのは、おそらく椅い子すに座っている女の子。彼女の名前は、森もり園ぞの麻ま里り亜あ。綺き麗れいな人だ。その綺き麗れいな顔を歪ゆがめて、いつも山やま吹ぶきさんを面おも白しろくなさそうな顔で見ている。

　目つきが鋭するどく、所謂いわゆるネコ目が特とく徴ちよう的てき。それに合わせるように細い眉まゆ、形の良い耳にリップが塗ぬられた厚い唇くちびる。髪かみは肩かたにかかる程度。化け粧しようは校則で禁止されているが、バレないよう目立たないように、所々に施ほどこしてある。スカートはギリギリまで短くしていた。意地悪そうな印象を与えるけれど、確かに彼女は美人だ。山やま吹ぶきさん相手だと分ぶが悪いだけで。それが面おも白しろくないのだろう。だから、彼女の口から「ブス」なんて言葉が飛び出した。

　……何とも陰いん険けんだ。悪口は人の心を軋きしませる。言われた方も、聞いていた人も。たとえ山やま吹ぶきさんが聞こえなかったふりをしたとしても、黒い感情は腹に溜たまるだろう。

「──だれだ、今ブスって言ったのはッ！」

　……ただまぁ、僕ぼくの幼おさな馴な染じみは容姿に関する悪口は決して許さないのだが。

　静まり返った教室に、彼女の怒ど号ごうと机を叩たたく音が響ひびき渡わたる。山やま吹ぶきさんが立ち上がり、その瞳ひとみを森もり園ぞのさんへと向けた。相手を見つけた。山やま吹ぶきさんは勢い良く彼女の方へ近付いていく。

　森もり園ぞのさんも真まっ向こうから来るとは思わなかったのだろう。呆あつ気けに取られていたが、すぐに表情を戻もどす。山やま吹ぶきさんを睨にらみ返かえしながら、彼女を迎むかえ撃うとうとしていた。

「今、言ったでしょう。わたしのことをブスだと言ったでしょう」

「あぁ言ったね。何が世界一かわいいだよ、バカじゃないの？　調子に乗ってんじゃねぇよ、鏡見ろやブース」

「ど、こ、が、ブスだ！　鏡なんて毎日見てるっつーの！　どこをどう見てもこれ以上ないほどの可愛かわいさを誇ほこっているでしょうが！　目悪いの？　じゃあよく見ることだな！」

　声を張り上げていたと思うと、山やま吹ぶきさんは森もり園ぞのさんのセーラー服を摑つかんだ。見守っていた人たちに緊きん張ちようが走る。暴力沙ざ汰たか、と冷ひや汗あせをかいたけれど、山やま吹ぶきさんは頭をぶつけるほどに顔を近付けただけだった。「汚きたない顔近付けてんじゃねぇよ、ブス！　視力落ちるわ！」「はぁー!?　ブスじゃないですー、たとえブスだとしても世界一かわいいブスですー！」などと至し近きん距きよ離りで怒ど鳴なり合あっている。

　なんだろうこれは。

　張はり詰つめていた空気がほどけていく。彼女たちは真しん剣けんなのだろうが、互たがいの主張を聞いているとあまりにバカらしい。バカバカしい。まぁこれもすぐに終わるだろう……、と思っていたら、やはりすぐに収まった。怒ど鳴なり声ごえがやんだのである。

　山やま吹ぶきさんの手は森もり園ぞのさんを摑つかんだままだが、その口から怒ど号ごうは出てこなかった。頭を離はなしてじっと森もり園ぞのさんを見つめている。その表情に先ほどの怒いかりはない。戸と惑まどうのは森もり園ぞのさんの方だ。怒ど鳴なっていたかと思えば急に静止して凝ぎよう視ししてくるのだから、不気味ですらあるだろう。案の定、「な、なんだよ」と山やま吹ぶきさんの手を振ふり払はらった。

「……あなた、前の学校では自分が一番かわいいと思っていたクチ？」

「は？」

　完全に怒いかりが抜ぬけきった声で、山やま吹ぶきさんは淡たん々たんと問いかける。

「いや、わたしに突つっかかってくる人って大たい抵ていそういう人なのよね。前の環かん境きようではちやほやされていたのに、わたしのせいでその地位がなくなっちゃった人」

「……っ」

　どうやら図星だったらしい。森もり園ぞのさんは顔を歪ゆがめると、キッと山やま吹ぶきさんを睨にらみつけた。その眼には怒いかりが宿っている。「関係ないだろうが」と声を荒あらげるが、それは山やま吹ぶきさんの言葉に答えているも同然だった。しかし、それさえも聞こえていないように、山やま吹ぶきさんはじぃっと彼女を眺ながめている。そうして、目を逸そらすことなく口を開いた。

「もちろん、わたしほどではないんだけど……、確かにあなた、かわいいわね」

「──は？」

「こんなにまつ毛が長い人って見たことないなぁ……、でも、ファンデ塗ぬりすぎじゃない？　今はやりすぎない方がいいよ、まだ若いし肌はだも綺き麗れいなんだから。先のことも考えた方がいいわよ？　あと髪かみ！　すごくさらさらよね。シャンプーは何使ってるの？　どうやって保持してる？」

　矢や継つぎ早ばやに山やま吹ぶきさんは言葉を重ねていく。言葉だけではなく、彼女の手が森もり園ぞのさんに触ふれていく。頰ほおや顎あご、耳や髪かみに手が伸のびていった。森もり園ぞのさんの表情は困こん惑わくに変わっていたが、慌あわてて山やま吹ぶきさんの手を弾はじく。

「さ、触さわんな！　気持ち悪いんだよ、寄ってくるな！」

「えー、いいじゃーん。教えてよー、どこで買ったやつー？」

　結局、べたべたと触さわってくる山やま吹ぶきさんに耐たえ切きれず、森もり園ぞのさんは席を立って教室の外へ逃にげていった。それを山やま吹ぶきさんが追いかけていく。それで、この騒そう動どうは終わりを告げた。残されたクラスメイトはぽかんとするしかない。森もり園ぞのさんのそばにいたふたりも同じだ。一部を除のぞき、ほとんどの生徒はただただ困こん惑わくしていた。

「……何だったんだ、ありゃ」

　それはつばさも同じだったらしい。箸はしを咥くわえたまま、森もり園ぞのさんの席を眺ながめて言う。僕ぼくにとってはそれほど珍めずらしい光景ではなかったので、不思議そうにしているつばさに答えを渡わたした。

「山やま吹ぶきさんはかわいいものや綺き麗れいなものが好きで、それは人に対してもいっしょなんだ。それに普ふ段だんはあんまり人に嫌きらわれることってないから、たまにあぁやって毛け嫌ぎらいされると近付いちゃう。好きになっちゃうんだって」

　その見た目の良さゆえに、彼女を露ろ骨こつに嫌きらう女性はいる。しかし、そういう人を山やま吹ぶきさんは好んでしまう。好意丸出しの相手を嫌きらうのは難しい。物もの凄すごい美人が慕したってくれるなら尚なお更さらだ。そうやって山やま吹ぶきさんは自分を嫌きらう相手と友達になっていった。きっと森もり園ぞのさんもそうなるのではないだろうか。

　ちなみにこれは同性相手の話である。山やま吹ぶきさんの法則に気付き、彼女に嫌きらわれるよう動いた男子がそのまま普ふ通つうに嫌きらわれたアホなケースもある。

「昔からなんだよね。変わってない」

　頰ほお杖づえを突いて、僕ぼくは独り言のように言った。気が緩ゆるんでしまっていたのかもしれない。はっとしたが、もう遅おそかった。

「昔から？」

　つばさの箸はしが止まる。彼女は眉まゆを上げたかと思うと、僕ぼくの方にぐっと身体を寄せてくる。彼女の髪かみが机の上を撫なでていった。にやっとした笑みを浮うかべながら、つばさは口を開く。

「なんだよ、喜き一いち郎ろうって灯あか里りと昔からの付き合いだったのか。もしかして元カノ？」

「違ちがうって」

　何でそう話が飛ひ躍やくするのか。あぁ口を滑すべらせた。あまり人に言いたくない話なのだが、変にごまかしても含ふくみがあるように聞こえてしまう。山やま吹ぶきさんとの関係を聞かれて、そういうふうに話す人もいるが、あれはかなり滑こつ稽けいだ。それと同じにはなりたくない。

「幼おさな馴な染じみなんだよな」

　僕ぼくが口を開くより早く、その声は僕ぼくたちに届いた。いつの間にやってきていたのか、彼は僕ぼくたちのそばに立っていて、端たん正せいな顔に笑みを浮うかべている。

　さらりとした髪かみを瞳ひとみの前で揺ゆらし、襟えり足あしは首筋を隠かくすほど伸のばしている。つり目がちながら優やさしげな瞳ひとみ、外国人のように高い鼻。同性の僕ぼくから見ても格好良い。それに加え、同じ一年生とは思えないほど背が高く、すらりとした体型の持ち主である。足の長さには目を見張ってしまう。

　容姿の良さは群を抜ぬいているのに、人のお節せつ介かいばかり焼いているのが彼の特とく徴ちようだ。今もそう。楽し気に口を開いている。

「家が近所で、小中高と学校までいっしょなんだよ」

「……なんで君が言うのさ、秋あき人ひと」

　僕ぼくが呆あきれながら言うと、彼は悪びれもせずに肩かたを竦すくめた。

　彼の名前は桐きり山やま秋あき人ひと。僕ぼくの小学校時代からの友人である。当時は身体も小さく、それに合わせるようにひどく気弱だった彼はここ数年で劇的に変へん貌ぼうを遂とげた。いつも僕ぼくの背中に隠かくれていたと言っても、信じる人はだれもいないだろう。

「へえ。幼おさな馴な染じみ」

　つばさは興味深そうに秋あき人ひとの言葉に反応した。視線は僕ぼくから秋あき人ひとへ。あぁ、やっぱり。それだけ、『幼おさな馴な染じみ』という言葉には魔ま力りよくがある。

「小学校のときなんて、いつもいっしょだったからな。俺おれは随ずい分ぶん嫉しつ妬としたもんだよ」

　懐なつかしそうに目を細める秋あき人ひと。またいい加減なことを。僕ぼくと彼女の話をするなら、きちんと最後まで説明するべきだろう。

「……昔の話だから。仲が良かったのも、いっしょに遊んでいたのも。中学に上がってからはほとんど会話もしてないよ」

「なんだ。そうなのか。つまんねぇな」

　つばさは本当につまらなそうに言った。再び弁当箱に意識を戻もどすと、「男女の幼おさな馴な染じみってもんは、もっと面おも白しろいものだと思ってたんだけどな」と勝手なことを口にする。

　本当に勝手だ。

　僕ぼくだって期待していた。幼おさな馴な染じみの女の子。昔からの幼おさな馴な染じみ。小さなときからずっといっしょにいて、どんどん可愛かわいくなっていく女の子が幼おさな馴な染じみで、期待をしないわけがない。

　問題は、その子が自分と到とう底てい釣つり合あわないくらいに可愛かわいくなってしまったことだろう。

「ん？　秋あき人ひとも喜き一いち郎ろうと、小学校からの付き合いなのか」

「あぁ。あの頃ころの俺おれは喜き一いち郎ろうのあとばかり追いかけててな。いじめられっ子だった俺おれを喜き一いち郎ろうは守ってくれたんだよ。俺おれと、あとあの子のヒーローだったよな」

　僕ぼくが物思いに耽ふけっていると、思わぬ方向に話が進んでいる。秋あき人ひとを見ると、彼は僕ぼくにウインクをしてみせた。なんとまぁ。男のウインクなんて気持ちが悪いだけだと思うのだけれど、秋あき人ひとの場合は様になるから恐おそろしい。

　慌あわてて話を止めようとしたが、既すでにつばさの耳には届いてしまっている。彼女は「喜き一いち郎ろうがヒーロー？　秋あき人ひとじゃなくて？」と驚おどろいた声を上げた。変身ポーズを取りながら。

　そう思うのも仕方がない。普ふ通つうは逆だと思うだろう。

「それも昔の話だって。今は何の取とり柄えもない普ふ通つうの高校生なんだから、変なこと吹き込むのはやめてよ」

「はいよ。ま、そういうことにしておこう」
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　秋あき人ひとはふっと微ほほ笑えむと、僕ぼくの肩かたをぽんぽんと叩たたいて席を離はなれていった。その背中を見ながら、つばさが呟つぶやく。

「喜き一いち郎ろうがヒーローってことより、秋あき人ひとがいじめられっ子だった、って方が信じらんねえな」

　同感だ。今のやたらと格好良い秋あき人ひとからは想像するのも難しい。僕ぼくだって、たまに自分の記き憶おくが信じられなくなるくらいだ。

「ごちそうさまでした！」

　突然、つばさがそんな声を上げる。いつの間にか食たべ尽つくしていたらしい。空っぽの弁当箱を前に、つばさはパン！　と両手を合わせた。はー、食った食った、と幸せそうにお腹を撫なでている。

「それって今日のお弁当でしょ？　お昼どうするのさ」

「ん？　そうだなー、購こう買ばいでパンだな。あー、何食おう」







　何食おう、じゃないよ、もう！

　過去のつばさに文句を言ってやりたくなる。そう八つ当たりをするほどに、今の状じよう況きようは切せつ羽ぱ詰つまっていた。まさか、彼女の言う通り、本当に七不思議が存在したなんて。いや、彼女から聞いた話とは現状でかなり違ちがってはいるが……。

　しかし、目の前に不可思議な現象が起こっているのは事実。どれだけ瞬まばたきをしても、山やま吹ぶきさんの前に浮うかぶ煙けむりは消えていかない。真っ青な山やま吹ぶきさんの顔色もそのままだ。すべて現実だ。僕ぼくはその光景を、校舎の陰かげから見守ることしかできない。

『今から貴様に呪のろいを与える』

　煙けむりはそう言いながら、山やま吹ぶきさんの前に自身の一部を向けた。まるで手を向けているかのよう。そう見えてしまう。

　すぐそばまで煙けむりが近付いても、山やま吹ぶきさんは逃にげようとしなかった。いや、できないのだろう。彼女は震ふるえながら、涙なみだ目めでその光景を見つめている。

　このままでは、本当に彼女が呪のろいを受けてしまう。

　つばさはなんと言っていた？　肝かん心じんなのは結果だ。話のオチだ。

　そう、『呪のろい殺ころされる』と確かに彼女は言っていた。

　では、何か。山やま吹ぶきさんは今から呪のろい殺ころされるのか。世界一かわいいせいで、男にモテるせいで、彼らをフったせいで！　彼女は今から呪のろい殺ころされてしまうという。そんなの、おかしいだろう。





〝ねぇ、あかりちゃん。ぼく、やくそくするよ〟

〝なにを？〟

〝あのね──〟






　遠い遠い、随ずい分ぶん昔の記き憶おくからかすかに声が聞こえてくる。あぁそうだ、約束をしていた。していたはずだ。小さい頃ころの僕ぼくと彼女は、確かに約束していたんだ。

　助けなければ。彼女は僕ぼくが助けなければ！

「ま、待てッ！」

　転がるように校舎の陰かげから走り出て、山やま吹ぶきさんの前に飛び出す。煙けむりの前に立たち塞ふさがる。「あ、青あお葉ばくん……？」という戸と惑まどった声、『ほう』という感心したような声が、同時に僕ぼくの耳に届いた。

「山やま吹ぶきさんは何も悪いことをしていないじゃないかッ！　こんなことで呪のろいを受けるなんてあんまりだ！　絶対におかしいッ！」

　煙けむりから感じるえも言われぬ圧あつ迫ぱく感かん、妙みような不気味さに足が震ふるえる。恐きよう怖ふが身体を駆かけ巡めぐる。しかし、それでも山やま吹ぶきさんの前から退どくつもりはなかった。僕ぼくは煙けむりを思い切り睨にらみ付つける。

　それを嘲あざ笑わらうかのように、煙けむりは淡たん々たんと答えた。

『あぁそうだ、おかしいよ。貴様の言う通りだ。しかし、先ほどその娘にも言ったが、呪のろいとはそういうもの。負の感情の塊かたまりだ。それを集めてしまったこの娘に何の落ち度がなかったとしても、呪のろいはもう発現してしまった』

「だ、だからと言って、呪のろい殺ころすだなんて……ッ！」

『呪のろい殺ころす？』

　僕ぼくの言葉に、煙けむりは愉ゆ快かいそうな声を上げた。まるで笑っているようだ。『物ぶつ騒そうな小こ僧ぞうだな』と身体を揺ゆらしている。

「ち、違ちがうの……？」

『あぁ、違ちがう。いや、最悪の場合はそれと同じような状じよう況きようになる。そこはその娘の努力次し第だいだ。──我が呪のろいによって与えるのは、試練だよ』

「試練……？」

　どうやら聞いていた話とは違ちがうようだ。呪のろい殺ころすというのが勘かん違ちがいなのは喜ばしいけれど、不ふ穏おんな言葉は続いている。試練。試練だって？　呪のろいが与える試練だなんて、どんな恐おそろしいものだというのか。

　そっと振ふり返かえる。山やま吹ぶきさんは震ふるえる手で、自身の服の裾すそを握にぎりしめていた。不安が伝わってくる。自分に降りかかる試練というものに、彼女の心は再び揺ゆらされている。……あぁ、なんだって山やま吹ぶきさんがこんな思いをしなくてはならないのか。やり切れない思いが拳こぶしを握にぎらせる。

『──小こ僧ぞう。その娘を助けたい、と。そう思っているのだろう』

「助けたい。そんなの当たり前だ」

　考えるより先に言葉が飛び出していた。震ふるえてはいない、はっきりとした声でだ。自分でもそんな声が出たことに驚おどろいた。

　僕ぼくの噓うそ偽いつわりない気持ちだった。彼女を助けたいと心から思っている。

　再び、煙けむりが愉ゆ快かいそうに笑う。身体を揺ゆらす。しばらくそうしたあと、僕ぼくたちに向けていた煙けむりの手を大きく掲かかげて見せた。

『ならば介かい入にゆうを許そう。小こ僧ぞう、貴様が娘の代わりに試練をこなせ。女を助けるために貴様が走れ。泥どろをかぶれ。恥はじをかけ。足あ搔がけ、足あ搔がけ、足あ搔がけ！　女を失いたくないというのなら、呪のろいを許せないというのなら、貴様が試練をこなすのだ！　少女のために少年が駆かける、これぞまさに──！』

　青春である。煙けむりはそう言い終えると、大きく広げていた手を振ふり下おろした。その先には僕ぼくたちふたりがいる。迫せまりくる煙けむりに対し、危機を覚える暇ひまさえなかった。潰つぶされる。目の前に迫せまった煙けむりに対し、ただそれだけが頭に浮うかんだ。

　しかし、僕ぼくたちが煙けむりに押おし潰つぶされることはなかった。煙けむりは僕ぼくたちに触ふれたかと思うと、何かをまき散らしながら弾はじけ飛とんでしまったのだ。無数の小さな何かが噴ふき出だす。それは花びらだ。桜の花びら。

　煙けむりがすべて可愛かわいらしいピンクの花はな吹雪ふぶきへ変わっていく。目の前がすべて桜の花びらに覆おおいつくされる。こんな状じよう況きようだというのに、その幻げん想そう的てきな光景は身み震ぶるいするほどに綺き麗れいだった。

「……は」

　身体を引っ張られて、正気に戻もどる。眼前の光景に再び驚おどろく。……何もない。何もないのだ。

　僕ぼくの目の前に花びらなんてない。枯かれた桜の木だけだ。花びらが舞まい散ちるわけでも、話す煙けむりが鎮ちん座ざしているわけでもない。ここはただの、寂さびれた校舎裏だった。

　引っ張られている箇か所しよに目をやる。山やま吹ぶきさんが地面にぺたんと座り込んでいて、僕ぼくの学ランを摑つかんでいた。脱だつ力りよくしきっている。顔を伏ふせてしまいながら、たどたどしく声を上げた。

「な、なんだか、変な夢を見てしまったようね」

「……いや、夢ではないでしょ。僕ぼくもいっしょにはっきり見てるよ。やめなよ現実逃とう避ひ」

　目の前の異い形ぎようがすべて消え去ったからと言って、夢だと言い張るには感かん触しよくが強すぎる。煙けむりの声もまだ耳に残っているくらいだ。しかし、山やま吹ぶきさんは立ち上がると、強情に首を振ふった。

「いえ、あれは夢。夢なのよ。夢だって決めた。ね、そうしましょう、青あお葉ばくん。わたしたちはおかしな夢を見た。いい？」

　疲つかれた表情で彼女は凄すごんでくる。僕ぼくが何も言えないでいると、山やま吹ぶきさんはくるりと背を向けた。その視線の先にあるのは、僕ぼくがさっきまで持っていたゴミ箱。飛び出したときに転がってしまったようだ。中身は既すでにゴミ置き場に捨ててきたので、ゴミが散乱するようなことはなかった。

「あぁ、なんであんなところに青あお葉ばくんがいたのか不思議だったけど、掃そう除じ当番だったのね」

　山やま吹ぶきさんは平静を装よそおいながら、転がったゴミ箱にてこてこと歩いていく。そこで少しばかり風が吹いた。彼女の綺き麗れいな髪かみが揺ゆれるのが見える。

「くちゅんっ」

　うわ、かわいい。びっくりした。

　控ひかえめなくしゃみに心が癒いやされてしまった。大きな音を立てない奥おくゆかしさだけでなく、ちょっと身体が縮こまるのがポイント高い。

「ほら、これ持って教室に戻もどりましょうよ。わたしも鞄かばん持ったらすぐ帰るわ……、帰って寝ねる……」

　僕ぼくが山やま吹ぶきさんのくしゃみに惚ほれ込こんでいる間に、彼女はゴミ箱のそばまで歩み寄っていた。少し腰こしを曲げながら、彼女は両の手を地面のゴミ箱へと伸のばす。そうして。

　すっ。

　彼女はゴミ箱を摑つかもうとして、空から振ぶりをしていた。

「……………………」

　目をぱちくりとさせながら、地面のゴミ箱を見つめる山やま吹ぶきさん。やはり先ほどのショックが抜ぬけ切きっていないのだろうか。不思議そうな表情を浮うかべたあと、彼女は再びゴミ箱を拾おうとした。

　すっ。

　しかし、それもまた空から振ぶり。……いや、これはおかしい。

　山やま吹ぶきさんは焦あせりを浮うかべて、またゴミ箱を拾おうとする。けれど、また空から振ぶりだ。次も。また次も。そこでようやく気が付く。彼女の手、なにかがおかしい。ゴミ箱をすり抜ぬけているのだ。彼女の手がゴミ箱に触ふれると、まるで透すき通とおっているかのように貫かん通つうする。決して摑つかむことができないのだ。

「…………！」

　彼女は自分の両手を見つめ、愕がく然ぜんとした表情を浮うかべていた。……やはり、先ほどの出来事は夢ではなかった。現実だ。あの煙けむりや桜の花びらのように、彼女の身体に何か異変が起きている。

「山やま吹ぶきさん……」

　僕ぼくが思わず名前を呼ぶと、彼女ははっとして、顔を上げた。かと思うと、凄すごい勢いでずかずかずかっ、と僕ぼくの方に歩み寄ってくる。そして、その勢いのまま、僕ぼくの顔を両手で挟はさんだ。

「ちょ、山やま吹ぶきさん……っ！」

「つ、摑つかめる。摑つかめているわよね、わたしっ！」

　彼女の声は不安に満ちている。明らかに彼女は怯おびえている。自分の身体に起きた妙みような出来事に対して。その事象について僕ぼくも考えたいのに、目の前の彼女がそうさせてくれない。顔が近い、顔が近いっ！　ふわりと香かおるシャンプーの匂においに水すい晶しようのように輝かがやく瞳ひとみ、うっとりするほど綺き麗れいな肌はだ。それをこんな近きん距きよ離りで見せられてしまっては、僕ぼくの方が持たない。

「や、山やま吹ぶきさん！　落ち着いて！」

「ね、ねぇ青あお葉ばくん、わたし、ちゃんと触ふれているわよね？　大だい丈じよう夫ぶよね？　透すけたりしていないわよね？」

　ダメだ、僕ぼくの声が届かない。彼女は錯さく乱らんして、僕ぼくの顔を強く摑つかんでしまっている。これがまた辛つらい。細くて形の整った指が、温ぬくもりを持って僕ぼくを包んでいく。泣きそうになりながら、彼女は上うわ目め遣づかいで必死に僕ぼくを見つめている。これはまずい！

「ち、近い近い近い近い。山やま吹ぶきさん、近いんだって。この距きよ離りはちょっと……」

「はぁ!?　ちょっとってなによ、ちょっとって！　こんだけかわいい顔が近くにあるんだから嬉うれしいでしょうが！」

　状じよう況きようを忘れてガーッ！　と怒おこる山やま吹ぶきさん。この人、自分の顔のことになると途と端たんにこれだ！　そういう場合じゃないだろうに！

「普ふ通つうの高校生なら、かわいい顔がこれだけ近いと、困るもんなんだって……」

　そう言いながら彼女を引ひき剝はがそうとした瞬しゆん間かんだった。

「……え」

　その異変に気が付く。こんなにもそばに彼女の顔があるものだから、その変化はすぐ目に入ってしまった。

　彼女の瞳ひとみのすぐ下だ。やわらかそうな頰ほおの上。そこに、妙みようなマークが浮うかび上あがっているのである。

　ハートマークだ。赤く染まったハートが描えがかれている。そのハートマークの中には、「それに触ふれるな」とでも言いたげな手のマークが描かき込こまれていた。その下には『ＳＴＯＰ!!』という文字。おかしな標識のようだった。そんなデザインのマークが、彼女の目の下に浮うかび上あがっているのである。もちろんさっきまではなかった。こんなにも目立つマークが顔にあれば、絶対に気が付く。

「そ、そのマーク……、一体どうしたの……？」

　僕ぼくが指差すと、彼女は眉まゆを顰ひそめながらそれに触ふれた。ごしごしと擦こすってみるが、消えはしない。不安げな表情で口を開く。

「な、なに？　マークって何のこと？　わたしの顔に何かついているの……？」

　不安そうな表情を浮うかべ、彼女は制服のポケットに手を突っ込んだ。そしてその顔が豹ひよう変へんする。目を見開き、顔に浮うかぶのは困こん惑わくと驚きよう嘆たん。そのまま固まってしまった。

「あ、青あお葉ばくん……、今、何か持っているものってある……？」

　僕ぼくの顔を見ようともせず、彼女は振ふり絞しぼったような声でそう尋たずねてくる。なぜ今そんなことを、とは思ったけれど、山やま吹ぶきさんの顔を見ると聞き返すことはできなかった。

「えと……、携けい帯たいならあるけど……」

「あぁそう……、わたしのポケットにも携けい帯たいがあるわ。あるはずなのよ……。ねえ青あお葉ばくん。あなたの携けい帯たい、わたしの手のひらに落としてみてくれない……？」

　山やま吹ぶきさんはそう言うと、僕ぼくの元へ手を伸のばした。その手は明らかに震ふるえている。彼女の意図は読めなかったが、僕ぼくは言う通りに携けい帯たいを取り出した。彼女の指示通り、その手のひらに携けい帯たいを落とす。

　彼女の手に携けい帯たいが着地する。ただそれだけのことだった。そのはずだった。

　しかし、驚おどろくべきことに、携けい帯たいは山やま吹ぶきさんの手をすり抜ぬけて地面へと落ちていったのだ。まるでそこに何もないように。彼女の手が存在していないかのように、無視して携けい帯たいは落ちていった。

「な……、えぇ……？」

「………………」

　驚おどろきで言葉が出てこない僕ぼくと、呆ぼう然ぜんとして立たち尽つくす彼女。

　これが、あの煙けむりが言っていた試練なのか。

　目の下に妙みようなマークが現れ、物がすり抜ぬけてしまうようになってしまった。彼女の身にそんな不可解な現象が起こっている。……どうしろというのだ。山やま吹ぶきさんに何をさせたいんだ。それとも、こんなふうに苦く悩のうするのも試練のうちなのだろうか……？

「どうしたのぉ、ふたりともー」

　そんな第三者の声が届き、「うわぁ！」「ひぃ！」と同時に僕ぼくたちは跳はねる。リアクションの大きい僕ぼくたちを見て、「そんなに驚おどろかなくても」と彼女は笑っていた。

　その人は校舎の中にいた。窓を開けて、そこから僕ぼくたちに微ほほ笑えみかけている。窓の縁へりに両手を乗せながら。

　ふわふわとした髪かみが印象的な女性で、やさしい性格が面おも持もちや雰ふん囲い気きに表れているような人だった。眼鏡がその印象をより強くしている。大人しい服装が多い人で、今日は白のワンピースに薄うすい緑のカーディガンを羽織っていた。二十代半ばの若い先生なのだが、実じつ年ねん齢れいより若く見えるのはその童顔のせいか、おっとりとした雰ふん囲い気きのせいか。

　百もも枝え涼りよう香か先生。ももちゃん先生だとかもも先生と呼ばれているこの人は、僕ぼくたちの担任教師であった。

　彼女は首をこて、と傾かしげながら僕ぼくたちに問いかける。

「それで青あお葉ばくんに山やま吹ぶきさん。こんなところで何をしているの？　ここ、何もないよ？」

　言われてみればその通りで、確かにこんな場所にいるのは変だ。先生が声を掛かけるのも無理もないと言える。まさか本当のことを言うわけにもいかず、僕ぼくは慌あわてて転がっていたゴミ箱に手を触れた。

「あぁええと、ゴミ捨ての帰りなんです。掃そう除じ当番なので……」

「そういうこと。それはそれは、ごくろうさま」

　ふわりと笑って、もも先生は労ねぎらってくれる。噓うそを言っているわけではないのだが、素直にそう言われてしまうとちょっとだけ罪悪感が湧わいてしまう。

「あれ、山やま吹ぶきさん、どうかしたの？」

　一言も発しないで地面を見つめていた山やま吹ぶきさんが、はっとして顔を上げた。まだ落ち着いていない彼女は、「あぁえっと、その」としどろもどろになってしまう。……そこで気が付く。僕ぼくが「あ」と声を上げてしまう。山やま吹ぶきさんの顔には、未だあの謎なぞのマークが浮うかび上あがったままなのだ。

　僕ぼくの様子でそれが伝わったのだろう。山やま吹ぶきさんは頰ほおのマークを指でなぞった。彼女は自分の顔を見たわけでないが、妙みようなものが顔についているのはわかっている。

「あ、あの、これは……その……」

　山やま吹ぶきさんはごまかそうと何かを言いかけていたが、結局彼女の口から弁明が出てくることはなかった。無理もない。未だ混乱している中で、あの落書きのようなマークに上手い理由を付けられるわけがない。

「………………」

　もも先生は山やま吹ぶきさんの顔を無表情でじっと見つめていた。その視界には、間ま違ちがいなくあのマークが入っているはずだ。何と言われるだろうか。どう説明すればいいのだろうか。ぐるぐるとかきまわされた頭の中では、何も思おもい浮うかばない。ただ黙だまって先生の動向を見守ることしかできなかった。

　しかし、予想外にも彼女はふふ、と笑みを浮うかべたのだ。

「山やま吹ぶきさんはいつ見ても綺き麗れいだねえ」

「あ、はい。世界一です」

　明らかに反射で答える山やま吹ぶきさん。そんな彼女を満足そうに見ると、もも先生は「掃そう除じが終わったら早く帰るんだよー、寄り道はダメだからねー」と言い残し、その場を立ち去っていった。

「………………」

　山やま吹ぶきさんと顔を見合わせる。彼女の顔には今も妙みようなマークが刻まれている。気付かないなんてありえない。それにもも先生なら、気付いていて何も言わないということもないだろう。

「青あお葉ばくん、わたしの顔に何かついているって言ったわよね……？　ももちゃん先生、何も言わなかったけど……？」

「うん……、明らかにおかしい。そんなマークを付けていて、何も言わないなんて変だ。ということは……」

「見えて、いない……？」

　バカげていると思うだろうか。しかし、僕ぼくたちはさっきからそのバカげた出来事に何度も遭そう遇ぐうしている。呪のろいを名乗る煙けむりに、物を摑つかめない山やま吹ぶきさん、そして人には見えないマーク。おかしな事こと柄がらがひとつ増えただけだ。

「えぇ、その通りです。そのマークは、無関係の人には見ることができません」

　そして、それはどうやらもうひとつ増えるようだ。

　突然介かい入にゆうしてきた第三者の声。僕ぼくと山やま吹ぶきさんは、同時に声がした方へ振ふり返かえる。

　声の主は少女だった。恐おそろしくインパクトのある容姿をした、小こ柄がらな女の子。

　何より目を引くのが、陽の光を反射してきらきらと光る長い髪かみ。輝かがやきを放つ髪かみの色はなんと銀色に桃もも色いろが混ざっていた。その豊富な銀の髪かみを三つ編みで大きめに束ね、足元まで垂らしている。地面に引きずりそうなほどの長さだ。三つ編みであれほどなのだから、ほどいてしまったらどれほどの長さになるのだろうか。

　その銀色の輝かがやきがより目立つのは、彼女の肌はだが褐かつ色しよくだからだろう。銀と褐かつ色しよくのコントラストは魅み惑わく的てきでさえあった。眠たげな瞳ひとみは翠みどり色いろである。どこをどう見ても異国の少女だが、彼女は山やま吹ぶきさんと同じセーラー服に袖そでを通していた。だぼっとしたサイズの。けれど、こんな容姿の人が学校にいれば、だれもが振ふり返かえってしまうだろう。見た目がエキゾチックすぎる。

　おかしな見た目の彼女は、なぜか桜の木の枝にぶらさがり、地に足を着けないまま口を開いていた。足と三つ編みが揺ゆれている。

「あ、あなたは……？」

　山やま吹ぶきさんが困こん惑わくした声で尋たずねると、少女はようやく地面に下りた。まるで体重がないかのように、ふわりと着地する。

「わたしも〝青春の呪のろい〟の一部です。呪のろいの精せい霊れいとでも言っておきましょう」

　……精せい霊れいまで現れてしまった。浮うき世よ離ばなれした容姿の彼女は、人外の存在だと言われれば確かに納なつ得とくできてしまう。最も早はや驚おどろかなくなってしまったのは、もう頭が驚おどろき疲つかれてしまったのかもしれない。

「山やま吹ぶき灯あか里りさん。あなたは、〝青春の呪のろい〟をその身に受けました。わたしはその詳しよう細さいを説明するために、現れたのです」

　彼女は淡たん々たんと無感情に言葉を繫つないでいく。指を差された山やま吹ぶきさんは、「あぁやっぱりあれは現実のことなのね……」と顔を覆おおった。ショックを受けている彼女の代わりに、僕ぼくは少女に問いかける。

「さっきから山やま吹ぶきさんに起こっている不思議な現象やあのマーク、それが〝青春の呪のろい〟？」

「はい。既すでに体験してもらったとは思いますが」

　彼女はそう言いながら、地面に落ちていた石を拾い上げた。それを山やま吹ぶきさんに向かって放り投げる。山やま吹ぶきさんは慌あわてて、それを摑つかもうと手を出したが、その行動は無む駄だに終わった。さっきの携けい帯たいと同じだ。手をすり抜ぬけて、石は地面に落下してしまう。そこに彼女の手があるはずなのに、存在を無視してすり抜ぬけてしまう。……何度見ても背筋が寒くなる光景だ。実際に体験している山やま吹ぶきさんはそれ以上だろう。しかし、僕ぼくたちの心情を気にする様子もなく、少女は話を続けていく。

「あなたはこのように、物に触ふれることができない。干かん渉しようすることができない。あまりに他人へ多大な影えい響きようを与えるあなたには、干かん渉しようすることに対して制限が設けられました。これが、あなたに降りかかった呪のろい、〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟です」

「不ふ干かん渉しよう……」

　山やま吹ぶきさんは呆ぼう然ぜんとしながら、自分の手と地に落ちた石ころを見比べた。確かに彼女は触ふれることができていない。ゴミ箱にも、自分のポケットに入っていた物にも、僕ぼくの携けい帯たいにも。彼女は物に触ふれることができない。

　ぞっとした。

　彼女はこれから、どうやって生きていけばいいのだろうか。何にも触ふれることができないのに。まともな生活なんて絶対に送れないではないか。

　それは山やま吹ぶきさんも思い至ったのだろう。顔を青くして、彼女へたどたどしく訴うつたえた。

「ちょ、ちょっと待ってよ。そんなの、そんなの困る、よ。物に触さわることができない？　そんなのどうしろって言うのよ、わたしずっとこのままなの……？」

　不安と絶望が入り混じった声が山やま吹ぶきさんから漏もれる。それはそうだ、このままではあまりにも救いがなさすぎる。

　しかし、彼女はそれに加えてさらに追い打ちをかけてきた。

「いえ。それだけでは済みません。このまま放っておけば、呪のろいはもっと強くなります。状じよう況きようは悪くなっていきます。干かん渉しようできなくなるのは物だけに留まらず、人に触ふれることも認にん識しきされることもできず、地に足を着けることも許されず、幽ゆう霊れいのように宙をさまよい続ける。そのような結末が、あなたに訪れるでしょう」

　静かに、彼女はそのようなことを僕ぼくたちへ告げた。さも当然のように。あまりに恐おそろしい現実を、何の遠えん慮りよもなくぶつけてきたのだ。

　背筋に寒いものが走る。戦せん慄りつに身体が震ふるえる。なんてことだ。ある意味、死よりも恐おそろしい結末が待っていると彼女は言っている。

「……え」

　たった一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　僕ぼくが彼女の言葉に感情を揺ゆさぶられている間に、彼女はそっと手のひらを山やま吹ぶきさんに向けていた。手のひらを突つき出だすポーズ。その瞬しゆん間かんである。驚おどろくべきことに、山やま吹ぶきさんの身体が一いつ瞬しゆんで消え去ってしまったのだ。

「……え？」

　突然の出来事に、僕ぼくは絶句する。まるで、そこには最初からだれもいなかったかのように、彼女の姿が綺き麗れいさっぱりなくなってしまっていた。

「や、山やま吹ぶきさん？」

　思わず、彼女の名を呼ぶ。しかし、当然のように返事はない。彼女の姿はどこにもない。虚むなしく僕ぼくの声が揺ゆれるだけだ。

「……彼女に、何をした？」

　震ふるえる声で、銀ぎん髪ぱつの少女へ問いかける。彼女が山やま吹ぶきさんに何かをしたのは明白だった。

「一度、灯あか里りさんに体験をしてもらっているだけですよ。何物にも干かん渉しようできない、呪のろいの行く末を。不ふ干かん渉しようの世界を。身を以もつて体験してもらった方が、きっと必死になれるでしょうから」

　呪のろいの精せい霊れいは悪びれもせずそう言う。彼女の言葉を信じるならば、今、山やま吹ぶきさんは完全に不ふ干かん渉しような存在になってしまっている。らしい。物にも人にも触ふれられず、人の目にすら触ふれられず、地面にも立っていられない、という。

　そんな恐おそろしい世界に、山やま吹ぶきさんは放り出されたのだと彼女は言う。

「や、山やま吹ぶきさんはいつ戻もどってくるんだ」

「一分後には。それで十分、彼女もわかるはずですから」

　……軽い感じで言ってくれる。それが本当だとするならば、今山やま吹ぶきさんはとんでもないことになっているっていうのに。しかし、僕ぼくにできることは何もなく、ただ一分が経つのを待つしかなかった。恐おそろしく長い一分だった。

　そして一分後。ドサッという音とともに、山やま吹ぶきさんが現れた。転んでしまったかのような体勢で、彼女はその場に蹲うずくまっている。僕ぼくは慌あわてて駆かけ寄よった。

「山やま吹ぶきさんっ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　彼女は返事をしなかった。その表情にぎょっとする。真っ青な顔で歯を鳴らし、冷ひや汗あせを垂らしながら浅い呼吸を繰くり返かえしている。絶句してしまう。たった一分間、たった六十秒でこんなことになるなんて、一体どんなものを見せられたというのだろう。

「……あ、あぁ青あお葉ばくん。よかった、わたし帰って来られたんだ……」

　山やま吹ぶきさんは僕ぼくに目を向けると、わずかに表情をやわらげた。一度大きく咳せき込こむと、汗あせにまみれた額を拭ふく。空いた手は縋すがるように僕ぼくの方へ。

「空に投げ出されて、わたしそのまま……。あぁ、よかった。戻もどってこられて、本当によかった……」

　僕ぼくの腕うでを強く摑つかみながら、彼女はそのまま項うな垂だれてしまう。どんなものを見せられたのか想像もできないけれど、恐おそろしく憔しよう悴すいしている。

「………………」

　僕ぼくの目は、自然と呪のろいの精せい霊れいの方へ向けられた。可愛かわいらしい姿をしているのに、やることは随ずい分ぶんえぐい。たった一分間で人をここまで弱らせるなんて。

　ただ立っているだけなのに、彼女からは凄すさまじく不気味なものが感じられた。あぁそうだ。彼女は呪のろいだと言っていたではないか。彼女自身もあの煙けむりと同じく、人の激情を身に纏まとった呪のろいなのだ。恐おそろしくて当たり前だ。

　僕ぼくが恐きよう怖ふの宿った瞳ひとみを向けるのと同じく、顔を上げた山やま吹ぶきさんにも怯おびえの表情が浮うかんでいる。

　それを見て、なぜだか呪のろいの精せい霊れいは微び妙みような表情になる。困ったような顔だ。あまり顔に感情は出ないようだが、それでも「何とも言えない」表情になっているのは見て取れる。

「そこまで怯おびえられるとは思いませんでした。言い忘れていましたが、わたしはあなたたちの味方ですよ。信じてください」

「いや無理でしょ」

　すぐさま言い返す。どの口が言うんだ。敵も敵、これ以上ないほどの悪役っぷりじゃないか。

　しかし、彼女は僕ぼくの言葉を聞いて首を振ふる。

「先ほど灯あか里りさんに見せたのは、言わば最悪の結果。わたしはそれを阻そ止しするためにやってきました。この呪のろいを打ち消す方法を、わたしは伝えにきたんです」

「……それ、本当？」

　少しだけ顔色が戻もどった山やま吹ぶきさんが、銀ぎん髪ぱつの少女にそう問いかける。彼女はゆっくりと頷うなずいた。しかし、僕ぼくはとても信用できない。彼女は呪のろいの一部と言っていたではないか。だというのに、なぜその呪のろいを打ち消す方法を教えてくれるのか。

　僕ぼくがそれを言葉にすると、彼女は静かに口を開いた。

「確かにわたしは灯あか里りさんに害をなす呪のろいです。悪意ある感情が固まったモノ。しかし、本来ならばそれはそのまま彼女に降りかかるはずでした。しかし、そうはならなかった。このような形で顕けん現げんした。人々の悪意が呪のろいと化すほどの力を、わたしやあの煙けむりのような姿に変えたのは、あの桜の木です。あの桜にはそんな力がある。桜の力が呪のろいと混じり合い、悪意の塊かたまりを〝青春の呪のろい〟に姿を変えさせた」

　彼女は桜の木に指を差す。枯かれてしまった大きな桜の木。あの煙けむりが巻き付いていた大木。あんな枯かれてしまった桜の木に、そんな力があるという。

「煙けむりが言っていたでしょう。試練をこなせ、と。そう、わたしたちが求めているのは青春。荒あれ狂くるう若者の激情さえも覆くつがえす、圧あつ倒とう的てきな眩まばゆい光。呪のろいさえも塗ぬり潰つぶす力。わたしはそれを求めるために、ここにいるんです。あなたを救うためにここへ来た」

　彼女は胸に手を当てて言う。声に熱はないし、顔も無表情のままだ。しかし、その言葉には力を感じた。彼女の言っていることは本当なのではないか。そう信じたくなるような力がある。

「……わかったわ。あなたを信じる。方法を教えて」

「山やま吹ぶきさん」

　山やま吹ぶきさんがそう言って立ち上がったせいで、僕ぼくは慌あわてて声を上げる羽は目めになった。確かに、あの銀ぎん髪ぱつの少女の言葉は信じたくなる。すがりたくなる。けれど、信用していいかどうかはわからないだろう。確証がない。やっぱり彼女は呪のろいでしかなくて、僕ぼくたちを罠わなにはめようとしているのではないか。そんなふうに考えてしまうのだ。

　それは山やま吹ぶきさんも同じだったらしい。眉まゆを顰ひそめながら、「でも、あの子にすがる以外に方法はないでしょ」と呟つぶやいた。確かにその通りではあるのだけど……。

「はい。この呪のろいを終わらせたいと思うのなら、わたしの言うことを聞いてください。あぁ、詳くわしい説明を続けたいところですが、立ち話も何ですね。さっき先生にも見られましたし。続きは教室でしましょう」

　彼女はそれだけ言うと、さっさと踵きびすを返して歩いて行ってしまった。先ほどまで呪のろいだの何だの言っていた精せい霊れいに、急に立ち話や教室だなんて現実的なワードを使われると、不安に感じる。ただ、場所を変えるのは賛成だ。いつまでもこんな寂さびれた場所にいたくはない。

　僕ぼくはゴミ箱を拾い上げると、山やま吹ぶきさんとふたりで彼女のあとに続いた。銀色に桃もも色いろが混ざった三つ編みが揺ゆれている。味方とは言ってくれているものの、やはり彼女の存在は異質だ。隣となりに並ぶ気は起きなかった。

　隣となりを歩く山やま吹ぶきさんをちらりと見る。さっきまで真っ青だった顔は、随ずい分ぶんと良くなっていた。少しは希望を持てたからだろうか。山やま吹ぶきさんは前を向いていて、銀ぎん髪ぱつの少女を見つめている。その瞳ひとみは光を湛たたえていた。伸のびた背筋が綺き麗れいな姿勢を模かたどり、静かに歩く姿はモデルさんのようだ。流れていく彼女の長い髪かみを眺ながめていると、こんなときだというのに、見み惚とれてしまいそうだった。

「……青あお葉ばくん」

　そんなことを考えていたタイミングだったせいで、声を掛かけられたときはびくっとした。平静を保とうとしたものの、出てきた言葉は「ひゃい」というもの。けれど、彼女は気にした様子もなく、抑よく揚ようのない声で話を進める。

「わたし今、ものすごくまずい状じよう況きようよね。よくわかんない呪のろいを受けて、物に触さわれなくなって、気が狂くるいそうになる世界を見せられて。大ピンチよね。人生でここまでの危機的状じよう況きようって初めてって感じだわ」

「そ、そうだね」

「なのに、あー、ダメだ」

　山やま吹ぶきさんは顔に手を当てて、息を吐きながらそう言う。……なんだろう。彼女の辛つらそうだけど、この口元に浮うかんでいる笑みは。

「あの、呪のろいの精せい霊れいって言ったっけ。あの子、すごく可愛かわいくない？」

「………………」

　先ほどの表情から一転、ぱっと顔を明るくさせて、のんきすぎることを僕ぼくに言ってくる。何と返したものか。僕ぼくが迷っていると何を勘かん違ちがいしたのか、「いや、もちろんわたしが世界で一番よ？」と先に釘くぎを刺さしてきた。いや、言いたいことはそうじゃない。

「あの綺き麗れいな銀色と桃もも色いろの髪かみに、色気たっぷりの小麦肌はだ、それに加えて幼い顔立ち。日本人には出せない魅み力りよくよねぇ……、やっぱり精せい霊れいっていうだけあって、人じん智ちを超えた美しさがあるわ。まぁわたしも人じん智ちはとっくに超えているんだけど。神の領域なんだけど。あの三つ編みもポイント高いけど、ほどいた姿も見てみたいわ。髪かみ触さわらせてくれないかな」

　両手を組みながらハートを出し続ける山やま吹ぶきさん。確かにあの銀ぎん髪ぱつの少女には厳おごそかな美しさがあるけれど、こんな状じよう況きようでそんなことを考えていたとは。のんきすぎる。山やま吹ぶきさんに見み惚とれていた僕ぼくとどっこいどっこいだ。まぁ元気になるなら、それでいいんだけど……。

　しかし、しばらくはしゃいだあと、山やま吹ぶきさんは急に静かになってしまった。見ると、彼女の目は前を向いてはいなかった。彼女の視線は僕ぼくへ。まさか目が合うとは思っていなかったので、驚おどろいて視線を外そうとしたけれど、それは彼女の方が早かった。

　今度は僕ぼくの顔を見ず、山やま吹ぶきさんは地面を見たままぽつりと呟つぶやく。

「……なんかさ。青あお葉ばくんとこうやって話すの、久しぶりね」

　小さな声だった。聞こえていないならそれでもいい、というような声量。だけど、僕ぼくの耳はしっかりそれを拾っている。

「そうだね。すごく久しぶりだ」

　そりゃ事務的な会話くらいはしたこともある。中学でも同じクラスになったことはあるし、小学校でだって。しかし、それらはすべて、あってないようなものだった。かつての僕ぼくらに比べれば。

　思えば、「青あお葉ばくん」「山やま吹ぶきさん」と呼び合って久しい。それからは、こんなふうに何度も言葉を返し合うことはなかった。遠い思い出の中だけだ。それを彼女は覚えていてくれて、僕ぼくは素直に嬉うれしかった。

「あぁ、そうだ。そういえば、名乗っていませんでした」

　突然、前を歩く少女が足を止めた。こちらに振ふり返かえると、これは失礼しました、と頭を下げる。

「小こ春はるといいます。お気軽に小こ春はる、とお呼びください。敬けい称しようはいりません」

　彼女──小こ春はるは、ぺこり、と頭を下げる。小こ春はる、小こ春はるか。……全く似合っていない。髪かみは銀色に桃もも色いろ、肌はだは褐かつ色しよく、瞳ひとみの色は翠みどり色いろ。どこをどう見ても日本人に見えない彼女なのに、名前は実に日本らしい。あまりにミスマッチだろう。

「あっと、失礼。名乗るときはフルネームですね。白しろ熊くま猫ねこ小こ春はると言います」

「名前の自己主張が凄すごい」

　反射的に言い返してしまう。いや、だって。白しろ熊くま猫ねこさん、って。盛りすぎだろ。

「苗みよう字じに色や動物が入っているのは、それなりにありふれていると思いますが」

「いや、そのとおりだけども。入れすぎなんだって」

　少なくとも、動物を二種類入れるのはやりすぎだ。方角に加えて、場所をふたつ入れてしまった東海林しようじさんを彷ほう彿ふつとさせる。いや、東海林しようじさんは実在するけれども。

「名前もアレだけどさ」

　山やま吹ぶきさんは小こ春はるの服を指差して言う。

「小こ春はる、でいいのよね。小こ春はるはなんでうちの制服着ているの？　それ大だい丈じよう夫ぶなやつ？」

　それは僕ぼくも言いたかった。小こ春はるは当然のように、うちの制服を身に纏まとっている。その姿は名前と同じく違い和わ感かんが強い。

　しかし、小こ春はるは山やま吹ぶきさんの問いに薄うすく笑うと、彼女を覗のぞき込こむようにしながら言った。

「おかしなことを言いますね、灯あか里りさん。わたしはこの学校の生徒ですし、わたしたちはクラスメイトではありませんか」

「は？」

　間ま抜ぬけな返事をしたのは、僕ぼくも山やま吹ぶきさんも同じだった。そりゃそんな声も出る。もちろん僕ぼくたちはクラスメイトではないし、そもそも彼女は呪のろいの精せい霊れいだろう。先ほど初めて現れたのではなかったのか。百歩譲ゆずって彼女が前からこの学校にいたとしても、こんな目立つ容姿の生徒を知らずに過ごせるはずがない。

　僕ぼくたちの表情を見て、信じていないのがわかったのだろう。小こ春はるは僕ぼくらに背を向ける。既すでに僕ぼくらは校舎裏から校門前まで戻もどってきていて、ちらほらとほかの生徒が歩いているのが見えていた。

　その中でひとり、校門のそばにしゃがみこんでいる女の子がいた。髪かみの長い小さな子。僕ぼくたちのクラスメイト、小お野の塚づかつばさだ。彼女に小こ春はるは近付いていく。

　こんなところで座り込んでいるつばさに、周りの生徒は不ふ審しんな目を向けていたが、つばさの足元を見て納なつ得とくした顔を作る。頰ほおを緩ゆるめながら、通り過ぎていく。きっとアレだ。僕ぼくらが近付いていくと、あまぁい声が聞こえてくる。普ふ段だんのつばさとは程ほど遠とおい声だ。

「よしよしよぉし、ここがいいのかにゃ？　気持ちいいのかにゃ？　もっと欲しい？　もっと欲しいでちゅか～？　かわいいにゃあ、お前はー。んふふ、かわいいでちゅねぇ～」

　つばさの足元には猫ねこがいた。あれは野の良ら猫ねこだろうか。猫ねこ撫なで声ごえに赤ちゃん言葉を織り交ぜながら、つばさは猫ねこを撫なでている。猫ねこは地面に転がりながら、気持ち良さそうにしていた。かと思うと、鳴き声を上げながらつばさの足に擦すり寄よる。その姿につばさの顔がさらに緩ゆるんだ。

「どちたのー？　お腹すいたのー？　でもごめんにゃあ、ご飯はあげられないんだにゃあ。代わりにマッサージしてあげまちゅねー」

　孫を見る祖父母のような、だらしないほどの満面の笑み。緩ゆるみ切きった顔で猫ねこをあやしている。その姿に驚おどろくところはない。つばさは猫ねこを相手にすると、いつもあんなふうになる。

　驚おどろいたのは、つばさの元へ近付いた小こ春はるとのやり取りだった。

「こんにちは、つばささん。猫ねこですか？」

「ん？　おお、小こ春はるか。そう、野の良らっぽいんだけどよ、人ひと懐なつっこくてかわいいぜ。お前も触さわるか？」

「はい。それではわたしも、ここでひとつ失礼を」

　淀よどみないやり取りだった。ごく自然にしゃがみこみ、猫ねこを撫なでる小こ春はる。その姿をつばさは嬉うれしそうに見ていた。

　そのふたりを、僕ぼくと山やま吹ぶきさんは呆ぼう然ぜんと見つめる。

　小こ春はるはしばらく猫ねこを撫なでていたが、やはりつばさの技量には遠く及ばないらしい。猫ねこが起き上がってしまい、そのまま去っていった。「ばいばーい」とつばさは手を振ふる。

「さて。満足したし、おれは帰るわ。じゃあな、小こ春はる。また明日な」

　つばさは立ち上がると、そばに置いていた鞄かばんを持ちあげる。小こ春はるに手を振ふった。小こ春はるは座ったまま軽く手を振ふり返かえす。

　そこで、つばさは僕ぼくたちが近くにいることに気が付いたようだ。つばさは「あれ？」という表情を浮うかべたものの、すぐに再び手を振ふる。

「おー、喜き一いち郎ろうに灯あか里りも。掃そう除じ当番か？　ご苦労さん。また明日な」

「う、うん。また明日」

「ま、また明日ね」

　僕ぼくたちのぎこちない返事を受け取ると、つばさはたったかたーと校門を走はしり抜ぬけていった。スカートを翻ひるがえしながら、風のように去っていく。

「ね。クラスメイトらしいやり取りでしたでしょう」

　小こ春はるは振ふり返かえると、無表情のままに肩かたを竦すくめた。

　どうやら〝青春の呪のろい〟というのは、僕ぼくが想像するよりもずっと影えい響きようが強いものらしい……。

「灯あか里りさんを〝青春の呪のろい〟から解き放つためのサポートとして、いつもそばにいる方がいいんです。なら、同じ学校のクラスメイトということにしておいた方が都合がいい。なぜなら」

　小こ春はるは、昇しよう降こう口ぐちの扉とびらに手のひらを向ける。山やま吹ぶきさんに触さわれ、と言っているようだ。山やま吹ぶきさんは素直に手を伸のばす。しかし、彼女の手は扉とびらに触ふれることなく素す通どおりし、力なく空から振ぶりした。

「このように、灯あか里りさんは扉とびらに触ふれることもできません。私生活もままならない。それでは話が進みません。なので、のっぴきならない状じよう態たいに陥おちいったときはわたしが手を貸します」

　彼女はそう言うと、校舎の中へ入っていく。のっぴきならないとか久しぶりに聞いた。

　僕ぼくは扉とびらを見つめた。昇しよう降こう口ぐちの扉とびらは夜間以外は開けっ放しだから問題ないが、山やま吹ぶきさんは閉まっている扉とびらもひとりでは開けられない。のっぴきならない。教室にも入れない状態だ。それなら確かに、サポートしてくれる人がいた方がいいに決まっている。

　本当に前からここの生徒だったかのように、小こ春はるは迷わず下げ駄た箱ばこへ向かった。僕ぼくたちと同じクラスの場所へ行き、ごく自然に上うわ履ばきを取り出している。手慣れている。それを眺ながめながら、僕ぼくも上うわ履ばきに履はき替かえていると、隣となりで山やま吹ぶきさんが「あ」と声を上げた。見ると、自分の下げ駄た箱ばこの前で固まっている。手は伸のびたままだ。……あぁそうか。彼女の横顔には、あの不ふ干かん渉しようのマークがしっかりと刻きざみ込こまれている。彼女は物に干かん渉しようできない。上うわ履ばきも取り出せないのだ。

「小こ春はる。悪いんだけど、上うわ履ばき取ってくれる？」

　山やま吹ぶきさんが困ったような顔で、小こ春はるにそう言った。さっき手を貸すと言ったばかりだし、てっきりすぐに手伝ってくれるのかと思いきや、彼女は小さく首を振ふってみせる。

「あくまでわたしがするのは、最低限のものです。あまりわたしが手を貸すのはよろしくありません。孤こ立りつしているならともかく、あなたの事情を知る人がすぐそばにいるのですから、できるだけ彼の手を借りるようにしてください」

「え、僕ぼく？」

　まさか、こんなところで指名されるとは思わなかった。小こ春はるが手を貸すのがよろしくない理由はわからないが、言われてみれば従うしかない。

「……ごめん、青あお葉ばくん」

　申し訳なさそうに言う彼女に、「いや、これくらいぜんぜんいいけど」と返しながら、彼女の下げ駄た箱ばこから上うわ履ばきを取り出す。床ゆかに並べると、彼女は小さく「ありがと」と言って履はき替かえようとした。

「む」

　しかし、彼女の動きが再び止まる。足を折り曲げ、ローファーを脱ぬごうとした彼女の指が空ぶりする。……これもか。

「身に着けているものにも、干かん渉しようできないってこと……？」

「はい、できないです。でも、靴くつを脱ぬげないわけでも履はけないわけでもないですよ。人にしてもらう分には問題ないです」

　どうやら、そういうルールらしい。

「……青あお葉ばくん」

「いい、いい。気にしなくても」

　彼女は触ふれられない。小こ春はるも手伝ってくれない。なら、僕ぼくが靴くつを脱ぬがせて履はかせるしかない。うなだれる山やま吹ぶきさんの足元にしゃがみこむ。彼女の手が僕ぼくの肩かたに置かれた。支えにしているのだろう。

　そこで遅おそまきながら、気が付く。

　僕ぼくの目の前に彼女の足がある。色が白くてなめらかな足が。形の良さとその細さに目を奪うばわれてしまう。太ももに至っては犯罪的だ。もし僕ぼくが手を軽く伸のばせば、この綺き麗れいな足に触ふれることができてしまう……。

　それだけではない。この足を見ながら視線をちょいと上げれば、その先にはスカートがある。スカートの中が見える。この世のものとは思えない絶景が、僕ぼくのすぐ真上に広がっている。それを見ることさえ可能なのだ……！

「…………」

　いやまぁ、そんな度胸はないのだけれど。

　それに、そんなことをしなくても、目の前には大仕事があるわけで。この、靴くつを脱ぬがせて履はかせるという行こう為い、思った以上にアブノーマルだぞ。立ち位置が既すでに危あやうい。まず、スカートの女子の足元に跪ひざまずく時点でかなりアウトだ。その上、足を持って靴くつを脱ぬがせ、同じように履はかせるという。どういう状じよう況きようなんだこれは。なかなかやれることではない。

　思った以上に恥はずかしい行こう為いだということに気付いたのか、山やま吹ぶきさんが息を吞のむ気配がした。確かめる術はない。見上げればきっと、彼女の顔を見る前に違ちがう光景に目を奪うばわれるからだ。それはダメだ。彼女をこれ以上傷つけることなく、クールに物事を終わらせなければ。

　僕ぼくはがっちり視線を固定したまま、彼女の足に手を伸のばす。左手で足首を軽く摑つかみ、右手でローファーを外す。左手には靴くつ下したの感かん触しよくが残る。息を吞のみそうになるのを堪こらえて、上うわ履ばきを彼女の足に履はかせた。もう片方も同じように。小こ春はるの言う通り、人の手からなら触ふれられるようで、きちんと履はかせることができた。

　なんという緊きん張ちよう感かん。そして、なんという達成感。……人に靴くつを履はかせてあげる達成感ってなんだ。

　上を見ないようにしながら身体を引くと、山やま吹ぶきさんは「ご、ごめんね、ありがとう」と早口で言って、ぱたぱたと先に行ってしまった。その背中を眺ながめながら、ふぅ、と大きく息を吐く。

「喜き一いち郎ろうさんなかなかに理性がお強いようで」

　いつの間にか背後に立っていた小こ春はるが、身体を寄せながらそんなことを言ってくる。

「どういう意味さ」

「ちょっと上を向けば女子のパンツが見られるのに、そんな素そ振ぶりも見せなかったものですから。そういうの、興味ないですか？」

「普ふ通つうの高校生なら、女子のパンツに興味がないはずないよ。あの状じよう況きようで僕ぼくが覗のぞいたら、山やま吹ぶきさんから丸わかりでしょうよ」

「あぁ」

　ぽん、と手を打って小こ春はるは納なつ得とくしたような声を上げる。

「ならば、もし彼女にバレないなら、覗のぞいてました？」

「間ま違ちがいなく」

　僕ぼくの答えが満足のいくものだったのか、彼女は目を瞑つぶってしっかりと頷うなずいた。そして、唇くちびるの端はしを持ち上げると、囁ささやき声ごえで「このすけべ」と無感情に言う。わざわざ僕ぼくの耳元で。僕ぼくから離はなれると、そのまま山やま吹ぶきさんのあとを追っていった。

「……別にすけべではない」

　普ふ通つうだ、普ふ通つう。置いておいたゴミ箱を抱かかえ、僕ぼくも教室へ向かう。

　すると、曲がり角の先で「おー、また明日」と聞き覚えのある声が聞こえてきた。まもなく、その声の主が廊ろう下かを曲がってきて、ばったりと僕ぼくと出くわす。

「あぁ、喜き一いち郎ろう。なかなかゴミ捨てから帰ってこないから心配したぞ。みんなはもう帰っちゃったし」

「秋あき人ひと」

　僕ぼくの親友であり、同じ掃そう除じ当番の秋あき人ひとがそこに立っていた。彼は僕ぼくを待っていてくれたようだが、さすがにもう帰るところみたいだ。手に学生鞄かばんを持っている。なら、さっきは小こ春はると別れの挨あい拶さつを交わしていたのか。つばさと同じく、秋あき人ひとも小こ春はるをただのクラスメイトと認にん識しきしているらしい。

　秋あき人ひとは微ほほ笑えみながら、自然な動作で僕ぼくの手からゴミ箱を受け取る。

「もう帰れるだろう？　教室まで付き合うから、いっしょに帰ろう」

「あぁ、ごめん。僕ぼく、まだちょっと……」

　何もなければ、喜んで秋あき人ひとの提案に乗っただろう。しかし、今はまだ帰れない。いつ帰れるかもわからない。何せ、今から僕ぼくたちが聞くのは呪のろいを解く方法である。

　ただ、それを正直に言うわけにもいかない。何と言ったものか。悩なやんでいると、秋あき人ひとは僕ぼくにぐっと顔を近付けてきた。内ない緒しよ話ばなしをするかのように声を潜ひそめる。

「……さっき、山やま吹ぶきさんとすれ違ちがったけど、もしかしてあの子と関係あるのか」

　秋あき人ひとは時折、妙みように勘かんが鋭するどくなる。僕ぼくが驚おどろきながらも頷うなずいていると、彼はぱっと表情を明るくさせた。

「なんだよ、そういうことか。なら、さっさと行ってやれ。待たせちゃいけない。俺おれはひとりで帰るとするよ」

　彼はご機き嫌げんに言葉を並べると、僕ぼくにゴミ箱を返してさっさと帰ってしまった。妙みような誤解をされてしまった気がする。秋あき人ひとが考えているような楽しいことは、きっと今から起こりはしないのだけど。ただ、秋あき人ひとは余計なことを周りに言いい触ふらすような人ではないので、あとで訂てい正せいすればいい。

　今度こそ僕ぼくは教室へ向かった。

　ふたりは教室の前で立ち往生していた。山やま吹ぶきさんは扉とびらを開けることができないからだろう。小こ春はるも僕ぼくを待っていないで開けてくれればいいのに。そう思ったものの、山やま吹ぶきさんは気にしている様子はない。……それどころか、小こ春はるに目を向けている視線が少々熱っぽかった。すっかり気に入ってしまっている。本当にかわいいものに目がない人だ。

　教室の扉とびらを開き、中へ入っていく。教室内は無人だった。放課後になってから随ずい分ぶん時間が経っているから、当然かもしれない。完全下校時間も近付いている。

　規則正しく並んでいる机と椅い子すの光景は、生徒がいないと全く別物に見えた。窓からは夕日が差し込んでいる。教室内を照らし、隅すみには影かげを落としていた。

　僕ぼくがゴミ箱を元の場所に戻もどしていると、小こ春はるが窓まど際ぎわの席に腰こし掛かけていた。その隣となりへ同じように座ろうとして、山やま吹ぶきさんが椅い子すを摑つかみ損そこねる。「あぁ」と気落ちした声が耳に届いた。慌あわてて彼女のそばに駆かけ寄よる。

「──さて。話の続きを致いたしましょうか」

　僕ぼくと山やま吹ぶきさんが席につくと、小こ春はるはゆっくりとそう言った。空気が変わるのを感じる。これから彼女が話すことは、山やま吹ぶきさんにとって本当に大事なことだ。

「既すでに煙けむりから話は聞いていると思いますが、灯あか里りさんの呪のろいの元げん凶きようは感情です。あなたへの好意、恋が成じよう就じゆしなかったときの悲しみ、妬ねたみ、それらの感情がどうしようもないほどに膨ふくれ上あがり、呪のろいを模かたどりました。そこまではよろしいですか？」

　小こ春はるの言葉に僕ぼくは頷うなずく。それはあの煙けむりが言っていたことと同じだ。けれど、山やま吹ぶきさんは「……よくないわよ」と頭を抱かかえながら言う。

「告白されて、それを断っていたから呪のろわれた、だなんて。かわいいだけで、こんな仕打ち受けるなんて。納なつ得とくできるわけないじゃない。わたしは何も悪いことはしていないのに……」

　確かに彼女の言う通りだった。山やま吹ぶきさんは悪いことなんて何もしていない。だというのに、彼女は恐おそろしい災難に見み舞まわれている。頰ほおに妙みようなマークを付けられて、物に触ふれられない、という考えられないペナルティを受けている。

　それに対し、小こ春はるは「そうですね。あなたは何も悪くない」と頷うなずく。けれどすぐに、「ですが」と続けた。

「あなたに好意を持ち、後のちに悲しみを覚えた彼らも悪いわけではないんです。人を好きになってしまうことも、その恋が叶かなわず悲しむことも、ごく当たり前のことなんですから。……ただ、もし灯あか里りさんに特定の恋人がいれば、また話は別だったんですが」

「え。それはなんで？　普ふ通つうの高校生なら、恋人がいた方がその人の悲しみとか妬ねたみとかは強くなりそうだけど」

　告白してフラれるより、彼氏がいるって聞かされる方が辛つらそうなものだけれど。まるで勝負する前に負けてしまった、みたいで。

　僕ぼくの疑問に対し、小こ春はるは両手の人差し指を立てながら答えた。

「そうなった場合は、妬ねたみと悲しみで感情の矛ほこ先さきが分かれますし。それより何より、灯あか里りさんに彼氏がいない、ということが問題なんです。そうなれば人は期待する。もしかしたら、と夢を見る。その気持ちが膨ふくらむだけ膨ふくらんで、結局ダメだったときの感情のふり幅はばが大きすぎるんです。期待の先の絶望が一番辛つらいですから。最初から彼氏がいると知っていたら、そもそも好きにならなかったり、そこまで好意が育たなかった可能性は大いにあります」

　……なるほど。思わず、納なつ得とくしてしまう。もし山やま吹ぶきさんに彼氏がいれば、早い段階で諦あきらめられて、彼女にぶつける感情の量は少なくなっていた。もしくは、彼氏の方に怒いかりや妬ねたみの感情が届き、山やま吹ぶきさんだけに積み重なることはなかった。そういうことなんだろう。

　説明を受けた山やま吹ぶきさんは「う」と言葉を詰つまらせる。仄ほのかに顔を赤くしながら、指先同士をくるくると絡からませながら言う。

「そんなこと言われても……、恋愛とか付き合うとか、そういうのよくわかんないし……、付き合うにしても、ちゃんと……、ちゃんと？　したいっていうか……」

　照れた様子で言っている山やま吹ぶきさんが可愛かわいすぎるので、僕ぼくは少しばかり目を瞑つぶってやり過ごした。

　指を絡からませている山やま吹ぶきさんと、目をぎゅっと瞑つぶっている僕ぼくを前に、小こ春はるは話を進めていく。

「まぁ今になってこんな話をしても仕方ありません。これからの話をしましょう。率そつ直ちよくに言えば、灯あか里りさんの呪のろいを解く方法はあります。この呪のろいは膨ぼう大だいな感情が形を作ったもの。凄すさまじいエネルギーの具現。ならば、同じように強い感情をぶつければ、この呪のろいを相そう殺さいすることができます」

「呪のろいを……」

「相そう殺さい……」

　僕ぼくたちの声が口々に漏もれた。感情には、同じ強い感情をぶつければ消え去っていく。呪のろいが消えていく。そういうことらしい。しかし、人を呪のろうほどの感情に匹ひつ敵てきする感情、というのは一体どれほどの激情で、どうやってぶつければいいのか。

　その方法は今から、彼女の口から語られるのだろう。

　小こ春はるは、椅い子すから机の上に座り直した。僕ぼくたちふたりを見下ろす。夕暮れのオレンジ色が彼女の銀ぎん髪ぱつと混じり合い、黄金のように輝かがやいた。大きな三つ編みが机の上に転がっている。彼女の翠みどり色いろの瞳ひとみが僕ぼくたちを射い抜ぬき、小さな唇くちびるが厳おごそかに動いていく。

「それが、あなた方に与えられた試練。呪のろいから解放される唯ゆい一いつの手段。感情に感情をぶつけろ。気が狂くるうほどの激情を叩たたきつけろ。青春を、ぶつけろ。そのために、〝青春の呪のろい〟から下される指令をこなすんです。喜き一いち郎ろうさん。あなた、言いましたよね。灯あか里りさんを助けたい、と。そう言いましたよね」

「あぁ。言った」

　僕ぼくは頷うなずく。彼女を助けるためだったら、何だってする。

　小こ春はるはそれを聞いて、大きく頷うなずく。そして、目の前に手を差し出した。手のひらには一枚の桜の花びら。それがふわりと浮うかび上あがり、手の上でくるくると回る。すると、それが突然二枚に増えた。次は四枚。八枚。繰くり返かえしていくうちに、彼女の手の上にはたくさんの花びらがぐるぐると回っていた。

　小こ春はるはそれに目をやることなく、僕ぼくたちをじっと見つめている。

「膨ぼう大だいな量の感情を集めるためのミッション。それがこれに書かれています。あなたは、そのミッションをこなせばいい。顔から火が出るほどの赤あかっ恥ぱじ、心が焼き切れると錯さつ覚かくするほどの恋れん慕ぼの情、立っていられないほどに凄すさまじい切なさ。異様とも言える感情の昂たかぶりを、このミッションが導いてくれる。青あお葉ば喜き一いち郎ろうさん。そのミッションをこなしてください。彼女を助けるために、青春ミッションをこなせ──」

　彼女の声とともに、花びらの竜たつ巻まきが弾はじけ飛とんで消えていく。そして、花びらと入いれ替かわるように一冊の本が浮うかび上あがっていた。大きな本だ。何かの図ず鑑かんのように巨大な本が、彼女の手のひらの上でぷかぷかと浮ういている。怪あやしげな光を纏まとっている。黒い装そう丁ていに妙みような文字や模様がびっしりと書き込まれているが、そのどれもが全く見たことのないものだった。
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「この本の名は〝青春ミッションボード〟。あなたを導くミッションが、この本に浮うかび上あがります。あなたの運命は今まさにここへ。さぁ、青春ミツシヨンを始めましょう──」

　桜の花びらが一枚浮うかび上あがり、そのまま静かに消えていった。







[image: 第二章　駆け抜けろ青春、まるで転がり落ちるように]







「……ちょっと待って。呪のろいを受けているのはわたしなわけでしょ。でも、その呪のろいを解くミッションを青あお葉ばくんがやらなくちゃいけないのは、変じゃない？」

　山やま吹ぶきさんが困こん惑わくした様子で、小こ春はるが持っている本と、僕ぼくとを交こう互ごに見る。僕ぼくはやる気になっていたので、改めてそんなふうに言われると困ってしまう。迷めい惑わくだっただろうか。

　山やま吹ぶきさんの問いに、小こ春はるは感情を乗せていない声で淡たん々たんと言う。

「そういう契けい約やくを交わしてしまいましたから。呪のろいを受ける際、喜き一いち郎ろうさんが代わりに試練を受けると。灯あか里りさんを助けると。それは今いま更さら引っ込められません。ミッションをこなすのは喜き一いち郎ろうさんの仕事です」

　小こ春はるはぴしゃりと言い切った。

　煙けむりの言葉を思い出す。確かに、あのとき『貴様が娘の代わりに試練をこなせ』と言っていた。女を助けたいのなら、貴様が走れ、と。望むところだ。僕ぼくが頑がん張ばって山やま吹ぶきさんを助けられるのなら、どれだけでも頑がん張ばろうって気になる。

　しかし、山やま吹ぶきさんはそう思っていないらしい。戸と惑まどいの表情は変わらないままだ。

「そんな……、青あお葉ばくんはそれでいいの？　これはわたしの問題なのに、あなたを巻まき込こんでしまって……」

「問題ないよ。僕ぼくがやる。……いや、うん。山やま吹ぶきさんが迷めい惑わくじゃ、なければ、だけど」

「迷めい惑わくをかけるのはわたしの方じゃない……」

　しゅんとして山やま吹ぶきさんは肩かたを落とす。申し訳ない、とは思われているかもしれないけれど、迷めい惑わくではなさそうだ。ならいい。

　その試練とやらは僕ぼくがこなす。

　きっと山やま吹ぶきさんは覚えていないだろうけど、僕ぼくは約束をした。随ずい分ぶん前にしたきりの約束。それをようやく、守ることができる。それだけで僕ぼくは満足だ。

「灯あか里りさんが喜き一いち郎ろうさんに悪いと思うのなら、灯あか里りさんが手伝えばいいんですよ」

　そう言いながら、小こ春はるは持っていた本を机の上に置いた。開かれたページには何も書かれていない。白紙だ。先ほど、ここにミッションが浮うかび上あがる、と言っていたが……。

「まだミッションは下されていません。そろそろ出てくるとは思うんですが」

　小こ春はるは白いページに指を滑すべらせる。ミッションはまだ来ていない。ならば、今は待ちということなのだろうか。そういうことなら、とさっきからの疑問を小こ春はるへぶつける。

「小こ春はる。この本に、君の言う青春ミッションが浮うかび上あがるって言っていたよね」

「はい。その通りですが」

「で、この本の名前が〝青春ミッションボード〟。そう言っていたよね」

「……言いましたが」

　何が言いたいのかわからないのだろう、小こ春はるは怪け訝げんそうに僕ぼくを見る。しかし、隣となりで山やま吹ぶきさんが「……わたしもちょっと、あれ？　って思った」と静かに言う。やっぱりそうだ。

　僕ぼくはその本に触ふれる。〝青春ミッションボード〟と呼ばれている、この本。本だ。

「……ボードじゃなくない？」

「……………………」

　僕ぼくの言葉に、小こ春はるは黙だまり込こんでしまう。無表情なのは変わらないのに、何とも言えない感情が浮うかび上あがっているのが見て取れてしまう。言わない方がよかっただろうか。しかし、ミッションボード、と言っているのに本を出されたこちらからすれば、そう言いたくなるのも仕方がないだろう。

　ボードじゃなくてブックじゃん、と。

「……別にボードにしてもいいですけど」

　明らかにむっとして、小こ春はるは口を開く。

「本の方が見やすいかなと思ってこういう形にしたんです。いいですよ、そちらがそう言うのなら本当にボードの形にしても。でもそうなると、小こ粋いきな洋食屋さんが外に出しているメニューみたいに、かなり大きな、明らかに見づらいデザインになりますが、それでもいいってことですよね」

「わかったわかったわかったごめんごめんごめん」

「本でいい、本で。あ、あの形式のメニューってちょっと見づらいわよねー」

　本をばんばんと叩たたきながら早口で言う小こ春はるの勢いに押おされ、謝あやまってしまう僕ぼくたちふたり。まさかこんなに怒おこられるとは。不用意な発言はするべきではない。

　そう僕ぼくが密ひそかに決意していると、それはまるで見計らったように訪れた。

　小こ春はるが小さな手で本を叩たたいたあと、そのページが白く発光し始めたのだ。光が溢あふれ出だす。泉に水が湧わく様を連想させた。それがページ全体を覆おおっている。夕焼けの色を押おしのけて、机の上でそれは光ひかり輝かがやく。「きました」と小こ春はるが呟つぶやいた。

　彼女はミッションが浮うかび上あがる、と言っていた。まさにその通りだ。白紙のページに文字が浮うかんでいく。七色に光る文字が並んでいく。まるで、見えないだれかが目の前で書き込んでいるようだった。それが文章を形成し、ひとつのミッションを書き上げていく。


『夕暮れに染まる廊ろう下かを　ふたりの男女が連つれ添そい歩く　手は互たがいに結びながら　行き先は始点から終点　決して人に見つかってはいけない　秘め事に宿るものこそが美しい』



「……これ、どういう意味？」

　ミッションボードを覗のぞき込こみながら、山やま吹ぶきさんが困こん惑わくした様子で呟つぶやく。そう言いたくなるのもわかる。ミッションと名が付くものだから、もっと「○○をしろ！」と命令してくるようなものかと思っていたのだけれど。

　小こ春はるは何も言わない。目を瞑つぶって、眠るように動かなくなっていた。ミッションの内容について言げん及きゆうするのは、最低限以上の手伝いになるのかもしれない。あまり手を貸せない。そう言っていたのはこれも含ふくめてだろうか。

　僕ぼくたちで何とかするしかないようだ。僕ぼくは再び、ミッションボードに浮うかび上あがった文に目を通す。難解な文章ではない。想像していたものと違ちがっていたから面食らっただけで、落ち着いて読めばやらせたいことは伝わってきた。

「『夕暮れに染まる廊ろう下か』っていうのは、別に学校の廊ろう下かでいいと思うんだよね。夕方でさえあれば。『始点から終点』は端はしから端はしまでってことかな？　『手は互たがいに結びながら』っていうのは、手を繫つなぐってことだと思う。『ふたりの男女が連つれ添そい歩く』って書いてあるし、きっと男と女で。『決して人に見つかってはいけない』『秘め事に宿るものこそが美しい』ってあるから、だれにも見つからないように」

「つまり、放課後の廊ろう下かで、男と女がこっそり手を繫つないで歩けばいいってこと？　だれにも見つからないように」

「多分」

　おそらく、そういうことだと思う。残念ながら、小こ春はるは何も言ってくれないけれど。

　僕ぼくは椅い子すから立ち上がる。運がいいのか、それともそういうものなのか、今すぐにこのミッションには挑ちよう戦せんすることができる。まだ太陽は沈しずみ切きっていない。

「山やま吹ぶきさん、行こう。男女ふたりなら揃そろっているし、今なら『夕暮れに染まる廊ろう下か』もクリアできる。早くミッションを終わらせてしまおう」

　僕ぼくの言葉に、山やま吹ぶきさんは強く頷うなずいた。立ち上がり、僕ぼくとともに教室を出て行こうとするが、それに小こ春はるはついてこなかった。

　目を瞑つぶったままの小こ春はるを置いて、僕ぼくたちは廊ろう下かの端はしまで歩いていく。

　廊ろう下かは静かだ。既すでにこのフロアには、生徒は僕ぼくたちしかいないのだろう。一年生の教室がある二階には、特別教室の類がない。生徒が留まる理由がないのだ。生徒は帰宅したか部活に行っている。なので、よっぽどのことがない限り、だれかと接せつ触しよくすることはないだろう。

　長い廊ろう下かの先を見み据すえる。夕暮れの色に染まり、静かにそこへ存在している。条件は満たしている。

「でもさ、男と女が手を繫つないで廊ろう下かを歩くって、それって青春かね？」

　隣となりの山やま吹ぶきさんがそんなことを呟つぶやく。今から運動するわけでもないのに、ストレッチをしながら。長い髪かみが揺ゆれて、彼女の細い身体に触ふれていく。白いセーラー服が夕方の色に変わっていた。絵画の一部を切り取ったみたいだ。

　あまり見ていると、そのままぼうっとしてしまいそうだったので、僕ぼくは視線を外しながら答える。彼女に倣ならってストレッチを始めながら。

「付き合ったばかりの初うい々ういしいカップルが、人には見られたくないけど、学校で手を繫つないでみたい、っていうシチュエーションなら青春っぽいんじゃない？」

「あぁ、それは確かに」

　僕ぼくの言葉に、なるほど、と彼女は納なつ得とくする。しかし、その表情はなぜか皮肉げなものへと変わっていった。

「でもどちらかというと、そんなことをするのは初うい々ういしいカップルっていうよりは、バカップルかな……」

「……そう言われると、そうだね」

　人に見られるのは嫌いやなくせに、わざわざ学校で手を繫つなぎたがるところとか。いちゃつきたいなら、だれにも迷めい惑わくをかけないところで好きにやればいいのに。そもそも、「学校で手を繫つなぎたいけど、見られたくないから放課後にやろ？」って提案するのが実にバカップルっぽい。バカふたりだ。許されざるバカふたりだ。

　僕ぼくが空想のバカップルに腹を立てていると、山やま吹ぶきさんが力の抜ぬけた声で言った。

「いっそさー、わたしたちもバカップルっぽくやってみよっか。バカップルの気持ちになれば、スムーズにやれるかも」

「えぇ？」

　僕ぼくのストレッチの手が止まる。今まさに、そのバカップルに殺意を覚えていたのだけど。

「ほら、青あお葉ばくん。バカップルの彼氏っぽく！」

　へいへい、とかましてくる山やま吹ぶきさん。自分で言っておいて僕ぼくにふってくるとはなんて人だ。こうなると引くに引けない。ここで乗らないのは負けた気になるし、かといって恥はずかしがって中ちゆう途と半はん端ぱにやれば、火傷やけどするのはこちらの方だ。

　ここでの正解は、全力で乗って相手を土俵に引きずり出すか、相手を下ろすこと。本気でやれば負けはない。行くしかない！

　僕ぼくは自分の髪かみをかきあげて、もう片方の手を彼女へ差し出す。頭の中でバカップルを思おもい浮うかべながら言うのだ。

「へい、ハニー。僕ぼくの左手が寂さびしいって泣いているよ。この涙なみだは、ハニーのプリティな右手が抱だきしめてくれないときっと止まらないよ。僕ぼくといっしょにランデブーしてくれるかい？」

　普ふ段だんより何段階も高く、息いき漏もれ声ごえで言う。自分でやっていてすごく気持ち悪い。悪お寒かんに耐たえながらやっているのに、山やま吹ぶきさんが「うわぁ……」っていう顔を見せたときは、さすがに窓を割って逃にげ出だしそうになった。

　しかし、山やま吹ぶきさんもスイッチを入れてくれた。これ以上ないほどのしなを作り、猫ねこ撫なで声ごえを上げる。

「えぇ～ん、灯あか里りぃちょっと恥はずかしぃ～。でもでもぉ、ダーリンがどうしてもって言うのならぁ、灯あか里りの手とダーリンの手、ちゅっちゅしてもいいよぉ～？　きゃ～、ちゅっちゅ～」

　身体をくねくねさせながら、聞いたことないような甘あまえ声ごえを出すハニー。唇くちびるもしっかりアヒル口である。完かん璧ぺきだ。あまりに堂に入っているせいだろうか、彼女が身体を揺ゆらすたびに、ぷりぷり～という音が聞こえてくるほどだった。……と思っていたら、山やま吹ぶきさんが自分で言っていた。ぷり～、ぷりり～、と言いながらお尻しりを振ふっている。こう言っては何だが、バカップルというよりは最も早はやただのバカだ。

「…………」

「…………」

　しばらくお互たがいに身体を揺ゆらしていたが、急に冷静になってやめた。互たがいに仁に王おう立だちしながら、既すでに疲つかれ切きっている相手を見やる。

「これダメだわ。精神が持たない。二度とやらない」

　吐き捨てるように言う。……僕ぼくは結構楽しかっただけに残念だ。世界一かわいい女の子とバカップルごっこだなんて、なかなかいい体験だったと言える。

「普ふ通つうにやりましょう」

「……そうだね」

「じゃあ、はい」

　山やま吹ぶきさんが右手を差し出してくる。手を繫つなげ、とそういうことだろう。彼女は意識していないのだし、僕ぼくも普ふ通つうにしよう。そう思って手を伸のばす。……しかし、ダメだった。顔が赤くなるのが自覚できる。

　女の子と手を繫つなぐ。それを平然とできるほど、僕ぼくは女の子に慣れていない。嫌いやでも意識してしまう。しかも相手は、世界一かわいい女の子だ。おいそれと手を繫つなげるはずがない。

「そんなに緊きん張ちようしなくても。たかが手じゃない」

「……いや。普ふ通つうの高校生なら、こんなの絶対に緊きん張ちようする」

　そういうもんかね、と山やま吹ぶきさんは楽しげに笑う。何とも余よ裕ゆうだ。そこは男女の差なのだろうか。

　しかし、あまり躓つまずいてもいられない。僕ぼくは意を決して、彼女の右手を自分の左手で握にぎりこむ。その瞬しゆん間かんに声が出そうになった。彼女の手の小ささと、体温の伝わり方に。目がぐるぐると回ってしまいそうだ。女の子って、こんなにも小さくてやわらかかったのか。最も早はや心配になってしまう。ぐっと力を込めたら、潰つぶれてしまうんじゃないかと思うほど、僕ぼくの手の中にあるそれは儚はかない。その反面、触ふれているだけで心が満たされていくのがわかる。この温かい手をずっと握にぎっていたくなる。

　凄すごいな、女の子……。

　僕ぼくがしみじみそんなことを思っていると、意外にも強い力で握にぎり返かえされる。しかし、それは一いつ瞬しゆんのことで、すぐにその手の力は抜ぬけていった。山やま吹ぶきさんの顔を見る。そこでようやく、力を入れたのは驚おどろいたからだと悟さとった。

　彼女の瞳ひとみは見開かれていて、その頰ほおは赤く染まっている。唇くちびるはきゅっと引ひき締しまっていた。彼女ははっとして顔をこちらに向けると、真一文字だった口を開いた。

「お、男の子の手って、結構ゴツゴツしていて、硬かたいのね。大きいし……。ちょっとびっくりしちゃった」

　声の端はし々ばしに動どう揺ようが感じられる。自分では意識したことはないが、女の子からするとそういうものなのだろうか。「いやぁ、青あお葉ばくんも意外と男の子してんのね……」と山やま吹ぶきさんは気まずそうに目を逸そらした。

「あの、山やま吹ぶきさん。手を繫つないだまま、廊ろう下かを端はしから端はしまで歩かないと」

「あ、う、うん。そうだったわね。行きましょう」

　僕ぼくが促うながすと、山やま吹ぶきさんはそのまま歩いていこうとする。しかし、僕ぼくと手が繫つながっていることを思い出して、慌あわてて歩みを遅おそくした。僕ぼくもすぐに歩き出す。

　互たがいに歩調を気にしながら、廊ろう下かを歩く。廊ろう下かに足音だけが響ひびき渡わたる。静かな空間だからか、妙みように響ひびいて聞こえた。何かを話せばいいのかもしれないが、頭の中が真っ白になって何も言えない。話題を探しても見つからない。ただただ、自分の左手に神経を集中させてしまう。

　やわらかくてすべすべした、彼女の小さな手。それを僕ぼくが包み込んでいる。彼女の長い指先が、僕ぼくの手に触ふれている。心臓がさっきからうるさい。手て汗あせをかいていないだろうか、とそんなことばかり心配になってしまう。女の子とふたり、手を繫つないで歩くという行こう為いがこんなにもドキドキすることだなんて、思いもしなかった。世の中のカップルはみんな、こんな思いをしているんだろうか。

「あぁ、ダメだこれ」

　僕ぼくが前を向いたまま歩いていると、山やま吹ぶきさんが突然そう言った。そちらを見やる。彼女は空いた手で顔を覆おおっていた。そのせいで山やま吹ぶきさんがどんな表情をしているのかわからなかったが、耳まで赤くなっていることだけは確認できた。

「思った以上に恥はずかしい。ていうか、緊きん張ちようする。ごめん、青あお葉ばくん。たかが手って言ったけど、これはダメだわ。すっごくドキドキする」

「多分だけど、僕ぼくはそれの二万倍はドキドキしてる」

　僕ぼくが正直に言うと、山やま吹ぶきさんは吹き出した。笑いながら、本当にー？　なんて聞いてくる。

「まぁ、世界一かわいいわたしが相手だからね。二万倍はドキドキしてもらわないと、立たつ瀬せがないかも」

　そう言って笑う。そのおかげだろうか、緊きん張ちようはある程度ほぐれてくれた。先ほどのようにガチガチになることなく、廊ろう下かを歩いていける。彼女の横顔を盗ぬすみ見みると、恥はずかしそうにしながらも唇くちびるは笑みを作っていたのが印象的だった。多分、僕ぼくも同じような顔をしているんじゃないだろうか。

　廊ろう下かの端はしから端はしまで、と言ってもそれほど長いわけでもない。歩いていればすぐに終わる。何事もなく辿たどり着つきそうだ。これでミッションはクリアとなる、はず。よかった。僕ぼくが密ひそかに胸を撫なで下おろしていると、危機は突然訪れた。

　階段を通り過ぎれば、あと数秒で終わり。そこで山やま吹ぶきさんの足が止まる。どうしたの、と尋たずねると、彼女が「しっ」と自分の唇くちびるに指を当てた。それでわかった。……声がしたのだ。階段だ。階段の方から、人の声が聞こえる。

「……だから、前から言っているように……」

「……でもそれは……」

　だれかの話し声。だれかが階段を昇のぼってきている。なんてことだろう。山やま吹ぶきさんと顔を見合わせると、案の定、彼女も表情に焦あせりを浮うかべていた。これはまずい。彼女と繫つながっている手に目をやる。〝青春ミッションボード〟には、『決して人に見つかってはいけない』と書かれていた。人に見られてしまってはダメなのだ。ミッション失敗だ。ここで見つかるわけにはいかない──！

　咄とつ嗟さに、目の前の教室に隠かくれようとした。しかし、扉とびらには鍵かぎがかかっている。あぁそうだ。教室は最後に出ていく生徒が施せ錠じようすることになっている。僕ぼくたちの教室が開いていたのは、まだ僕ぼくたちの鞄かばんが残っていて、下校していないのがわかっていたからだ。教室は使えない。ならば、廊ろう下かか？　隠かくれられそうな場所があるか見てみると、ありがたいことに掃そう除じ道具箱が置いてあった。

「あの掃そう除じ道具箱の陰かげに隠かくれよう」

　そう言って、僕ぼくは足を踏ふみ出だす。手を繫つないでいるのだから、当然山やま吹ぶきさんもいっしょに来るのだけれど、彼女は僕ぼくの後ろから「それはダメ」と指し摘てきする。

「もう下校時間が過ぎてる。多分だけど、階段を昇のぼってきているのは、教室の見回りをしている先生たち。鍵かぎが閉まっているか確認しているんだと思う」

「……それだと、こっちまで歩いてくるのか。掃そう除じ道具箱の陰かげじゃ見つかる。でも待ってよ、それならどこに隠かくれればいい……？」

「…………」

　彼女は黙だまり込こんだ。今から慌あわてて僕ぼくたちの教室へ戻もどったとしても、先生が鍵かぎの確認をしてしまう。開いていたら、確認のために教室の中まで入ってきてしまうだろう。そうなれば見つかる。見つかれば、このミッションは失敗だ。

　どうする。どうする。

　立ち止まって、辺りを見み渡わたす。廊ろう下かは左右に長く伸のびているが、隠かくれられそうな場所はない。しかし、気が付く。トイレがある。

「そうだ、トイレ……」

　言いかけて、これはダメだ、と首を振ふる。個室に隠かくれれば、あるいは見つからないかもしれない。しかし、もし先生がトイレを確認したらどうする。男女が同じ個室に入っているのを見たら、どう思うだろう。そんな危険な選せん択たくをするわけにはいかない。階段を昇のぼってしまうか？　いや、問題を先送りにするだけだ。状じよう況きようは変わらない。

　何かないか。何か。必死で辺りを見回しても、やはり掃そう除じ道具箱くらいしかなかった。

「……！　そうだ、掃そう除じ道具箱！」

　僕ぼくは再び掃そう除じ道具箱に駆かけ寄より、扉とびらを勢いよく開ける。案の定、中には数本の箒ほうきとちりとりしか入っていない。スペースは十分にある。何とか人ふたりくらいなら、無理をすれば入ることができる！

「山やま吹ぶきさん、ここに隠かくれよう！　早く！」

「へ……？」

　山やま吹ぶきさんの手を引っ張り、急いで掃そう除じ道具箱の中に押おし込こむ。「ちょ、ちょっと青あお葉ばくん……！」と山やま吹ぶきさんは抗こう議ぎめいた声を上げたが、聞いている暇ひまはない。汚きたなくても我が慢まんしてもらうしかない。彼女を入いれてから、僕ぼくも掃そう除じ道具箱に身を滑すべり込こませる。

　しかし、無理に入ろうとしたせいか、中から箒ほうきが一本廊ろう下かに落ちてしまった。かつん、という音とともに転がってしまう。慌あわてて手を伸のばす。けれど、先生がもう廊ろう下かへ進んでくる気配がして、拾うのは諦あきらめ、掃そう除じ道具箱の陰かげに追いやった。急いで扉とびらを閉める。

　ギリギリで間に合ったようだった。閉めた瞬しゆん間かんに、先生が廊ろう下かに入ってきたのがわかる。こちらは見つかってはいない。大だい丈じよう夫ぶだ。

　はぁ、と大きく安あん堵どの息を吐つく。

「あ、あの……、青あお葉ば、くん……」

「ん……？」

　すぐそばで彼女の困ったような声が聞こえてくる。本当にすぐそば。息のかかる距きよ離りだ。あれ？　と思って前を向き、ようやくこの異常な状じよう況きように気が付いた。無む我が夢む中ちゆうだったせいで、こうなってしまうところまで想像していなかった。

　掃そう除じ道具箱は狭せまい。当然ながら、人が入るような設計にはなっていない。そこにふたりも詰つめ込こんでいる。結果、僕ぼくと山やま吹ぶきさんはほとんどくっつくようにして、狭せまい箱の中に入っているのだ。

　彼女の身体のほとんどが僕ぼくの身体に接せつ触しよくしている。中には密着と呼んでしまっても過言ではない部分まで。細い肩かたも、なめらかな足も、きゅっと引ひき締しまった腰こしも、僕ぼくの身体が当たっている。当然、膨ふくらんだ彼女の胸も。どれもが触ふれるだけでやわらかさを実感してしまう。が、やはり一番まずいのは胸だった。人の部位とは思えないほどにしなやかなものが、僕ぼくの胸にむに、とくっついている。接せつ触しよくしている部分だけ溶とけてしまいそうだ。

　身体の至るところがくっついてしまっているのは、当然、山やま吹ぶきさん自身もわかっている。そのせいか、彼女は気まずそうにしながら横を向いた。見る見るうちに赤くなっていくのがわかる。

　そうなってようやく、僕ぼくがとんでもないことをしでかしたことに気が付いたのだ。

「ごごご、ごめん、山やま吹ぶきさんっ！」

　我ながら、ここで声を潜ひそめられたのは見事だと思う。もう少しで、大声で謝あやまりながら掃そう除じ道具箱の中から飛び出していた。そうなれば終わりだ。掃そう除じ道具箱の外には先生がいる。言い訳のしようがない。

「いい。見つかるかもしれないから、静かに」

　山やま吹ぶきさんは決して目を合わせず、ぼそっとそれだけ呟つぶやいた。それで僕ぼくも口をつぐむ。そうだ、ここまでやったのだから、絶対にミッションは達成しなくてはならない。

　しかし、ひっついたままでは彼女に申し訳ないので、できるかぎり彼女とは距きよ離りを取った。彼女の顔の横に手をつき、ギリギリまで身体を離はなす。姿勢としては辛つらい。けれど、ここまでやっても彼女とはおそろしく近いままだった。僕ぼくがもし魔まがさして手を動かせば、彼女のどんなところにでも触ふれられる。力を抜ぬけば、彼女と身体を重ねることだってできてしまう。そんな距きよ離りだ。彼女の髪かみが腕うでに触ふれて、くすぐったさで身をよじりそうになる。そうする前に彼女の方が先に身をよじった。動けばそれだけ僕ぼくの身体にも触ふれてしまう。温ぬくもりが届いてしまう。理性が飛びそうになるので、できればやめてほしい……。

[image: ]

　そのとき、左手に痛みが走る。僕ぼくと彼女の手は繫つながったままだ。僕ぼくの手を握にぎる彼女に、随ずい分ぶん力が入ってしまっている。別に意地悪ではなさそうだ。おそらく、無意識のうちに強く握にぎってしまっているのだろう。山やま吹ぶきさんも緊きん張ちようしているのだ。

　山やま吹ぶきさんの顔を見る。彼女は横を向き、目を伏ふせている。長いまつ毛だ。近いせいでよく見える。はらりと流れる髪かみも綺き麗れいだ。耳はすっかり赤く染まり、暗い空間なのに顔が真っ赤になっているのがわかる。漏もれる吐と息いきは熱い。それが妙みように艶つやっぽい。

「……最近太ってきちゃったので、運動しなくちゃとは……」

「……そうは見えないが、どのくらい……」

　先生の声がすぐそばで聞こえて、びくっとする。どうやら二人組だ。山やま吹ぶきさんの言う通り、教室の見回りをしているらしく、扉とびらの鍵かぎを確認している音が聞こえる。どちらも女の先生。この声、一方はもも先生だと思う。

　僕ぼくと山やま吹ぶきさんに緊きん張ちようが走る。とはいえ、まさか掃そう除じ道具箱に生徒が入っているとは思いもしないだろう。このまま通り過ぎるはずだ。そうなれば、ここから脱だつ出しゆつして廊ろう下かの端はしまで行き、ミッションはクリア。何の問題もない。……そうなるはずだった。

「あれ？」

　先生たちの足音が止まる。本当にすぐそば、掃そう除じ道具箱の目の前だ。そのせいで、声がはっきりと聞こえてくる。

「どうした」

「いえ、箒ほうきが一本、出しっぱなしになっていまして。ダメですねえ、どこの生徒さんでしょう。ちゃんとしまっておかないと」

　──血の気が、引いた。

　おいおいおい、冗じよう談だんだろう。待ってよ、もも先生。勘かん弁べんしてよ。その箒ほうきを拾うのはやめてくれ！

　しかし、僕ぼくの願いも通じず、先生は掃そう除じ道具箱の前に立っていた。その手には箒ほうきが握にぎられているのだろう。掃そう除じ道具箱の扉とびら部分にはわずかな隙すき間まがあるので、山やま吹ぶきさんからはもも先生の姿が視し認にんできるだろうけど、僕ぼくからは山やま吹ぶきさんの顔しか見えない。その山やま吹ぶきさんの表情から絶望的なものを感じる。

　どうすればいい。どうすれば……、どれだけ考えても良い案なんて思いつかない。言い訳すら出てこない。それはそうだ、こんな狭せまいところに男女が入っている理由なんて、一体何があるというのだ！

　もも先生が扉とびらに手をかける。がちゃ、と開く音がした。暗かった掃そう除じ道具箱の中に、光が差していく。あぁ、もう。もう終わりだ。なんてことだ……。

『百もも枝え先生、黒くろ川かわ先生。至急、職員室にお戻もどりください。繰くり返かえします。百もも枝え先生、黒くろ川かわ先生。至急、職員室にお戻もどりください』

　……校内、放送。

　もうダメだ、と思った刹せつ那な、ぴんぽんぱんぽーん、という間の抜ぬけた音が聞こえた。校舎内に響ひびき渡わたっていく。次に聞こえてきたのは、感情を乗せない聞いたことのある声。

「……名前、呼ばれちゃいましたね」

「何だろうな」

　ふたりの先生が短くそうやり取りをすると、扉とびらは静かに戻もどされた。早足でふたりが離はなれていくのがわかる。廊ろう下かに静せい寂じやくが戻もどってくる。

　全身から力が抜ぬけた。ここが掃そう除じ道具箱の中じゃなかったら、座り込んでいただろう。大きな安あん堵どのため息が二人分、小さな箱の中に満ちていく。

「……………………」

「……………………」

　脳がひりつくような危機的状じよう況きようから逃れて、空気が緩ゆるんでいくのを感じる。同時に、気き恥はずかしさが戻もどってくる。こんな狭せまいところに男女ふたり。ところどころ身体が触ふれ合あい、手はお互たがいにぎゅっと握にぎってしまっている。これじゃあ本当にバカップルだ。

　男としてはこれ以上ないほど嬉うれしい状じよう態たいではあるものの、それとは別に口を開きづらい空気が流れていた。さっさと出てしまえばいいのに、すぐに先生も戻もどってくるだろうに、なぜか僕ぼくらは狭せまい個室の中に閉じこもったままだった。

　しかし、そこでがちゃん！　と勢い良く扉とびらを開けられてしまった。

　僕ぼくは瞬しゆん時じに早く出なかったことを後こう悔かいする。なんてことだ。一体だれが──。

「何やってるんですか、こんな狭せまいところで。このどすけべども」

「……小こ春はる」

　再び身体中から力が抜ぬけていってしまう。扉とびらを開けたのは小こ春はるだった。

　妙みような空気のせいでなんとなく出られなかったけれど、外から開けられたおかげで僕ぼくらはすんなり脱だつ出しゆつした。

「小こ春はる。さっきの校内放送、助かった。本当にありがとう」

　僕ぼくがお礼を述べると、小こ春はるは肩かたを竦すくめる。「あそこで見つかってしまうのも、また一興かとも思ったんですが」と恐おそろしいことをさらっと言うが、まぁとにかく助かった。本当によかった。

「しかし、不思議なんですけどね」

　小こ春はるは僕ぼくたちふたりを見比べながら、首を傾かしげた。その視線は下へ。僕ぼくたちが繫つないでいる手を指差した。

「一度、手を離はなしてから先生たちと会話するなり躱かわすなりして、そのあとでやり直せばよかったのでは？」

　無理して一回でやろうとするより、その方が確実だったのではないか。彼女はそう言うのだ。

　言っている意味が一いつ瞬しゆん理解できなかった。数秒ほど固まってしまう。それは山やま吹ぶきさんも同じだった。

「はぁ──ッ!?」

　爆ばく発はつするかのように、ふたりの叫さけび声ごえが同時に響ひびく。僕ぼくらは小こ春はるに詰つめ寄よって声を荒あらげた。

「なにそれ！　見つかったらそれでミッション失敗じゃないの!?」

「まぁ失敗でしょうね。でも、またやり直せばいいでしょう。今度は見つからないように。条件は満たしているんですから、何回でもやればいいんですよ」

「いやだから、僕ぼくたちはミッション失敗したらそれっきりだと思っていたんだって！　そうじゃないなら、なんで言ってくれなかったの!?」

「そんなことを言われても。わたしは一言もそれっきりだなんて言っていませんし、〝青春ミッションボード〟にそんな記き載さいもありませんでした。勝手に勘かん違ちがいして怒おこられても。何ですか、あなたたち。呪のろい相手にクレームとはいい度胸ですね」

　僕ぼくたちの怒いかりの声をいなすどころか、逆に脅おどしをかけてくる始末。そう言われては黙だまり込こむしかない。未だ納なつ得とくはいっていなかったが、「陽が沈しずみ切きると、今日中にミッションをクリアすることができなくなりますよ」と言われてしまえば、早々にミッションへ戻もどるしかなかった。

　気を取り直して。

　手はずっと握にぎっている。ミッションは続行中だ。あとは残りわずかの距きよ離りを歩いていくだけ。

　足を踏ふみ出だそうとしたが、そのときにふと思う。後ろからは小こ春はるの視線を感じていた。振ふり返かえってみると、彼女はそこに佇たたずんだまま。その双そう眸ぼうは確かに僕ぼくたちを見つめていた。

〝青春ミッションボード〟には『決して人に見つかってはいけない』と記き載さいされていたが……。

　これ、見つかってない？

「もちろんわたしは対象外ですので、お気になさらなくて結構ですよ」

「……あ、そう」

　まぁそういうことならいい。さて。恐おそろしいハプニングに見み舞まわれて中断したせいで、まだミッションはクリアできていない。さっさと達成してしまおう。

　危機的状じよう況きようを回かい避ひできた高こう揚ようからか、僕ぼくたちは大きく足を開き、一、二、三、と数えながら飛ぶように歩いた。その数字が七を刻んだとき、両足同時に足を着き、ぺたん、と壁かべ際ぎわに手を突く。最後まで行けた。〝青春ミッションボード〟に書かれていた条件どおり、だれにも見つからず、端はしから端はしまで廊ろう下かを歩き切った。

　その瞬しゆん間かんだ。突とつ然ぜん、後ろから強きよう烈れつな光が舞まい込こんできた。廊ろう下かを一いつ瞬しゆんで覆おおいつくすほどの眩まばゆい輝かがやき。振ふり返かえると、その光は小こ春はるの手の上から発生しているのが見えた。〝青春ミッションボード〟。いつの間に取り出したのか、彼女の手にはあの大きな黒い本がどっしりと乗っかっていたのだ。開かれたページから七色の光が溢あふれ出だしている。光の中に文字が流れていく。空中に吸い込まれていく。それらは宙に飛ばされると、瞬またたく間まに小さな結けつ晶しようとなって消えていった。流れていった文字には見覚えがある。あのミッションの文章だ。

　それらがすべて流れていったあと、光は徐じよ々じよに弱まっていく。本の中に戻もどるようにして光が消えていき、小こ春はるがぱたん、と本を閉じると完全に消失した。

　廊ろう下かの風景が日常のものへ戻もどっていく。小こ春はるは本を持っていた手を下ろすと、静かに口を開いた。

「ミッション、完了です」

　彼女の声が届いた途と端たん、「やったー！」と山やま吹ぶきさんは両手を挙げて破は顔がんした。本当に嬉うれしそうにその場でぴょんぴょんと飛とび跳はねる。子供のような喜びっぷりだ。こちらまで頰ほおが緩ゆるんでしまう。しかし、僕ぼくがいることを思い出したのか、はっとした表情を作ると、「べ、別にいいじゃない！　これぐらい喜んだって！　呪のろいが解けたんだから！」と何も言っていないのに怒おこったように言った。

「一時はどうなることかと思ったけど、これで解決ってわけね。あぁよかった。このまま物が持てない、って状じよう態たいだったらどうしようかと思ったわ……」

　心底ほっとしたのだろう。穏おだやかな表情を浮うかべながら、山やま吹ぶきさんは廊ろう下かを歩いていく。どこへ行くのかと見ていると、彼女は掃そう除じ道具箱の前で足を止めた。視線の先には箒ほうきがある。さっきもも先生が置いていった箒ほうきだ。彼女は僕ぼくに顔を向けると、にやっとした笑みを見せた。手を閉じたり開いたりしてから、おもむろに箒ほうきへ手を伸のばす。

　今まで見たことがないぐらいのはしゃぎっぷりだけれど、僕ぼくの方も心底ほっとしている。よかった。あんなに不便な身体のままだったら、本当にどうしようかと思っていた。それももう心配無用だ。少しは、約束を守ったことになっただろうか。

　彼女が嬉うれしそうに箒ほうきへ手を伸のばしていく。しかし、そこで気が付いてしまった。あの妙みようなマークだ。不ふ干かん渉しようのマークが、彼女の横顔にしっかりと刻きざみ込こまれたままなのだ。ミッションは達成されたというのに。

　そして、その不ふ干かん渉しようのマークが示す通り。

　彼女の手は無情にも箒ほうきをすり抜ぬけていった。山やま吹ぶきさんは驚おどろいて自分の手を見つめる。もう一度、箒ほうきに触ふれようとしたが、やはり上手くいかなかった。触ふれられない。〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟に侵おかされたままだ。

「どういうこと!?　ミッションは成功したんじゃなかったの!?」

　後ろに控ひかえていた小こ春はるに詰つめ寄よる山やま吹ぶきさん。そんな彼女に対して、小こ春はるはどこまでも静かに言葉を返していた。

「はい。間ま違ちがいなくミッションは成功しています。ですが、所しよ詮せんは数あるミッションの中のひとつでしかありません。ミッションはまだ続きます。こんなふうに具現化するほどの呪のろいが、たったあれだけの行動で消えるわけがないでしょう」

　そんなとんでもないことを。小こ春はるは悪びれもせず言ってのけた。

　……おいおい、冗じよう談だんだろう。あんなことがいくつも続くのか。ひとつこなせばそれで終わりだと思っていたのに、全くそんなことはないらしい。ミッションはまだまだこれからだと、彼女は言っているわけだ。……勘かん弁べんしてほしい。

　後出しの事実をさらっと言う小こ春はるに、山やま吹ぶきさんは口をぱくぱくさせて何か言いかけたが、結局何も言わずに肩かたを落とした。先ほどのこともある。きっと抗こう議ぎしても無む駄だだと悟さとったのだろう。しかし、肩かたを落としたいのは僕ぼくも同じだった。小こ春はるは「たったあれだけの行動」、と言うが、僕ぼくも山やま吹ぶきさんも随ずい分ぶんと消しよう耗もうしている。

「じゃあ早く、次のミッションとやらを出しなさいよー……」

　顔を伏ふせたまま、力なく山やま吹ぶきさんは言う。ここで文句を言っていなされるよりは、さっさと相手の言うことを聞いた方が早い。彼女の選せん択たくは正しい。しかし、それさえも上手くいかなかった。

「わたしもそうしたいところですが、次のミッションがまだ来ておりません。ミッションが届くまでは待機でお願いします」

　あっさりと小こ春はるは言う。小こ春はるはそれでいいかもしれないが、呪のろいを受けている山やま吹ぶきさんはそうはいかない。

「え、じゃあなに？　わたしはこのままってわけ!?」

　勢い良く顔を上げると、信じられない、といった様子で彼女は狼狽うろたえた。このままでは普ふ通つうに生きることさえ難しいのだ。放置されるのは困るだろう。

　けれど、さすがにそうはならなかった。小こ春はるは軽く首を振ふってから、手に持っていた〝青春ミッションボード〟を叩たたく。本の周りに桜が舞まい散ちり、本が光に包まれた。その姿を変えていく。本は小さな手鏡へ。それが山やま吹ぶきさんの前へ差し出される。

　その手鏡を覗のぞき込こみ、山やま吹ぶきさんはぎょっとした。あのマークに驚おどろいたのだろうか。けれどそうではなく、彼女は「すごい美少女がいると思ったらわたしだった」なんて言っている。自分の美び貌ぼうにぎょっとするなよ。

　気を取り直して、再び鏡を見つめる。彼女の目の下にはあの妙みようなマーク。山やま吹ぶきさんはそれを見つめながら、細い指で何度もなぞっている。

「ミッションをクリアした報ほう酬しゆうとでもいいましょうか。呪のろいの力がわずかに弱まっています。ずっと続くはずだった呪のろいの効果が薄うすまり、一定時間で消えていくようになりました。あなたが〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟を発現させてからそろそろ二時間経ちますが、呪のろいの効果が続くのはその二時間程度です」

　小こ春はるがそう言った瞬しゆん間かん、あのマークがすぅっと薄うすくなっていき、やがて完全に消えていった。最初からそこには何もなかったかのようだ。きめ細やかな肌はだだけが残っている。

　山やま吹ぶきさんは恐おそる恐おそる立てかけてあった箒ほうきに手を伸のばすと、今度こそしっかり摑つかむことができた。彼女は安あん堵どの息を吐つき、それは僕ぼくの口からも同じように出ていっていた。

「わかっているとは思いますが、これで呪のろいが消えてなくなったわけではありません。条件が満たされれば、再びあなたはあの〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟を受けます」

「条件って？」

「トリガーとなる行動があるはずです。何かしたときに呪のろいが現れませんでしたか？」

　言われて、思い返す。彼かの女じよの顔に不ふ干かん渉しようのマークが現れる直前、何か変わったことをしただろうか。トリガーとなるような何か。そこで頭に浮うかんだのは、

『くちゅんっ』

　おそらくこの世で最も可愛かわいらしいであろう、彼女のくしゃみであった。

「くしゃみかな……」

「くしゃみね……」

　同時に思い至ったらしく、彼女も同じように口に出していた。あちゃー、と言わんばかりの表情で、肩かたを落としながら。

「つまりわたしは、くしゃみをするとあの状じよう態たいになるっていうわけね……、くしゃみしちゃダメなのかー……、キツイなー……」

　確かにキツい。制せい御ぎよが難しい上に、一度やれば日常生活が困難になるほどのダメージを受けるところが何より辛つらい。悲観的になった彼女は「というかわたし、風か邪ぜひいたら部屋からも出られずに野の垂たれ死じにするんじゃないの……」と言い出す始末だ。

「自宅で呪のろいが発現した場合は、わたしを呼んでくださればフォロー致いたします。ただし、外ではわたしに頼たよることは控ひかえてください」

　小こ春はるは静かにそう言う。野の垂たれ死じには避さけられそうだが、不便さは変わらない。これからのことを思って、げんなりとしている彼女に「そ、外では僕ぼくがフォローするからさ」と伝えてはみたものの、彼女の顔は晴れなかった。ありがとね。疲つかれた顔で笑う山やま吹ぶきさんに、僕ぼくの胸がじくりと痛んだ。







　先生たちが戻もどってくる前に学校からさっさと退散し、家が近所なので山やま吹ぶきさんとはいっしょに帰った。いっしょに下校なんて何年ぶりだろう。けれど、彼女はどこか上の空で、いつの間にか小こ春はるもいなくなっていたので、楽しい帰り道とはかけ離はなれていたのだが。

「ただいまー」

　玄げん関かんの扉とびらを開けながら声を上げると、「おかえりー、遅おそかったわねー」という母の声が遠くから聞こえてきた。それに曖あい昧まいに答える。外はすっかり暗くなっていた。僕ぼくは帰宅部なので、いつもならとっくに帰宅している時間帯だ。

　自分の部屋へ向かうために、リビングの横を通とおり抜ぬける。中を覗のぞくと、ソファに妹が仰あお向むけで寝ね転ころがっていた。青あお葉ば沙さ知ち。僕ぼくのひとつ下の中学三年生。顔は僕ぼくとそっくりだ。あまり長くない髪かみを後ろで括くくっていて、小さなポニーテールを作っているのがいつもの髪かみ型がた。今は制服も着き替がえずに、携けい帯たいをいじっている。

「沙さ知ちー。ただいまー」

「………………」

　扉とびらの先から声を掛かけても、反応がない。変わらず携けい帯たいをいじっている。この距きよ離りだから、聞こえていないわけはないのだけれど。

　僕ぼくはリビングに入っていくと、彼女の耳元で大きく「たーだーいーまー」を突きつける。沙さ知ちは嫌いやそうに顔を顰しかめると、頭の下に敷しいていたクッションで「うっさい！」と僕ぼくを叩たたいてきた。

「ただいまって言っているのに、何も返さないからでしょう。はい、ただいま」

「おかえり。本当おにぃ、最近鬱うつ陶とうしいよね」

「普ふ通つうの高校生ならこんなもんでしょ」

　クッションを元の位置に戻もどしながら、ぎろりと僕ぼくを睨にらんでくる沙さ知ち。生なま意い気き盛ざかりらしく、最近こんなやり取りばかりしている。

「家にいるんだから着き替がえた方がいいんじゃない。制服シワになるよ。シワになって困るのは沙さ知ちだからね」

「もー、うるさいな！　わたしの勝手でしょ！」

　沙さ知ちは声を荒あらげながら僕ぼくを叩たたくと、背を向けてしまった。ぜんぜん言うことを聞かない。仕方がないので部屋に向かおうとしたが、ふと思い立って沙さ知ちに尋たずねてみる。

「ねえ、沙さ知ち。山やま吹ぶきさん……、いや、灯あか里りちゃんって覚えてる？」

　当時の呼び方を引っ張り出してきて、沙さ知ちに問いかける。昔はよくウチにも遊びに来ていた。沙さ知ちとも顔を合わせていたけど、どうだろう。

「………………」

　思った通り、沙さ知ちは渋しぶい表情を浮うかべていた。覚えてなかったか、と思ったが、どうやらそうではないらしい。沙さ知ちは僕ぼくの顔を見ないまま、素そっ気けなく言う。

「あれでしょ。おにぃの幼おさな馴な染じみでしょ。よくおにぃがいっしょに遊んでいた」

　覚えていたようだ。よくよく考えてみると、そこまで沙さ知ちが小さい頃ころの話でもなかったし、覚えているのは当然かもしれない。

「あらー、懐なつかしい名前が出たわね。灯あか里りちゃんって」

　キッチンから出てきた母さんが、手をエプロンで拭ふきながらやってくる。

「昔は喜き一いち郎ろうとよく遊んでいたものねえ。ほら、あの頃は沙さ知ちがお兄ちゃんにべったりだったから、家に灯あか里りちゃんが来るとひとりだけ機き嫌げん悪くなってねえ」

「お母さん！　そんな昔の話しないで！」

　がーっと沙さ知ちが怒おこると、母さんはおかしそうに笑っていた。

　あぁそうだったっけ。何だか今と違ちがいすぎて、時間というものを強く感じさせられてしまう。今日は久しぶりに山やま吹ぶきさんと話すことができたけれど、きっと昔のような関係に戻もどることはないのだろう。

「……なに、おにぃ」

　顔を赤くし怒おこっていた沙さ知ちが、眉まゆを顰ひそめて僕ぼくを睨にらんでくる。

「いや、沙さ知ちも昔は素直で可愛かわいかったのになぁって」

　そう言い終わる前に、僕ぼくの顔にクッションが飛んできた。
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「やめてよ、それあかりの！　かえしてってば！」

　小学生になったばかりの山やま吹ぶきさんは、イジメとまでは言わないものの、クラスの男子から嫌いやがらせを受けることがあった。これはその中のひとつ。何人かで山やま吹ぶきさんの私物を奪うばい、山やま吹ぶきさんに捕つかまらないようにしながら私物を仲間内で投なげ渡わたしていく。山やま吹ぶきさんは必死に追う。しかし、物を投げるほうが断然早い。だから、山やま吹ぶきさんはずっと追いかける羽目になる。意地の悪い嫌いやがらせだ。

「ほら、こっちだよ！」

「へーい、パスパス！」

　彼らとて、本気で山やま吹ぶきさんに嫌いやがらせをしたかったわけではないだろう。

　ただ、山やま吹ぶきさんに構ってもらいたかったのだ。好きな女の子に意地悪する。バカな男子のやりがちなことだ。こんなことをすれば、嫌きらわれてしまうのは間ま違ちがいないのに。

「こらーっ！　あかりちゃんをいじめるな！」

　そこに現れるのが僕ぼく。今では考えられないほどの積極性で、彼らを止めに入った。相手がガキ大将だろうと関係なかった。太った大きな身体に恐おそれを抱いだきながらも、僕ぼくは必死で山やま吹ぶきさんを庇かばった。

「なんだよおまえ、あかりのことすきなのかよ」

「こいつら、できてるんじゃねーの」

　返ってくるのはそんな冷やかし。しかし、その程度だ。ガキ大将も周りの男子も僕ぼくと殴なぐり合あおうとまでは思わない。「もういいじゃん、いこうぜ」と立ち去っていく。その程度の悪意。無む邪じや気きな悪意。この程度なら、ちょっとの勇気で撥はね返かえせる。

　もしこれが、陰いん湿しつな悪意に塗まみれたものなら、きっと僕ぼくの手に余っただろう。けれど、そうではない。所しよ詮せん、小学生の、しかも低学年がすることだ。

　秋あき人ひとも「いじめられっ子だった俺おれを助けてくれた」と大おお袈げ裟さに言うが、僕ぼくがやったことはそんな大それたことじゃない。クラスのみんながサッカーやドッジボールで遊ぶとき、秋あき人ひとは身体が小さかったから仲間に入れてもらえなかった。それに僕ぼくが声を上げただけだ。「秋あき人ひとも仲間に入れようよ」と。精せい々ぜいその程度のことしかしていないのだ。

　そんな少しの勇気だけで、ヒーローになれた。

　いじめられて泣いてしまった山やま吹ぶきさんの手を引いて、僕ぼくは彼女といっしょに帰った。

「きぃくん、あかりもうやだよ。いつもいじわるされてばっかり。きっとあしたもいじわるされちゃうよ」

　そう言って泣く。その度に僕ぼくは「だいじょうぶだよ」とか「またぼくがたすけにいくよ！」なんて胸を張って言った。

「……きぃくんは、なんでいつもあかりのことをたすけてくれるの？」

「それはね、ぼくがあかりちゃんのことがだいすきだから！」

「……えへ。あかりも、きぃくんのことだいすき！」

　めそめそ泣いていた彼女が、ようやく笑顔になった。花が小さく咲さくように。きっとそのときの僕ぼくは、彼女にずっとこうやって笑っていてほしいと思ったんだろう。

　だから、こんなことを言った。

「ねぇ、あかりちゃん。ぼく、やくそくするよ」

「なにを？」

「あのね──」




　　　※







「おにぃ。朝。起きてってば」
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「……ん」

　身体をゆさゆさと揺ゆすられたせいで、微睡まどろんでいた頭が徐じよ々じよに目を覚ます。妹の気だるげな声とともに、外から鳥の鳴き声が聞こえてきていた。朝か。窓から差し込む光が眩まぶしくて、つい目を細めてしまう。

　むくりと起き上がると、パジャマ姿の沙さ知ちがさっさと背中を向けた。未だぼうっとしている頭で、「おはよう。ありがと」とだけ告げる。彼女はそのまま部屋を出ていった。さすがに朝から挨あい拶さつがどうの、と言う気にはなれない。

「……また、懐なつかしい夢を見たなぁ」

　随ずい分ぶん昔の夢だ。本当に小さかった頃ころの、山やま吹ぶきさんと仲のいい幼おさな馴な染じみをやっていたときの夢。昨日の出来事が原因だろう。目覚めが良くないのも、昨夜、寝ねつきが悪かったせいだ。あんなことがあって平気で寝ねられるほど、僕ぼくの神経は太くなかった。

　部屋を出て階段を下り、洗面所に入って顔を洗う。眠ねむ気けを覚ますためにもザバザバと。歯ブラシに手を伸のばしながら、頭に浮うかぶのは見たばかりの夢のことだ。

　夢の中では、僕ぼくはヒーローだった。

　いじめっ子から彼女を助け、泣き顔を笑顔に変えられるヒーロー。ちょっとだけ勇気を持ったヒーローだ。

　そうじゃなくなったのは、いつの頃ころからだろうか。鏡の中の自分を見つめる。ぱっとしない平へい凡ぼんな顔だ。山やま吹ぶきさんのようにかわいいわけでもなく、秋あき人ひとのように格好良いわけでもない。普ふ通つうの、顔だ。

　山やま吹ぶきさんは昔から可愛かわいかった。世界一とは言わないまでも、子供心でも可愛かわいらしいと思えるような顔立ちだった。僕ぼくは当然、別段格好良いわけではなかったが、そんなことは気にならなかった。子供だったからだ。それに何より、あの頃ころの僕ぼくはヒーローだったわけで。

　彼女がかわいいお姫ひめ様だというのなら。

　僕ぼくはすげー格好良いヒーローなのだ。

　しかし、歳としを重ねればそれが違ちがうことに気が付く。子供ながらに理解する。自分は、それほど特別ではない。子供たちの中でさえ、特別になれないということに。

　ちょっとの勇気だけじゃ、どうにもならないことに気が付く。

　例えば、めちゃくちゃに足が速い子。勉強がとっても得意な子。クラスで一番背が高い子。容姿がすごく可愛かわいらしい子。凄すごい特技がある子。

　そういう子たちは特別だ。得意な分野で一番になれる子たちは、やっぱりヒーローだった。さらに歳としを重ねれば、漠ばく然ぜんとしていたその基準がより明確になってくる。

　運動部の一年生でレギュラーになった子。偏へん差さ値ちの高い学校に入学した子。何人もの男子に告白された女の子。女の子からいつもきゃーきゃー言われるような男の子。

　もちろん、山やま吹ぶきさんはその特別側の人間だった。ふたりで遊んでいたときは気が付かなかったが、小学校に入学し、学年が上がっていくにつれてはっきりとわかった。彼女は年ねん齢れいが上がる度たびに可愛かわいらしく、女の子らしくなっていって、小学校高学年で既すでに敵なしだった。きっといろんな男の子の初恋を奪うばっていっただろう。

　彼女が綺き麗れいになればなるほど、彼女の周りには特別な人が集まっていった。格好良い人、かわいい人、勉強ができる人、運動ができる人。まるで特別な人間同士じゃないと関われないとさえ思えたくらいだ。

　彼女は特別だ。周りも同じように特別である。

　だけど僕ぼくは、特別じゃない。

　僕ぼくはヒーローだ、と信じていたときならいざ知らず、平へい凡ぼんを思い知った僕ぼくはもう彼女のそばにいることができなかった。

　別に劣れつ等とう感かんを覚えたわけではない。山やま吹ぶきさんのことが嫌いやになったわけじゃない。ただ、山やま吹ぶきさんの近くに僕ぼくがいることが、場ば違ちがいだと思えてしまったのだ。

　特別な人同士でいる方が、彼女のためだと思ったのだ。

　そうなってから、僕ぼくと山やま吹ぶきさんの関係は徐じよ々じよに疎そ遠えんになっていき、小学校を卒業するときにはすっかり交流がなくなってしまっていた。

　そして、今に至る。







　いつも通り学校に向かう。最初は通うのに戸と惑まどった電車通学も、一ヶ月経てばすっかり慣れてしまった。

　昨日は不可思議な現象の連続で、今もその渦か中ちゆうにいるというのに、特に変わらずいつも通り学校へ行けてしまう。周りもいつも通りの風景。違ちがうのは、電車の中でつい山やま吹ぶきさんの姿を探してしまったことくらいだろうか。

　彼女は昨日、無事に過ごせただろうか。

　山やま吹ぶきさんに直接訊きけたらよかったのだが、僕ぼくは彼女の携けい帯たいの番号も知らない。それに、もし〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟が発現していたら、携けい帯たいを持つこともできないだろう。確認する術すべがなかった。

　残念ながら電車内に山やま吹ぶきさんはおらず、普ふ段だんと変わらない駅で降りていく。

　駅から学校まで徒歩十分。学校まではほぼ一本道で、その間も住宅街がある程度なので、その駅で降りていくのは学生ばかりだ。学校へ向かう道中で、学ランとセーラー服だけだった生徒の中に、ブレザーの学生姿が混ざっていく。行き先は同じ。分かれるのは敷しき地ちに入ってからである。

　県立桜おう東とう高校と桜おう東とう中学校。同じ敷しき地ち内ないにあるのに、制服は高校が学ラン、セーラー服、中学はブレザーと分かれている。中学から高校へ進学する生徒の間では、これが賛否両論あるらしい。僕ぼくは違ちがう中学校だったので、そこに思うところはないのだけど。

　ふたつの学校があるので敷しき地ちは普ふ通つうの学校よりかなり広く、生徒数も多い。一部の施し設せつは共用にされているものの、それでもだ。通学路を歩く生徒の数も多い。

「……ん」

　歩いていると、随ずい分ぶんと目立つ背中が見えた。セーラー服が違い和わ感かんを醸かもし出だしている女の子。遠くからでもよくわかる。日本人離ばなれした銀色に桃もも色いろの混じった髪かみを大きな三つ編みにして、地面スレスレのところで揺ゆらしている。色だけでなく量も凄すごい。あれで肌はだは褐かつ色しよくなのだから、どんなに遠くでも見み間ま違ちがいようがなかった。

「……おはよう、小こ春はる。普ふ通つうに登校してくるんだね」

　僕ぼくと同じように登校していたのは、〝青春の呪のろい〟の精せい霊れい。小こ春はるだ。彼女はほかの生徒と同じように、歩いて学校へ向かっていた。

「あぁ、喜き一いち郎ろうさん。おはようございます。わたしだって登校しますよ。ここの生徒なんですから」

　彼女はにこりともせずに、そんなことをすらすらと言う。周りの人も小こ春はるに違い和わ感かんを覚えていないようだ。何とも不思議な光景だった。桜の木から現れた精せい霊れいが、制服を着て登校しているというのは。

　しかし、彼女があくまで学校の生徒だ、と主張するなら、疑問になることがひとつある。

「小こ春はるって普ふ通つうに人として生活しているってこと？　どこかに家もあるの？」

「やめてください、こんな道みち端ばたでどこ住み？　なんて。朝っぱらからナンパですか、このすけべ」

「……別にすけべではない。それにナンパでもない」

　どうやら真面目に答えてくれる気はないらしい。それならそれで仕方ない。ならば今度は小こ春はるのことではなく、彼女のことを聞くことにした。

「今朝は山やま吹ぶきさんは？　小こ春はるが登校するのなら、てっきり山やま吹ぶきさんといっしょだと思っていたんだけど」

「呼ばれたら行きますけど、呼ばれなかったら行きませんよ。それに昨夜、灯あか里りさんは一度もくしゃみをしていないので、〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟も発現しませんでした」

　……そうか。それならよかった。いくら家にいるといっても、あの状態にされてしまったら辛つらいだろうから。

　そのまま小こ春はるといっしょに登校して、昨日と同じように教室へ入っていった。小こ春はるは迷うことなく教室の一番後ろの席へ移動し、そこに鞄かばんを置いた。昨日までそこに机はなかった。ほかの席の位置も、辻つじ褄つまを合わせるように移動している。けれど、周りの生徒は気にした様子もなく、小こ春はるにおはよう、と声を掛かけている。

「おはよう、白しろ熊くま猫ねこ」

　そんな声が聞こえてぎょっとした。なんだその不気味な言葉は。と思ったが、あれだ。小こ春はるの苗みよう字じだ。白しろ熊くま猫ねこ小こ春はる。彼女は容姿だけでなく、名前も凄すさまじい。

　呆あきれながら、僕ぼくも自分の席へ向かう。それとなく視線を巡めぐらせていると、山やま吹ぶきさんは既すでに教室の中にいた。自分の席でほかの子とおしゃべりしている。その姿を見て、何となくほっとする。頰ほおにも不ふ干かん渉しようのマークはない。彼女は無事に、学校へ来られたようだった。

　僕ぼくがひとりで安心していると、山やま吹ぶきさんと目が合ってしまった。彼女は一いつ瞬しゆん、視線を外しかけたが、ぎこちない動きで軽く手を上げてくれた。僕ぼくも同じように返す。きっと僕ぼくの方がよっぽど動きが硬かたかっただろうけど。

「おう、喜き一いち郎ろう。おはようさん」

　僕ぼくの前の席のつばさが、口をもごもごさせながら挨あい拶さつをしてくる。その手には袋ふくろ詰づめのポテトチップス。バリボリと豪ごう快かいに食べているせいで、あぐらをかいたスカートの上にぼろぼろと落ちてしまっている。口の周りにもつけながら。おはようを返してから、「ついてる」と指し摘てきすると、彼女は手の甲こうでぐしぐしと拭ぬぐった。

「おいおい、小お野の塚づか。そりゃないだろう。これ使っていいから、手と口を拭ふけって」

　ちょうど通りかかった秋あき人ひとに見られていたらしく、彼はポケットティッシュをつばさに差し出した。悪びれもせず、「おお、さんきゅ」とつばさは受け取ると、これまた乱暴にティッシュで口元を拭ぬぐう。

　つばさに秋あき人ひと。昨日、放課後に小こ春はると別れの挨あい拶さつを交わしていたふたりだ。ふたりとも変わった様子は見られなかった。しかし、思わず僕ぼくは尋たずねてしまう。

「あのさ、ふたりとも。ちょっと聞きたいんだけど。小こ春はるって前からこのクラスにいた？」

「は？」

「あん？」

　つばさはバカにしたような目で、秋あき人ひとはきょとんとした様子で。何を言っているんだこいつは、と言わんばかりの表情を僕ぼくへ向けてくる。

「わけのわからないことを言うじゃないか、喜き一いち郎ろう。それってどういう意味だ？」

「いや、えっと……。じゃあ、小こ春はるって何か特別な感じがしない？　その、見た目とかさ。普ふ通つうの高校生じゃないっていうか」

「見た目？　おれは別に特別だって感じたことはねーけど」

　つばさは小こ春はるに目を向けながら、不ふ審しんそうに言う。僕ぼくの言動がおかしい、とでも言いたげに。しかし、銀ぎん髪ぱつ褐かつ色しよくの少女を特別に感じない、というのは明らかに変だろう。

「白しろ熊くま猫ねこ、昨日のアレ観みた？」

「昨日わたしが見ていたのは虚こ空くうくらいなものですよ」

「えぇ、なにそれこわ……」

　ほかのクラスメイトも小こ春はるとは普ふ通つうに接している。以前からのクラスメイトでもあるかのように、平然とだ。違い和わ感かんを覚えているのは僕ぼくと、さっきからちらちらと小こ春はるの様子を窺うかがっている山やま吹ぶきさんだけのようだ。

「変な奴やつだなぁ」

　つばさは呆あきれた声を出しながら、食べ切ったポテチの袋ふくろをクシャクシャと丸めていた。

「……あ、そうだ。喜き一いち郎ろう、山やま吹ぶきさんのこと、いつでも相談に乗るからな。力になれるかどうかわからないけど、頼たよってくれよ」

　席を離はなれる直前、思い出したように秋あき人ひとは僕ぼくへ耳打ちしてくる。そして、男前に笑うのだ。

　早さつ速そく、「実は山やま吹ぶきさん、呪のろわれているんだけどどう思う？」と相談したくなるような笑みだった。







　昼休みに小こ春はるから呼び出された。お昼には青春ミッションが届くはず。そういう予定らしいので、山やま吹ぶきさんといっしょにだ。

　向かったのは、屋上へ続く階段の踊おどり場ば。屋上は開放されていないので、ここへやってくる生徒はおそらくいない。聞こえてくる声も遠かった。

　内容が内容だけに、ほかの人に聞かれたら妙みような誤解を受けかねないので、わざわざ人ひと気けのないところを選んだわけだ。

　小こ春はると山やま吹ぶきさんは隣となり同士で階段に腰こし掛かけ、僕ぼくは向かい合わせに座る。思い思いの昼ご飯を取り出した。

「ミッションはまだ来ていないの？」

　僕ぼくが弁当箱を開きながら小こ春はるに尋たずねると、「もう少しで来ると思います」という返事をもらう。彼女は市し販はんの焼きそばパンを持ってきており、小さな口で齧かじっていた。

「何でもいいから早く来てほしいものだわ」

　山やま吹ぶきさんが疲つかれた表情を浮うかべた。彼女もお弁当だ。僕ぼくのものよりいくらか小ぶりの、可愛かわいらしいピンクの容器。しかし、その蓋ふたがぱかっと開けられて、僕ぼくはぎょっとする。その中身にだ。小さな弁当箱にぎゅうぎゅうに詰つめられている、レタス、キュウリ、キャベツ、トマト、ブロッコリー。真ん中にはどん、と豆とう腐ふが乗っかっている。野菜と豆とう腐ふオンリー。それ以外に存在していない。

「……何そのお弁当。凄すごいね」

　言われ慣れているのか、彼女はフォークを取り出しながら歌うように言う。

「生野菜。それは健康と美しさの秘ひ訣けつ。豆とう腐ふはおばあちゃんが身体にいいって言ってたから。わたしは外側はもちろん、中身も世界一でありたいのよ」

　サラダにフォークを突つき刺さし、さくさくと食べている。「おいしー」と小さく呟つぶやいているあたり、無理して食べているわけじゃなさそうだ。豆とう腐ふサラダだけで足りるのか、とも思ったが、あれだけの量の野菜を食べたらお腹いっぱいにもなるだろう。

「〝青春ミッションボード〟のルールについて、昨日説明しきれなかったことがひとつありまして」

　焼きそばパンを半分ほど食べたあと、小こ春はるが指を一本立ててそう言う。

「『記き憶おく』についてです」

　なにそれ、と山やま吹ぶきさんが声を上げた。

「少しややこしいのですが」

　そう前置きをしてから、小こ春はるはゆっくり口を開く。

「青春ミッションを完了した際、その完了の証明として『記き憶おく』を頂ちよう戴だいすることがあります。もらう記き憶おくは〝青春ミッション〟に関わること。要求された場合、その記き憶おくを差し出さない限り、ミッションを完了することはできません。どんな記き憶おくを奪うばわれるのか、奪うばわれる前にわかることもわからないこともあります」

　記き憶おくを、奪うばわれる。

　それだけ聞くと、何とも重い話ではあるのだが、いまいち実感しづらい。どんな記き憶おくが奪うばわれるかわからない、奪うばわれるかどうかすらわからない。それでは覚かく悟ごしようがない。

「……あれ？　じゃあ、僕ぼくたちってもしかして昨日ので記き憶おくを奪うばわれたりしたの？」

　昨日、僕ぼくたちはひとつのミッションをこなした。そのおかげで呪のろいの力はわずかに弱まった。ミッションは完了しているはずだけれど、記き憶おくを奪うばわれたようには思えない。いや、本当に記き憶おくを奪うばわれていたとしたら、それにも気が付かないのか。

「いえ。昨日のミッションで記き憶おくを要求されることはありませんでしたので、奪うばわれてはおりません」

　小こ春はるは静かに否定する。どうやら、昨日のミッションは記き憶おくが要求されないほう、だったらしい。

「質問。記き憶おくを奪うばわれてしまった場合、その記き憶おくの抜ぬけた部分はどうなるの？　ぽっかり穴が開いて、思い出せなくなるってこと？」

　山やま吹ぶきさんが釈しやく然ぜんとしない様子で尋たずねる。小こ春はるは小さく首を振ふった。彼女は焼きそばパンをちぎると、それを前へ差し出してみせる。

「例えば、『わたしたち三人がお昼ご飯を食べている』という記き憶おくを奪うばわれたとします。そうなった場合」

　彼女はちぎったパンを口の中に放り込むと、新しくパンをちぎり、再び前に差し出す。

「『いつも通りのお昼休みを過ごした』だとか『いつもの友達とお昼ご飯を食べた』とか最も辻つじ褄つまの合う記き憶おくで埋うめられることになります。なので、記き憶おくを奪うばわれたことには気が付かないのです」

　……なるほど。そんなふうにされてしまえば、奪うばわれたという実感すら持てない。それは不気味だ。できれば避さけたい。しかし、記き憶おくを要求された場合、記き憶おくを失わなければ、ミッションは完了したことにならないという。選せん択たく肢しは最初からないようなものだった。

「まぁどうせ避さけられないので、悩なやむ必要もないのですが……、っと失礼」

　小こ春はるが説明を途と中ちゆうで区切ったかと思うと、ポケットから携けい帯たいを取り出していた。着信があったのだろうか。こう見ると完全にただの女子高生だ。実は彼女は留学生か何かで、今までのはすべてドッキリなのでは、という気さえ起きてしまう。

　しかしそれは、ただの現実逃とう避ひだ。すぐにそれが証明されてしまう。

　小こ春はるが携けい帯たいを取り出し、ディスプレイを眺ながめながら「きました」と言った瞬しゆん間かん、その携けい帯たいが弾はじけ飛とんだ。細かい桜の花びらに姿を変えながら、空中へ勢い良く四散する。それが宙でぴたりと止まった。時間を巻まき戻もどすように再び小こ春はるの手の上に集まったかと思うと、花びらはその姿を変化させている。黒い装そう丁ていの大きな本に。

〝青春ミッションボード〟。突然現れたそれに対して、山やま吹ぶきさんは「心臓に悪い」と渋しぶい顔をした。

　彼女はページを開きながら、「これが新しいミッションです」と僕ぼくたちの前へ差し出す。僕ぼくと山やま吹ぶきさんは同時に顔を見合わせた。心臓が嫌いやなリズムで音を鳴らす。昨日のミッションは苦難ばかりで、とても上手くいったとは言えない。今度はどんな難題をふっかけられるというのか。またあの詩のような言い回しを、読み解かなくてはならないのか。

　僕ぼくと山やま吹ぶきさんは頷うなずき合あうと、開かれたページを覗のぞき込こんだ。果たしてそこには、僕ぼくたちが担になうミッション内容が書かれていたのである。


『夜の学校にこっそり忍しのび込こんで、かわいいあの子とプールではしゃいじゃえ～！　きゃー！　青春☆』



「文体統一して」

　読んだ瞬しゆん間かんにそんな言葉が飛び出した。いやなにこれ。思っていたのとぜんぜん違ちがうんだけど。

「なんでこんなに頭の悪そうな文章なの……。昨日のはちょっと詩みたいな、回りくどい文体だったじゃない」

「わたしに聞かれても知りませんよ」

　僕ぼくの疑問に小こ春はるは鬱うつ陶とうしそうに答える。いや、これは物申したくなるだろう。呪のろいなんだったら、そこはきっちり厳格なままでいて欲しかった。

「まぁちょっとアレな文章だけど……、その代わり、わかりやすくはあるんじゃない？」

　山やま吹ぶきさんが苦笑をこぼす。……まぁ確かに、昨日のミッションと違ちがい、ストレートな表現なので間ま違ちがいようがないし、わかりやすい。内容ははっきりしていた。

　ただ、その内容が問題ではあるのだけれど。

「夜の学校に忍しのび込こむ……、か。大だい丈じよう夫ぶなのかな」

「できるできないで言ったらできるんだろうけど……、まぁ見つかったら怒おこられるわよね」

　山やま吹ぶきさんと顔を見合わせ、お互たがいにちょっと困った顔をしてしまう。何せ、ふたりともあまり悪いことに対して経験がない。物もの怖おじするのは仕方なかった。

「忍しのび込こめたとしても、指示も曖あい昧まいだしね……、プールではしゃぐってどうすればいいんだろう」

「そうねぇ……、まぁ『かわいいあの子』はわたしでいいとして」

「…………」

　さらりと言ってのける。僕ぼくが思わず彼女の顔をまじまじと見てしまうと、山やま吹ぶきさんは「？」と首を傾かしげた。……あぁ、おかしなことは何も言っていない。確かに彼女はかわいいのだから。

「じゃあ……、まぁ。とにかく行ってみましょうか。それで青あお葉ばくん、悪いんだけど今夜早さつ速そく、付き合ってくれる？」

　彼女の言葉に僕ぼくは頷うなずく。夜の学校に忍しのび込こむのは抵てい抗こうがあるけれど、ミッションならば仕方がない。

　それに、なんだかんだでこの状じよう況きように少しばかり興奮を覚えていたのだ。確かにこれは、青春っぽいかもしれない。







　──で。

　およそ二十時。僕ぼくと山やま吹ぶきさんは、家の近くで待ち合わせしていた。ご近所さんの強みだ。

　すっかり暗くなった住宅街はあまり物音が聞こえてこない。たまに車が通ることで、ようやく人の気配を確認できる程度。まだそんなに遅おそくなっていないのに、随ずい分ぶん静かだ。虫が電灯に集まるのを見つめる。

「お待たせ」

　山やま吹ぶきさんの声が聞こえて、そちらに目を向ける。彼女は手をひらひらとさせながら笑っていた。時間ぴったりである。こうやって夜に会うのはなかなか新しん鮮せんなのだけれど、服装はいつもと変わらずセーラー服。僕ぼくも学ランである。一応、学校内に入るわけだから、制服で来た方がいいと判断したのだ。

「それじゃあ、いこっか」

　山やま吹ぶきさんに促うながされて歩き出す。夜だからといって、学校への行き方は変わらない。駅で電車に乗ってあとは徒歩だ。だからこそ、こうもすんなりと山やま吹ぶきさんが出てこられたことに少し驚おどろいた。

「山やま吹ぶきさん、なんて言って家を出てきたの？」

「ん？　学校に忘れ物を取りに行くって言って出てきたけど？」

　僕ぼくと同じだ。親には忘れ物をした、と言ってある。そこまで遅おそい時間ではないし、何より僕ぼくは男だったので、特に心配されることもなかった。けれど山やま吹ぶきさんは違ちがう。こんなにもかわいい女の子を、夜道に出すのは危険だとは思わなかったのだろうか。

「あ、大だい丈じよう夫ぶ。お母さんには『青あお葉ばくんといっしょに行く』って言ったら、じゃあいいよ、って言われたから」

「…………」

　信しん頼らいの言葉は嬉うれしいような、申し訳ないような。山やま吹ぶきさんのお母さんとは会えば挨あい拶さつはするけれど、信しん頼らいしてもらえるような間あいだ柄がらではない。未だに親たちの目からは、仲の良かった頃ころと同じように見えているのかもしれない。

　まぁ今回はそれがいい方向に転んだわけだけど。山やま吹ぶきさんがいないとミッションはクリアできない。ミッションを行うのは僕ぼくだけれど、ミッションボードには「かわいいあの子」という表記があった。僕ぼくがひとりで行ってもミッションは遂すい行こうできない。

　そもそも、ひとりだったらどうやってプールではしゃぐのか、という話だけど。

　いつもと同じように電車に乗り、同じ駅で降りる。違ちがうのは座れるくらいに乗客が少ないことと、周りに学生がいないことだろうか。それは降りてからも同じだった。登下校時は学校から駅まで生徒がたくさん歩いているが、今は人の気配がない。おかげで、見み咎とがめられることなく、校門前までやってこられた。

　しかし、当然のように校門は閉まっている。校舎も真っ暗だ。暗いグラウンドに静まり返った校舎、いつもの学校とは全く違ちがった雰ふん囲い気きである。立ち入りを禁じる。そう暗に言われているかのようだった。

「中は……、だれもいない、のかしら」

「多分。先生たちももう帰っちゃったんじゃない？」

　校門前でひそひそと内ない緒しよ話ばなしをする僕ぼくたち。しばらく様子を窺うかがう。けれど、確証が得られない。本当にだれもいないのだろうか。

「……一応、学校の周りをぐるっと回って確認してみようか」

「そうしましょう。中で鉢はち合あわせするのが、一番怖こわいし」

　山やま吹ぶきさんと頷うなずき合あう。侵しん入にゆうしてから実は人が残っていました、ではお話にならない。教師に見つかればただじゃ済まないだろうし、ここは慎しん重ちようにいくのが一番だろう。

　僕ぼくたちは学校内に目を向けながら、周りの道を歩いていく。静かだった。学校の中も、僕ぼくたちが歩いている道も。通行人も見み掛かけない。今、校門を乗り越えて侵しん入にゆうしても、きっとだれにも見られないのではないだろうか。

「えーと、『夜の学校』はこれでクリアでしょ。『かわいいあの子』はわたし。で、あとはプールではしゃげば、ミッションはクリアでいいのよね？」

　山やま吹ぶきさんが指折り数えながら、ミッションの内容を確認している。

「だと思うよ。プールではしゃぐ、っていう指示が曖あい昧まいでやりづらいけど」

「白目を剝むきながら、あばばばーってプールサイドを走り回ればはしゃいでる感出ない？」

「それだれがやるの？　僕ぼくじゃないよね？」

　彼女は僕ぼくの問いには答えず、「ま、今回のミッションは問題なさそうでよかったわ」と笑う。

　まぁ、それは確かに。前回のミッションは大変な目に遭あった。毎回あんな思いをしたくはない。

　実際のところ、僕ぼくたちはほとんどミッションをクリアした気になっていた。難関は既すでに突とつ破ぱしているからだ。今回のミッションで難易度が高いのは、夜に家を抜ぬけ出だすことと、学校に忍しのび込こむこと。前者は既すでに達成したし、確認できれば学校内の侵しん入にゆうも容易だろう。問題はない。

　……そう思って、僕ぼくたちはすっかり油断していたのだ。

「……君たち、こんな時間に何をしているのかな」

　突然、後ろから声を掛かけられて、びくっと飛び上がりそうになる。恐おそる恐おそる振ふり返かえると、なんとそこには警察官が立っていた。中年の男性と若い男性。彼らは人の良さそうな笑顔を向けながらも、僕ぼくたちの姿をじろじろと見ている。

「この学校の生徒さん？　それ、ここの制服だよね？　でも、学校はもう真っ暗だし、何をしているのかなーって声掛かけさせてもらったんだけど」

　……まずい。

　制服で来たのが裏目に出た。深夜というわけではないし、「こんな時間に」と言われるような時刻ではないような気はするが、状じよう況きようがまずかった。制服を着た男女ふたりが、真っ暗な学校の前でうろうろしていたら、そりゃ警察官だったら声も掛かけるだろう。

「あぁ、ええと、その……」

　ふたりの警察官を前に、僕ぼくは何も言えなくなってしまう。威い圧あつ感かんが強すぎる。悪いことをしていなくても警察官を見れば身構えるのに、今はその悪いことをしようとする前だ。普ふ通つうの高校生なら怯ひるんでしまう。言い訳も出ない。どうしよう、補導されてしまうのだろうか……？

「そっちの子はどうしたの。こっちを向きなさい」

　若い方の警察官が、山やま吹ぶきさんに声を掛かける。彼女はなぜか、前を向いたまま決して振ふり返かえろうとはしなかった。反はん抗こうしているわけではないらしい。目をぐりぐりと動かして、焦あせりの表情を浮うかべている。

「ど、どうしたの」

　僕ぼくが小声で尋たずねると、彼女も同じように小声で、「いや、振ふり返かえったらわたしは絶対顔を覚えられる」と早口で言った。……なるほど。世界一の美び貌ぼうが、こんなところで裏目に出るとは。

「ほら、どうしたの。理由があってここにいるのなら、その理由を言ってごらん」

　諭さとされても、言えるような理由ではない。こっちは学校に忍しのび込こもうとしているのだ。かといって、代だい替たいになる言い訳も持っていない。前もって考えておくんだった。混乱を起こしている頭では、何も思い付きそうにない。

　どうしよう。どうするべきか。

　視線を感じて、横を見る。山やま吹ぶきさんが目線をこちらへ向けていた。その瞳ひとみには何かの決意を感じる。彼女はきゅっと引き結んだ唇くちびるを一いつ瞬しゆん緩ゆるめ、「やるしかない」と僕ぼくにだけ聞こえる声で言う。……ちょっと待って。僕ぼくが戸と惑まどっているのに、山やま吹ぶきさんは力強く頷うなずいた。……この人、やる気だ！

「ゴウッ！」

　その掛かけ声ごえとともに、山やま吹ぶきさんは見事なフォームで地面を蹴けった。道をまっすぐに駆かけ抜ぬけていく。それに引っ張られるように、僕ぼくも同じ方向へ駆かけ出だした。

「あ、こら！　待ちなさい！」

　警察官の叫さけび声ごえと、僕ぼくたちを追いかけてくる音が耳に届く。四つの靴くつが地を叩たたいている。怖こわくて振ふり返かえることができず、僕ぼくは山やま吹ぶきさんの背中を見ながら、ひたすら足を動かしていた。

　彼女は角を一度曲がり、さらに曲がった。随ずい分ぶんと一いつ生しよう懸けん命めい走ったおかげか、後ろからの足音も遠く感じる。それでも振ふり返かえれなかったけれど。そうしているうちに、学校の周りをぐるりと一周していた。すると、山やま吹ぶきさんは僕ぼくの顔を見ながら、指先を校門へぴっと向けた。口は開ひらかない。しかし、彼女が言いたいことはわかった。

　僕ぼくたちは走る勢いをそのままに、校門を飛び越えた。

　山やま吹ぶきさんは見事だった。スカートを翻ひるがえしながら、綺き麗れいに門を越えて着地してみせる。……僕ぼくは足を門に引ひっ掛かけてしまった上に、ちょっとつんのめった。が、校門は越えた。すぐに物もの陰かげに隠かくれる。

「………………」

「………………」

　外の様子を窺うかがう。お互たがいにじっと押おし黙だまって。肩かたが触ふれ合あうくらいに身を寄せ合い、縮こまって小さくなろうと必死になる。心臓は痛いくらいにバクバクと鳴っていた。山やま吹ぶきさんが近いからではない。楽しいときめきは今はない。

「……追いかけて、こないわね」

「……うん」

　十分すぎるほど待ってから、静かに口を開く。さっきから何も聞こえてこない。遠くで犬が吠ほえたくらいだ。

　多分、大だい丈じよう夫ぶ。きっと諦あきらめたのだろう。

「はぁー……」

　ほとんど同時に深い、本当に深いため息を吐つく。身体から力が抜ぬけていく。そのまま地面に座り込んでしまった。見ると、山やま吹ぶきさんも同じような格好になっている。それがおかしくて、お互たがいに笑ってしまった。

「危なかったわね……。まさか、補導されかけるなんて。逃にげ切きれてよかったわ」

「逃にげ出だすとは思わなかったけどね……。山やま吹ぶきさん、意外と肝きもが据すわってるよね」

「そう見える？」

　山やま吹ぶきさんは苦笑すると、自分の手を掲かかげてみせた。明らかにぶるぶる震ふるえている。今も止まらないようだ。僕ぼくも自分の両手を見ると、同じように震ふるえていた。また笑ってしまう。

「さ、いつまでも笑ってないで行きましょ。まだわたしたち、何も終わらせてないんだし」

　彼女は立ち上がり、プールの方を指差す。確かにそうだ。既すでにどっと疲つかれているし、今ごろになって汗あせも噴ふき出だしてきたのだけれど、何も成なし遂とげてはいないのだ。

　山やま吹ぶきさんはプールに向かって駆かけ出だす。僕ぼくも慌あわてて追いかけた。どうやら人は残っていないようだし、外から見られる心配を考えると、走った方がいいのだろう。収まっていない動どう悸きが、再び強くなる。走っているからではない。だれもいない夜の学校に侵しん入にゆうする昂こう揚よう感かん、警察官からの逃とう亡ぼう劇げき。悪いことをしている実感が、痺しびれるような興奮を身体に刻きざむ。

「あは。なんだかドキドキするわね」

　隣となりを走る山やま吹ぶきさんは、笑みを堪こらえることなくそう言う。同感だ。ちょっといつもと違ちがうだけで、こんなにも心臓は高鳴っている。
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　わずかな月明かりだけを頼たよりに走り、屋外プールへ辿たどり着つく。僕ぼくたちはまだ一度も使ったことがないプールだ。しかし、中学とそれほど変わりはない。プールの周りはフェンスで囲ってあり、すぐ近くに更こう衣い室しつが併へい設せつされている。

　フェンスの扉とびらに手を掛かける。かしゃん、という乾かわいた音が鍵かぎの存在を知らせていた。

「鍵かぎ、掛かかってるわね」

「そうだね。わかってたことだけど」

「そうなると……、これも乗り越えるしかないわよね」

　そういうことになる。フェンスはそれほど高いわけでもないし、鍵かぎを開ける方法を探すよりずっと簡単だろう。山やま吹ぶきさんはフェンスに両手を掛かけて、「よっと」という掛かけ声ごえとともに足を引っかける。身軽な身のこなしだ。これなら数秒と掛かからずフェンスを乗り越えられるだろうが……、いいのだろうか。山やま吹ぶきさんはスカートだ。フェンスを登っていけば、下にいる僕ぼくは幸せなことになる。わざわざ指し摘てきするつもりもないけれど。

「あ」

　残念ながら途と中ちゆうで気が付いてしまったらしい。山やま吹ぶきさんは照れ笑いを浮うかべながら、「ごめん、先行って」とフェンスから降りてしまった。……うん、まぁわかっていたことだ。そんなラッキーはなかなか回ってこないってことを。

　僕ぼくはフェンスに足を掛かけると、そのままひょいひょいと乗り越える。山やま吹ぶきさんも同じように簡単に乗り越えていた。

　ふたりして地に足を着けたあと、目の前の光景に「おー」と声を上げた。

　夜だからプールも暗くてよく見えないのかと思っていたけれど、思おもい違ちがいだった。水面が光ひかり輝かがやいている。遠くの電灯の光、空にぽっかりと浮うかぶ月、ちりばめられた星の瞬またたき。それらがプールの上で揺ゆれているのだ。綺き麗れいに光を反射させながら、そこに佇たたずんでいる。予想していたよりも綺き麗れいで、幻げん想そう的てきなプールの光景に、僕ぼくたちはつい声を漏もらしてしまっていた。

「思ったよりも綺き麗れいね。プールも水も」

　山やま吹ぶきさんがたたたっとプールへ近付いていく。「プールサイドは走ると危ないよ」と僕ぼくはつい声をかけてしまうが、別に濡ぬれてはいないし、靴くつも履はいているし、そうでもないんだろうか。しかし、山やま吹ぶきさんはいつの間にか靴くつも靴くつ下したも脱ぬいでしまっていた。濡ぬれてはいないが、あのはしゃぎようは本当に転んでしまいそうだ。

「きゃー、気持ちいい」

　プールの近くにしゃがみこむと、ぱしゃぱしゃと嬉うれしそうに水を弾はじいている。僕ぼくも山やま吹ぶきさんに倣ならって靴くつを脱ぬぎ、裸足はだしになってから彼女のそばへ寄っていく。

「水、冷たい？」

「ぬるい！　ぬるいけど、ちょうどいいぬるさ！　ここ最近ちょっと暑かったからねー、気持ちいいよ」

　うーん、本当に気持ち良さそうだ。つい僕ぼくも小走りになってしまう。

　彼女の隣となりに座り込み、光ひかり輝かがやく水面に手を入れる。小さく飛沫しぶきを上げた。山やま吹ぶきさんの言う通り、あまり冷たくはなく、しかしそれが心ここ地ち好よい。先ほどまで走っていたこともあって、熱くなった身体を癒いやしてくれた。飛沫しぶきがまた光を反射させる。ぴかぴかと光るプールの水と、心ここ地ち好よい温度の水に手が触ふれていると、次の欲求が生まれてきてしまう。

「……むしろ、飛び込んでしまいたいわね」

　山やま吹ぶきさんがプールを眺ながめながら、ぼそりと言う。

「わかるけどさ。さすがにそれは、ね」

　いくら何でも、プールに入るのはダメだろう。そのときは気持ちいいかもしれないが、あとが大変だ。現実的ではない。それは山やま吹ぶきさんもわかっているのだろう、ちぇーっと唇くちびるを尖とがらせた。「気持ち良さそうなのになぁ」と。

　しばらくはしゃがんで水と遊んでいたが、我が慢まんできずに今度は足を水の中へ突っ込んだ。ふたり並んで足で水を弾はじく。これがまたいい。少しばかり夏を先取りしているようで、特別な気分になってくる。

　しかし。

「……で、どうしよ」

　山やま吹ぶきさんがぽつりと呟つぶやく。「どうしようね……」と返す僕ぼくの声も弱々しい。


『夜の学校にこっそり忍しのび込こんで、かわいいあの子とプールではしゃいじゃえ～！　きゃー！　青春☆』



　あのアホっぽいミッション内容を思い出す。〝青春ミッションボード〟にはそう書かれていた。そして、僕ぼくたちはそのミッションに従っているはずなのだ。

「クリアしたなら、きっと小こ春はるが来てくれるはずよね？　でも、何も起こらないってことは……」

「クリアしていないんだ、きっと。ミッションを達成できてない。でも……」

　場所はクリアした。同行人もクリアしている。ならば、あと足りていないものといえば……。

「はしゃぎ方が足りない……？」

「そう……、なるよね」

　はぁ、と山やま吹ぶきさんがため息を吐つく。足で水面を揺ゆらしながら、「わたし、結構はしゃいでなかった？」と困ったように笑う。うん。はしゃいでいた。

「でも、まだまだってことなのかな……？　もっともっと、はしゃげってこと……？」

　なかなかに難しい注文だ。そもそも、はしゃぐって言われてやるようなことじゃないし。プール以外に何もないこの場所で、これ以上テンションを上げるにはどうすればいいのだろうか。

「よし、やろ！　もっともっと、はしゃごう！」

　山やま吹ぶきさんは自分に言い聞かせるように声を張り上げると、水をばしゃっと蹴けり上あげた。立ち上がってプールサイドに立つと、僕ぼくに向かって「ささ、青あお葉ばくんも早く！」と手招きする。戸と惑まどいながらも、僕ぼくは彼女の正面に立つ。

「ほら、青あお葉ばくん！　テンション上げて！　白目白目！」

「白目に対する信しん頼らいが凄すごい」

　しかし、そう指定されてしまうとやらなければいけない気がしてくる。よし。ミッションのためだ。山やま吹ぶきさんのためだ。ここはバカにでも何にでもなるしかない──！

　僕ぼくは彼女の言う通り、白目になると「あばばばー！」と声を上げながら、その場で妙みようなステップを踏ふんでみせる。どすどすと踏ふみしめる。それを見て、山やま吹ぶきさんは呆あつ気けに取られたというか、素すに戻もどりそうになっていたが、すんでのところで「いいねー！」と僕ぼくに人差し指を突きつけた。

「よーし、わたしも踊おどるわよー！　はしゃぐよ！　イェイイェイ！」

　自や棄けになっているとしか思えないテンションだった。声も上うわ擦ずっている。しかし、そうなりながらも彼女は踊おどっていた。腕うでを振ふり振ふり、腰こしを振ふり振ふり。裸足はだしで腰こしをくねらせているのは煽せん情じよう的てきではあったのだけど、僕ぼくもおかしな動きをするのに忙いそがしかった。

　しばらくの間、お互たがいに奇き声せいと妙みような動作を続けていたが、どちらともなく動きが止まった。バテたのだ。あまりにカロリー消費の激しい運動に、先に体力が尽つきてしまった。荒あらい息をぜいぜいと繰くり返かえす。

「……………………」

「……………………」

　肩かたで息をしながら待ってはみたけれど、何も起こらなかった。

　周りを見み渡わたしても、小こ春はるが来る様子はない。ミッションを達成したときの光もない。ミッションは未だクリアに至っていないらしい。

「……うぐぅ」

　突然、妙みような呻うめき声をあげながら、山やま吹ぶきさんはその場でしゃがみこむ。両手で顔を覆おおって、ぷるぷると震ふるえていた。耳まで真っ赤だ。泣き出しそうな声で、「は、恥はずかしすぎる……、何がイェイよ、バカじゃないの……？」と己おのれの行動を嘆なげいている。いや、僕ぼくのあばばばーよりはマシでしょ。

「でも、困ったね。どうしよう、これ」

　途と方ほうに暮れる。八はつ方ぽう塞ふさがりだ。意図的にあれ以上のテンションを生み出すのは難しいし、かといってほかにはしゃげるようなギミックもない。これ以上、何をすればいいのかがわからないのだ。

「ね、本当にどうしよっか……」

　山やま吹ぶきさんが気落ちした様子でプールに目を向ける。僕ぼくも同じようにプールを眺ながめながら、手でぱたぱたと顔を扇あおいだ。暑い。わけのわからない動きで汗あせをかいてしまった。見ると、山やま吹ぶきさんも顔を扇あおいでいる。一筋の汗あせが頰ほおを伝っていた。

「……あ」

　何か閃ひらめいたらしい。山やま吹ぶきさんは声を上げると、水面を指差した。「ちょっと青あお葉ばくん。あれ見てよ、あれ」と声を弾はずませる。

「あれ？　あれってどれ？」

「あれだってば。ほら、真ん中のほう。見えない？」

「んー？」

　山やま吹ぶきさんの指を差しているものがわからない。何か浮うかんでいるのだろうか？　よく見えないので、プールに近付いて目を凝こらしてみる。水面に揺ゆれはない。月の光が水の中へと溶とけ込こんでいる。綺き麗れいな姿があるばかりで、そこにおかしなものは見られなかった。

　そのときだ。

「はーい、ちょっと失礼しますねー」

　山やま吹ぶきさんが背後にぴたりとくっついて、僕ぼくのポケットへ手を滑すべり込こませていた。身体が硬こう直ちよくする。なんだ。なんだろう、急に。あまりにも突然に急接近されて、しかもポケットに手を突っ込まれるという謎なぞの行動に混乱する。

「え、あ、あの、ちょっと、何を……？」

　しどろもどろで尋たずねてみるけれど、彼女は何も答えてはくれない。ごそごそとポケットを漁あさるばかりだ。抵てい抗こうできずにされるがままになってしまう。

「お、あったあった。財さい布ふと携けい帯たいは、濡ぬれちゃうとまずいじゃない？」

　ようやく僕ぼくのポケットから手を抜ぬいたかと思うと、ポケットの中身までいっしょに持っていってしまった。どういうつもりなのだろう。彼女が僕ぼくから離はなれたので、慌あわてて振ふり返かえる。

　なぜかそこには、満面の笑みで立っている山やま吹ぶきさんがいた。

「はい、どーん」

「え」

　思わぬ衝しよう撃げきに、身体がぐらつく。バランスを崩くずす。視界には、僕ぼくを笑顔でプールへ突き飛ばす山やま吹ぶきさんの姿だけがあった。

　どぼん、と勢い良く水の中へ落ちていく。全身に水の温度が届いていく。不確かな視界と服が水を吸っていくのを感じながら、ごぼごぼと口から泡あわを吐いた。慌あわてて、プールの底に足をついて身体を起こす。

「な、なにするのさ、山やま吹ぶきさんっ！」

　当然ながら、そんな抗こう議ぎの声を彼女に上げる。プールに突き飛ばすなんて何を考えているのだ。どうしようもなくずぶぬれだ。上から下までぐっしょりだ。どうするんだこれ。帰りも電車だというのに──。

「……え」

　ここまで濡ぬれてしまうと、本当に困る。どうしようもない。そうなってしまっているからこそ、その光景には驚おどろいた。目を疑った。

　山やま吹ぶきさんが、僕ぼくに向かって思い切り飛び込んできていた。プールサイドから足を離はなし、水の中へ向かって飛んできている。セーラー服が揺ゆれる。スカートがたなびく。月明りを背にして、空を映す水面へ彼女は飛ぶ。

　その光景がとても綺き麗れいだった。輝かがやく水面に負けないほどの笑顔で、プールへ飛び込んでくる彼女はどんなものよりも美しかった。

　僕ぼくが心を奪うばわれている間に、ばしゃん、と勢い良く彼女は着水する。飛沫しぶきが激しく舞まい上あがる。僕ぼくの顔にも思い切りかかった。

　しばらくは水の中でごぼごぼとしていた彼女だったが、飛び込むときと同じくらいの勢いで顔を出した。ぷは、と口を開く。ぷるぷると首を振ふると、髪かみから小さな水みず飛沫しぶきが生まれていく。彼女は顔を拭ふくと、叫さけぶように言った。

「あーッ！　気持ちイイ！　最高に気持ちいいよ！」

「いや、気持ちいいじゃないよ！　どうするのさ、僕ぼくたちふたりともずぶぬれだよ！」

「うるさいうるさーい！」

　僕ぼくの抗こう議ぎを無視して、山やま吹ぶきさんは僕ぼくに水をばしゃばしゃと掛かけてくる。僕ぼくが顔を庇かばうと、山やま吹ぶきさんは楽しそうに笑い声をあげた。本当に楽しそうだ。だれもいない学校内で、彼女の笑い声だけが響ひびいている。

「やったな、このっ！」

「わぁ！」

　その笑い声につられるように、僕ぼくの方まで楽しくなってきてしまった。お返しに水を掛かけてやる。力いっぱい彼女の方に水を飛ばしていると、彼女は「ひゃー！」と声を上げながら、水の中へと逃にげていってしまった。僕ぼくもそれを追いかけるが、水面に顔を出した途と端たんにまた水を掛かけられてしまう。こなくそ。僕ぼくも負けじと水をまき散らす。お互たがいにばしゃばしゃと水を掛かけ合あった。

　夜の学校に忍しのび込こみ、フェンスを乗り越えて制服のままプールで泳ぐ。罪を重ねていることとずぶぬれになってしまったことへの昂こう揚ようが、僕ぼくたちのテンションをどこまでも引き上げてしまっていた。楽しい。楽しいと思っている場合じゃないんだけど、それはもう死ぬほど楽しい。

　しかし、しばらくはしゃぐとさすがに疲つかれてきてしまった。僕ぼくたちはいっしょにプールサイドへ上がる。制服が水を吸ってしまってめちゃくちゃ重い。水があらゆるところから滴したたり落おちてくる。髪かみからも制服からも。

「あー、すっごく気持ち良かったわ！」

　満足そうに胸を張る山やま吹ぶきさん。彼女ももちろんずぶぬれである。水を吸って重くなった髪かみをかきあげ、プールサイドに水すい滴てきを落としていた。素す足あしなのでぺたぺたと足あし跡あとまでつけている。白いセーラー服はぴったりと肌はだに張り付き、袖そでの部分はすっかり透すけてしまっている。白に浮うかぶ肌はだの色。それがどうしようもなく色っぽい。ため息が出てしまいそうだ。透すけて見えた肌はだに対する安直な興奮と、水を纏まとう彼女への心しん酔すい、それが混ざってただただ目を奪うばわれる。

「ん。大だい丈じよう夫ぶだよー、下に着てるから下着は透すけないわよ」

　残念でした、と山やま吹ぶきさんはにっこり笑いながらピースサインをしてくる。確かに、黒い布地が見えるだけで、下着は透けていない。しかし、甘あまい、甘あますぎる。水が滴したたるその姿だけで、劣れつ情じようを抱いだくには十分すぎるというのに……。彼女はそれを自覚していないらしく、僕ぼくの目の前でスカートを絞しぼったりしている。めちゃくちゃ揺ゆさぶられているぞ、僕ぼく。

「……にしても、どうしようねこれ。どうやって帰ろうかしら」

「……いや、本当に。山やま吹ぶきさん、あとのことを考えていた？」

「ぜんぜん」

　へへ、と悪びれもせず笑ってみせる。まぁそれもそうだろう。後先を考えない無茶をしたからこそ、ここまで楽しかったことは否定できない。こんな水みず浸びたしでどうしろというのか。明日も学校だし、今から電車にも乗らなきゃいけないし、家には親もいるのに。

　僕ぼくが口を開こうとした、その瞬しゆん間かんである。

「きた」

　山やま吹ぶきさんは腰こしに手を当てて、男前ににっと笑う。

「そうよ。ここまでしたんだから、来てもらわないと困るってものよ」

　眩まばゆい光がプールサイドを大きく照らした。暗い空に、その光はどこまでも届いていく。虹にじ色いろの輝かがやく光。その光には見覚えがある。昨日見たばかりの光だ。そのときと同じように、その人はいつの間にかそこへ立っていた。

　小こ春はるである。彼女は当然のように僕ぼくたちの近くに立っていて、手に持った書物からは光が放たれている。〝青春ミッションボード〟。彼女の手にはそれが握にぎられている。白いページから放たれる光には文字が流れて、宙を舞まって消えていく。

「ミッション、完了です。見事な青春でした」

　光が消えた本をぱたんと閉じると、小こ春はるは静かにそう言った。

　ようやく。ようやくである。散々苦労させられたが、どうにかミッション完了までこぎつけた。安あん堵どのため息が漏もれる。山やま吹ぶきさんもぐったりとしながら、気の抜ぬけた笑みを浮うかべていた。いえー、と力なく腕うでを振ふり上あげる。

　あまり元気は残っていないようで、「で、どう、小こ春はる。もうわたしの呪のろいは消えていった？」と問いただす声に力は入っていない。

「いえ。残念ながら、まだ」

「あぁそう……、いや、何となくそんなことじゃないかと思っていたんだけど。じゃあ、また次のミッションが来るまで待機しないといけない？」

「いえ」

　小こ春はるは閉じたはずの本を再び開くと、その白いページを撫なでながら言う。

「次のミッションは既すでに現れています。……おそらくですが、このミッションをクリアすれば、この〝青春の呪のろい〟も終わりとなりそうです」

　小こ春はるは僕ぼくたちの前に黒い本を差し出す。開かれているのは白いページ。そのページは淡あわくて白い光を帯びており、七色に変化する文字が刻まれていた。
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　　　※




　遠くで灯あか里りちゃんが笑っている。楽しそうに笑っている。

　彼女はクラスの中心人物だった。人気者だった。それは彼女の周りにいる人たちもそうだ。特別な人たちだけのグループの中で、灯あか里りちゃんはほかの人といっしょに笑っていた。

　僕ぼくはあの中には入れない。

　だって、何も持っていないから。特別じゃないから。彼女といっしょにはいられないのだ。

「何で山やま吹ぶきって、お前みたいな冴さえない奴やつといっしょにいるの？　変じゃね？　お前、何もねーのに。そんな価値ないじゃん」

　真正面からそう言われたとき、僕ぼくは何も言い返せなかった。

　みんなそう思っていたのだろうか。そんなふうに僕ぼくたちを見ていたのだろうか。そう考えると怖こわくなった。いてもたってもいられなくなった。

　なんで、僕ぼくは当然のような顔をして、灯あか里りちゃんの隣となりにいたんだろう？

　何もないのに。

　彼女と肩かたを並べるようなものは、何もないのに。

　ぐらぐらと揺ゆれる、不確かな学校の廊ろう下かを歩いていく。前から灯あか里りちゃんが歩いてくる。その周りにはクラスの人気者たち。彼らは笑いながら、僕ぼくの方へ歩いてくる。

「あ」

　灯あか里りちゃんが僕ぼくに気付いて、手を挙げた。けれど、僕ぼくはそれには応えなかった。黙だまってすれ違ちがう。彼女は驚おどろいた顔をして振ふり返かえったけど、追いかけてはこなかった。

　僕ぼくには確かに何もない。

　でも、もし。そんな僕ぼくでも彼女が必要としてくれるのなら、応えようと思った。彼女が自分の隣となりにいてほしい、と思ってくれるのなら、覚かく悟ごをしただろう。周りに何を思われても言われても、彼女の隣となりに居続けることを選んだと思う。灯あか里りちゃんのそばで、約束を守っていこうとしただろう。

　けれど、そうはならなかった。

　必要とされなかったのだ。

　結局のところ、僕ぼくは彼女の友人のひとりに過ぎなかったわけだ。その他大勢。特別でも何でもない。

　僕ぼくは灯あか里りちゃんから離はなれた。灯あか里りちゃんは追いかけてはこなかった。そこまでの関係。

　僕ぼくたちは、その程度の関係だったのだ。




　　　※







　二つ目のミッションをクリアした翌朝。いつものように妹に起こしてもらい、普ふ段だん通り食しよく卓たくで朝ごはんを食べていた。向かいには沙さ知ちが座っている。朝の早い父さんは、この時間には既すでに仕事へ向かっていた。

　……昨夜、ずぶぬれだった僕ぼくと山やま吹ぶきさんが、どうやって帰ってきたのか。どうやって家族に見つからずに家に入ったのか、どうやって制服を翌朝も着られるようにしたのか。これらをきちんと説明しようとすると、それはもう気合を入れて熱を持って話さないといけない。最初から最後までしっかりと話したい。だけど、それは長くなりそうなので、今回は割かつ愛あいさせて頂く。

「……うーん。わからん」

　僕ぼくはパンを齧かじりながら、目の前に書かれた文章を眺ながめていた。ノートを破って書いたメモ。そこには新しく現れたミッションの内容が書かれていた。僕ぼくの独り言に反応して、向かいに座っていた妹が鬱うつ陶とうしそうに一いち瞥べつしてくる。

　新しいミッションの文章は、最初のとテイストが似ていた。しかし、似ているだけだ。似て非なるもの。今回のミッションはあまりにわかりづらく、伝えるつもりがあるのかどうかすら怪あやしい。難解すぎる。これならば、二つ目の頭の悪そうな文章の方がマシだとさえ思えた。

　ミッションが現れてから、僕ぼくと山やま吹ぶきさんはふたりで頭を悩なやませていたけど、結局答えは出なかった。仕方がないので、ミッションに関しては宿題である。何か思いついたら、彼女に報告するつもりではいるのだけれど、にらめっこしていてもなかなか閃ひらめかない。答えは出ないままだ。
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　……わからない。

　顔を上げる。パジャマ姿の妹が、つまらなさそうにパンをちまちま食べている。リビングのテレビからはニュース番組の音が漏もれ聞きこえていた。

「沙さ知ち」

「……なに」

　声を掛かけると、あれだけつまらなさそうな顔をしていたくせに「話しかけんな」とでも言いたげな表情を見せてくる。ただ、沙さ知ちが不ふ機き嫌げんなのはいつものことなので、僕ぼくは気にせずに尋たずねることにした。

「沙さ知ちは何か、心残りってある？」

「は？」

　何かヒントにならないだろうか。ミッションの一部を切り取って質問にしてみると、思い切りバカにしたような声が返ってきた。反はん抗こう期きめ。しかし、一いつ旦たんは反はん抗こうしてもきちんと答えてくれるのがうちの妹である。

「……そりゃだれだってあるんじゃないの。心残りのひとつやふたつくらい」

　頰ほお杖づえを突きながら、独り言のように沙さ知ちは言う。例えば？　と尋たずねると、「それはおにぃには教えない」と言われてしまった。

「おにぃだってあるでしょ、それくらい」

「……まあね。普ふ通つうの高校生なら、そりゃ」

　あるに決まっている。心残りがない人、後こう悔かいをしない人なんて、この世にいるのだろうか。いつもあぁしておけばよかった、こうしておけばよかった、と思ってばかりである。

　山やま吹ぶきさんのことだってそうかもしれない。呪のろいのことではなく、もっと昔の話だけれど。

　結局、答えは出ないままだ。僕ぼくはメモを制服のポケットに仕し舞まいこむと、いつも通り朝の準備をし始めた。

　すると、制服に着き替がえた妹が血相を変えて飛んできた。僕ぼくのところまでやってきて、服の裾すそを引っ張ってこう言う。

「おにぃ。なんか家の外にえげつない美人がいる」

「えげつない美人？」

　そんな知り合いはひとりしかいないけれど。しかし、僕ぼくの家の前にいる理由がわからない。本当に彼女だろうか。

　僕ぼくが鞄かばんを持って慌あわてて家を出ると、確かにそこにはえげつないほどの美人が立っていた。

「や」

「山やま吹ぶきさん」

　彼女は僕ぼくの家の前に立っていた。セーラー服に身を包み、白い肌はだを陽に照らされながら。まるで彼女から光の粒りゆう子しが出ているかのように、輝かがやいて見えた。これはえげつない。こんな普ふ通つうの住宅街に、ワールドクラスにかわいい女の子が立っている。

　遠えん慮りよがちに片手を挙げて、こちらの様子を窺うかがうように声を掛かけてくる山やま吹ぶきさん。「どうしてここに」という言葉が飛び出すのは当然だろう。確かに家は近所だけれど、迎むかえに来てくれるような関係になった覚えはない。いっしょに学校へ行くことだってなかったはずだ。昨夜以外は。

　そこで気が付く。彼女は制服に袖そでを通してはいるけれど、その手には何も握にぎられていなかった。学生鞄かばんもだ。手ぶらで登校しようとしている。僕ぼくが訝いぶかしんでいると、山やま吹ぶきさんは無言で自分の顔を指差した。目の下の部分。

「あ」

　そこにはしっかり〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟のマークが描えがかれていた。ハートマークと手のマーク。そして、『ＳＴＯＰ!!』という文字。つまり、今の彼女は呪のろいによって何も触ふれることができなくなっている。

「……やっちゃったんだ」

「そういうこと。家から出たあとに、はっくしょん、って」

　苦笑いを浮うかべながら、山やま吹ぶきさんは言う。

「これじゃあわたし、ひとりで電車も乗れないから。悪いんだけど、いっしょに登校してくれない？　定期は持ってるから」

「それはもちろんいいけど……」

　願ったり叶かなったりだけども。こういうピンチのときに助けてくれるはずの、呪のろいの精せい霊れいはどうしたんだろうか。山やま吹ぶきさんはひとりだ。あの褐かつ色しよくの少女はそばにいない。

「小こ春はるはどうしたの？」

「呼んだら来てはくれたんだけどね。鞄かばんは学校まで持っていくから、あとは何とかしろって言われちゃって。何とかしろっていうのは、こういうことかなって」

　そう言ってから彼女は、「ごめんね」と照れ笑いを浮うかべた。可か憐れんな笑みだ。こんな子といっしょに登校できるのなら、いくらでも手伝いをしたくなる。

　僕ぼくと山やま吹ぶきさんは駅へ向かって歩き出す。道すがら、小こ春はるのことについて尋たずねた。今回の「自分で何とかしろ」という発言といい、以前の「あまり外では自分に頼たよるべきではない」という言葉といい、本当に小こ春はるは山やま吹ぶきさんの力になっているのだろうか。

「あぁ、家の中じゃ甲か斐い甲が斐いしくお世話してくれたわよ。昨日も、寝ねる直前に部屋の前でくしゃみしちゃってね、呼んだらすぐに出てきてくれた」

　出てきてくれた、というのは言葉通りのことなんだろう。呪のろいの精せい霊れいである彼女は、その気になればどこへでも姿を現すことができるらしい。

　山やま吹ぶきさんは指折りながら、小こ春はるにしてもらったことを挙げていく。

「ドアを開けてもらって、もう寝ねるから布ふ団とんを掛かけてもらって。抱だき枕まくらがないと眠ねむれない、って言ったら、抱だき枕まくらにまでなってくれて」

「……抱だき枕まくらにして寝ねたの」

〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟を受けているときは物には触ふれられないが、人はその限りではない。人を抱だき枕まくらにすることは可能だ。しかし、想像すると自分の中で、こう、なんというか、もやもやとしたものが。いや、これはムラムラか？

　山やま吹ぶきさんに抱だき枕まくらにされるとは。羨うらやましいというよりは、最も早はや形容しがたい複雑な感情が浮うかんでくる。小こ春はるは小こ春はるで、髪かみは綺き麗れいだし顔立ちは可愛かわいらしいし、髪かみの長いふたりがベッドの中でくるまっていると思うと、うん。……うん。

　……こんなことを考えていると、また小こ春はるにすけべだと言われてしまいそうだ。僕ぼくは頭を振ふって、興味の矛ほこ先さきをずらした。

「山やま吹ぶきさんって、普ふ段だん抱だき枕まくら使って寝ねてるんだ」

「いや、一度も使ったことないんだけどね」

「………………」

　小こ春はるを抱だき枕まくらにしたいがための口実か。凄すごいなこの人。ピンチをチャンスに変える人かよ。

　僕ぼくの呆あきれた視線にも気が付かずに、彼女は指をわきわきとさせながら、幸せそうな表情で「うへへ」と笑う。

「小こ春はるって抱だきしめるのにちょうどいいサイズ感でねー……、気持ち良かったわ。腰こしは細いし、肌はだすべすべだし、ほどいた髪かみはさらさらだし。幸福感が凄すごくて、枕まくらにしているのに眠ねむりたくないようなジレンマがとても心ここ地ち好よかったわ……」

　幸せそうな顔で彼女は語る。本当に嬉うれしそうだった。

　山やま吹ぶきさんのそんな話を聞きながら、駅へと向かっていく。物を持てない彼女を自動改札機に通すのは大変だったが、何とかやり遂とげ、ホームで電車を待つ。朝の時間帯だけにホームには人が溢あふれていた。電車待ちの行列に並びながら、「それでねー」と話す山やま吹ぶきさんを見ていると、いくつもの視線を感じる。彼女は人目を引く。男はもちろん、女性も「おお」といった顔で彼女に目を向けている。その視線はどれも山やま吹ぶきさんの美び貌ぼうに向けられたもので、不ふ干かん渉しようのマークに気付いた人はいなかった。彼女も視線を向けられることには慣れているのか、見られていても気にしていない。

「そういえば、山やま吹ぶきさん。青春ミッションの内容、思い当たる節ってあった？」

　頰ほおのマークを見つめながら尋たずねてみる。途と端たんに彼女はうーん、と渋しぶい顔を作って腕うで組ぐみをした。

「ぜんぜん意味はわかんなかったけど、心残りを解消して前へ行けってことはわかった」


『ふたりの男女が心を晒さらす　ともに行き　ともに活いき　ともに往く　昔の残ざん滓しを拾い上げながら　それは思い出にすべきことではない　心残りがある限り　決して前には進めないのだから』



　それは僕ぼくも思い至った。何かしらの心残りがキーワードであることは想像できる。問題はその内容だ。

「山やま吹ぶきさんが心残りにしていることってある？」

「……んー」

　僕ぼくが尋たずねると、彼女は前を向いたまま曖あい昧まいな返事をする。ちらりと僕ぼくを横目で一いち瞥べつすると、「そうじゃないわよね」と小声で呟つぶやくのが聞こえた。どういうことだろう。僕ぼくが様子を窺うかがっていると、彼女はぱっと声を明るくしてこう言った。

「色々考えてみたんだけど、最近の出来事で心残りっていうと、もしかしてアレかなーっていうのは一個だけあったのよ」

「おお」

「いや、期待しないで。この前ね、麻ま里り亜あといっしょに遊んだんだけど」

　だれかと思えば、クラスメイトの森もり園ぞの麻ま里り亜あさんだ。以前、教室で山やま吹ぶきさんに「ブース」と罵ば声せいを浴びせて喧けん嘩かに発展していたあの子。そんな関係になっていたのか。手が早いというか、なんというか。あの関係から遊びに行くまでの間あいだ柄がらになっているのは凄すごいことである。

　僕ぼくの感心には気が付かず、彼女は手ぶりを交えて話を進めていた。

「最初はふたりきりでショッピングモールとかをだらだらデートする予定だったのよ。でも遊ぶって聞きつけた友達が、何人か集まっちゃって。結局みんなで水族館行っちゃったのよね。もちろん楽しかったし、麻ま里り亜あとも仲良くなれたからよかったんだけど、ちょーっとだけ、デートもしたかったなーって」

　なるほど。言わんとしていることはわかる。女の子同士で遊ぶことに対して、頑かたくなにデートという言葉を使っているのは置いといて。

　それならば、と僕ぼくは口を開く。これは青春ミッションとしてではなく、単に思ったことなんだけれど。

「なら、また改めて森もり園ぞのさんを誘さそえばよかったんじゃない？　今度こそ、ふたりで遊びに行こうよって」

　予定が変わったのなら、また立てればいいだけの話だ。森もり園ぞのさんも最初はふたりで行くつもりだったんだろうし、二回目はダメってこともないだろう。

　けれど、山やま吹ぶきさんは何やら微び妙みような表情を浮うかべる。照れ笑いと苦笑いのちょうど中間くらいの表情。

「……いや、別にそれでもいいんだけど。改まってまた誘さそうとなると、何だかマジっぽく思われない？」

　心配しなくても今でもかなりマジっぽいけど。

　ホームに電車が入ってきたので、ぞろぞろ乗り込んでいく。電車内は混雑していた。座ることもできないので、僕ぼくと山やま吹ぶきさんは隣となり同士で並ぶ。僕ぼくが吊つり革かわに摑つかまって立っていると、山やま吹ぶきさんは何やら険しい表情を浮うかべていた。電車が動き出す。がたん、と揺ゆれた拍ひよう子しに、山やま吹ぶきさんは吊つり革かわに手を伸のばしたけれど、それは虚むなしく空くうを切った。バランスを崩くずして僕ぼくにぶつかってくる。

「ご、ごめん……」

　身体を離はなしながら、山やま吹ぶきさんは困ったような表情を浮うかべている。あぁそうか。物に触ふれることができない彼女は、吊つり革かわも摑つかめない。揺ゆれる電車内を体たい幹かんだけで支えなければならないのだ。それは大変だ。僕ぼくは彼女にこそっと、「僕ぼくの服、摑つかんでいてもいいから」と伝える。すると彼女は、頰ほおを緩ゆるめながら「ありがとぉ」と言ってくれた。上うわ目め遣づかいの笑顔の威い力りよくが高すぎて、僕ぼくはそっと前を見る。

　山やま吹ぶきさんがきゅっと僕ぼくの服の裾すそを摑つかむ。目立たないように。「よかった、これはセーフなのね」と山やま吹ぶきさんは安心したように言う。僕ぼくも同じ気持ちだ。裾すそは摑つかめるかどうか心配だったけれど、身体の一部分として捉とらえられているようだ。しっかりと摑つかめている。

　僕ぼくは彼女の手を意識しないように、ポケットに手を入れる。取り出したのは破ったノートのメモ。そこには昨日の〝青春ミッションボード〟の文言が書かれている。再び青春ミッションについて考えていると、同じように切きれ端はしを見ていた山やま吹ぶきさんが「……心を晒さらす、かぁ」とぽつりと呟つぶやく。僕ぼくが目を向けると、照れくさそうに軽く手を振ふった。

「いやね、心を晒さらすって言い方じゃなくて、本音を言うって感じなんだけど。本音を言うと、わたしは麻ま里り亜あとデートがしたいっていうよりはだれかとのんびり過ごしたかったのかもなぁって」

　さっきの森もり園ぞのさんの話か。僕ぼくが黙だまって続きを待っていると、彼女は指を立てながら言う。

「わたしってだれかと遊びに行くときは、大人数になりがちだから。それはもちろん楽しいし、わいわいするのも好きなんだけど、たまにはだれかとゆっくり休日を過ごしたかったのかもしれない。ぶらぶらしながら、そのときの気分次し第だいで遊ぶっていうか。人が多いと、わがままも言いい辛づらいでしょ」

　その気持ちは何となくわかる。僕ぼくも人と遊ぶときは、人数が多いほど楽しいと思うタイプだ。その反面、少ない人数でのんびりするのもそれはそれで楽しい。どっちも好きなのだ。片方がよりいい、という話ではなく、たまには違ちがう方も選びたい、という話。

　ということは、山やま吹ぶきさんは「のんびり遊ぶことができなかった」というのが心残りだというわけだ。

　それならば。

「なら、山やま吹ぶきさんの心残りである『だれかとのんびり遊ぶこと』を実行すれば、ミッション成功になるのかな」

「え？　いやぁ、どうだろ。それだと、ここだけしか合ってなくない？」

　言いながら、山やま吹ぶきさんは文の一部を指でなぞるようにして示した。『心残りがある限り　決して前には進めないのだから』。確かにそうだ。このミッション通りにするというのなら、もっと合わせる必要がある。そこで目に入った。『ふたりの男女』という文字列。これは初めてのミッションでも書かれていた一文だ。実際あのときは、僕ぼくと山やま吹ぶきさんで『ふたりの男女』を演じた。僕ぼくはそこを指差して言う。

「なら、僕ぼくと山やま吹ぶきさんが休みの日にのんびり遊べば、ミッション通りになるかもしれない。ええと、ショッピングモールだっけ。今度、行ってみる？」

　僕ぼくの口からはそんな言葉が飛び出していた。考えるより先に。言ってから、とんでもないことを口にしていることに気が付いた。デートに誘さそっている。全世界のだれよりも可愛かわいらしい女の子を、この僕ぼくが。普ふ通つうの高校生でしかない僕ぼくが。

　しかし、出た言葉は引っ込められない。僕ぼくはそのまま固まってしまう。しかし、不思議なことに、山やま吹ぶきさんも同じように固まっていた。カチコチだ。僕ぼくの顔を見ながら、驚おどろいた表情を浮うかべている。

「……え、えーと。山やま吹ぶきさんがよければ、だけど」

　彼女の固まった顔を見ながら、僕ぼくは恐おそる恐おそる付け足す。すると彼女は「……行く」と小さな声で呟つぶやいた。反射的に「え」と声を漏もらしてしまう。

「行く！　行きたいっ！」

　ぎゅっと服の裾すそを摑つかみながら、僕ぼくに身体を寄せて彼女は言う。その瞳ひとみはきらきらと輝かがやいていた。その眼に吸い込まれそうになりながら、僕ぼくは何とか「そ、それならいつにしよう」とたどたどしく口にする。そこでようやく、強く摑つかんでいた手が僕ぼくから離はなれる。

「あ、待って待って！　予定帳見るから！　今週空いてたかしら……」

　ほころんだ顔で、予定帳を取り出そうとする山やま吹ぶきさん。僕ぼくがその姿に心を奪うばわれていると、彼女の動きがぴたりと止まった。妙みようなポーズのままで固まっている。どうしたの、と尋たずねる必要もない。彼女は今、鞄かばんも何も持っていないし、そもそも呪のろいで物に触ふれられないのである。

「……予定帳が見られるようになったら、また言うわね。待ってて」

「うん……」

　あまりのテンションの落差に、何も言えなくなってしまう。彼女は前を向いたまま、軽く息を吐いた。僕ぼくは横目でその姿を見つめる。すると、山やま吹ぶきさんは両手を合わせて口元へ持っていき、「んへへ」と締しまりのない顔で笑った。

「楽しみだ」

　独り言だったのだろう。彼女は視線を落としながら、静かにそう言った。ふにゃっとした笑みはだれかに向けられたわけではない。彼女の手は自然に僕ぼくの服の裾すそを摑つかみ、電車の中で揺ゆれていた。

「………………」

　そんなにも穏おだやかな時間の中で、僕ぼくは気付いてしまう。

　車両の端はしから感じる無ぶ遠えん慮りよな視線。違ちがう学校の制服を着た男子三人が、そっと山やま吹ぶきさんのことを指差している。何を話しているのかはわかる。その表情を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。山やま吹ぶきさんが人の視線を吸い寄せてしまうのは、いつものことである。

　けれど、その表情がにわかに曇くもる。舌打ちでも飛び出してきそうだ。山やま吹ぶきさんの手が、僕ぼくの服に伸のびているのが見えたのだろう。僕ぼくと彼女は特別な関係ではない。しかし、こんな姿では誤解されるのは仕方がないし、何であれ彼女の隣となりに立つ男はそんな視線を受けることになる。

　その上で乗せられる、「なんであんな奴やつが」という視線。

　そう言いたくなるのはわかる。容姿が平へい凡ぼんな僕ぼくが隣となりに立っていれば、そう思われるのは仕方がない。それは別にいい。けれど、山やま吹ぶきさんが「あんな男といるような女」と思われるのは嫌いやだった。

　揺ゆれる電車の中で、裾すそを摑つかむ彼女の手ばかり気になっていた。







　電車を降り、再び改札を通っても、彼女の呪のろいは終わらなかった。未だ例のマークが印しるされている。そこでひとつ、山やま吹ぶきさんに異変が起きていた。

　駅から学校までの道中だ。さっきまで元気だった山やま吹ぶきさんは、なぜか口数が減り、まっすぐに前を見つめて歩いていた。その割に歩みが遅おそい。先ほど改札を通るのに手こずったこともあり、余よ裕ゆうのあった登校時間は今やギリギリになっていた。このまま行けば遅ち刻こくはしないが、余よ裕ゆうだってない。既すでに周りには生徒の姿もなかった。

　彼女が黙だまり込こんでしまうと、こちらも声を掛かけづらくなってしまう。思おもい詰つめた表情だからだ。互たがいに口を開くこともなく、ただ淡たん々たんとふたりで歩いていく。

「青あお葉ばくん。今、何時かしら」

　黙だまって歩いていると、彼女が突然そう尋たずねてきた。遅ち刻こくの心配だろうか。答えると、彼女は苦虫を嚙かみ潰つぶした表情になる。時間はまだ大だい丈じよう夫ぶなのだが、どうしたのだろう。歩いているうちに学校の敷しき地ち内ないには入っていて、遅ち刻こくの心配はほとんどないはずだけれど。

　チャイムが聞こえてくる。だが、まだ予よ鈴れいだ。歩く速度はますます遅おそくなっていたけれど、間に合いそうではある。

「……ごめん、青あお葉ばくん。お願い」

　下げ駄た箱ばこの前で言われたときは何のことかわからなかったが、靴くつだ。前と同じく、履はき替かえさせてくれ、と頼たのまれているのだ。大人しく従う。眩まぶしいほどに白い足やスカートのすぐ下に跪ひざまずくのは変わらないはずなのに、全くドキドキしなかった。それというのも、彼女の表情がそれをさせてくれなかったのだ。あまりにも表情が険しい。僕ぼくの肩かたに置かれた手にも力が入っている。なぜそこまで力んでいるのかはわからないが、彼女は何かと戦っていた。僕ぼくには見えない何かと。

　予よ鈴れいが鳴っていることもあり、昇しよう降こう口ぐちや廊ろう下かに生徒の姿はない。静かなものだ。そのおかげで女子の靴くつを履はき替かえさせる、というおかしなシーンは見られなかったが、焦あせりは覚える。時間がない。早く教室に入ってしまいたい。だというのに、山やま吹ぶきさんの足取りはさらに牛ぎゆう歩ほじみたものになり、しまいにはふらついて壁かべに手を突ついてしまった。そこでようやく気付いた。山やま吹ぶきさんは、体調が悪いのではないだろうか。僕ぼくは慌あわてて駆かけ寄よる。しかし、彼女はバッと僕ぼくの前に手のひらを差し出すと、「さ、触さわらないで……、揺ゆらさないで……」と息も絶え絶えに言った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、山やま吹ぶきさん。体調悪かったの？　ごめん、気が付かなかった。保健室行ける？」

「違ちがうの、そうじゃないの……」

　山やま吹ぶきさんは顔を伏ふせながら、呻うめくように言う。違ちがうのか。なら、なんだというのだろう。僕ぼくは中ちゆう途と半はん端ぱに両手を彼女に向けながら、何もできずにおろおろしていた。

　そこでようやく彼女は顔を上げる。その表情は悲痛に歪ゆがんでいた。この世に絶望していると言ってもいい。目を潤うるませながら、「どうしよう……」と消え入りそうな声で言う。一体何だというのだろう。その表情に僕ぼくはこれ以上ないほどの危機感を覚える。

　そして、彼女はゆっくりとその原因を口にした。

「……トイレ……、行きたい……」

「………………」

　行きなよ。

　肩かたの力が一気に抜ぬける。なんだ、そんなことか。心配して損そんをした。トイレがどこにもない状じよう況きようならまだしも、数歩ほど歩けばすぐトイレへ辿たどり着つく。簡単に危機は回かい避ひできる。もしかして、彼女はずっとトイレを我が慢まんしていたんだろうか。駅にもトイレはあっただろうし、学校へ来る途と中ちゆうにコンビニもあっただろうに。女の子の考えることはよくわからない。

　僕ぼくが半ば呆あきれながら、「行けばいいじゃない」と言うと、思い切り睨にらまれてしまった。その迫はく力りよくにたじろぐ。「行けるならとっくに行ってる！」と吠ほえるように言われてしまった。どういうことだ。僕ぼくがいつまで経っても理解しないことを悟さとると、山やま吹ぶきさんは涙なみだを浮うかべながら自分の頰ほおを指差した。

「……あ」

　そこに描えがかれているのはハートのマーク。〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟の証明である。そこでようやく、僕ぼくにも事態が吞のみ込こめた。彼女は物に触ふれられない。トイレだって行けない。冷ひや汗あせが吹ふき出だしてくる。想像以上の危機的状じよう況きようをぶつけられて、崩くずれ落おちそうになった。

　もし自分がトイレを我が慢まんしていて、それが限界に達していて。いつものように小便器に立つものの、ベルトもチャックも手が素す通どおりしていくのである。いくらジタバタしても。足あし踏ぶみしながら、ただただ小便器の前で半べそをかく自分を想像した。

　地じ獄ごくである。

　その地じ獄ごくを彼女は体験中なわけだ。僕ぼくは声を荒あらげる。

「時間は!?　小こ春はるは確か、呪のろいは二時間程度だって言ってた！　くしゃみしてから、どれくらい経つ!?」

「多めに見積もって、一時間半くらい……。あと三十分はあるわね……」

「三十分……」

　山やま吹ぶきさんは壁かべに頭を押おし付つけて、うふふ……、と消え入りそうな笑みを浮うかべている。どう見ても、三十分は持ちそうにもない。ようやく合点がいった。彼女はずっとトイレを我が慢まんしていたから、道中あんな様子だったのだ。あの鬼き気き迫せまる表情を思い出すと、今がどれだけ我が慢まんした結果なのかがよくわかる。もう限界の限界だからこそ、彼女の足はついに止まってしまったわけだ。しかし、諦あきらめるわけにはいかないだろう。我が慢まんが無理ならもう出すしかない。

　僕ぼくがそれを伝えると、彼女はカッと目を見開き、「トイレのドアも自分で開けられないのに!?」と声を荒あらげた。

「と、トイレにいる人にドアを開けてもらうとか……」

「ドアを開けてもらうだけじゃダメなの！　わたしは今、下着を下ろすことも、トイレットペーパーに触ふれることも、水を流すこともできないんだから！」

「……頼たのんで下着を下ろしてもらうとか」

「バッカじゃないの!?　事情を知らない人からしたら、とんだド変態じゃない！」

　山やま吹ぶきさんにガーッと怒ど鳴なられて、何も言えなくなってしまう。そもそも、僕ぼくが今思いつくようなことなら山やま吹ぶきさんもとっくに考え付いていて、その上で解決策がないのだから今こうしているわけだ。大ピンチなわけだ。山やま吹ぶきさんはもう諦てい観かんの段階に入ってしまっているのか、「高校生にもなって……、やだ、もぉ……」とマジ泣きしている。

　どうすればいい。どうすれば……。僕ぼくが何とか解決策を得ようと、頭の中でフル回転させていると、山やま吹ぶきさんの「事情を知らない人からしたら」という言葉が引ひっ掛かかった。呪のろいの件を知らない人からすれば、トイレを手伝って、という要求はあまりにアレすぎる。しかし、事情を知っている人ならば。小こ春はるには頼たよるなと言われている。けれど、事情を知る者はここにひとりいる。

「……山やま吹ぶきさん」

「なに……」

　ほろほろと泣いている山やま吹ぶきさんに、僕ぼくはできるだけ静かに告げる。

「僕ぼくなら、君を手伝える」

　僕ぼくがそう言うと、山やま吹ぶきさんはきょとんとした顔で僕ぼくを見つめていた。しかし、僕ぼくの言葉の意味を吞み込こむと、見る見るうちに顔を赤くさせて、煙けむりが出そうなほどの顔色で「はぁ──ッ!?」と叫さけんだ。

「な、なにを、何を言っちゃってるのよ、あなたは！　自分が何を言っているかわかってるの!?」

「わかってるって！　普ふ通つうの高校生ならこんなこと言わない！　でも小こ春はるもほかの人にも手を借りられない今、手伝えるのは僕ぼくしかいないじゃないか！」

「で、でも、でもでもでも！　全部やってもらえって!?　パンツを下ろすところから処理するところまで、何から何まで!?　男の子相手に!?　無理に決まっているじゃないッ！」

「でもこのままだと君は！　学校で漏もらしてしまうんだろ!?」

　言葉を重ねて無理だと声を荒あらげる彼女に、どうしようもない事実を叩たたきつける。山やま吹ぶきさんはうっと声を詰つまらせて、壁かべに手を突ついた。目線は地面を向いている。顔をこれ以上ないほど赤くしながら、「でも、そんなの……、そんなのって……っ！」と究極の選せん択たくを前に震ふるえている。顔を手で隠かくしながら、目をぐるぐると回している。葛かつ藤とうが伝わってくるようだ。ううううー……、と唸うなり声ごえを上げている。

　しかし、それがやんだかと思うと、軽く首を振ふって、彼女は僕ぼくに目を向けた。

「ご、ごめん、青あお葉ばくん。せっかく青あお葉ばくんが親切に言ってくれているのに、わたしは自分のことばっかりで。青あお葉ばくんもトイレの処理なんて汚きたない役、絶対したくないだろうに……」

「いや、僕ぼくはぜんぜん構わないけど……」

「え？」

「え？」

「え？　じゃないですよ、このどすけべどもが」

　突然介かい入にゆうしてきた声に、僕ぼくたちの身体が同時にびくっとなる。さすがにこのパターンにも慣れてきたが、驚おどろかないのは難しい。声の主はサポート役の少女。いつからそこにいたのか、小こ春はるは僕ぼくたちのすぐそばで、無表情な目を僕ぼくらに向けていた。

「さすがにこれ以上は青春とは違ちがった別の何かなので、ここらで止めさせていただきます。さぁ、灯あか里りさん。トイレなら、わたしが付き合いますから」

「え、でも……」

　小こ春はるがやってきてくれたのはよかったけれど、山やま吹ぶきさんの表情は浮うかないままだった。もじもじとしながら、手をぎゅっと握にぎりしめている。その顔は未いまだ赤い。小こ春はるの顔を見ながらも、辛つらそうに瞳ひとみを揺ゆらしている。それを見て、小こ春はるは「大だい丈じよう夫ぶですよ」と口を開いた。

「わたしは呪のろいの精せい霊れいですから。人間のそういうものが汚きたない、といった感情もありません。何ひとつ抵てい抗こうもありません。問題なく処理致いたしますから、何なりと申し付けてくれればいいんですよ」

「そ、そう……？」

　安心させるように言う小こ春はるの声に、山やま吹ぶきさんの表情がやわらいだ。確かにそう言ってもらえるなら、心は幾いくばくか軽くなりそうだ。あとは自分の羞しゆう恥ち心しん次し第だいか。とはいえ、小こ春はるは同性であるし、「抵てい抗こうがない」と言ってくれるのなら、山やま吹ぶきさんも多少は気が楽なのではないだろうか。その証しよう拠こに、さっきまでの切せつ羽ぱ詰つまった表情は消えていて、小こ春はるに対して口元を緩ゆるめていた。頰ほおはまだ赤く染まり、瞳ひとみは仄ほのかに潤うるんでいる。それどころか、息が荒あらい気さえした。いや、ちょっと待って。

「……なんでちょっと嬉うれしそうなの、山やま吹ぶきさん」

「は、はぁ!?　わたしが嬉うれしそう!?　小こ春はるにトイレの世話をしてもらうことが!?　バカ言わないでよっ！」

　そうは言うが、顔がにやけている。妙みような興奮を覚えているのが見て取れる。どういうつもりなんだ。変なものに目覚めないといいけど……。

　結局、山やま吹ぶきさんは小こ春はるといっしょにトイレへと入っていった。変な心配はあるけれど、僕ぼくはもう介かい入にゆうできない。できるわけがない。彼女たちの背中を見送ってから、ひとり教室へ向かった。

「おお。今日は遅おそかったな、喜き一いち郎ろう」

　自分の席に腰こし掛かけると、前の席のつばさが声を掛かけてくる。背もたれに身体を預けたまま、こちらを見上げる形で。幼い顔立ちがより幼く見えた。

　曖あい昧まいな返事をしながら、僕ぼくはそっと山やま吹ぶきさんの机に目を向ける。机の鞄かばん掛かけに鞄かばんが掛かかっており、机の上には一時間目の用意が行ぎよう儀ぎ良く並んでいた。あれなら安心だ。一時間目が始まってしばらくすれば、二時間が経過して呪のろいが消えるだろう。小こ春はるの細やかなフォローに感心する。

「…………」

　僕ぼくは、上手くやれているだろうか。彼女の力になれているだろうか。山やま吹ぶきさんの隣となりに、いてもいいのだろうか。

　本ほん鈴れいが鳴なり響ひびく頃ころ、慌あわただしく山やま吹ぶきさんと小こ春はるが教室へ入ってきた。小こ春はるは無表情で大きな三つ編みを揺ゆらしているが、山やま吹ぶきさんの頰ほおは赤い。クラスメイトに遅おそかったね、と言われ、彼女もまた曖あい昧まいな笑みを返していた。







　今回は何とかやり過ごせたトイレ騒そう動どうだったが、またこのような危機的状じよう況きようが起こらないとも限らない。やはり早そう急きゆうにミッションをこなすべきだ。山やま吹ぶきさんを、呪のろいから解放するべきだ。そんなことを考えていると、つい授業も上の空になってしまう。先生の話を聞きながらも、あのミッション内容が僕ぼくの頭の中をぐるぐる回っていた。

　そんな中、ポケットの携けい帯たいがメッセージの着信を知らせる。先生の目を盗ぬすんでそっと覗のぞいた。送信者の名前は山やま吹ぶきさん。

『今週の土曜日にどう？』

　短いメッセージだった。電車内で話したショッピングモールのことだと、最初はわからなかったくらいだ。今週の土曜日。確か暇ひまだ。山やま吹ぶきさんと違ちがって、僕ぼくは予定帳を見る必要もないので、そのまま行ける旨むねを書き込んだ。

　別にわざわざ授業中に連れん絡らくしなくてもいいのに、と思いながら顔を上げる。視線は山やま吹ぶきさんの席へ。すると、彼女と目が合ってしまった。彼女はピンクの予定帳を持ち上げながら、にへっと笑った。その頰ほおにはもう〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟のマークはない。

『最初はふたりきりでショッピングモールとかをだらだらデートする予定だったのよ。でも遊ぶって聞きつけた友達が、何人か集まっちゃって。結局みんなで水族館行っちゃったのよね。もちろん楽しかったし、麻ま里り亜あとも仲良くなれたからよかったんだけど、ちょーっとだけ、デートもしたかったなーって』

　彼女の声が頭の中で響ひびく。

　……やっぱりこれってデートになるんだろうか。今いま更さらながら心臓が痛いくらいに激動し、体温が一気に上がっていくのを感じた。







　それから土曜日までは生きた心ここ地ちがしなかった。

　ミッションは土曜日まで実行することができないし、山やま吹ぶきさんも校内でくしゃみすることもなかったから、土曜日の予定については携けい帯たいでやり取りするだけだった。予定が決まっていくごとに、妙みような現実感のなさと悶もだえそうなほどの期待と不安が交こう互ごに襲おそってきて、それはもう大変だった。

　結局それは解消されることなく、僕ぼくは土曜日を迎むかえることになる。













『それじゃ、土曜日の十二時に駅前で』

　そう言われていたので、僕ぼくは余よ裕ゆうを持って家を出た。遅ち刻こくするわけにはいかない。事前に、『わたし駅前にひとりで立っていると引くくらいナンパされるから、早めに来てね』と言われているのだ。どうせ家が近いのだから、どちらかが家に迎むかえに行くことも考えたが、家族に見つかるのは恥はずかしい。駅前集合で問題ないだろう。

　服装は迷わないように前日に決めていた。釣つり合あわないのはわかっているけれど、少しでも良くしたくて悩なやみ倒たおした。最終的には秋あき人ひとに泣きついた。「女の子とデートへ行くための最適な服装がわからない」と携けい帯たいでメッセージを送ると、彼はわざわざ僕ぼくの家を訪ねてくれたのだ。その結果、シャツにカーディガンを合わせ、下はチノパンという組み合わせに落ち着いた。これくらいでいいらしい。あんまり気合を入れても、相手を引かせてしまうとか何とか。色々僕ぼくにアドバイスをしてくれた。

　秋あき人ひとはいつもオシャレな私服で僕ぼくの前に現れる。そんな秋あき人ひとからアドバイスをしてもらったのだから、服装に関しては大だい丈じよう夫ぶだ。だと思う。

「まぁデートだからってあんまり気合を入れないで、楽しんでこいよ。でも少しは頑がん張ばれよな」

　そう言って、僕ぼくの背中を叩たたいてくれた。持つべきものは友達である。

　心臓の音をうるさく感じながら、僕ぼくは駅前で待つ。時計を見ると待ち合わせの五分前。駅前は広場になっているので、ほかにも待ち合わせをしている人はちらほら見み掛かけた。中にはカップルの姿もある。土曜日の昼間だからだろうか、賑にぎやかで楽しげな声が色んなところから聞こえてきていた。

「あ、青あお葉ばくん。ごめーん、待った？」

　僕ぼくは身体を跳はねさせる。山やま吹ぶきさんの声だ。ドキドキしているうちに待ち合わせの時間になっていたらしい。僕ぼくが声の方に目を向けると、彼女は小走りでこちらへ向かってきていた。

　彼女は白のストライプシャツを着ており、首元には控ひかえめなネックレスが飾かざられていた。いつもは清水のようにまっすぐ流れている髪かみが、緩ゆるくウェーブがかかっている。その髪かみを黒のキャスケットが包んでいる。下はデニム生き地じのミニスカート。白くて長い足がばっちり映はえ、可愛かわいらしいヒールがそれをより強調する。

　顔には少しだけメイクを施ほどこし、いつもかわいい彼女がより美しく見える。さらに飾かざるのは赤ぶちの大きな眼鏡。彼女の視力は悪くないはず。だからアクセサリーなのだろうが、それがとても似合っていた。

　鞄かばんを肩かたから下げて、彼女はぱたぱたと走ってくる。

　私服。私服だ。山やま吹ぶきさんの私服を見たのなんていつ以来だろう。随ずい分ぶんと可愛かわいらしく、女の子らしい服装になったものだ。正直言って狼狽うろたえた。腰こしが砕くだけそうになった。なんて可愛かわいさだ。気の利きいたことも言えず、僕ぼくは山やま吹ぶきさんの姿をただ凝ぎよう視しすることしかできなかった。

「晴れてよかったわよねー、崩くずれるんじゃないかと思ってひやひやしたわ」

　そう言って彼女はにっこり笑う。そして、自然に僕ぼくの服に手を触ふれながら「お、爽さわやかな服装ねー。カーディガンを着こなす男はポイント高いよー」と褒ほめてくれた。しかし、僕ぼくが何も言えないままでいると、彼女は首を傾かしげてこちらの様子を窺うかがう。そこで、ぽん、と手を叩たたいた。

「さては、わたしのあまりの可愛かわいさに言葉を失っているな？」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべながら、僕ぼくを指差す山やま吹ぶきさん。「あ、はい。その通りです」と僕ぼくはそのまま口にしてしまう。

「一応、覚かく悟ごして待っていたんですが、その予想を簡単に超えてしまうものですから。普ふ通つうの高校生なら、だれもが言葉を失います」

　艶つやのある髪かみが緩ゆるやかなウェーブを作っているのも、いつもより足が見えるのも、可愛かわいらしい服装も。頭をぶん殴なぐられた思いだ。あまりに衝しよう撃げきと刺し激げきが強すぎる。

　僕ぼくの言葉に山やま吹ぶきさんは少しだけ驚おどろいたような顔を作ったけれど、すぐに頰ほおを緩ゆるめる。「このー、正直者め」と僕ぼくに向かってポスポスと拳こぶしをぶつけてくる。ぱんちぱんち、という掛かけ声ごえ付きで。

「ま、わたしがかわいいのは世界の理ことわりだからいいとして、電車が来るからもう行きましょ」

　そう言って山やま吹ぶきさんは駅を指差す。確かにそろそろ電車がやってくる時間だ。彼女に見み惚とれて電車を乗り過ごす、なんて間ま抜ぬけなことはさすがにしたくない。

　僕ぼくたちの目的地は駅をいくつか跨またいだ先にある、ショッピングモールだ。僕ぼくたちの家と学校の中間ぐらいにあるところで、近所の中高生が遊ぶのにちょうどいい場所だった。複合施し設せつになっているので、買い物だけじゃなく、映画館やボウリング、ゲームセンターにカラオケ、その他もろもろの娯ご楽らく施し設せつが集まっている。のんびり遊ぶにはぴったりだ。

　しかし、遊ぶ前に腹ごしらえ。昼食をいっしょに食べることにしているので、まずはご飯だ。もちろんショッピングモール内には様々な飲食店がある。

「山やま吹ぶきさん、何食べたい？」

　隣となりに座る山やま吹ぶきさんにそう尋たずねる。すると、彼女は「青あお葉ばくんは？」と尋たずね返かえしてきた。

「僕ぼくは何でもいいけど」

「それならわたし、らーめんが食べたい」

　また意外なところだ。つばさならともかく、山やま吹ぶきさんがらーめんを食べたいと言い出すのは予想外である。子供の頃ころは特に好きな印象はなかったけれど。

「いいけど、山やま吹ぶきさんってらーめんが好きだったんだ」

　僕ぼくがそう言うと、彼女は少しばかり照れくさそうに「そういうわけじゃないんだけど」と軽く手を振ふった。

「ほら、女の子だけだとらーめん屋なんて普ふ通つう入らないから。ひとりなら尚なお更さらだし。せっかく男の子といっしょにいるんだから、そういうところにも行きたいなって」

　何とも可愛かわいらしいことを言われて、つい頰ほおが緩ゆるみそうになる。そういうことなら是ぜが非ひでもらーめん屋に行こう。こんな美人を連れてらーめん屋だなんて、世の男たちに張はり倒たおされそうな気もするが。

　駅からショッピングモールまでの道のりに、評判のいいらーめん屋さんがあるから、そこへ行くことになった。魚ぎよ介かい類るいベースのあっさりとしたらーめんを出すお店だ。女の子でもこれなら食べやすいだろう。ただ、昼時ということもあって店の前には列が出来上がっていた。これなら三十分は並ばないといけないだろうか。

　それを伝えると、彼女は「三十分くらいなら並びましょ」と列に吸い込まれていく。つばさといっしょだとこうはいかない。彼女はらーめんは好きだが、もっぱらこってり派で、何より列待ちするのが嫌きらいなのだ。

「わたし、列なら四時間待ったことあるわよ。テレビで紹しよう介かいされたパンケーキ店さんで」

「四時間？　それは凄すごいな……。そこまでして食べたかったの？」

「というよりは、あーゆーのって並ぶのも醍だい醐ご味みみたいなところがあるからねぇ」

　そう言って笑う。さすがに僕ぼくも一時間くらいでギブアップしそうだ。並ぶのが楽しいっていうのがよくわからない。

「………………」

　ただ、横で山やま吹ぶきさんが楽しそうに話しているのを聞いていると、こうやって並ぶのも悪くないな、と思えた。

　あっという間に三十分が過ぎ、運良くテーブル席へ案内される。店内はお客さんでいっぱいだったけれど、いい意味であまりらーめん屋らしくない内装だった。シックで落ち着きがある。外で待っている人もいるので、あまりのんびりはできないが。

「どれがおいしいのかしら」

　わくわくとした様子でメニューを眺ながめる山やま吹ぶきさん。しかし、迷うほどメニューに幅はばがあるわけではないので、すぐに頭にタオルを巻いた店員さんが「お決まりですかっ」とやってくる。その勢いに少し驚おどろく山やま吹ぶきさん。あまりにも可愛かわいらしい女の子が座っていてびっくりする店員さん。ふたりがびくっとなっている中、僕ぼくはメニューを眺ながめながら言う。

「ええと、らーめん大盛りで」

「あ、わたしは普ふ通つうで」

「わたしはらーめん大盛りに、あと替かえ玉だまをください」

　……本当にいつの間に、という感じである。さらりと注文に加わったのは、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの呪のろいの精せい霊れい。山やま吹ぶきさんの隣となりに小こ春はるがちゃっかり座っている。彼女はいつもと変わらない無表情顔で、いつも通りのセーラー服でそこに座っていた。

「いやぁ、すみません。おいしそうだったもので、つい」

　店員さんが行ってから、全く悪びれる様子もなく、言葉だけの謝罪をする小こ春はる。「どうもわたし、麵めん類るいが好きみたいなんですよね」と他ひ人と事ごとのように言う。

「あ、もちろん、らーめん食べたら帰りますので、ご心配なく」

「……いや、別にいいんだけどね」

　いっしょにいたら気を遣つかうわけでもないし。山やま吹ぶきさんも笑みを浮うかべて小こ春はるを見ている。

「でも、小こ春はるが出てきたってことは、やっぱり今日のことは青春ミッションに関係あるっていうこと？」

　山やま吹ぶきさんが小こ春はるの顔を覗のぞき込こみながら、そう訊きく。あぁそうか。そういえば、今は青春ミッションを行っている最中だったんだ。デートという言葉にどうしようもなく緊きん張ちようを覚えていたので、すっかり忘れていた。

「いえ、別にそういうわけでは。わたしはらーめんにつられて出てきただけで、青春ミッションには関係ありません」

　彼女は首を振ふって無情なことを言う。僕ぼくたちは同時に力が抜ぬけた。あのミッションで何より悩なやんでいるのは、その内容の難解さだ。きちんと内容がわかれば、すぐにそれを実行するのに、それができない。僕ぼくたちが今やっていることはすべて徒と労ろうに終わることだってあるわけだ。

　けれど、小こ春はるは「わたしは導くことはできません。が、今こうしていることに無む駄だなことはひとつもないということは伝えておきます」と何とも曖あい昧まいな言葉を僕ぼくたちにくれた。

　そんな話をしている間に、三つのらーめんと替かえ玉だまを店員さんが届けてくれた。湯気がテーブルの上で混ざりながら昇のぼっていく。浮うかぶ鰹かつお節ぶしの香かおりが鼻を通っていった。透すき通とおるスープに黄こ金がね色いろの麵めん、麵めんの上で踊おどるネギ、メンマ、チャーシューの数々。胃い袋ぶくろが空腹を訴うつたえてくる。

「おー、おいしそう」

　どんぶりを覗のぞきながら声を上げる山やま吹ぶきさん。だけど、「あ、曇くもるわこれ」とそばに眼鏡を置いた。

　僕ぼくら三人は手を合わせて、「いただきます」と声を重ねる。

　重なる麵めんに箸はしを入れると、ふわっと香かおりがより湧わき立たつ。それに食欲を刺し激げきされながら、僕ぼくは麵めんをすすった。その瞬しゆん間かんに口の中を香かおりが抜ぬけていく。魚ぎよ介かい類るいのダシをしっかり効かせながらも、あっさりとした味わいを舌に残していく。麵めんもコシがあって良い。次々に麵めんをすすりたくなる魔ま力りよくがあった。

「わ、おいしい」

　山吹さんが驚おどろいたように言う。その反応が少し嬉うれしかった。隣となりの小こ春はるは何も言わないが、淡たん々たんと麵めんをすするペースは早い。

「あ、青あお葉ばくん、見て見てっ」

　しばらく黙だまって麵めんをすすっていたが、急に山やま吹ぶきさんに名前を呼ばれる。顔を上げると、彼女はスープから麵めんを引き上げるところだった。口を箸はしへ近付けていく。さっきまで外していたはずの眼鏡を、なぜかかけ直して。彼女は髪かみを軽くかきあげて、小さな口を開いた。目を少しばかり細めている。その仕草、表情はどこか艶つやっぽくて、言うまでもなくどきりとさせられる。

　不思議なのは、彼女がその姿勢のまま止まってしまったことだ。麵めんを口に含ふくもうとしない。その代わり、彼女は声を上げた。

「今わたし、可愛かわいさの世界新記録、出てない？」

「出てる。世界新出てる」

　思ったことをそのままに口に出してしまう僕ぼく。いや、実際そう言ってしまうほど可愛かわいらしかったのだ。これなら世界新も間ま違ちがいない。

「それなららーめんより、パスタとかクレープの方が合っているのではないですか」

　既すでに替かえ玉だまをスープに投入している小こ春はるが言う。

「いや、かわいい女の子がらーめんを食べている姿がいいんだって」

　僕ぼくが言うと、山やま吹ぶきさんはうんうんと力強く頷うなずいていた。「ギャップよね、ギャップ」と手をひらひらとさせながら付け足している。

「あ、でも待って。クレープはちょっとズルい。山やま吹ぶきさんがクレーム食べていたら、これはもう世界新どころじゃないかもしれない」

「えー……、でもクレープってちょっとあざとすぎない？」

「普ふ通つうの高校生なら、そういうあざといのが好きなんだって」

　そんなことを話しながら、僕ぼくたちはらーめんを食べ切った。







　本当に小こ春はるはらーめんを食べに来ただけらしく、店を出る頃ころには既すでに姿を消していた。いなくなるのもいつものことなので、僕ぼくらは気にしないでデートの続きを始めることにした。

　らーめん屋から少し歩けば、すぐにショッピングモールには辿たどり着ついた。どん、と構えた大きな建物は遠くからでもよくわかる。広い駐ちゆう車しや場じようはひっきりなしに車が出入りしていて、よく繁はん盛じようしているのが見て取れた。僕ぼくたちと同じような若者や、家族連れが大きな入口へと吸い込まれていく。

　色んな店を回りたい、という彼女の提案に乗って、僕ぼくと山やま吹ぶきさんは入りたいと思った店を順に覗のぞいていく。とはいえ、ほとんどが山やま吹ぶきさんの選ぶ服屋さんだけれど。意外とこれが面おも白しろかった。よく、女性に付き合わされる買い物はつまらないと聞くけれど、山やま吹ぶきさんが服を身体に当てて、「どう？」と訊きいてくるのは楽しい。神をも超えた可愛かわいさを持つ山やま吹ぶきさんでも向き不向きがあるらしく、どうしても着こなせない服はあるらしい。もちろんすごく似合う服も。それをいっしょに探すのは新しん鮮せんだった。

　しかし、あまりにも真しん剣けんな表情で布地まで見ているので、「本気すぎない？」と言ってしまった。すると彼女は、服に触ふれながら、

「わたしは自分の可愛かわいさを維い持じするために、妥だ協きようするわけにはいかんのだよ」

　という言葉を頂ちよう戴だいする。ストイックなスポーツ選手のようだ。「美容と健康のために、毎朝五キロは走るしね」と付け加えた言葉がよりそれっぽさを出す。

　あとは恐きよう縮しゆくながら、山やま吹ぶきさんに服を選んでもらった。僕ぼくの身体に服を合わせて、真しん剣けんに品定めする彼女の姿はとても直視できない。物理的に距きよ離りが近いのもある。しかし何より、このシチュエーションがそれこそカップルのようで照れくさかったのだ。

「ふふ」

　違ちがう店に行く途と中ちゆうで、彼女が急に笑い出す。

「どうしたの」

「いやぁ、男の子といっしょだと服屋周りも楽だなって。ほら、わたしの場合ってすぐ男の人が寄ってくるから。店員さんかと思ってたら、その店員さんに口説かれることもあるからねぇ」

　……そういう意味では確かに楽なのかもしれない。実際、彼女は目を離はなすと、すぐにだれかに見られている。声を掛かけようと近付いていた人もいるくらいだ。僕ぼくが慌あわててそばに寄ると、男たちはつまらなさそうに離はなれていく。

　ただ、彼女は楽だからいいと言っているけど、僕ぼくとしては複雑だ。それって、僕ぼくと山やま吹ぶきさんの関係が勘かん違ちがいされているということだろう。近付く男たちが不ふ愉ゆ快かいそうな表情を浮うかべるくらいには、僕ぼくと彼女は釣つり合あっていないわけで。それが彼女に申し訳ないと思うところなのだ。

　そのあとは山やま吹ぶきさんがやりたい、というのでスポーツ施し設せつで卓たつ球きゆうをやったりした。

「でも、僕ぼく結構強いよ」

「お。青あお葉ばくんらしからぬ自信のあるお言葉。でも、別に卓たつ球きゆう部ぶじゃなかったわよね？」

「つばさの相手させられるのはいつも僕ぼくだから。負けると何かしらおごりになるし」

「へえ。つばさって運動神経いいのによく相手できるわねえ。それならわたしとも、ひとつ勝負しよっか」

　山やま吹ぶきさんはそれなりに自信があったみたいだけれど、残念ながら僕ぼくには一歩及およばなかった。山やま吹ぶきさんも運動神経はいいのだが、さすがにつばさほどではない。

「むう」

　悔くやしそうに唇くちびるを尖とがらせている山やま吹ぶきさんが、とても可愛かわいらしかった。

　卓たつ球きゆうのあとはゲームセンター。山やま吹ぶきさんは女の子とたまに来るらしい。とはいえ、やるのはビデオゲームではなく、体感ゲームやクレーンゲーム、あとはプリクラが主なようだ。そんな彼女に合わせて、僕ぼくもそれらのゲームをいっしょに遊んだ。

　とはいえ、さすがにプリクラはやらないだろう。そう思っていたのだが、彼女はゲーム機の前を通ると悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべる。

「せっかくだからやっておきましょうか、青あお葉ばくん」

「ちょ、ちょっと山やま吹ぶきさん」

　強ごう引いんに引っ張られて、ゲーム機の中に連れ込まれる。

　中は想像以上に広かった。真っ白なカーテンに囲われていて、モニターからは音声が鳴なり響ひびいている。戸と惑まどっている僕ぼくをよそに、彼女はモニター画面を慣れた様子で操作していた。

「え、本当に撮とるの……？」

　プリクラなんて撮とったことないんだけど。しかも女の子とふたりきりだなんて。その相手が山やま吹ぶきさんだっていうんだから、普ふ通つうに写真を撮とるのとは全く意味合いが異なってくる。

「なによぉ。わたしと撮とりたくないの？」

　ふてくされるような声を上げながら、彼女はモニターから目を離はなさない。指が器用に画面に触ふれていく。撮とりたいか、撮とりたくないか、で言えばもちろん。

「……撮とりたいです」

「素直でよろしい」

　山やま吹ぶきさんは僕ぼくへ向き直ると、微ほほ笑えみを浮うかべる。そして、「ほら、もう撮とるよー」と僕ぼくの腕うでを摑つかんだ。ぐいっと引っ張られてしまう。ゲーム機の音声が「準備はいーい？」なんてかわいい声で言ってくる。よくない。何ひとつ準備できていない。

　ゲーム機の仕切りの中は広かったけれど、それは奥おく行ゆきがあるという意味だ。実際にカメラの前に立ち、ふたりが並んで撮とろうとするとかなり接近しなくてはならない。彼女がぐっと身体を寄せてくる。引きで撮とればいいのだろうが、山やま吹ぶきさんはこのカメラの位置がいいらしい。きっと一番可愛かわいく撮とれるポイントなのだろう。

　彼女の肩かたが僕ぼくの肩かたに触ふれる。細い肩かたの感かん触しよくが伝わる。手が触ふれてしまいそうな距きよ離りだ。その気になれば、キスだってできてしまうほどの近い距きよ離り。たやすく肩かたに手を回せる距きよ離り。身体がガチガチになっているところで、機械の音声がカウントダウンを始めた。

「ほら、青あお葉ばくん。前向いて、笑顔で」

　彼女はカメラ目線でにっこりと笑う。完かん璧ぺきな笑顔。僕ぼくもそれにつられるようにしながら、笑顔を作った。すぐ横で彼女が笑っているおかげか、僕ぼくもそれなりに笑えたと思う。

「お、いい感じに撮とれたわね」

　山やま吹ぶきさんがにこにこしながら、モニターを見つめている。確かに良く撮とれていた。すごく可愛かわいらしく笑っている山やま吹ぶきさんと、ぎこちないながらも笑顔の僕ぼく。その差異が何だか面おも白しろい。彼女はそれを眺ながめながら、「それじゃ、仕上げをしておこう」と付属のペンを手に取った。ふたりが映ったモニターに力強く文字を書いていく。

　僕ぼくと山やま吹ぶきさんの間に、丸っこい女の子らしい文字で「幼おさな馴な染じみズ☆」とカラフルに書かれていた。

「なんてね」

　そう言って彼女は、照れくさそうに笑うのだった。

　しばらく待つと、仕上がったシールが排はい出しゆつされた。山やま吹ぶきさんは慣れた様子で半分に切ると、その半分を僕ぼくに渡わたしてくれた。

「でも、せっかく撮とったけどこれじゃあ貼はれないわね」

　山やま吹ぶきさんは困ったように笑う。確かにその通りだ。こんなものを何かに貼はって見られでもすれば、間ま違ちがいなく誤解される。

「………………」

　しかし僕ぼくは台紙から一枚はがすと、そっと携けい帯たいの裏に貼はった。

　もうこの携けい帯たいは、人前では使えないなぁ、と思いながら。







　散々歩いて遊んではしゃいだせいか、さすがに疲つかれてしまった。休きゆう憩けいしよう、と山やま吹ぶきさんに連れられたのは、ショッピングモール内の喫きつ茶さ店てん。静かな雰ふん囲い気きの場所だった。こぢんまりとしているお店で、腰こしを落ち着けるにはちょうどいい。入店を知らせるベルが控ひかえめに鳴ると、大人しそうなお姉さんが案内してくれる。お好きな場所へどうぞ、と言われたので、山やま吹ぶきさんは適当な席に座ろうとしたが、僕ぼくが奥おくの席がいい、と言ったら従ってくれた。

「あぁ、疲つかれた」

　彼女はぽすん、と椅い子すに腰こし掛かけながらそう言う。同意見だ。さすがにあっちこっちと行き過ぎてしまった。しかし、疲つかれたと言っているにも関わらず、山やま吹ぶきさんは早さつ速そくメニューを手に取っている。

「ここのチーズケーキは絶品でね、絶対食べたいと思ってたんだー」

　ご機き嫌げんに山やま吹ぶきさんは言う。注文を取りに来た店員さんに、朗ほがらかな笑顔でケーキセットを注文していた。卓たつ球きゆう勝負で負けた罰ばつゲームでご馳ち走そうしてくれるらしいので、僕ぼくも同じものを注文する。店員さんの「可愛かわいらしいカップルだなぁ」という視線は気になったけれど、気が付かないふりをしておく。

「あ。七夕祭りのチラシが貼はってある」

　店の壁かべに貼はってあった紙を見ながら、山やま吹ぶきさんは眼鏡の位置を直す。子供が描かいたであろう、笹ささの葉と短たん冊ざく、そして星空のイラストが描かかれたチラシだった。その中で大きく書かれた「七夕祭り」の文字。場所や日時もしっかりと書かれている。開かい催さい日びは七月一週目の土曜日。場所は僕ぼくらの家の近所だ。

　七夕祭りは毎年恒こう例れいのちょっとしたお祭りで、神社の前の通りに屋台が並ぶ。そこかしこに笹ささが用意してあって、参加者は短たん冊ざくを引っかける。ただそれだけのお祭り。けれど、その辺りの子供たちにとっては楽しみなお祭りなのである。小さい頃ころの僕ぼくも同じだ。山やま吹ぶきさんといっしょに行ったのをよく覚えている。

「もうそんな時期かぁ。ね、青あお葉ばくんは去年行った？」

　頰ほお杖づえを突つきながら、山やま吹ぶきさんがそう尋たずねてくる。

「いや。去年は行ってないなぁ」

　沙さ知ちが反はん抗こう期きに入るまではいっしょに行ったけれど。去年は誘さそっても、「行くわけないでしょ。バカじゃないの」ってつれない態度だったし。

「……昔はいっしょに行ったわよね。覚えてる？」

　ちらりとこちらを窺うかがうようにして、尋たずねてくる山やま吹ぶきさん。そりゃあ覚えている。疎そ遠えんになるまでは、毎年いっしょに行ったくらいなのだから。

　僕ぼくの表情を見て肯こう定ていと受け取ったのだろう。彼女は目を細めると、思い出すようにしながら言う。

「楽しかったな。そんなに派手なお祭りっていうわけじゃないのに。短たん冊ざくをつける笹ささを探しながら、屋台巡めぐりをするだけで楽しかった」

　そんな風に言われると、遠い思い出が蘇よみがえってくる。お祭りの煌きらびやかな光や祭まつり囃ばや子しの音。いつもは静かな神社の前が、そのときだけは賑にぎやかになる。華はなやかになる。屋台の明かりが夜を照らして、通行人の笑い声に包まれる。どこからか聞こえる太たい鼓この音。お祭りの中を歩いているだけでわくわくした。夜なのに明るくて、みんな楽しそうに笑っているのだ。

　そして、僕ぼくは山やま吹ぶきさんと手を繫つないで、お小こ遣づかいを握にぎりしめてその中を歩いていた。自然と、当時の思い出が僕ぼくの口をついて出る。

「……あぁ、そうだ。確か、どこに短たん冊ざくを引っかけるか迷っていたら、いつの間にか境けい内だいまで入っちゃってて」

　風景が頭の中に蘇よみがえってくる。なぜか僕ぼくたちは、お祭りの喧けん騒そうから離はなれて、暗くて静かな夜の社の前にいたのだ。せっかくだから一番いい場所に短たん冊ざくを飾かざりたい、と思っているうちに、迷まよい込こんでいたのだろう。

「あったあった。でも、なぜか境けい内だいにも笹ささが一本だけあったのよね。気が付いているのはわたしたちだけで」

　よく覚えている。社やしろの近くに、控ひかえめに小さな笹ささが用意してあったのだ。境けい内だいは普ふ段だんと何ら変わりはない。明かりもなかった。お祭りから切きり離はなされた場所だというのに、だれかがひっそりと準備してくれていたのだ。

　屋台とともに並んだ笹ささにはもちろん、たくさんの短たん冊ざくがかけてあった。しかし、境けい内だいの笹ささにはひとつもない。当然だ。境けい内だいへは長い階段を上らなくてはならない上に、ぱっと見では何もないように見えるのだから。僕ぼくたちだけの笹ささ飾かざりだ！　と喜んで僕ぼくらはそこに短たん冊ざくをかけたのだった。

「あのときは疑問に思わなかったけど、だれがあんなところに用意したのかしらね。今も用意されるのかなぁ」

　ぼんやりと言う。沙さ知ちと七夕祭りへ行ったときは見に行かなかった。もしかしたら、未いまだにあそこにはだれかが用意してくれていて、笹ささがひっそりと揺ゆれているのかもしれない。想像することしかできないけれど。

「……ね。まだあそこに笹ささがあるか、確認しに行ってみない？」

　僕ぼくが物思いに耽ふけっていると、山やま吹ぶきさんが控ひかえめな声でそう言った。視線を戻もどすと、彼女は少し前かがみになりながら、僕ぼくの様子を窺うかがうように見上げている。透すき通とおった瞳ひとみが揺ゆれる。一いつ瞬しゆん、何を言われたか上手く把は握あくできずに、「お祭りに？　僕ぼくと？」と問い返してしまった。「ほかにだれがいるのよ」と彼女は苦笑する。

「ダメかな」

　上うわ目め遣づかいで、ちょっと不安そうに微ほほ笑えむ山やま吹ぶきさん。そんな顔で言われてしまえば、だれであろうと断れるはずがない。僕ぼくはスマートに返事をする。「ぼ、ぼぼぼぼぼ、ぼくで、よければ」。ぜんぜんスマートじゃなかった。彼女の珍めずらしい表情が思いのほか破は壊かい力りよくがあったせいだ。椅い子すに座っていなければその場で崩くずれ落おちていただろう。

「えへ。今度はわたしからさそっちった」

　ふにゃっとした笑みを浮うかべると、彼女は幸せそうに目を瞑つぶった。僕ぼくは相当腑ふ抜ぬけた顔をしているだろう。身体中の力が抜ぬけ落おちてしまいそうだ。

「それじゃ、約束ね。もう予定帳に書きこんじゃうからね。ダメだって言ってももう遅おそいからね」

　山やま吹ぶきさんは歌うように言うと、鞄かばんからピンク色の予定帳を取り出す。七月のページを開くと、七夕祭りの日に「青あお葉ばくんと七夕祭り！」と丸っこい字で書きこんだ。くるくると花丸までつけている。僕ぼくは予定帳を持っていないけれど、この予定を忘れることは絶対ないだろう。しっかりと頭に刻きざみ込こんだ。

「お待たせいたしました」

　ちょうど、山やま吹ぶきさんが予定帳を鞄かばんにしまったタイミングで、店員さんがやってきた。ふたつのトレイを器用に手のひらへ載せている。丁てい寧ねいにテーブルの上に置くと、「ごゆっくりどうぞ」と微ほほ笑えみながら戻もどっていった。

「きたきた。うーん、やっぱりおいしそう」

　山やま吹ぶきさんがご機き嫌げんに目の前のトレイを眺ながめている。トレイに載せられているのは、チーズケーキと紅茶のケーキセット。チーズケーキはふっくらとした仕上がりで、表面のきつね色が実に綺き麗れいだ。側面の白は眩まぶしさを覚えるほど。上品な色味だった。紅茶ポットとカップが隣となりに並んでいて、気品を感じさせる。これは確かにおいしそうだ。

「今日一日、これが楽しみだったの」

　今にも鼻歌でも口ずさみそうな陽気さで、山やま吹ぶきさんはフォークを手に取る。チーズケーキがゆっくりと切り取られるのが見えた。あーん、と彼女は小さく口を開くと、ケーキはそこへ吸い寄せられていく。

　しかし。

「くちゅっ」

　ケーキを口に含ふくもうとするその瞬しゆん間かん。彼女はくしゃみをしてしまった。「あ」。僕ぼくと山やま吹ぶきさんの口から、同時にそんな声が漏もれる。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の手からフォークがすり抜ぬけ、皿に落ちてカツンと音を鳴らした。切り取られたケーキもいっしょにだ。そして、彼女の頰ほおにはあの例の「ＳＴＯＰ!!」というマークが浮うかび上あがってしまう。彼女はもう物を手にすることができない。干かん渉しようできない。ケーキだって食べられない。

「………………」

　彼女はフォークを落とした姿勢のまま固まり、呆ぼう然ぜんとケーキを見つめている。しばらくそれを眺ながめたあと、放心した様子で僕ぼくを見た。その眼には光が失われている。それも仕方がない。一日楽しみにしていたケーキが奪うばわれたのだから、ダメージの方も凄すさまじいのだろう。女の子はそういうものらしい。僕ぼくも妹の楽しみにしていたアイスを勝手に食べて、阿あ修しゆ羅らの如ごとくキレられたことがあるからわかる。

「……まぁ、何となくこんなことになるんじゃないかと思ってたんだけど」

　頭を搔かきながら、彼女のフォークに手を伸のばす。念のため、奥おくの席にしてもらってよかった。ここなら周りから見られないだろう。僕ぼくは彼女のフォークを手に取りケーキを拾うと、本来収まるべきだった口へ向かわせる。

「え」

「ほら、口開けて。あーん」

　ようやく正気に戻もどった彼女が、僕ぼくが持っているフォークを見ながら目を白黒させる。明らかに戸と惑まどっている。恥はずかしいのはわかるけれど、こうでもしないと山やま吹ぶきさんは楽しみにしていたケーキを食べることができない。さすがに二時間も待てないし。これしか方法はないのだ。

「あ……、あーん」

　こうするのがベストだと彼女も思ったのだろう。前のめりになり、恐おそる恐おそる口を開いた。その中にチーズケーキを置いていく。

「あぁ、やっぱりおいしい」

　口にした瞬しゆん間かん、ほにゃっと彼女は頰ほおを緩ゆるめた。本当に幸せそうな顔だ。そのおいしさの前では多少の羞しゆう恥ちは吹っ飛ぶらしく、彼女はぱかっと口を開いて次を催さい促そくしてきた。親にエサをねだる小鳥のようだ。望み通り、僕ぼくはチーズケーキをせっせと運んでいく。

「青あお葉ばくん、そろそろ紅茶欲しい」

「はいはい。砂糖とミルクは？」

「どっちも。砂糖はいっこ」

　今度は紅茶の催さい促そくをする始末。僕ぼくはフォークを置くと、カップにとくとくと紅茶を注いだ。ミルクを入れて、角砂糖を放り込み、スプーンでくるくるとかき混ぜる。これでは召めし使つかいとお姫ひめ様だ。カップルと勘かん違ちがいされるのも困るけれど、この姿を見られるのもそれはそれで困る。つくづく奥おくの席にしてよかったと思う。

　僕ぼくがせっせと紅茶の準備をしていると、視線を感じて顔を上げた。さっきまでケーキと紅茶をせがんでいた山やま吹ぶきさんは、物もの憂うげな顔で僕ぼくを見つめていた。何だろう。こんなにも近いというのに、彼女は遠い目をしているのだ。

「わたし、青あお葉ばくんに謝あやまらなくちゃいけないことがふたつある」

　表情を変えないまま、彼女はぽつりとそんなことを言う。なに？　と尋たずねると、彼女は小さな声で独白するように言った。

「〝青春の呪のろい〟のこと。呪のろいを受けたのはわたしだっていうのに、ずっとずっと、青あお葉ばくんに迷めい惑わくかけてる。今日だってそう。わたしのために休みまで使わせてしまって。本当にごめんなさい」

　……なんでまた、そんなことを。俯うつむいてしまっている彼女を見ながら、僕ぼくは何とも言えない気持ちになってしまう。寂さびしさを感じてしまう。なんで今さらそんなことを。

　いや、もしかしたら彼女はずっと言いたかったのかもしれない。自分の事情に付き合わせてしまっていることを。申し訳ないと思う気持ちがあったものの、今まで口にするタイミングがなかっただけなのかもしれない。けれど、僕ぼくはそれを寂さびしいと思ってしまう。そんなことをわざわざ伝えなくてもいい関係に戻もどれたと思っていたのに。

　僕ぼくはスプーンから手を離はなしながら、ゆっくりと口を開く。誤解のないよう、しっかりと伝えたかった。

「いい。僕ぼくがやりたくてやっていることだし、巻まき込こまれたのも自分の意思だ。謝あやまる理由はないよ。それなら、ありがとうって言われる方がいい」

　僕ぼくがそう言うと、山やま吹ぶきさんは眩まぶしそうに目を細めて、小さく笑みを作る。ありがとぉ、と穏おだやかな声で言った。

　本当ならお礼だっていらないのかもしれない。僕ぼくの行こう為いは自己満足の色が強い。彼女が覚えていないだろう約束を、未いまだに大事に取っておいて、今いま更さらそれを守ろうとしている。そうすることで、僕ぼくは僕ぼく自じ身しんをヒーローなんだと思いたいだけなのかもしれない。

「もうひとつは？」

　考え込んでいると良くない方向にいきそうだったので、話を次に進めることにした。すると彼女は、少しばかり言いい淀よどむ素そ振ぶりを見せる。言いにくいことなのだろうか。ようやく出てきた声も、ぽそぽそとしたものだった。

「子供の頃ころ、青あお葉ばくんを怒おこらせちゃったことがあったでしょう」

　……あっただろうか。全く身に覚えがない。自分で言うのも何だか、子供の頃ころの僕ぼくと彼女はとても仲が良く、ケンカなんて無む縁えんだったように思う。彼女の記き憶おくに残るほど、怒おこったことなんてあっただろうか。

　すると彼女は、思いもよらぬ言葉を口にした。

「わたしたちが疎そ遠えんになるきっかけ、かな。小さい頃ころはずっといっしょだったのに、青あお葉ばくんがわたしから距きよ離りを取ったときがあったじゃない？　前まえ触ぶれがなかったから理由もわからなくて、きっとわたしが何か怒おこらせるようなことをしたんだって思った。謝あやまろうと思ったけど、理由もわかっていないのに謝あやまったら却かえって失礼だと思って、それがわかってから謝あやまろうとしていたけど、結局わからずに時間だけが経っちゃってて。そうしているうちに、どうこうできる段階じゃなくなってて。もう取り返しがつかないぞってなっちゃって……」

　山やま吹ぶきさんは視線を上げる。遠くを見上げるようにしながら、「もっとわたしが努力してたら、ずっとこんなふうに遊べていたのかなぁ」としんみりするように言っていた。

　僕ぼくはそんな彼女に何も言えなかった。

　ただ茫ぼう然ぜんとしていた。

　そんなふうに山やま吹ぶきさんが考えていたなんて、想像もしなかった。できるわけがなかった。言わば、あれは僕ぼくのわがままだ。特別すぎる彼女の隣となりに立つことが申し訳なくて、僕ぼくは彼女から離はなれた。もし、山やま吹ぶきさんが僕ぼくを必要としてくれているのならそばにいようと思っていたけれど、結局それも叶かなわなかった。だから離はなれた。それを、山やま吹ぶきさんはこんな風に考えていたなんて。

　じゃあ、なにか。僕ぼくは彼女から必要とされていないと勝手に思って離はなれ、山やま吹ぶきさんは僕ぼくが怒おこっていると思って追いかけなかった。きちんと心の内を明かしていれば、山やま吹ぶきさんの言う通り、ずっといっしょに遊べていたのではないだろうか。なら、それなら、一体この数年間は──。

「ね。青あお葉ばくんは、一体何に怒おこっていたの？」

　僕ぼくの考えがまとまる前に、彼女がそう尋たずねてくる。腕うでをテーブルに置いて前かがみになり、僕ぼくの顔を覗のぞき込こむように。頭が上手く回らない。どう答えていいかわからず、僕ぼくがあやふやな返事をしていると、山やま吹ぶきさんは慌あわてて手を振ふりながら身体を引いた。

「あぁ、ごめん。無神経だったわよね。それとも、昔のことだからもう覚えてないかしら。まぁどっちにしても、こうしてまた遊べているんだから、掘ほり返かえす必要もないわよね」

　僕ぼくに気を遣つかったのか、それとも話しても仕方がないと思ったのか、彼女は強引に話を打ち切った。話すべきだろうか。彼女が胸の内を明かしたように、僕ぼくも正直な気持ちを言うべきだろうか。

「山やま吹ぶきさん……」

「山やま吹ぶきさん」

　僕ぼくが言いかけると、なぜか山やま吹ぶきさんは僕ぼくの言葉を復唱した。自分の名前を呼びながら、己おのれを指差している。「青あお葉ばくん」。今度は僕ぼくの名を呼びながら、人差し指を僕ぼくに向けた。何だろう。突然始まった彼女の行動に、話の続きをできないでいる。

「いつからだっけ。わたしたちがこんなふうに呼び合うようになったのってさ。青あお葉ばくんに山やま吹ぶきさん。なんだか、他た人にん行ぎよう儀ぎだなって。……ね、呼び方、戻もどしてみない？」

「えぇ」

　突然の提案に戸と惑まどってしまう。確かに昔に比べると、僕ぼくたちの呼び方は堅かたい。他た人にん行ぎよう儀ぎと言われても仕方がない。けれどそれは、同級生とかクラスメイトにしては適切だ。昔の距きよ離りが近かったというだけで。

　ただ、戸と惑まどう反面、嬉うれしくもあった。呼び方を戻もどすことによって、昔の関係に戻もどれたようで。そんなことはないんだろうけれど。それでも、提案されたのは嬉うれしかったのだ。

「ほら、呼んで呼んで」

　かまんかまん、と山やま吹ぶきさんが催さい促そくをしてくる。ここで変に固こ辞じしたら、きっともう二度と昔の呼び名には戻もどせないだろう。そんなの絶対後こう悔かいする。僕ぼくは意を決して、顔が熱くなるのを自覚しながら、声を絞しぼり出だした。

「あ、灯あか里りちゃん」

「はぁいー」

　のんびりと間延びした言い方で返事をされる。すぐに彼女は緩ゆるむように笑った。くすぐったそうにしながら、山やま吹ぶきさんは口を開く。

「懐なつかしいなぁ。今じゃわたしにちゃん付けする男の子なんて、いないからねぇ。これは光栄なことだよ」

　僕ぼくにぴっと指差しながら、おどけるように彼女は言う。明らかな照てれ隠かくし。実際、彼女を「灯あか里りちゃん」などと呼ぶ歳としの近い男は見たことがない。山やま吹ぶきさ──灯あか里りちゃんは男子とも距きよ離りは近い方だと思うけれど、それでも呼ばれるときは「山やま吹ぶき」か「山やま吹ぶきさん」だ。

　恐おそれ多おおいんじゃないかと思う。これだけ可愛かわいくて人気のある女の子を、馴なれ馴なれしく下の名前で呼ぶことができないという思春期ゆえの距きよ離り感かん。普ふ通つうの高校生なら仕方がない。

　そんな人を僕ぼくがちゃん付けで呼んでいいのか、という心配はあるけれど、本人がいいというのだからいいのだろう。

「ねぇ、きぃくん？」

「…………」

　それよりも、こちらの方が問題だった。彼女は頰ほお杖づえをつきながら僕ぼくにそんなふうに囁ささやきかけた。悪戯いたずらっぽい表情で。そんな甘あまい呼び名で呼ばれることに対する恥はずかしさ、照れくささは尋じん常じようではない。僕ぼくはろくな返事もできずに固まってしまう。それを見て、満足そうに灯あか里りちゃんは笑った。

　でも、どうだろう。世界で一番かわいい、みんなが好きな山やま吹ぶきさんから呼ばれている、というようなふわふわとした感情は沸わかない。幼おさな馴な染じみの女の子。灯あか里りちゃんがそう呼んでくれるからこその、くすぐったさなんじゃないかと思った。







　ショッピングモールからの帰り道。

「ふんふんふーん」

　灯あか里りちゃんはご機き嫌げんだった。後ろ手を組み、鼻歌を口ずさむ。身体を揺ゆらすようにしながら、僕ぼくの前を歩いている。本当に機き嫌げんがいい。ここまで上じよう機き嫌げんな彼女を見るのは、一体いつ以来だろうか。

　彼女の後ろ姿を見ているのは微ほほ笑えましくはあったけれど、僕ぼくは彼女と同じように楽しそうにすることはできなかった。

　さっきから、彼女の言葉がぐるぐると頭の中を回っている。灯あか里りちゃんは言った。昔、僕ぼくを怒おこらせたことがあると。そのせいで、距きよ離りを取ることになってしまったと。言うまでもなく誤解だ。僕ぼくは怒おこってなんかいない。平へい凡ぼんすぎることが、普ふ通つうの人間でしかないことが、後ろめたかっただけだ。

　しかし、その旨むねを僕ぼくが正直に打ち明けていれば。

　灯あか里りちゃんが何も考えずに「何を怒おこっているの？」と言ってくれていたならば。

　もしかすると、僕ぼくたちはずっと楽しく過ごしていたかもしれないのだ。

　……頭が痛くなってくる。もしそうだとすれば、この数年間は何だったんだ、という話だ。急に色いろ褪あせて見える。灰色へ変わっていく。過ぎたことだから仕方がない、と言ってしまえばその通りだが、とてもそんなふうに割り切れそうになかった。

　けれど、そのモヤモヤでさえ口にすることはなく、僕ぼくはぐるぐると考えてしまっている。

　一方、灯あか里りちゃんは浮うかれていた。何がそんなに彼女のお気に召めしたかはわからないが、彼女は気分が浮うわついていた。

　僕ぼくはぼうっとしている。

　彼女は浮うかれている。

　もっと気を付けるべきだったのだ。忘れてはならなかった。言ってしまえば、きっと多少慣れてしまっていたのだろう。何度かそれを繰くり返かえすうちに、少しずつ危機感が薄うすれてしまっていた。

　彼女は呪のろわれている。呪のろいを、受けている。たくさんのマイナスの感情を集めてしまい、今まさにその呪のろいが発現してしまっているのだ。だからもっと、気を付けるべきだった。危機感を持つべきだった。その事故を引き起こしたのは、僕ぼくと彼女の不注意だろう。

　僕ぼくたちは狭せまい歩道を歩いていた。ガードレールと塀へいに挟はさまれた道だ。ふたり並べばいっぱいになってしまうだろう。だからこそ、灯あか里りちゃんは少し前を歩いているのかもしれない。空を見上げながら、今も鼻歌を口ずさんでいる。

　だから、前方から自転車が迫せまっていることにギリギリまで気が付かないでいた。自転車に乗っているのはおじいちゃんで、危なっかしい手つきで運転している。

「っと」

「あぁ、ごめんよ」

　直前で自転車に気付き、慌あわてて灯あか里りちゃんは避よける。自転車は無事に彼女を避よけ、僕ぼくの横を通り過ぎていく。しかし、そこで問題が起きた。灯あか里りちゃんがふらついたのだ。慌あわてて自転車を避よけたせいでバランスを崩くずし、よろめいてしまう。彼女はガードレールに手を伸のばした。それで安心だ。灯あか里りちゃんはガードレールに手をつき、「あぶなっ」と息を吐はく。

　はずだった。

「──え」

　その声は彼女から漏もれたのか、それとも見ていた僕ぼくか。

　灯あか里りちゃんは手を伸のばした。車道と歩道を隔へだてるガードレールにだ。普ふ通つうなら、そこで崩くずれた姿勢は正されるはずだった。

　けれど、そうはならない。彼女は今、〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟を発現させている。……ガードレールに、触ふれることはできない。干かん渉しようできない。手は無む慈じ悲ひにガードレールをすり抜ぬける。それに引っ張られるように、身体までガードレールを素す通どおりしていった。

　手をつこうとして空から振ぶりしたとき、身体は思った以上にバランスを崩くずす。彼女もそうだった。盛せい大だいに転んだ。普ふ段だんなら一笑い起きそうなくらい、べちゃっと地面に倒たおれ伏ふしてしまった。

　笑えないのは、転んだ先が車道だったこと。

　それに加え、勢い良く突っ込んでくる車がいたこと。

　ドライバーからすれば、災難な話だ。信号がない道を走っていたら、歩道から女子高生が倒たおれてくるのだから。

　突然車道に投げ出され、灯あか里りちゃんは状じよう況きようが判断できないようだった。己おのれに突っ込んでくる車を見上げ、ただただ茫ぼう然ぜんとしていた。けたたましく鳴らされるクラクション。けれど、意味を為なさない。彼女は何が起こったか理解できていない。そして、車側も容た易やすく停まれるような速度ではなかった。

「灯あか里りちゃんッ！」

　反射的に地面を蹴ける。しかし、どうすればいい。どうすればいい？　今、猛もう然ぜんと突っ込んでくる自動車相手に、僕ぼくが取れる選せん択たく肢しは多くない。今もつい飛び出してしまっただけだ。何かを考えていたわけではない。だって僕ぼくは、もうヒーローなんかじゃない。普ふ通つうの高校生だ。そんな僕ぼくに何ができる？





〝ねぇ、あかりちゃん。ぼく、やくそくするよ〟

〝なにを？〟

〝あのね──〟






「──────っ！」

　約束。そう、約束だ。難しいことなんて考える必要はない。まだヒーローだったときのように、飛び出していけばいいだけの話だ！

　ガードレールを飛び越える。以前、校門を飛び越えたときのように、つんのめることはなかった。着地すると同時に、灯あか里りちゃんの肩かたを摑つかんで引き寄せる。胸に抱だく。車は目の前に迫せまっている。衝しよう突とつする、と本能が危機を訴うつたえる中、僕ぼくはさらに地面を蹴けった。後ろへ飛んだのだ。

　ガードレールに背中を激しく打ち付ける。

　それと同時に、自動車がかなり無理に進路を曲げた。ぐにゃりと揺ゆれる。タイヤと地面を激しく擦こすり合あわせながら、どうにか僕ぼくたちを躱かわした。豪ごう快かいに反対車線にはみ出し、尻しりを振ふりながらも車は走り去っていく。

　ぶつかっては、ない。

　恐おそろしく荒あらい息の中、投げ出された足を見る。そのすぐそばを、車のタイヤ痕こんが通っていた。ギリギリ。ギリギリだった。だけど、どうやら助かった、らしい。

「…………………………」

　冷ひや汗あせが噴ふき出だしてくる。上手く息ができない。運良く大だい惨さん事じにはならずに済んだが、身体が緊きん張ちようを解こうとはしない。妙みような痺しびれが全身を覆おおっている。

　それは、灯あか里りちゃんも同じようだ。僕ぼくの胸の上に頭を乗せている彼女は、青い顔で目を見開き、僕ぼくと同じように荒あらい息を吐はいている。はっはっ、と息苦しそうにしている。

「──だ、大だい丈じよう夫ぶ、灯あか里りちゃん？」

「う、うん……。生き、てるのよね、わたしたち……」

　ふたりして、はーっと大きく息を吐はく。よかった。……本当によかった。まさか、呪のろいがこんなふうに機能するとは思ってもみなかった。完全に油断していた。ドライバーが避よけてくれなかったら、僕ぼくがあと一秒出で遅おくれていたら、仲良く車に撥はねられるところだった。今度からはもっと気を付けよう……。

　身体からようやく力が抜ぬけていくのを感じながら、灯あか里りちゃんの帽ぼう子しが転がっていることに気付く。引き寄せたときに落ちたのだろう。僕ぼくはそれを拾い上げると、「よかったよ、無事で」と彼女の頭にその帽ぼう子しを乗せた。

　すると、彼女はきょとんとした顔を作る。自分の帽ぼう子しを見上げ、そろそろと僕ぼくの方に視線を向けた。そこでカァっと顔が赤くなる。もぞ、と胸の上で彼女が動く。目線を忙せわしなく動かしながら、彼女はこほ、こほ、と小さく咳せきをした。

「あ、あの、きぃくん……」

「ん？」

「助けてくれたことには、とっても感謝しているんだけど……、その……、ちょ、ちょっと近いかなって……」

　言われて、気が付く。

　僕ぼくは彼女を抱だき寄よせたままだったのだ。灯あか里りちゃんの腰こしをがっちり摑つかみ、力強く自分に引き寄せている。身体が密着している。その拘こう束そくがあるせいで、灯あか里りちゃんは未だ僕ぼくに折り重なったままだし、顔だって物もの凄すごく近い。彼女の顔はすっかり赤くなってしまい、僕ぼくの視線から避さけるようにして胸むな元もとに固定されている。彼女の髪かみが僕ぼくの上で広がっている。熱くやわらかい灯あか里りちゃんの身体が僕ぼくに密接していることに対し、僕ぼくはパニックを起こしかけた。けれど、彼女の狼ろう狽ばいする姿を見て、冷静さを取とり戻もどす。頭がまだふわふわしていたのも大きい。

「ご、ごめん。夢中だったもので。えっと、立てる？」

　慌あわてて拘こう束そくした手を離はなし、顔の前で振ふってみせる。彼女は僕ぼくに乗ったまま。灯あか里りちゃんがどいてくれないと、僕ぼくも立つことができない。

「あ、ありがと……、よ、よいしょ……、あっ」

　立ち上がろうとして、崩くずれそうになる灯あか里りちゃん。慌あわてて、僕ぼくが支える。明らかに力が入っていない。足は小刻みに震ふるえていて、僕ぼくが支えていないとその場で座り込んでしまいそうだった。

「ご、ごめん……、なんか力入んなくて……、今になって怖こわくなってきちゃった……」

「いいよいいよ。ほら、摑つかまって。ゆっくりでいいから」

　灯あか里りちゃんの腰こしにそっと手を回す。かなり申し訳ないけれど、この場合は仕方がないだろう。彼女も僕ぼくの腰こしに手を回し、もう片方の手は胸あたりをぎゅっと摑つかんだ。そこまでしてようやく、僕ぼくたちは車道から抜ぬけ出だす。よろよろとゆっくり歩き出す。

「んぎ……っ」

　背中が急激に痛んだ。先ほど、激しく打ち付けたせいだろう。自動車に轢ひかれることを考えれば軽いケガだが、ぴきっとした痛みに顔を顰しかめる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　さっきので、どこかケガした？」

　灯あか里りちゃんがあわあわとして、僕ぼくに摑つかまったまま身体をぺたぺたと触さわる。

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶ。さっき背中打っただけだから。ちょっと大おお袈げ裟さに痛がっちゃっただけだよ。灯あか里りちゃんこそ、ケガはない？」

　本当にそれほど大した痛みではない。安心させるために、笑いながら灯あか里りちゃんに言う。

「──────」

　すると、どうだろうか。彼女は僕ぼくの顔を見上げたまま、黙だまり込こんでしまった。何も言ってはくれない。ただ、黙だまって僕ぼくの目を見つめるだけである。その瞳ひとみは仄ほのかに潤うるんでいて、見ているこちらをどきりとさせる。頰ほおも赤い。熱を持ったようだ。唇くちびるからは熱い息がほう、とこぼれ、ぼうっとしてしまっている。

「ど、どうしたの」

「いや、あの……、うん」

　僕ぼくが問いかけると、彼女は口ごもりながら下を向いた。耳まで赤くなっているのが見える。僕ぼくの服を摑つかむ手に力が入る。そうしながら、彼女はぽそりと呟つぶやいた。

「こんなん……、恋に落ちるっちゅーねん……」

「はは。そりゃ嬉うれしい」

　明らかな冗じよう談だん口く調ちように、僕ぼくの返す言葉も軽い。冗じよう談だんでも嬉うれしいけど。もっと言ってくれないかな、と思ったけど、彼女はそれ以上何も言ってくれなかった。







　しばらく歩いているうちに灯あか里りちゃんの足あし腰こしも回復し、そのあとは普ふ通つうにいっしょに帰った。最初の方はしおらしく、何度かお礼を繰くり返かえしていた灯あか里りちゃんだったけど、さすがに途と中ちゆうからは普ふ通つうにしてくれた。おかげで助かった。しゅんとしている彼女は結構心臓あたりにクる。

　家が近所なので近くまでいっしょに。小さい頃ころ、暗くなるまで遊んだあと、いつも別れていた場所までだ。住宅街の交差点。少し歩けば彼女の家にはすぐに着く。既すでに日は沈しずみかけていて、すっかり夕方の色に染まっていた。

「それじゃあ、灯あか里りちゃん。来週、また学校で」

「うん。またね、きぃくん。今日は本当にありがとう」

　彼女は交差点で立ち止まり、小さく手を振ふる。僕ぼくもそれに手を振ふり返かえしてから、彼女に背を向けた。ゆっくりと歩く。背中の痛みは既すでに消えてくれていた。

「きぃくーん」

　少し歩いたところで、彼女に呼び止められた。振ふり返かえると、彼女はその場で立ち止まったままだった。その位置から声を掛かけてくる。

「ひとつ訊きいていいかしら」

「なに？」

　僕ぼくも足を止めて、彼女の問いかけに応える。

　灯あか里りちゃんは夕日をバックにしながら、僕ぼくを見み据すえていた。手を後ろに回し、少しだけ首を傾かしげて。唇くちびるは微ほほ笑えみを作っている。目をわずかに細めながら、灯あか里りちゃんは優やさしい声で問いかけた。

「きぃくんは、いつもわたしを助けてくれるね。呪のろいのことも、さっきのこともそう。自分の危険を顧かえりみず、飛び出してきてくれる。……昔、みたいに。ねぇきぃくん。きぃくんがいつも助けてくれるのは、どうして？」

「────」

　その問いに、すぐに答えられなかった。どうして彼女を助けるのか。簡単だ、僕ぼくは彼女とそういう約束をしている。それがあるから、僕ぼくはすぐに動けるのだ。でもそれはきっと、僕ぼくだけが覚えている約束。彼女はきっと覚えてはいない。

　と思っていたのに。

　何だろう、これは。この質問は。もしかして、灯あか里りちゃんも覚えているのだろうか。だって、そうじゃなきゃ、わざわざ〝昔みたいに〟なんて言わないのではないか。

　灯あか里りちゃんはそっと視線を下ろす。けれど、ちらちらと僕ぼくを見上げる。その瞳ひとみには期待の色が宿っている。気がする。頰ほおは赤く染まっていた。それは、背中にある夕日のせいだろうか。口元に浮うかぶ小さな笑み。その笑顔が意味するものは何だろう。

　灯あか里りちゃんに約束のことを話すのは簡単だ。昔、こんな約束をしたんだよ。そう言えばいい。もし、それが彼女の期待する答えだったら、それはとても幸せなことだろう。

　けれど、そうでなかったら。

　灯あか里りちゃんが約束のことなんて覚えていなければ。……それだとちょっと、いや、かなり言いい辛づらい。大昔にした約束を僕ぼくだけが勝手に覚えていて、それを律りち儀ぎに守ろうと必死になっているなんて。気持ち悪いと思われないだろうか。いや、思われてしまいそう。

　そんなふうに思われたら、死んでしまう。嫌いやすぎて死んでしまう。

「……咄とつ嗟さに身体が動いちゃうだけだから。何か考えがあったわけじゃないよ」

　僕ぼくが目を逸そらしながら言うと、「ふぅん」と灯あか里りちゃんは声に含ふくみを持たせる。彼女は目を細めながら、こちらの顔を覗のぞき込こむように見上げていた。

「そうなの。ざーんねん」

　と、全く残念じゃなさそうに言う。残念って何が。僕ぼくが問い返す前に、彼女は「それじゃねー」と手をひらひらさせながら歩いて行ってしまった。

「……どう答えるのが正解だったんだろう」

　置いていかれた僕ぼくは、ひとりでそう呟つぶやくことしかできなかった。

　いろいろあったものの、そこからはいつも通りの休日だった。家に帰ってからお風ふ呂ろに入り、晩ばん御ご飯はんを食べる。ただ、母さんには申し訳ないけれど、あまり晩ばん御ご飯はんの味はわからなかった。

　夕食を終えたあと、リビングでテレビを観みる。ソファにもたれながらダラっとしていると、いきなり頭に手を置かれた。見上げる。フード付きのスウェットと短パンという部屋着の沙さ知ちがそこにいた。沙さ知ちは僕ぼくの顔を見ずに、無愛想に言う。

「コンビニ行きたいんだけど」

「……行けばいいじゃない」

「夜怖こわいんですけど」

　コンビニへは行きたいけど、夜道は怖こわい。そういうことらしい。時計を見ると、既すでに二十一時を回っている。確かに妹ひとりで行かせるには危ないかもしれない。僕ぼくは身体を起こしながら、「お兄ちゃんにちゃんとお願いできたら行ってあげよう」と沙さ知ちに言うが、彼女はさっさと玄げん関かんへ向かってしまっていた。

　ふたりしてサンダルを履はいてコンビニへ向かう。近所のコンビニへ行くには公園の前を通らないといけない。ここが危ない。街灯も人通りも少なく、公園の生いけ垣がきが身を隠かくす場所を作るので、ひとりで通るにはいささか怖こわい。……まぁ、それを利用してカップルがイチャついているときもあるんだけど。

　公園の前を通り、コンビニへ入っていく。僕ぼくは買うものもないので、適当に店内をうろつく。妹は早かった。慣れた様子で雑誌と筆記用具をいくつか買うと、すぐに僕ぼくの元へ戻もどってきて、裾すそを引っ張ってくる。括くくった髪かみが静かに揺ゆれた。

「おにぃ、アイス食べたい」

「自分で買いなよ……」

　そう言いつつも、妹にねだられてしまうと兄としては弱い。結局、僕ぼくと沙さ知ちの分の棒アイスを買った。沙さ知ちはチョコで僕ぼくはバニラ。帰り道に食べながら歩いていく。

「おにぃ、一口ちょうだい」

「ん」

　アイスを突つき出だすと、がじっと沙さ知ちは齧かじっていく。

「僕ぼくも一口」

「やだ」

「噓うそだろ……」

　やりたい放題か、この妹……。

　ふたり並んで歩いていたのだが、公園の前で僕ぼくの足が止まる。沙さ知ちが「なに？」という顔で見上げてきた。それには答えずに、耳を澄すます。

「……何か聞こえない？」

「やめてよ。驚おどろかせるつもりなら、つまんないから」

　辛しん辣らつすぎる。そんなつもりは毛頭なくて、確かにさっき妙みような音が聞こえたのだ。生いけ垣がきの前でしばらく佇たたずむ。すると、はっきりと「がさっ」という音とともに生いけ垣がきが揺ゆれた。ガサガサと音と動きが大きくなる。猫ねこでもいるのだろうか。いや、これはちょっと大きすぎる。妹が僕ぼくの腕うでにすがりついて、僕ぼくの陰かげに隠かくれるのがわかった。でもお兄ちゃんもかなりビビってしまっているので、あまり頼たよりにはならなそうなんだけど。

　一ひと際きわ大きいガサッ！　という音とともに、それは正体を現した。

　生いけ垣がきの中から人の顔が飛び出す。夜道でも光ひかり輝かがやく銀色の髪かみ。眠ねむたげな瞳ひとみ。三つ編みが勢い良く飛び出したかと思うと、生いけ垣がきを叩たたきながら着地する。生いけ垣がきの中に身体を埋うめながら頭だけを出す少女。猫ねこではなく、白しろ熊くま猫ねこ。小こ春はるがなぜか、生いけ垣がきに埋うまりながら声を掛かけてきた。

「どうも、喜き一いち郎ろうさん。奇き遇ぐうですね」

「……どうしたの、小こ春はる。こんなところで、なんで埋うまっているの」

「お気になさらず。コンビニへ行く途と中ちゆうですので」

　どうやったらコンビニへ行く道のりで、公園の生いけ垣がきに埋うまることができるのか。それに関しては何も言わないことにした。代わりに、「小こ春はるもコンビニ行くんだ」と口にする。生活圏けんが不明というか、普ふ段だん何をしているかわからない精せい霊れいなので、コンビニという場所に行くのが何だかおかしかったのだ。

「………………」

　しかし、僕ぼくの問いになぜか小こ春はるは答えない。黙だまり込こんで翠みどり色いろの目を僕ぼくに向けている。

「そちらは、どなたですか？」

　彼女の目が僕ぼくから、僕ぼくにくっついている妹へ向けられた。あまりにもエキセントリックな登場の仕方をした小こ春はるに対して、沙さ知ちは警けい戒かい心しんを出しながら僕ぼくの陰かげに隠かくれている。

「あぁ、妹。妹の沙さ知ち。ほら沙さ知ち、挨あい拶さつして。この子はクラスメイトの白しろ熊くま猫ねこ小こ春はるさん」

「……どうも」

　沙さ知ちは僕ぼくの腕うでを摑つかんだまま、ぺこりと頭を下げるだけだった。普ふ段だんなら無愛想な、と注意するところだけれど、相手が相手だからなぁ……。生いけ垣がきに埋うまってるし。小こ春はるも気にした様子はなく、いつもの無表情顔を晒さらすだけだ。何も言おうとはせず、僕ぼくたち兄妹きようだいをただ見つめていた。

　このまま立ち去ってもよかったのだが、小こ春はるに訊ききたいことがあったのを思い出して、彼女に顔を近付けた。沙さ知ちには聞こえないように、ぼそりと。

「小こ春はる。ミッションってどうなった？」

　訊きいてはみたけれど、ダメ元だ。本当に達成しているのなら、その直後に小こ春はるが姿を見せているだろう。案の定、小こ春はるは「何も」と短く否定するだけだった。

「……そっか。ありがと」

　やはり達成には至らず、だ。こうなってくると、いよいよミッションの内容がわからなくなってくる。見当もつかない。ため息が出てしまいそうだ。これは週明け、また灯あか里りちゃんと話し合わないといけないだろう。

　小こ春はるは別れの挨あい拶さつもないままに生いけ垣がきの中へ戻もどっていった。最初からそこにはだれもいなかったかのように、公園に静せい寂じやくが戻もどってくる。

「おにぃの友達って、随ずい分ぶん変わってるね……」

　沙さ知ちが僕ぼくの腕うでに摑つかまったまま、呆あきれるように言った。小こ春はるを基準にされると僕ぼくも困るのだが。僕ぼくは何も言わずに、そのまま歩き出す。すると、なぜか沙さ知ちは僕ぼくの腕うでに摑つかまったまま、歩きづらそうにしながらついてきた。

「……いや、歩きにくいから。離はなれてよ」

「……腰こしが……抜ぬけて……」

　沙さ知ちは僕ぼくの顔を見ないまま、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情でそう言う。驚おどろき過ぎでしょ。僕ぼくは呆あきれながら、仕方なくそのまま妹を引きずっていった。今日はこんなんばっかか。

「ん？」

　その最さ中なか、妙みような視線を感じて振ふり返かえる。そこには暗い道が続いていた。頼たよりない街灯がわずかに道を照らしている。

　そこに見知った背中を見た。……気がした。暗くてよくは見えない。けれど、逃にげるように走っていく人がいる。髪かみの長い女性だ。揺ゆれる髪かみを見て、僕ぼくはひとりの人物を思おもい浮うかべた。

「灯あか里りちゃん……？」

　その背中はすぐに見えなくなってしまう。僕ぼくの呟つぶやきに返事をするわけもなく、沙さ知ちが怪け訝げんそうな顔で僕ぼくを見上げていた。

　……いや、多分人ひと違ちがいだろう。彼女のことばかり考え過ぎだ。髪かみが長ければみんな灯あか里りちゃんに見えてしまうのではないだろうか。

　ひとりで勝手に恥はずかしくなって、僕ぼくは頰ほおを搔かく。
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　　　※




　中学に上がったばかりの頃ころ。彼女と同じクラスになったことがある。

　もちろん僕ぼくは彼女に接せつ触しよくしようとはしなかったし、彼女もそうしようとはしなかった。

　避さけていると言えばそうなのかもしれない。

　ある日の放課後、ほかのクラスの男子に声を掛かけられた。だれかは覚えていない。けれど、きっと話す程度の仲ではあったのだろう。彼は廊ろう下かから、教室内にいる僕ぼくに手招きをした。

「悪いんだけど、山やま吹ぶきを呼び出してくれないかな」

　彼は緊きん張ちようを隠かくしもせずに言う。あぁきっと告白でもするのだろう。僕ぼくでも一目でわかるようなわかりやすさだった。

　彼女はモテた。中学生になって、より大人っぽくなって、綺き麗れいになって。新しい環かん境きようにおいて、彼女の存在はより煌きらびやかになっていた。告白も珍めずらしくない。もうすっかり、僕ぼくの手が届く位置からは離はなれてしまっていた。

　頼たのまれてしまったので、僕ぼくは彼女に近付く。久しぶりだった。初めて彼女を避さけて以来、一度も話したことがなかったのだ。

　彼女はクラスメイトとおしゃべりをしていた。みんな、屈くつ託たくなく笑っている。クラスの中心人物ばかりのきらきらした集まりだった。彼女はそこがとても似合う。

「あの」

　そのグループに声を掛かけると、おしゃべりが止まって僕ぼくに目を向けられる。「なに？」「どうしたの？」と声を掛かけてくる中、彼女だけは驚おどろいた顔で僕ぼくを見ていた。そして、すぐにその表情が緩ゆるむ。期待と少しの昂こう揚ようがそんな表情をさせていた。──と、思うのは自惚うぬぼれが過ぎるだろう。僕ぼくはそれを見なかったふりをして、彼女に声を掛かけたのだ。

「山やま吹ぶきさん」

　初めて口にするその名前。それを聞いた途と端たん、彼女からは表情が消えた。固まってしまった。けれど、僕ぼくは気にせずに言葉を続ける。

「あの人が、用があるから来てくれってさ」

　僕ぼくは教室の外を指差す。山やま吹ぶきさんはゆっくりとその指先を追っていった。表情がないまま。そうして、少しだけ笑う。呆あきれたような、がっかりしたような顔で、少しだけ笑ったのだ。

「ありがとう、青あお葉ばくん。すぐに行くわ」

　立ち上がって、教室の外へ向かっていく彼女。伝言を終えた僕ぼくは、彼女に背を向けて歩き出した。




　　　※







　週明けの月曜日。

　教室内の空気がいつもと違ちがう。

　僕ぼくが入ってきた瞬しゆん間かんに、ぴたりと静まり返った。驚おどろいて足を止めてしまう。周りを見み渡わたすと、クラスのみんなが僕ぼくに目を向けていて、何人かがひそひそと話し込んでいるのが見えた。好こう奇き心しんに満ちた笑みや、渋しぶい表情を作っている男子など、浴びたことのない視線が突つき刺ささってくる。

　何だろう……。

　僕ぼくは違い和わ感かんを覚えながらも、いつも通りに自分の席へ座る。そばを通るときに、前の席のつばさに「よう、色男」と声を掛かけられた。次は「大だい丈じよう夫ぶなのか、喜き一いち郎ろう」という声。秋あき人ひとだった。彼は僕ぼくの席まで駆かけ寄よってくると、心配そうな表情でそう言うのだ。

「どうしたのさ、ふたりとも」

　鞄かばんを下ろしていると、つばさが振ふり返かえりながら口を開いた。

「噂うわさになってるぜ。お前、休みの日に灯あか里りとデートしてたんだろ？　疎そ遠えんな幼おさな馴な染じみって言ってたくせに、なかなかやるじゃねぇか」

　つばさのシンプルな一言に、僕ぼくは啞あ然ぜんとした。噓うそだろ。なぜそんなことを知っている。だれかに見られていたのだろうか。

　そこで秋あき人ひとの顔を見てしまう。僕ぼくがデートに行くと言ったのは彼だけだ。だが、秋あき人ひとは違ちがう。秋あき人ひとは言いい触ふらすような人ではない。きっと秋あき人ひとならデートの相手を察していただろうけど、察した上で黙だまっていてくれたはずだ。

　どうしようもない焦しよう燥そう感かんが身体の中を這はいずり回まわる。やってしまった。考えてみれば当然だ。灯あか里りちゃんの容姿は目立つ。外を歩けばだれもが視線をつられるくらいに、彼女の容姿は際きわ立だっている。その視線の中に知り合いが混じっていたのだろう。彼女の隣となりに僕ぼくが立っていれば、あの男は何だ、という話になる。あらぬ誤解を与える。そうなれば、あとは話が大きく転がっていくばかり。迂う闊かつだった。知り合いが普ふ通つうにいるような場所で、ふたりで遊ぶべきではなかったのだ。

　僕ぼくがどう弁明したものか、と考えているうちに、僕ぼくの席にどっとクラスの男子が押おし寄よせてきた。つばさの話に乗るようにしながら、興奮気味に声を重ねていく。

「おいおい青あお葉ば、勘かん弁べんしてくれよ。あの山やま吹ぶきとデートだって？　俺おれはこんなにも人を憎にくいと思ったのは初めてだよ。彼女持ちってだけで腹立つのに、相手があの山やま吹ぶきって」

「俺おれなんて山やま吹ぶきにフラれてさぁ、『そういうのよくわかんないから』って言われてたのに、すげーショックだよ。マジかよ、青あお葉ば、お前マジかよぉ」

「聞いたんだけど、お前ら幼おさな馴な染じみなんだって？　やっぱつえーのかよ、幼おさな馴な染じみ。生まれで差ぁつけられたらどうしようもねーじゃん」

「くっそぉ、死ぬほど悔くやしいぞ、青あお葉ばァ。いいよなぁ、あんな彼女。うらやましー」

　僕ぼくが何かを言う前に、彼らは一方的に好き勝手なことを言ってくる。止める間もない。既すでに彼らは、実物の僕ぼくらの話をしていない。膨ふくらんだ噂うわさ話ばなしをさらに膨ふくらませて、盛り上がって楽しんでいる。盛り上がっているだけならまだいい。中には、本気で僕ぼくに恨うらみがましい視線を送る人もいた。

「ちょっと待てって、お前ら。喜き一いち郎ろうはまだ何も言ってないだろ。勝手なこと言うなよ」

　秋あき人ひとが咎とがめてくれるが、ほかの人たちは聞いていない。止められていない。

　確かに僕ぼくと灯あか里りちゃんはデートをした。しかしそれはミッションのためであり、特別な関係になったわけではない。そんな誤解をされるのは、彼女に申し訳ない。

　これは僕ぼくが一番恐おそれていたことだ。こんなふうに関係を誤解されてしまうことが。

　あれだけ綺き麗れいで人気のある女の子の相手が、僕ぼくみたいな平へい凡ぼんな男であっていいはずがないのに。

「ま、待ってって！　誤解だよ、僕ぼくとあか──山やま吹ぶきさんはそんなんじゃない！」

　慌あわてて、僕ぼくは大声を張り上げる。そんな声が僕ぼくから出てくるとは思わなかったのか、皆みな一様に驚おどろいた目を向けてくる。それで彼らのおしゃべりも収まった。秋あき人ひとだけが心配そうな目を向けてくるが、僕ぼくは改めて言う。

「別に僕ぼくは山やま吹ぶきさんと付き合っているわけじゃないし、そんな関係でもない。確かにこの前の休みはいっしょに遊んだけど、あのときは小こ春はるだっていた。ふたりきりってわけじゃない」

　僕ぼくの言葉に、そうなの？　と彼らは顔を見合わせた。咄とつ嗟さに出てきた話にしては上出来だ。らーめん屋だけだったとはいえ、あのときは小こ春はるもいた。噓うそを吐ついているわけじゃない。

　水を差すことができたのか、彼らの勢いは明らかに削そがれていた。代わりに、つばさが手を頭の後ろで組みながら、ぼそりと言う。

「でも最近お前ら、何だか仲が良さそうじゃん」

　髪かみを揺ゆらしながら、彼女は無責任にもそう言う。言い返そうとしたが、それより早くに周りの男たちが声を上げた。

「そういえば、俺おれも青あお葉ばと山やま吹ぶきがいっしょにいるところを見たぞ」

「あ、僕ぼくも。一回、弁当箱持ってどっか行くの見たことがある」

「でも、そのときも白しろ熊くま猫ねこがいたな。なに、青あお葉ばお前は結局どっち狙ねらいなの？」

「というか、そんな両手に花で、しかも片方が山やま吹ぶきさんっていうだけで俺おれは許せん」

「俺おれだってできるなら山やま吹ぶきといっしょに昼飯喰くいてえよ」

　先ほどまでの熱はないものの、それでも懲こりずに彼らは僕ぼくたちの関係を探さぐろうとしてくる。何もないと言っているのに。僕ぼくの口からどれだけ否定しようとも、もしかしたらあまり関係ないのかもしれない。発言権がないとでも言おうか。僕ぼくがひとりで喚わめいていても、きっとダメなのだ。

　これを否定できるというのなら、それは。

「お、山やま吹ぶきがやってきたぞ。これではっきりするな」

　教室の出入り口から灯あか里りちゃんが入ってくる。彼女はいつものように、眩まぶしい笑顔でクラスの人たちに挨あい拶さつをしていた。それを見て、すぐに彼女の元へと集まっていく男たち。男だけではない。今度はクラスの女子たちもそこに加わっていた。

「え、なに、どうしたの」

　急にクラスメイトに囲まれて、戸と惑まどいの表情を浮うかべる灯あか里りちゃん。そして、先ほどの僕ぼくと同じように彼女は問とい詰つめられていた。「青あお葉ばとデートしていたのは本当なのか」「もしかして付き合っているのか」。今度は男女ともにである。

「あぁ、なに。もしかして、だれか見ていたの？」

　参ったな、と彼女は照れくさそうに笑う。ほのかに頰ほおを赤く染めて、恥はずかしそうに笑みを浮うかべている。

　──待ってくれ。

　心臓が大きく跳はねる。ダメだろう、その反応は。そんな誤解されるような反応をしちゃダメだ。

　思った通り、みんな驚おどろきを浮うかべている。男子は信じられない、と啞あ然ぜんとして、女子たちは湧わき立たっている。「あぁでも、別に付き合っているわけじゃないわよ」という彼女の言葉は、きちんと届いているのかどうか怪あやしかった。

　何人かが振ふり返かえり、僕ぼくの顔を見つめている。その表情が物語っている。なんで、あんな冴さえない男に、と。

　そう、灯あか里りちゃんはずば抜ぬけてかわいい。世界一だ。世界一かわいい女の子だ。そんな彼女が、こんなふうに普ふ通つうの男と付き合っていていいはずがない。普ふ通つうの高校生なら釣つり合あわない。灯あか里りちゃんも、なぜそんなふうに笑ってしまえるのか。自分がどれだけ好かれているのか、その気持ちが募つのって呪のろいと化したことを忘れてしまっているのだろうか。

　このままではダメだ。許されていい状じよう況きようじゃない。

　僕ぼくは急いで、彼女たちの元へと走っていった。僕ぼくの顔を見て、「お、おい、喜き一いち郎ろう」と秋あき人ひとが不安げに声を掛かけてきたが、ここは無視をさせてもらった。

「そんな誤解されるようなことは言っちゃダメだ。山やま吹ぶきさん、はっきりと僕ぼくたちは何の関係でもないって言うべきだよ。この前の休みは、ただちょっと用事があって、遊んだだけだって」

　人ひと垣がきになってしまっているところをかき分けて、僕ぼくは灯あか里りちゃんにそう言う。はっきりと言う。すると彼女は、僕ぼくがそこまでして否定しに来たことに驚おどろいたようだった。そして、ちょっと不満げに顎あごを引く。

「……なに、その言い方。わたしと噂うわさになるのがそんなに嫌いやなの？　困るの？」

「困るでしょう」

　君が。

　特別である君が、選ぼうと思えばいくらでも選べる君が、呪のろいのせいでいっしょにいた僕ぼくと誤解を受けるなんて、あってはならないことだろう。

　僕ぼくのはっきりとした物言いに、灯あか里りちゃんは目を見張った。その表情のまま数秒ほど固まってしまう。

「……あぁ。やっぱり、そういうことなのね」

　僕ぼくからそっと視線を外したかと思うと、彼女はなぜか自じ嘲ちよう気味な笑みを浮うかべた。そして、小さなため息を吐つく。

「はい、みんな聞いたとおり。わたしと青あお葉ばくんは別に何もないわよ。ていうか、青あお葉ばくん、彼女いるし」

「え」

　彼女の妙みような言動に、今度は僕ぼくが驚おどろかされる。それは周りも同じようで、男子たちが「え、なに、お前彼女いたの？」と取り囲んできた。いや、僕ぼくも知らないんだけど。

「前の休みは、青あお葉ばくんが彼女にプレゼントを贈おくりたいっていうから付き合ってあげただけよ。小こ春はるもいっしょにいたしね。ラブラブな彼女なんだってさ、羨うらやましいわよね」

　灯あか里りちゃんは素そっ気けなくすらすらと言う。まるで本当にそんなことがあったかのようだ。そんな爆ばく弾だんめいた言葉を残して、灯あか里りちゃんはさっさと自分の席へ歩いて行ってしまった。

　急速に場の空気が元に戻もどっていく。「山やま吹ぶき灯あか里りが男とデートをしていた」という話の真しん偽ぎが判明した今、盛り上がるべき話題がなくなったからだ。

　実際のところ、こういう話は何度か繰くり返かえされている。「山やま吹ぶき灯あか里りに彼氏ができた」。こんな噂うわさが持ち上がっては、本人が否定して終了。噂うわさになった男の方に訊きいてみても、違ちがうくせに思わせぶりな態度を取ったり、何も言わなかったりするパターンが多いのだが、大たい抵ていは灯あか里りちゃんの方が否定して終わるのだ。

　今回は新たな火種はあるものの、「山やま吹ぶき灯あか里りの彼氏説」に比べると、熱量の差は歴然としている。僕ぼくの彼女に興味があるのは男どもくらいなもので、その度合いも大きくはない。

　僕ぼくはクラスメイトに実在しない恋人のことを訊きかれながら、目は灯あか里りちゃんだけを追っていた。ほかの人には曖あい昧まいな返事を続けながらも、秋あき人ひとの「喜き一いち郎ろう。一度、山やま吹ぶきさんとちゃんと話をしておいた方がいいぞ」という言葉だけには力強く頷うなずいていた。







「山やま吹ぶきさん、ちょっと話があるんだけど」

　休み時間の合間、僕ぼくは灯あか里りちゃんがひとりになるタイミングで話しかけた。彼女が教室から出ていくのを見計らって。おそらくトイレにでも行くんだろう。トイレ前に話しかけるのは心苦しいけれど、彼女はなかなかひとりにならないので、仕方なかった。

　後ろから追いかけて、彼女の肩かたを叩たたきながら声を掛かける。予想外だったのは彼女の反応だ。振ふり返かえった表情は実に暗かった。目を伏ふせながら、投げやりに「なに」と返されてしまう。

「ええと……、ここじゃ話しづらいから、放課後とかダメかな」

　灯あか里りちゃんの反応に戸と惑まどいながらも、僕ぼくは用件を伝える。彼女はすぐには頷うなずかなかった。窓の外に目を向けると、力のこもっていない声で言う。

「わたし今日掃そう除じ当番だし、そのあとちょっと用事があるから、話せるのはかなりあとになるけど」

「それでもいいよ。待ってる」

　遠回しに断られているのはわかったけれど、話すなら今日じゃないとダメだ。それも直接話したかった。待てと言うのなら待とう。

「………………」

　待つと言った僕ぼくに、灯あか里りちゃんは微び妙みような表情を向けてくる。いいとも悪いとも言わない。無言で僕ぼくを見つめてくる。それが何かを訴うつたえているように見えたけれど、その内容までは僕ぼくにはわからなかった。

　……沈ちん黙もくが辛つらい。世間話でもいいから、口を開きたい。必死で話題を探していると、昨日の光景が頭にふっと浮うかんだ。公園前の光景だ。あのとき、彼女に似た人を見た。僕ぼくは深い意味もなく、思いついたことをそのまま口にする。

「そういえば山やま吹ぶきさん、一昨日の夜って公園の前にいた？　ほら、近所のあの公園」

「え」

　僕ぼくの言葉に、灯あか里りちゃんは虚きよを突つかれた表情を浮うかべる。肩かたをびくっとさせて、一歩身を引いた。手が髪かみに伸のびていく。忙せわしなく髪かみを撫なでながら、「え、えぇ？　一昨日？　い、行ってないけど？」と目線を泳がせる。

「そっか。いや、一昨日ね……」

「し、知らないったら知らなーい！　何のことやら！　それじゃ、わたしちょっとお花を摘つみに行かないと、ね！」

　彼女は強引に話を打ち切ってしまうと、さっさか逃にげて行ってしまった。……そんなにトイレに行きたかったのだろうか。だとしたら申し訳ないことをした。どうやら、一昨日の人は見み間ま違ちがいだったようだし、気にする必要もなさそうだ。まぁ元々大事な話っていうわけでもない。大事な話は放課後だ。

　で、放課後。

　彼女と約束を取り付けた……、と思うので、僕ぼくは教室で待っていた。

　教室からはすっかり人ひと気けが失うせていた。最初はだらだらおしゃべりする生徒も、部活へ行くために準備する生徒もいたけれど、時間が経つにつれて減っていった。ほかの教室にも残っている生徒はいないのか、廊ろう下かからも人の声は聞こえない。静けさだけが残っている。教室に残っているのも、今では僕ぼくと、それと小こ春はるだけだ。さっきまで秋あき人ひとがいっしょにいてくれたけれど、僕ぼくと小こ春はるだけになると「それじゃ、頑がん張ばれよな」と帰っていったのだ。

　僕ぼくが何かを言ったわけではないのに、小こ春はるは自分の席に黙だまって座っていた。動かずにじっとしている。話しかけるような雰ふん囲い気きでもないので、僕ぼくも自分の席で待っていた。随ずい分ぶん静かだ。まるで校内にはだれもいないんじゃないか、と錯さつ覚かくするほどに。気が付けば、窓の外は既すでに日が暮れ始めている。夕暮れの色が教室に入り込んでいた。

「……まだ、待ってたんだ」

　しばらく経ってから、灯あか里りちゃんが教室へやってきた。扉とびらに手をかけながら、力のない表情で言う。

「小こ春はるもいるし」

「わたしのことはお気になさらず」

　そう言って、小こ春はるは目を瞑つぶった。不思議なもので、それだけで彼女の存在が希き薄はくになるような気さえした。

　灯あか里りちゃんは大きく息を吐はくと、重い足取りで僕ぼくの席の前へ座る。つばさの席だ。そこへ腰こしかけながら、「それで？」と問いかけてくる。話って何なの、と。

「青春ミッションに関すること？」

　灯あか里りちゃんの口から、その言葉が飛び出してくる。そう言われると思い出す。初めて青春ミッションに関わったときの教室も、こんなふうに夕暮れの中だったな、と。

「そう。結局、ミッションの内容も把は握あくしきれていないし、改めて話し合おうよ」

「…………」

　彼女は黙だまって僕ぼくの顔をじぃっと見つめていた。僕ぼくの話を聞いているのだろうか。山やま吹ぶきさん？　と名前を呼ぶと、視線を外して「聞いてるってば」と髪かみをかきあげた。

「……どうしたの、山やま吹ぶきさん。なんか機き嫌げん悪くない？」

「べっつにぃ。悪くなんか、ないでっすけっどぉ」

　ぶー、とでも聞こえそうなくらい、不ふ機き嫌げん顔がおで彼女は唇くちびるを尖とがらせている。何なのだろう。ここまで露ろ骨こつに機き嫌げんが悪いところを見たことがないから、どう対処していいかわからない。妹はいつもこんな感じだけど、沙さ知ちみたいに接するわけにはいかないだろうし。

　僕ぼくが困っていることが伝わったのか、僕ぼくをちらりと見てから軽く息を吐はく。椅い子すに座り直してから、形のいい唇くちびるを動かした。

「青春ミッションに関することよね。結局、休みのときに遊びに行ったのはハズレだったみたいだし、改めて手て掛がかりを探さなきゃならない。そういうことでしょ？」

　彼女の言葉に僕ぼくは頷うなずく。

「そう。ミッションをやろうにも、そのミッション内容の見当がついていないんだから、まずそこから。で、山やま吹ぶきさん。何か思い当たることってある？」

「そう言われても、難しいのよね」

　灯あか里りちゃんは頭に手をやりながら、ため息まじりに言う。やはり何も思いついていない様子だ。こうなってくると、ミッションに挑ちよう戦せんすることもできない。進めることができない。灯あか里りちゃんがあの難解な文章から挑ちよう戦せんすべき事こと柄がらを思いつかないかぎり、僕ぼくにできることはないわけだ。

「ねぇ、山やま吹ぶきさん。これは提案なんだけど」

「なに？」

「山やま吹ぶきさんがミッションで何をすべきか思いつくまで、こうやって会うのをやめない？」

「────」

　彼女の動きがぴたりと止まる。しばらくその体勢のままで固まり、顔をゆっくりと僕ぼくへ向けた。その表情には何の感情も映していない。イエスともノーとも言わない。ただ僕ぼくを見つめている。空気が急速的に重苦しいものへと変わっていくのが感じ取れた。

「──どうして」

　ようやく灯あか里りちゃんの口から出てきた声にも、感情が乗っていない。無機質な声だ。その声が、周りの温度さえも冷たいものに変えていく。それ以外は何も聞こえない。校舎の外では部活をやっているだろうし、校舎内にも人は残っているはずなのに、この教室にはほかの音が聞こえてはこなかった。

　重くなっていく空気に困こん惑わくしながらも、僕ぼくは話すのをやめなかった。

「今朝のことを考えたらわかるでしょう。僕ぼくたちの関係が誤解されてる。あの場で否定しても、そのあとふたりでいたら説得力なんてないしさ。一回離はなれた方がいいよ」

　今朝の騒そう動どうははっきり言って危あやうかったし、灯あか里りちゃんの機転がなければ本当に誤解されていただろう。デートしたのは事実だからだ。僕ぼくも彼女も迂う闊かつだったとしか言いようがない。灯あか里りちゃんのことを考えれば、もうあんなことはやめた方がいい。いっしょにいるのもだ。

「ミッションがわかれば教えてくれればいいし、内容次し第だいでは僕ぼくがミッションをひとりでもこなすから。……山やま吹ぶきさん？」

　彼女は聞いているのかいないのか、表情を変えないまま動かなかった。目を伏ふせながら、小さな口がわずかに動く。

「……わたしとそういうふうに誤解されたら、困るんだ」

　驚おどろいた。その言葉の内容にはもちろん、その声の質にだ。冷たく、突き放すような声。聞いているだけで不安になるような声。不ふ穏おんな空気が教室を満たす。焦あせりを覚える。慌あわてて僕ぼくは、口を開いた。

「え。いや。困るのは山やま吹ぶきさんの方でしょ？」

「なんでわたしが困るのよ」

　伏ふせていた目を上げて、彼女は僕ぼくを見た。無表情だった彼女の顔に、怒いかりの感情が宿っているのが見て取れた。それを見て驚おどろく。灯あか里りちゃんが怒おこっている。

　瞳ひとみに映る怒いかりの感情と、わずかに混ざる哀かなしみの色。灯あか里りちゃんが怒おこるところを見たことはある。けれど、これは別物に感じた。普ふ段だんの怒いかりとは程ほど遠とおい。

　灯あか里りちゃんが本当に怒おこっている。

　なぜ、だろうか。

　そんな表情を見たことがなかった僕ぼくは、戸と惑まどいながらも口を開く。僕ぼくとしても引けないのだ。

　けれどそれが、トドメになった。

「いや、だって。僕ぼくみたいな人が彼氏だと思われたら、山やま吹ぶきさんは嫌いやでしょ……？　僕ぼくは普ふ通つうの高校生で。山やま吹ぶきさんは可愛かわいくて、みんなから好かれていて、人気があるのに誤解される相手が僕ぼくじゃ……」

「もういいッ！」

　突然声を張り上げて、灯あか里りちゃんは立ち上がった。勢い良く机を叩たたく。静かだった教室の中に、弾はじけたような音が鳴なり響ひびく。彼女は机を叩たたいた体勢のまま、顔を伏ふせながら叫さけんだ。

「正直に言えばいいじゃない！　そんなわざとらしい言葉を重ねたりしないで！　わたしと恋人だって誤解されて困るのは、あなたの方でしょう!?」

「な、なにを……」

　思い切り声を叩たたきつけられる。彼女の勢いに気け圧おされて、言葉が上手く出てこなかった。彼女がどういう意味で言っているのかわからず、訊きき返かえそうとしたが、それよりも早く灯あか里りちゃんは顔を上げた。その顔に既すでに怒いかりはない。皮肉めいた引ひき攣つった笑みを浮うかべながら、彼女は僕ぼくに顔を近付けてくる。

「だって、そうでしょう？　あなたには可愛かわいらしい彼女がいるんだもの。ただの幼おさな馴な染じみと休日を潰つぶしてまでいっしょにいるなんて、嫌いやに決まってる。それとも彼女に何か言われた？　それなら、そう言えばいいじゃないッ！」

　再び彼女は叫きよう喚かんする。「ちょ、ちょっと待ってよ」と僕ぼくは灯あか里りちゃんに手を向けるが、次の言葉が出てこない。混乱が抜ぬけていかない。彼女、彼女ってなんだ？　あれは、僕ぼくと灯あか里りちゃんの関係をごまかすための方便じゃなかったのか……？

　僕ぼくが腰こしを浮うかしかけて、何から訂てい正せいするべきか迷っていると、灯あか里りちゃんははっとしたような表情を浮うかべた。我に返ったようで、彼女は唇くちびるを嚙かみながら顔を右手で覆おおう。髪かみがくしゃりと押おし潰つぶされる。一歩二歩、と後ずさりながら、「あぁもう……！　こんなんじゃバカみたいじゃない……！」と苛いら立だった声を上げた。

「あぁ、ようやくわかったわ。わたしにもわかった。こんなふうなんだ。こんなにも苦しいものなんだ。そりゃ呪のろいにもなるわよ、こんなどうしようもない感情が沸わけば……ッ！」

　灯あか里りちゃんはぶつぶつと独り言を重ねながら、胸に手を当てて苦しそうな声を上げる。慌あわてて、僕ぼくは彼女の元へ駆かけ寄よろうとした。

「来ないでよッ！」

　足が止まる。見たこともない完全な拒きよ絶ぜつに、無理矢理に動きを止められる。灯あか里りちゃんは顔を上げると、鋭するどい目つきで僕ぼくを串くし刺ざしにした。

「いい。もういい、無理してわたしを手伝って欲しくなんかない！　ミッションもわたしがひとりでやるんだから、あなたはもう関わらないでッ！」

　彼女はそう叫さけぶと、そのまま教室から走って出て行ってしまった。呆ぼう然ぜんとする。小さくなっていく足音を聞きながら、僕ぼくは力なく椅い子すに座りこんだ。

　なんで。

　なんでこうなるんだろう。

　教室の中に取り残される。さっきまでの熱が噓うそのように、教室内は静まり返っていた。当たり前だ。僕ぼくしかいないんだから。こうなってくると、さっきまでのやり取りも現実のものか疑わしく思えてくる。……いや、これはただの現実逃とう避ひか。

　徐じよ々じよに太陽が沈しずんでいき、教室内に入ってくる光も少なくなってきた。夜が近い。そろそろ帰らないと、完全下校時間になってしまう。だというのに、僕ぼくの足は全く動かなかった。

　ただ、ショックな反面、これでよかったんじゃないかという気持ちが湧わいてくる。僕ぼくの望んだ通りじゃないか。喧けん嘩か別わかれのようになってしまったし、彼女も妙みような誤解はしているけれど、離はなれることはできた。これで周りに関係を邪じや推すいされることもないだろう。ミッションは僕ぼくがやればいい。結局内容の見当はつかないままだけれど──。

「追いかけないんですか」

　突然聞こえてきた声にびくっとする。小こ春はるだ。そういえば、彼女は教室内にいた。気配を感じ取れなかったので、すっかり忘れていた。

　小こ春はるは僕ぼくのそばに近寄ると、無感情な瞳ひとみを僕ぼくへ向けていた。さっきのやり取りを人に見られていた、という気き恥はずかしさから、僕ぼくの返事は自然とぞんざいなものになってしまう。

「追いかけるって、なんでさ」

「灯あか里りさんは誤解をしています。そしてそれはきっと、喜き一いち郎ろうさん。あなたも。それを解かないままでいいんですか」

「僕ぼくも……？」

　灯あか里りちゃんが何かを誤解しているのはわかっている。しかし、僕ぼくも？　本当にそうなら気にはなるけど、どうすればいいというのか。

　僕ぼくはその言葉には答えずに、俯うつむき気味に小こ春はるへ尋たずねる。

「小こ春はる。呪のろいを受けているのは山やま吹ぶきさんだけど、ミッションをこなすのは僕ぼくだって言っていたよね」

「はい」

「じゃあ、僕ぼくのそばに彼女がいなくても、問題はないわけだ。僕ぼくひとりでミッションをこなせばいいんだから」

　僕ぼくが独り言のように言うと、小こ春はるは首を傾かしげた。無表情のまま、感情が乗っていない声で言う。

「灯あか里りさんにもういいと言われて、あんなケンカをしたのに、あなたはミッションをひとりでもこなすと言うのですか」

「当たり前でしょ。僕ぼくがやるって決めたんだから」

　何をバカな、という話だ。たとえどんなに彼女に嫌きらわれようと、拒きよ絶ぜつされようと、灯あか里りちゃんを助けるためにミッションはこなす。それは絶対だ。投げ出すことはありえない。僕ぼくは彼女を助けると決めているし、約束もしているのだから。

「わかりませんね」

　彼女は短く否定する。

「そこまで灯あか里りさんのことを想っているのに、なぜ灯あか里りさんの隣となりにいることは否定するんですか。自分から遠ざけるようなことをする理由がわかりません」

「理由ってそれは」

　僕ぼくは困こん惑わくする。小こ春はるはずっとこの教室にいたはずだ。僕ぼくと灯あか里りちゃんとの会話は彼女にも届いている。僕ぼくらの話を聞いていれば、その意味はわかるはずなのに。

　突っぱねてもよかったんだろうけど、なぜか僕ぼくはムキになっていた。手に力が入るのを感じながら、僕ぼくは口を開く。

「聞いていたでしょ。僕ぼくが山やま吹ぶきさんといっしょにいたら、周りに誤解される。実際に誤解された。恋人同士なんじゃないか、って。それは彼女に悪いって言ってるの。あれだけ可愛かわいくて、人気のある女の子が、僕ぼくみたいな普ふ通つうの高校生と付き合っていると思われるなんてダメなことだし、それなら距きよ離りを取った方が──」

「そんなものは青春ではない」

　ぴしゃりと話を打ち切られて、僕ぼくは口をつぐむ。今まで聞いたことがない力強い声だった。僕ぼくが驚おどろいていると、小こ春はるが机に手を置いて、僕ぼくに顔を近付けてくる。銀色の髪かみと夕焼けの色が混じり合い、視界が幻げん想そう的てきに染まる。今見ているのも夢なんじゃないだろうか。そんなことを思ってしまうほどだ。

　彼女は僕ぼくの目をまっすぐに見つめながら、問いかけるように言う。

「そうしてくれって、一度でも灯あか里りさんは言いましたか。誤解されるのが嫌いやだと彼女が言いましたか。灯あか里りさんがそれを望んでいると、本気で思っているんですか？」

「……言っては、ないけど。でも、それは。普ふ通つうの高校生なら、この選せん択たくは……」

　揺ゆらぐ。揺ゆらぐ。揺ゆさぶられる。確かに灯あか里りちゃんはそんなことを言っていない。僕ぼくがそう思っているだけだ。しかし、これは子供のときと同じ選せん択たくで、実際にこれが正解だったはずだ。あのときも彼女は僕ぼくを必要としていなかったわけで──あぁいや、でもあれは、誤解だったんだっけ……？

　いや待て。先走るな。落ち着いて考えれば、答えは出てくる。確かに僕ぼくは灯あか里りちゃんから否定されたわけではない。

　かといって、必要とされているわけでもない。

　なら、僕ぼくがやろうとしていることは別に間ま違ちがいではないのではないか。彼女が言わないのなら、そういうことなんじゃないだろうか。

「まぁきちんと話さない灯あか里りさんも灯あか里りさんなんですが。あなたたちは何も言わなすぎるんです」

　まるで僕ぼくが言おうとしていることを先回りしているかのようだった。出鼻をくじかれて言葉に詰つまっていると、小こ春はるは話を続けていく。

「自分たちが以い心しん伝でん心しんとでも？　自うぬ惚ぼれないでください。人が考えていることなんて普ふ通つうはわかりません。何十年連つれ添そった夫婦だろうが、生まれたときからいっしょの親子だろうが、それは同じ。言わなければ伝わりません。言葉にしなければ届きません。そうしないでわかった気でいるのは、ただの傲ごう慢まんです。あなたたちはお互たがいをわかった気でいて、その傲ごう慢まんの上で離はなれようとしているんですよ」

　……そうなんだろうか。

　確かに、子供の頃ころはそれで失敗している。……そう、失敗なのだ。それは先日のデートのときに思い知った。僕ぼくは「特別じゃない自分が特別な灯あか里りちゃんのそばにいるべきではない」と思って離はなれた。灯あか里りちゃんは「青あお葉ばくんを怒おこらせただろうから、その原因がわかるまでは謝あやまれない」と思って追いかけなかった。もしあのときにきちんと自分の心の内を言っていれば、今のような状じよう況きようにはならなかったのかもしれない。

　……しかし、今はちょっと状じよう況きようが違ちがう。僕ぼくは「灯あか里りちゃんは僕ぼくの関係が誤解されるのは嫌いやだろう」という思いで彼女から離はなれようとしている。そこを覆くつがえせるほど自分に自信はない。「僕ぼくが彼氏と思われても、灯あか里りちゃんは平気だろう」とはとても言えやしない。

　やっぱり無理だ。そう言おうとするが、それより先に小こ春はるは僕ぼくに指を差して口を開く。

「喜き一いち郎ろうさん。あなたはまず、灯あか里りさんがどう思うかという話より前に、まずは自分がどうしたいかを言うべきなんですよ」

「自分がどうしたいか……？」

「灯あか里りさんといっしょにいたいか、そうでないか。その気持ちを正直に伝えるだけでいい。その答えを聞いてから、次の行動へ移せばいい。彼女のために試練を受けるとまで言ったあなたです、それくらい簡単でしょう？」

「………………」

　自分がどうしたいか。いっしょにいたいかどうか。そんなの考えるまでもない。

　いっしょにいたいに決まっている。彼女の隣となりにいたいに決まっている。

　しかしそれは、あまりに自分本位な欲求だ。自分のことだけしか考えていない、灯あか里りちゃんのことを考えていない、ただただ自分の望みを口にしているだけのもの。

　そうやって彼女に自分の欲求をぶつけた人が多かったからこそ、彼女は呪のろいに吞のみ込こまれてしまったのではないか。

「だからこその青春なんですよ」

　小こ春はるが僕ぼくを見下ろしながら、静かに、だけどはっきりと言う。

「喜き一いち郎ろうさん。あなたはまだ高校生です。この先、歳としを重ねていけば、必ず言いたいことも言えなくなるところに行きつくでしょう。感情を出せないこともあるでしょう。年ねん齢れい、職業、環かん境きよう、立場。抱かかえるものが増えれば、それだけ自分の意思は削けずられる。好きな人に素直に好きだと言えないときがくるかもしれない。今だけ、今だけなんですよ。自分の感情をみっともなく曝さらけ出だし、泣なき喚わめきながら恥はじをかけるのは。恥はずかしいことを平気で言えるのは。好きだから好きだと言えるのが。それが──」

　それこそが。

　青春なんですよ。

　彼女は静かにそう言った。

　ガタっと僕ぼくは立ち上がる。自分で意識する前に身体が椅い子すを引いていた。机に手を突きながら、瞬まばたきを繰くり返かえす。小こ春はるの言葉が頭をぐるぐると回り続けて、自分でも何がしたいのかわからないまま立ち上がっていた。それと同じように、口から声が漏もれ落おちていく。

「自分の伝えたいことを……、自分勝手に……、言っていいのかな……」

「少なくとも、灯あか里りさんに告白した人たちはそういう人たちです。そして、彼らの方がよっぽど普ふ通つうですよ。普通の高校生ならですよ」

「そっか」

　僕ぼくは頷うなずく。そう言ってもらえてようやく、僕ぼくはそこから一歩を踏ふみ出だすことができた。

　僕ぼくは特別ではない。普ふ通つうだ。ならば。

「──普ふ通つうの高校生なら」







　走った。

　走った。

　走るなと言われている廊ろう下かを走はしり抜ぬけ、階段を何段も飛ばし、転がりそうになりながら、ぶつかりそうになりながら、みっともなく走っていく。下校時間を過ぎていてよかった。人には見られたくない、あまりにも格好悪い姿だろうから。

　靴くつを履はき替かえ、学校の敷しき地ち内ないを勢い良く駆かけ抜ぬける。外は日が落ちかけていて、既すでに夜の色に染まり始めていた。グラウンドにも生徒はいない。随ずい分ぶん話し込んでいたことがわかる。突然走り出したせいで早くも足がつりかけていたが、歯を喰くいしばって地面を踏ふみしめた。

　校門に差さし掛かかったところで、灯あか里りちゃんの後ろ姿が見えた。とぼとぼとひとりで歩いている。長い髪かみが背中を覆おおっているが、落とした肩かたは隠かくせない。下校だというのに手には鞄かばんはなく、そしてそれは僕ぼくも同じだということを思い出した。

「山やま吹ぶきさんッ！」

　彼女の姿を見つけて、僕ぼくは名前を叫さけぶ。思い切り叫さけぶ。すると、彼女ははっとした様子で振ふり返かえった。その瞬しゆん間かんである。灯あか里りちゃんはすぐさま僕ぼくに背を向けて、全力で走り出したのだ。

「──うそぉッ！」

　慢まん心しんしていた。僕ぼくは彼女を追いかければ、話を聞いてくれると思っていた。まさか、こうまで拒きよ絶ぜつされるとは。フラれた男子でもここまでではあるまい。一いつ瞬しゆん心が折れかけたけれど、ここで諦あきらめては前と同じだ。僕ぼくは足によりいっそう力を込めて、彼女の背中を追いかけた。

「待って、山やま吹ぶきさん！　話を聞いて！」

「聞くような話なんかないわよッ！」

　走る背中に声を張り上げる。制服にローファーだというのに、彼女は全力で走っていく。振ふり返かえりもせず、彼女もまた声を張り上げながら。始まった夜の中を、灯あか里りちゃんは髪かみとスカートを揺ゆらしながら、駆かけ抜ぬけていく。

　校門を抜ぬければ、その先は住宅街。坂道になっていて、そこを下ると駅がある。下り坂の力を借りて、彼女はぐんぐん速度を上げていった。転ぶんじゃないか、という心配を跳はねのけるように、見事なフォームで地面を蹴けっていく。

「なんで逃にげるのさッ！」

「あなたが追いかけるからでしょう!?」

　もうめちゃくちゃだ。頭に血が上った彼女は僕ぼくの話なんて聞くつもりはなく、このまま逃にげて行ってしまうつもりのようだ。

「くっそ、速いッ！　山やま吹ぶきさん……ッ！」

　男の意地で捕つかまえたいところだけど、彼女の勢いは留まることを知らない。速すぎる。僕ぼくだって、運動神経は悪い方じゃないというのに、どれだけ必死に走っても追いつける気配がない。あぁそういえば、灯あか里りちゃんって美容と健康のために毎朝走ってるんだっけ……？

　離はなれていくわけじゃないけれど、一定の距きよ離りが開いてしまって縮まらない。追いつけない。前までの僕ぼくたちの距きよ離りのように、そこにずっと居座っている。それが腹立たしい。追いつかせるつもりなど、毛頭ないようで。

　僕ぼくはぐっと手に力を込めて、口を開いた。

「山やま吹ぶきさん……、やまぶ……、灯あか里りちゃんッ！　僕ぼくは君に伝えなくちゃいけないことがある！」

　止まってくれないならそれでいい。話を聞くつもりがないならそれでいい。それなら僕ぼくは、ただ自分の言の葉を彼女にぶつけるだけだ。

　今まで灯あか里りちゃんに惚ほれ込こんだ人たちがそうしてきたように。

「君は世界一かわいくて、みんなにも好かれていて、どこからどう見ても特別な人間だ！　でも僕ぼくはそうじゃない、どう見ても平へい凡ぼんな人間なんだ！　だから、君から離はなれようとした！　特別な人である君が、僕ぼくなんかといっしょにいたら、何だか君の価値が下がってしまうような気がして、それが怖こわかったんだ！　僕ぼくが子供の頃ころに離はなれたのも、それが理由！　それ以外に理由はないし、僕ぼくはいつでも君の力になりたいと思ってる！　たとえ君が僕ぼくを拒きよ絶ぜつしようとも、大だい嫌きらいになったとしても、そこだけは絶対だ！　僕ぼくは君を、絶対に助けるッ！」

　全力疾しつ走そうしながらの叫きよう声せいは辛つらいものがあったが、それでも僕ぼくは続ける。言う言葉を決めていたわけでもないのに、僕ぼくの口からはどんどん言葉が溢あふれていた。本音というのはこういうものなのだろうか。無責任ながらも力強く、僕ぼくは僕ぼく自身の言葉を彼女にぶつけていた。

　しかし、それが届くかはまた別問題だ。彼女は、走りながら、「うるさい、うるさい、うるさい、うるさい……ッ！」と呻うめくように言いながら振ふり向むいてもくれない。

「灯あか里りちゃん……ッ！」

　彼女は構わず走はしり抜ぬけていく。そして、駅が見えてきたところで彼女は制服から定期を取り出した。あのまま電車に乗るつもりだ。ひどい偶ぐう然ぜんもあるもので、今まさに電車が駅に向かってきている。このまま改札を通れば、彼女はあの電車に乗ってしまうだろう。そうなるとまずい。僕ぼくは定期も財さい布ふも学校の鞄かばんの中で、追いかけようがない。改札を抜ぬけられたら、追いかけることができない。

　それはダメだ。今、今日という日を逃のがしたら、もう二度と彼女といっしょにいられなくなってしまう。そう確信めいた思いがあった。それは絶対に嫌いやだ。絶対に、絶対に嫌いやだ！

「灯あか里りちゃん！　僕ぼくは、君がこの世で一番、一番大切な人なんだ！　だれよりも何よりも、どんなものよりも！　僕ぼくは君のことが大切なんだ！　だから、話を聞いてくれ──ッ！」

　大声で叫さけぶ。身を焦こがしそうなほどに恥はずかしい言葉を、全ぜん身しん全ぜん霊れいで叫さけんだ。こんなにも大きな声を出したのは、こんなにも魂たましいを乗せて声を出したのは、生まれて初めてだった。

「……ッ！」

　灯あか里りちゃんは顔を伏ふせて、何事か呟つぶやいていた。速度を緩ゆるめることなく、しばらく目を伏ふせていたけれど、「そんなの、信用できるわけがないでしょう……ッ！」と震ふるえる声で言ったのが聞こえた。

　彼女は定期を持ったまま、改札へ走っていく。あと数秒もすれば駅の構内へ入っていく。未だ距きよ離りの差は縮まらず、彼女の手を摑つかむことはできない。遠くから手を伸のばしても、虚むなしく空を切るだけだ。なんてことだろう。どれだけ声を張り上げても、僕ぼくの声は彼女に届かないのだろうか。

　歯を喰くいしばる。悔くやしさで頭がおかしくなりそうだ。思い切り拳こぶしを握にぎりながら、それでも最後まで諦あきらめない。さらに足に力を込める。そこで風を感じた。力強い突風が、僕ぼくたちの間を抜ぬけていく。そしてそれに乗って、何かが飛んできたのが見えた。

「……！　桜……？」

　桜の花びらが一枚、僕ぼくの方へ舞まい込こんでくる、鼻を掠かすめたかと思うと、そのまま後方へ飛んでいった。むず痒がゆさが鼻を襲おそう。まるでくすぐられたかのようで、もう少しでくしゃみが出そうになった。

　その動きも不思議だったが、ここに桜の花びらがあるのもおかしな話だ。とっくに桜は散っている。随ずい分ぶん前にだ。今いま更さら、地面に桜の花びらが残っていたとも思えないのだが……。

「はっくちゅ！」

　そのときだった。

　僕ぼくが花びらに気を取られている間に、前を走っていた彼女の足が止まっている。先ほどのくしゃみが聞こえたのも彼女から。そのくしゃみのすぐあとに、何かが地面に落ちる音がした。

　灯あか里りちゃんの通学定期。

　彼女は一度振ふり返かえり、あたふたと慌あわてた様子を見せたあと、再び駆かけ出だそうとしたけれど、結局その場で足を止めてしまった。僕ぼくに背中を向けながら、俯うつむいてしまっている。

　トリガーであるくしゃみをしてしまった。彼女の頰ほおには、あの不ふ干かん渉しようのマークが浮うかび上あがっている。物に触ふれることができないのだ。当然、ひとりで電車に乗ることもできない。

「灯あか里りちゃん……」

　僕ぼくは定期を拾い上げて、彼女のそばへ歩み寄っていく。すぐそばで電車の発車ベルが鳴なり響ひびき、電車が走っていく姿が視界の端はしに映っていた。

「特別って何よ……、平へい凡ぼんって何よ……」

　灯あか里りちゃんは僕ぼくに背中を向けながら、涙なみだ声ごえでそう呟つぶやいている。僕ぼくが彼女の名を呼ぶと、灯あか里りちゃんは両手をぎゅっと握にぎりしめて、僕ぼくの方へ振ふり返かえった。その瞳ひとみには涙なみだが浮うかんでいる。悔くやしそうな表情を浮うかべて、彼女は感情のままに口を開いた。

「わたしの価値が下がるってなに!?　あなたといっしょにいたら、それで価値が下がるって!?　そんなの、そんなのってないわよッ！　わたしは確かに特別だけれど、特別であると思っているけど！　わたしの価値はわたしが決めるわよッ！　そんな噓うそみたいな思い込みで、わたしとあなたは離はなれなきゃいけなかったの……？　あなただって……、わたしにとっては、特別なのに……ッ！」

　彼女は唇くちびるを嚙かみ締しめる。瞳ひとみから小さな雫しずくが落ちていき、不ふ干かん渉しようのマークを通って顎あごへ伝っていく。ぐっと、彼女が声を詰つまらせた。一度だけ息を吸ったかと思うと、いやいやをするようにして自分の両手を胸へ持っていく。端たん正せいな顔立ちが歪ゆがむ。ぽろぽろと両目からは涙なみだが溢あふれ出だしていき、口からは必至で止めようとしている嗚お咽えつが漏もれていた。

「わたしは……、わたしは。そんなわけのわからない周りの目なんか気にしないで、きぃくんがそばにいてくれれば……、いっしょにいてくれれば、それでよかったのに……！」

「灯あか里りちゃん……」

　灯あか里りちゃんは声を詰つまらせながら泣いていた。それが昔の彼女の姿に重なる。子供のように泣いている姿を見るのは、身体が大きくなってからは初めてだった。そんなふうにさせているのが自分だということが、情けなくて仕方がなかった。

「僕ぼくが最初から君に伝えればよかったんだ。なのに、あのときは黙だまって離はなれていってしまって。だから、今は言うよ。ちゃんと言うよ。僕ぼくは、君が許してくれるのなら、いっしょにいたい。そばにいたい、って思うんだ」

　言えた。

　ずっと言えなかったことが、ようやく言えた。子供の頃ころから伝えられず、自分の殻からに閉じ込めていた想いを、ようやく彼女にぶつけることができた。

　そして、それは灯あか里りちゃんの方も同じだろう。同じように、僕ぼくに本心をぶつけてくれている。

　未だ泣き続けている彼女の肩かたに、僕ぼくがそっと手を乗せる。しかし、彼女は首を振ふりながら、僕ぼくの手をゆっくりと払はらった。泣きながら、彼女は顔を上げる。

「きぃくん、ダメだよ……、いっしょにいたいっていうのは、もうダメ。あなたには、大切な人がいるでしょう？　わたしのことが一番大事って言ってくれたのは、噓うそでも嬉うれしかった。でも、それは言っちゃダメな言葉よ……」

　彼女は何かを諦あきらめたような表情で、僕ぼくを見上げる。力のない声だった。諭さとすように、ゆっくりと語りかけてくる。けれど、僕ぼくはそれに混乱した。噓うそって。噓うそってなんでそんな。

「ま、待ってよ、灯あか里りちゃん。僕ぼくは、僕ぼくは本当に君のことが一番大事だと思っていて……」

「それが本当だとしたら、もっとダメだよ……。そんなのは彼女に失礼だし、可哀かわい想そうだわ。いくらなんでも、わたしはその間には入れない……」

　……出た。彼女だ。僕ぼくにいるという彼女の存在。だれだそいつ。

　思えば、灯あか里りちゃんは朝からずっと僕ぼくに彼女がいる、という発言を繰くり返かえしていた。彼女がいるのなら、わたしに協力なんかしなくていい、とも。いや、だからだれだそいつ。何で僕ぼくだけその存在を知らないんだ。

「え、えぇと、灯あか里りちゃん……。何か、誤解していない？　僕ぼくに彼女なんていないんだけど……」

「いいわよ、別に。気を遣つかって隠かくさなくても……。わたし、実際に見たんだから。夜だからってすっごくくっついててさ、アイスも食べさせ合いっこして……、あんなラブラブされたら、声もかけらんないよ……」

「…………」

　いやだからだれだそいつ。

「え、ちょっと待って、灯あか里りちゃんそれ人ひと違ちがいしてるでしょ？　僕ぼくによく似ただれかの話じゃなくて？」

　僕ぼくが戸と惑まどいながら言うと、彼女はばっと顔を上げて抗こう議ぎの声を上げた。

「間ま違ちがいなくきぃくんだったわよ！　女の子は顔がよく見えなかったけど……。わたしと遊びに行った日の夜に、ふたりでべったりしていたじゃない。うちの近所の公園の前で」

「遊びに行った日の夜……、公園の前……？」

　灯あか里りちゃんに言われて、急いで頭の中で夜のことを思い出す。夜に外出したのはコンビニくらいのものだ。妹に頼たのまれてついていったやつ。確かに公園の前は通った。たまにカップルがいちゃついているあの公園。でも、そのときに女の人なんていなかったけど……、あえて言うなら。

「小こ春はるじゃなくて……？」

「小こ春はるだったら遠くからでも見分けつくわよ……」

　その通りだ。あれだけ特とく徴ちよう的てきな見た目の女の子、間ま違ちがいようがないだろう。でも公園の前を通りかかったときに小こ春はるといたから、間ま違ちがえるとしたら小こ春はると思ったんだけど……。

「あ」

　そこでようやく思い当たる。確かにあのとき、だれかからの視線を感じた。灯あか里りちゃんの背中を見た気がした。なぜかあのとき小こ春はるはひとりでいたけれど、「コンビニへ行く途と中ちゆう」とも言っていた。やっぱり灯あか里りちゃんもいっしょにいたんだ。で、僕ぼくとその彼女らしき人が歩いているのを見て、慌あわてて身を隠かくし、そのあとに逃にげていったのではないだろうか。

　と、いうことは。僕ぼくの彼女というのは。

「もしかして、沙さ知ちのこと……？」

「へえ、あの子、沙さ知ちって言うのね。ちょっときぃくんとしては辛つらいわね、彼女の名前が、妹と同じ名……前……、なん、て……」

　言いながら、灯あか里りちゃんも気が付いたようだ。

　呆ぼう然ぜんとしながら、彼女は僕ぼくを見上げる。僕ぼくはこれ以上ないほどの苦笑いをしていただろう。もしかしたら、呆あきれの色も混じっていたかもしれない。その表情を見ればすべて伝わりそうなものだけど、灯あか里りちゃんは往おう生じよう際ぎわが悪く、声を絞しぼり出だした。

「……え、噓うそ、よね……。まさか……」

「……うん。あれね、うちの妹」

「う、噓うそよ！　だ、だって、きぃくんところの沙さ知ちちゃんって、こんな！　こんなちっちゃいじゃない！」

　そう言いつつ、灯あか里りちゃんは自分の腰こし辺りの位置で手を上下させている。確かにそんな時代もあったけど。

「それって何年前の話さ……、沙さ知ち、もう中三だよ？　灯あか里りちゃんともそんなに背変わらないよ」

「え、え、え、ちょっと待ってよ、なら、それならわたしは、きぃくんの妹を彼女だって勘かん違ちがいして、こんなに大おお騒さわぎしちゃったってわけ……？」

　彼女は自分の両手を見つめながら、信じられないようにわなわなと震ふるえた。そうして、救いを求めるように僕ぼくを見上げる。しかしだ。彼女の言葉はどうしようもないほどの事実で、僕ぼくからは何のフォローもできなかった。

「まぁ……、そういうことになるよね」

「～～～～～～～ッ！」

　彼女はこれ以上ないほどに顔を真っ赤にさせると、声にならない叫さけび声ごえを上げた。







「いっそ死にたい……」

　灯あか里りちゃんは両手で顔を覆おおい隠かくしながら、そう嘆なげいた。隠かくし切きれずに身体全体から負のオーラが溢あふれ出だしている。どよんとしたもの。穴があったら入りたい、とはこういうときのための言葉だろうか。

　あのあと、とりあえず落ち着くために僕ぼくと灯あか里りちゃんは駅近くの公園に移動した。ふたり並んでベンチに腰こし掛かける。既すでにとっぷりと日が暮れている公園には、人の気配が全くなかった。公園といっても小さな遊具と木が並んでいるだけのもので、昼間も子供が集まっているかは微び妙みようなところだ。

　本当なら飲み物のひとつでも差し入れしたいところだけど、今の彼女は自分で缶かんを持つことさえできない。この雰ふん囲い気きの中で僕ぼくが飲ませてあげるのもどうかと思ったので、黙だまって隣となりに座ることにした。

「いや、だれだって間ま違ちがいはあるし、そんなに凹へこまなくても」

「そんなの無理に決まってるじゃない！　恥はずかしさで死にそうよ！」

　彼女は両手で顔を隠かくしたまま、そう叫さけぶ。そりゃそうだ。あれだけ大おお騒さわぎした挙句、すべて自分の勘かん違ちがいでしたー、じゃさすがに恥はずかしい。僕ぼくだって死にたくなる。

「で、でもでもでもでも！　あれはきぃくんも沙さ知ちちゃんも悪いわよね！　仲良くしすぎなんだもの！」

　おっと、責任転てん嫁かだ。急に灯あか里りちゃんが顔を出したと思うと、僕ぼくを見上げながら声を荒あらげる。表に出した顔は未だに赤い。泣いていたせいで目まで赤くなっているし、明らかに疲つかれも見えている。ぼろぼろだ。世界一かわいい女の子がぼろぼろになっている。そんなことを言うと怒おこられそうだ、と思いながら、僕ぼくは言葉を返した。

「別に仲良くはないけどね……、さっきも説明したけど、くっついていたのは小こ春はるのせいだし。アイスだって僕ぼくのを勝手に食べられただけだし。僕ぼくと妹なんて顔そっくりだから、ちゃんと見ればわかるはずなんだけど」

　僕が反はん撃げきすると、見る見るうちにまた顔を赤くして、「そうよ、どうせわたしが悪いんですよ！」と顔を伏ふせてしまった。

　さっきからこの調子だ。すっかり意気消しよう沈ちんしてしまっている。ただまぁ、さっきよりはよっぽどいいんだけど。何に対して怒おこっているのかわからなかった、さっきよりは。

　本当にどうなることかと思ったけど、丸く収まってよかった。いや、丸く収まったどころじゃない。雨降って地固まるというか。お互たがいに抱かかえていたものが解けていったのはよかったと言えるだろう。

「……うん、悪いことばかりじゃなかった」

　僕ぼくがそう呟つぶやくと、灯あか里りちゃんが顔を上げて僕ぼくの顔色を窺うかがう。どういうこと？　と無言で問いかけられたので、僕ぼくは言葉を続けた。

「本心を伝えることって大事なんだなって。僕ぼくたちはお互たがいが勝手な思い込みをして、離はなれてしまったけれど、最初から胸の内を明かしていればそんなことにはならなかった。それがわかっただけでも、よかったと思うんだ」

　子供の頃ころの僕ぼくと灯あか里りちゃん。

　今の僕ぼくと灯あか里りちゃん。

　もう少しで僕ぼくたちは子供の頃ころと同じ過あやまちを犯おかしそうになったけれど、今度はそんなことにはならなかった。正直に自分の気持ちを言ったからだ。それは本当によかったと思う。繰くり返かえしにならないで。

「うん……」

　灯あか里りちゃんは静かに頷うなずく。前を向いたまま、とうとうと口を開いた。

「本当のことを言うとね、実はずっと嬉うれしかったの。わたしが〝青春の呪のろい〟を受けたとき、きぃくんが助けに来てくれて。わたしのことを忘れていなくって。きっとわたししか覚えていないだろうけど、きぃくんは約束を守ってくれたんだなって」

「────」

　約束。

　それはきっと、僕ぼくがずっと大事にしていた、灯あか里りちゃんとした約束のことだろう。僕ぼくだけじゃなかったんだ。独りよがりだと思っていた僕ぼくの約束は、きちんと彼女の元にも生きていた。

　それはどんなに嬉うれしいことだろう。

「まぁ、そうね。わたしもきぃくんに対して、ちゃんといっしょにいてって言うべきだったのよね、子供の頃ころ。どんどんわたしが可愛かわいくなっていくんだから、そりゃきぃくんもいっしょにいづらいわよねぇ」

　たはは、と照れくさそうに灯あか里りちゃんは笑う。冗じよう談だんめかしてはいるけれど、ようやく調子が戻もどってきたらしい。実際その通り。彼女がこれほど可愛かわいくならなければ、僕ぼくも離はなれようとはしなかったろう。

「いや本当にその通りだよ。灯あか里りちゃん、見るたびに可愛かわいくなっていくんだからさ。今もそう。君が言うように、灯あか里りちゃんは世界一かわいい」

　僕ぼくは彼女がいつも言っているように、その文言を口にした。いつもの彼女ならきっと「当たり前でしょう」と笑い飛ばすか、胸を張るかのどちらかだったに違ちがいない。

「えっ……」

　でも、今回はなぜか違ちがった。驚おどろいたように目を見開く。僕ぼくの顔を見つめながら、頰ほおが徐じよ々じよに赤くなっていくのがわかった。あっという間に真っ赤になってしまう。目は忙せわしなくきょろきょろと動いていたけれど、僕ぼくが見ていることに気が付くと、ぱっと目を逸そらしてしまった。ぱたぱたと自分の両手で顔を扇あおぎながら、目を伏ふせてしまっている。……どうしたんだろうか。いつもの灯あか里りちゃんらしくない。

「……ね、きぃくん」

「うん？」

　灯あか里りちゃんは僕ぼくから顔を背そむけながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「もう、どこへも行かないのよね。いっしょに、いてくれるんだよね。わたしがいてほしい、って言えば」

　そんなことを彼女は言う。確認のためなのか、何か不安になることがあったのか、か細い声でそう言った。どういう意図なのかはわからない。顔が見えないので、彼女がどんな表情で言っているのかもわからない。でも、答えは決まっている。

「もちろん」

　僕ぼくが短く言うと、顔を上げた。そして、これ以上ないほどの綺き麗れいな笑みを浮うかべるのだ。


　──ふたりの男女が心を晒さらす──

　──ともに行き　ともに活いき　ともに往く──

　──昔の残ざん滓しを拾い上げながら──

　──それは思い出にすべきことではない──

　──心残りがある限り　決して前には進めないのだから──



　そのときである。

　暗かった公園に、強きよう烈れつな光が舞まい込こんできた。目を瞑つぶりたくなるほどの眩まばゆい閃せん光こう。鮮あざやかな七色でできたその光は、公園の中心で巻き起こっていた。公園の闇やみをすべて吞のみ込こもうとしているかのように、四方八方へ撒まき散ちらしている。光だけではない。輝かがやきに続くように強風が吹ふき荒あれている。公園の中心からそれは発生していて、勢い良く僕ぼくたちの方へ吹ふき抜ぬけていった。

　驚おどろきとともに湧わき上あがる既き視し感かん。僕ぼくたちはこれを知っている。見たことがある。あれは青春ミッションをクリアしたとき、〝青春ミッションボード〟から生まれたものと同じだ。しかし、なぜこのタイミングで現れるのか。

　その疑問に答えるように、光と風の中心には小こ春はるが立っていた。彼女自身も突とつ風ぷうに髪かみと服をはためかせている。彼女の手には大きな黒い本。〝青春ミッションボード〟だ。開かれたページから溢あふれんばかりの光が発生していて、そこから流されるように文字が空中へと浮うかんでは消えていく。

　やがて、七色の光と強い風は徐じよ々じよに勢いを落としていき、最初から存在しなかったように消えていった。あとに残るのは黒い本と銀ぎん髪ぱつの少女。彼女はその場に佇たたずみながら、静かにこう宣言した。

「ミッション、完了です」

「え……？」

　彼女の言葉に、僕ぼくと灯あか里りちゃんは顔を見合わせる。ミッション完了、と彼女は言った。しかし、僕ぼくらはミッションを達成するどころか、その内容すら把は握あくできていないはずだ。

「小こ春はる、わたしたち、ミッションなんてやってないんだけど……」

「そもそも、どんなミッションかもわかってないんだけど……」

　僕ぼくたちの戸と惑まどいの声に、彼女は小さく首を振ふった。

「いえ、見事な青春でした」

　そう短く言う。あとに続く言葉はない。この話はこれっきりだ、と言わんばかりだ。いやまぁ、クリアでいいならクリアの方がいいんだけど……。

「……なんだか、釈しやく然ぜんとしないわね」

「本当に」

「クリアだと言っているのに、浮うかない顔はやめてくれませんか」

　呆あきれながら、彼女はぱたん、と本を閉じる。すると、閉じたそばから本がはらはらと崩くずれていってしまった。桜の花びらに姿を変えながら。その花びらは地面へ辿たどり着つく前に、粒りゆう子しのようになって消えていってしまう。彼女が〝青春ミッションボード〟を不思議な力で出したりしまったりするところは何度か目もく撃げきしているけれど、そんなふうに消えていくのは初めて見た。まるで消しよう滅めつするかのよう。崩くずれ去さっていく姿はそう思わせる。

　そして、どうやらそれは錯さつ覚かくではなかったようだ。〝青春ミッションボード〟は今確かに、この場から消えていったらしい。

「おめでとうございます。青春ミッションはすべて完了致いたしました。山やま吹ぶき灯あか里りさん。あなたは〝青春の呪のろい〟から解放されたんです」

　小こ春はるの言葉を証明するかのように、灯あか里りちゃんの頰ほおから〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟のマークがすぅっと消えていく。あとには何も残っていない。〝青春ミッションボード〟も消えた。〝不ふ干かん渉しようの呪のろい〟のマークも消えた。小こ春はるは解放された、と確かに言った。さっきまで釈しやく然ぜんとしない思いだったけれど、これで終わりなら話は別だ。喜びの感情が沸わき立たち、僕ぼくは思い切り拳こぶしを握にぎった。

「灯あか里りちゃん！　やったじゃない！　もう呪のろいは終わったんだよ、青春ミッションクリアだ！　君のマークももう消えてる！」

「ほ、ほんと!?」

　灯あか里りちゃんはすぐに自分のポケットから小さな手鏡を取り出すと、それを開いて自分の顔を見た。それはすぐに歓かん喜きの表情へと変わる。

「何もない！　消えてる！　それに、わたし、ちゃんと物が持ててる！」

　やったー！　と灯あか里りちゃんは本当に嬉うれしそうに両手を上げた。そして、あろうことかその勢いを僕ぼくへぶつけてくるのである。

「やった、やったよ、きぃくん！　もう終わったのよ、これで！　きぃくんのおかげだよー！」

　そんな喜びの声を上げつつ、灯あか里りちゃんは思い切り僕ぼくへ抱だき着ついてきた。体温が一気に上じよう昇しようする。喜びの感情が別のものへ変わってしまう。彼女の女の子らしい身体が押おし付つけられ、ぎゅうっと小さな手で抱だきしめられる。信じられないほど近い距きよ離りに彼女の顔があった。灯あか里りちゃんは目を瞑つぶっていて、そこには光るものがあったけれど、そちらに意識を向けられない。髪かみから香かおる匂においばかりに意識がいく。ここで力強く抱だきしめることができれば絵になるんだろうけど、僕ぼくの両手は宙に浮うかぶばかり。無理だ無理だ。相手は世界一かわいい女の子だぞ。今こうしているだけで意識が飛びそうだ。

「喜ぶのはいいんですが、このあとの話をさせてもらってもよろしいですか」

「あ、はい」

　小こ春はるにそう言われると、大人しく僕ぼくから離はなれる灯あか里りちゃん。僕ぼくに抱だき着ついていたことなんてもう忘れてしまったかのように、小こ春はるの方へ歩み寄っていく。

「灯あか里りさん。あなたは青春ミッションをこなし、〝青春の呪のろい〟から解き放たれました。もう自由です。なので、わたしともお別れですね」

「え……、あ……、そっか」

　小こ春はるにそう言われて、僕ぼくもようやくそこに思い当たった。彼女は〝青春の呪のろい〟の精せい霊れいであり、灯あか里りちゃんをサポートするために現れた。青春ミッションが終わった今、僕ぼくたちのそばにいる必要はない。もうお別れなのだ。

「そっか、小こ春はる……。お別れ、なのね。いろいろとありがとう。大変なことばかりだったけど、小こ春はるといっしょにいられて嬉うれしかったわ。寂さびしくなるわね」

「何を言うんですか、灯あか里りさん。わたしは〝青春の呪のろい〟の一部。わたしなんかと出会わなかった方が、よっぽどよかったんですよ」

　小こ春はるはわずかに唇くちびるを緩ゆるめる。けれど、それも一いつ瞬しゆんのことだった。彼女はいつもの無表情に戻もどり、灯あか里りちゃんを見つめる。

「それに、灯あか里りさん。あなたは、わたしとの別れを惜おしんでいる場合ではないんですよ」

「……どういうこと？」

　小こ春はるはゆっくりと手を差し出す。そこには、何枚かの桜の花びらが握にぎられていた。

「まだ、ミッションは完全には終了していないということです。おふたりとも、これが最後の試練です。少し前に、『記き憶おく』の話はしましたね」

　覚えている。説明は長くて複雑なものだったが、要約するとこのような形だったはずだ。

「えっと……、確か、青春ミッションを完了する際に、ミッションに関する記き憶おくを渡わたすことがあるっていう話だったよね」

　僕ぼくがたどたどしく言うと、小こ春はるはゆっくり頷うなずく。

「今回のミッションは青春ミッションの記き憶おくを頂ちよう戴だいしなければ、ミッション完了になりません。そして、どんな記き憶おくが消えるのか、既すでに決まっています。──それは、青春ミッションに関する、すべての記き憶おくを頂きます」

「え……」

　言葉に詰つまる。

　小こ春はるの言葉がすぐには理解できなかったからだ。青春ミッションに関するすべての記き憶おく。それはどういうことなのだろうか。今こうしていることも、ここ数日の出来事も、小こ春はるのことも、すべて忘れてしまう。そういうことなのか……？

　今までの激動の数日間が、すべてなかったことになるとでも言うのだろうか。

「その通りです。あなたたちが奔ほん走そうしたこの数日間の出来事、それらはすべてなかったことになります。記き憶おくをもらうとはそういうことです。その代わり、至って平和な数日間を過ごしたことになるでしょう。当然、〝青春の呪のろい〟なんてものにはあなたたちは関わっていない」

「…………」

　絶句した。それは、僕ぼくと灯あか里りちゃんの数日間がすべてなかったことになる、ということだ。廊ろう下かで手を繫つないだことも、デートをしたことも、お互たがいが誤解したせいでこっ恥ぱずかしい青春をすることになったのも。

　それらすべてがなかったことになるというのなら、僕ぼくと灯あか里りちゃんは一体どうなってしまうんだ……？

「ま、待ってよ、小こ春はる。それじゃあ、わたしときぃくんはどうなっちゃうわけ？　青春ミッションのことは忘れてしまうけど、関係はそのままってこと？」

　灯あか里りちゃんが恐おそる恐おそる尋たずねる。しかし、その声にはわずかな怯おびえが混ざっていた。なぜか。連想してしまっているのだ。一番あって欲しくない結果を。

　そしてそれは、現実のものとなっていた。

「いえ。灯あか里りさんと喜き一いち郎ろうさんが交流するきっかけになったのは、〝青春の呪のろい〟を灯あか里りさんが受けてしまったから。あなた方の関係も、青春ミッションの上に成り立つもの。それらはすべてがなかったことになります。つまり、灯あか里りさんが呪のろいを受ける前の関係に、そっくり戻もどってしまうということです」

　……予想はできていたけれど、それはとても残ざん酷こくなものだった。

　僕ぼくと灯あか里りちゃんの関係。それが青春ミッション以前に戻もどってしまう。それはどんなに遠いものだろうか。

　こんなふうにいっしょにいることもなければ、楽しくおしゃべりすることもない。ただのクラスメイト、いやそれ以下の関係だ。ろくに会話もせず、変にお互たがいが意識して距きよ離りを取ろうとしてしまう。近くても遠い。そして、決して近付こうとはしなかった。今思えば、なんてつまらない関係だったんだろう。

　僕ぼくらは、それに戻もどってしまうのだという。

「……い、嫌いやよ、そんなの。そんなの、絶対嫌いや！」

　灯あか里りちゃんは小こ春はるから後ずさると、悲痛な面おも持もちでそう叫さけんだ。首を振ふりながら、悲しくなるような声で彼女は言う。
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「せ、せっかく、せっかくきぃくんとまた仲良くなれたのに！　いっしょにいるって約束したのに、また、また離はなれなきゃいけないなんて！　そんなの、そんなのってないわよ！」

　彼女の声は震ふるえていた。この選せん択たくを受け入れた先を見み据すえているから。彼女もわかっているのだ、この選せん択たくをするしかないということを。道は残っていないということを。それから逃にげるようにして、彼女は悲痛な声を上げている。

「灯あか里りちゃん。……ミッションを、終わらせなくちゃ」

「きぃくん……」

　僕ぼくだって辛つらい。めちゃくちゃ辛つらい。本当は嫌いやだ。本当に嫌いやだ。

　でも、やらなければいけないのだろう。

「このままじゃ君は、呪のろいから解放されない。そんなのはダメだ」

「で、でも。きぃくんは、それでいいの？　わたしたち、また離はなれるのよ？　友達とも言えないような、あんな関係に……」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　僕ぼくは努めて平静を装よそおう。俯うつむいていた彼女が顔を上げた。不安に染まった瞳ひとみをまっすぐ見ながら、僕ぼくは自分でも驚おどろくほどに穏おだやかな声で言う。

　かつての自分がした約束。そのときの声が、頭の中で響ひびいていた。





〝ねぇ、あかりちゃん。ぼく、やくそくするよ〟

〝なにを？〟






「たとえ記き憶おくがなくなっても、またこんなふうにいっしょにいられるって。今回だってそうだったじゃない。なら、次だって大だい丈じよう夫ぶ。きっと大だい丈じよう夫ぶ。それに、約束は僕ぼくも覚えていたから。ずっと覚えていたから」





〝あのね──〟






「〝灯あか里りちゃんがピンチになったら、僕ぼくが絶対に助けに行く〟。そう約束したのは、僕ぼくは覚えている。これからも絶対覚えてる。だから灯あか里りちゃん、安心して待っていてよ」

　そう、約束だ。その約束だけは忘れない。ずっと大事にしていたもので、嬉うれしいことに灯あか里りちゃんも同じように大事にしてくれていたもの。お互たがいがそれを持っていた。なら、きっと大だい丈じよう夫ぶだろう。この次も、きっと。

　僕ぼくはそう伝えたかった。安心させたかった。

　なのに、なんでだろう。

　灯あか里りちゃんが何やら形容しがたい表情になっているのは。

　彼女は口をわなわなと震ふるわせながら、目を見開いて僕ぼくを見ていた。眉まゆ毛げは思い切り八の字。どこまでも綺き麗れいに整っている顔が、今は啞あ然ぜんとした表情に塗ぬり替かえられてしまっている。顔はこれ以上ないほどに真っ赤だ。ゆでだこだ。どうやったらここまで赤せき面めんできるんだ、というくらいに顔を赤くしながら、彼女は吠ほえた。

「なっ、に、そっ、れ！　今、今言う!?　約束のこと、今言うの!?　え、ちょっと待ってちょっと待って、きぃくんは約束のこと覚えてたってこと？　わたしがそれとなーく訊きいても無反応だったし、さっきわたしが『わたししか覚えていないだろうけど』って言ったときも何も言ってくれなかったのに、実は覚えてたってこと!?　なにそれぇ……、ちょっともう、やだー……、どんだけわたしに恥はじの上うわ塗ぬりさせるのぉ……。ていうかさ、このタイミングで約束のこと持ち出されたら、もうわたし『うん』って言うしかないじゃない……、ずるいよもぉー……、何も言えなくなっちゃうじゃん！」

　灯あか里りちゃんは喚わめいて、恥はずかしがって、最後にはぷんすかと怒おこりながら、僕ぼくの胸をぽかぽかと叩たたいてきた。何とも目まぐるしい。その移り変わりについていけず、ただ怒おこられていることだけはわかっている僕ぼくは、「ええと……、ごめんなさい……」と謝罪の言葉を絞しぼり出だした。

　すると、僕ぼくを叩たたく手が止まる。彼女は再び恥はずかしそうに目を逸そらすと、いじけるように唇くちびるを尖とがらせた。

「……いいよ。きぃくんが約束を覚えていてくれて、正直すっごく嬉うれしかったし」

　そう言って、僕ぼくから身体を離はなす。しばらくは膨ふくれっ面つらだった灯あか里りちゃんだが、はぁ、と大きく息を吐はくと、髪かみを手でくしゃくしゃと搔かきまわした。無理矢理仏ぶつ頂ちよう面づらを作って、腰こしに手を当てる。

「わかったわよ、わかった。ミッションを完了しましょ。ここで駄だ々だこねても、どうにもなんないし、選せん択たく肢しだってほかにはないでしょうし」

　視線を僕ぼくから外すと、彼女は目を瞑つぶった。そのまま肩かたを竦すくめる。次に出てきた言葉は、まるで気が緩ゆるんだから出てきてしまったかのような、そんな独り言じみたものだった。

「それにどーせ、わたしはもうきぃくんには逆らえないしねー」

「ちょっと待って、それどういう意味？」

　あまりに聞き捨てならないことを言われたので、慌あわてて問いかける。すると、彼女は「うっ」と口ごもり、ぽっと顔を赤くさせた。どうやら突っ込まれるとは思っていなかったらしい。目線が泳ぐ。ごにょごにょと小さな声がわずかに漏もれていく。

「いやあの……、……れた弱み、というか、あの、その」

「ちょちょちょちょっと待って、声が小さい、聞こえないもう一回言って！」

「うっさい、ばーか、ばーか！　何でもないわよ！　小こ春はる！　ミッションを完了させるわよ！」

　僕ぼくの方には取り合わず、灯あか里りちゃんは小こ春はるの方へ向き直ってしまった。いや、ちょっと待ってよ……。何それずるいって。もう一回ちゃんと言ってよ。

　僕ぼくの願いは通じず、灯あか里りちゃんの言葉に小こ春はるはしっかり「はい」と答えた。

　彼女は右手を大きく掲かかげる。開いた手のひらが宙に向けられる。その瞬しゆん間かんである。彼女の手から小さな光が生まれた。球体の光ひかり輝かがやくそれは、彼女の手の上で爛らん々らんとした光を発する。その光が弾はじけ飛とんだかと思うと、僕ぼくの視界は桃もも色いろで完全に埋うまった。

　大量の桜の花びらである。想像を絶する数の花びらが現れて、世界を桜で埋うめていく。花びらだけでできている世界だ。公園すべてを桜色に染め上げて、大量の花びらは空間を侵しん食しよくしていく。僕ぼくたちを中心にしてすっぽりとドームのように取り囲んでいる。桜の花びらは濁だく流りゆうのように動きながら、徐じよ々じよに僕ぼくたちのいる空間を狭せばめていった。

「凄すごい……」

　そんな言葉が漏もれ出てしまう。数千万、数億の桜の花びらが舞まう世界なんて、この先一生拝めないだろう。こんな浮うき世よじみた光景まで忘れるというのは、本当にもったいない話だ。

「この桜の花びらがあなたたちを覆おおいつくしたとき、すべてのミッションは完了し、〝青春の呪のろい〟は完全に消しよう滅めつします」

　渦うず巻まく桜の中心に立ったまま、小こ春はるは静かにそう告げる。その間にも花びらが空間を覆おおっていく。あと数分もすれば、僕ぼくたちは花びらに埋うもれてしまうだろう。そうなれば、もう何も覚えてはいない。今ここに立っていることも忘れ、これからの日常を過ごすことになるのだろう。

　灯あか里りちゃんが手を強く握にぎりしめているのが見えた。そして、それは僕ぼくも同じ。気を付けていないと力を入れすぎてしまう。僕ぼくが拳こぶしを開いていると、灯あか里りちゃんが「あ」と小さく声を上げた。

「そうだ、きぃくん。七夕祭り！」

「あ」

　そういえば、いっしょに行く約束をしていた。ふたりでいっしょに行って、神社に笹ささがまだあるかどうか、確認しようって。そんな約束を前にした。

　彼女は僕ぼくの目を見ながら、微ほほ笑えみを浮うかべる。そこに先ほどの悲ひ壮そう感かんはない。いつもの彼女だ。いつもの灯あか里りちゃんだ。世界一かわいい、僕ぼくの幼おさな馴な染じみがそこにいる。

「いっしょに行くっていう約束したんだから、絶対行くわよ。約束、忘れないように」

「うん。楽しみにしてるよ」

　そんな言葉を交わす。その先にあるものは何も言わない。僕ぼくたちは約束を確認した、ただそれだけだ。絶対に、灯あか里りちゃんと七夕祭りに行く。頼たのむぞ、忘れてしまったあとの僕ぼく。

　約束の確認をしている間に、随ずい分ぶんと空間が狭せばまっていた。視界がほとんど花びらで埋うまっている。あと少しすれば、きっと僕ぼくらにも花びらが雪な崩だれ込こんでくる。記き憶おくが残っている最後の数秒間なんだから何か言えばいいだろうに、何を話していいか思いつかなかった。

「あ。そうだ、ねぇ小こ春はる」

　灯あか里りちゃんは小さく声を上げると、小こ春はるの名前を呼んだ。小こ春はるは同じ姿勢で固まったまま、いつもと変わらない「はい」という返事をする。

「わたしたちが今こうしていることも、全部忘れちゃうのよね？」

「はい。そっくりそのまま、記き憶おくがなくなりますけど」

「そっか。そうなんだ」

　灯あか里りちゃんは納なつ得とくしたように、うんうん、と頷うなずく。何の確認だったんだろうか。記き憶おくがなくなる、というのはさっき説明されたばかりなのに。

「ならきぃくん。ちょっと聞いて？」

　灯あか里りちゃんは僕ぼくに目を向けた。

　その顔に、僕ぼくはどきりとさせられる。いつも可愛かわいくて、どきっとさせられることは日にち常じよう茶さ飯はん事なはずなのに、なぜかその顔は今までで一番素す敵てきに見えたのだ。

　わずかに赤く染まった頰ほお、緩ゆるやかに笑みを作る唇くちびる、幸せそうな光を映す瞳ひとみ。僕ぼくがぽーっと見み惚とれていると、彼女は楽しそうに言葉を紡つむいだ。

「わたし、わたしね。ずっと気が付かなくて、この前ようやくわかったんだけど。自分の気持ちに、気付けたのだけれど。うん、そう。昔からだったの。ずっと、ずぅーっと、昔から、わたし、きぃくんのことが──」
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「おにぃ。朝。起きてってば。早く」

「……んぁ」

　乱暴に身体を揺ゆすられて、僕ぼくはゆっくりと目を開けた。泥どろの中から引き上げられるような感覚。いつまでも微睡まどろみの中に隠かくれていたいのに、朝がその安らぎを奪うばおうとしている。

　布ふ団とんをかぶって二に度ど寝ねしたいところだけど、起こしにきてくれている妹の手前、そんなことはできない。むくりと起き上がった。夜よ更ふかしをしたつもりはないのに、妙みように頭がぼーっとする。靄もやがかかっているかのようだ。眠ねむりが浅かったのだろうか。

「おにぃ、なんか凄すごい顔して寝ねてたよ。嫌いやな夢でも見たの」

「夢……？」

　妹の言う凄すごい顔というのはどんなものかわからないが、いつもさっさと退散する妹が足を止めるくらいだ。きっと相当なのだろう。夢か。もしかして、夢見が悪いせいでこんなにも眠ねむ気けが取れないのだろうか。思い出そうとするけれど、するすると逃のがれるように記き憶おくから抜ぬけ落おちていってしまう。夢の内容が思い出せない。

「いやむしろ、いい夢を見ていたような……？」

「あっそ」

　妹は素そっ気けなくそう言うと、今度こそ部屋から出て行ってしまった。僕ぼくはその場で伸のびをする。思い出せない夢のことを考えていても仕方がない。さっさと起きてしまうことにした。

　寝ね起おきは悪かったけれど、あとはいつも通り。問題なく朝の準備を終えて、家を出ていく。

「……あ」

　駅に向かって歩いていると、見知った背中を見かけてつい声が漏もれてしまった。まっすぐに伸のびた髪かみが腰こし近くで揺ゆれていて、髪かみの艶つやが光を反射する。手入れの行き届いた髪かみだ。スカートからわずかに覗のぞく太ももはとても色っぽく、学校制服がスカートであることを感謝したくなるほど。そして女の子らしい細い肩かた。その背中だけでだれなのかがわかる。

　山やま吹ぶきさんだ。クラスメイトの山やま吹ぶき灯あか里りさん。

　朝から彼女の姿を見ることができて、何だか得した気分になってしまう。といっても、今は同じクラスだから教室で見られるし、今も別に話すわけじゃないんだけども。

　彼女とすれ違ちがった若いサラリーマンが、「綺き麗れいな子だなぁ」というのを顔に張り付けているのが見えた。そうだろう、かわいいだろう。何せ彼女は世界一かわいい。なぜか僕ぼくが勝かち誇ほこりながら、彼女に話しかけることもなく駅まで歩いていった。

　改札を抜ぬけて、構内へ進んでいく。そこで気が付いた。前を歩いていた山やま吹ぶきさんが定期をポケットに入れていたのだが、それがぽろっとこぼれ落ちてしまったのだ。彼女は気付いた様子はない。周りを歩いている人も気が付いていない。僕ぼくは慌あわてて、その定期を拾い上げた。

　眩暈めまいがした。

　定期。山やま吹ぶきさんの通学定期。彼女が落として、僕ぼくが拾う。それに対して既き視し感かんを覚えた。僕ぼくは以前、同じように彼女の定期を拾ったことがなかっただろうか。

　あれはいつだったか。最近、そう、つい最近のことだ。山やま吹ぶきさんが僕ぼくの前を走っていて、定期を落としてしまった。それを僕ぼくが拾った。それでそのあと──。

　そのあと……？

　思い出せない。そんなこと、本当にあったのだろうか。……いや、多分なかっただろう。そんな奇き異いなことがあれば、さすがに覚えている。僕ぼくの勘かん違ちがいだ。そう言い聞かせてはみたものの、じっと彼女の定期を見つめてしまう。妙みような焦あせりを覚えた。僕ぼくは何か急いでいたのではなかったか。胸のうちからせりあがってくる、焦あせりと喪そう失しつ感かん。胸を締しめ付つけられる思いだ。何だろう、この妙みような感情は。

　そこでハッとなった。

　……彼女にこの定期を返さないと。人の定期を握にぎって何を立たち尽つくしているのか。泥どろ棒ぼうかストーカーと間ま違ちがわれてもおかしくないではないか。

　僕ぼくは慌あわてて、彼女のそばに歩み寄る。

「山吹さんっ」

　僕ぼくが後ろから声を掛かけると、山やま吹ぶきさんが振ふり向むいた。その表情が驚おどろきへと変化する。目を軽く見開きながら、名前を呼んだ僕ぼくに目を向けていた。

「青葉くん。ええと、どうかしたの？」

　当然ながら、彼女は僕ぼくが朝の挨あい拶さつをしたとは思っていない。首を傾かしげながら、僕ぼくのことを見上げている。

「これ。定期。落としたよ」

「え？　……あ、本当だ。ごめん、ありがと」

　笑みを浮うかべながら、彼女は定期を受け取った。彼女の笑顔を近くで見られて、少しばかりどきっとする。僕ぼくは気にしないで、と手を振ふると、その場から立ち去った。

　行き先が同じなのだから、いっしょに行ってもおかしくはないのだけれど、僕ぼくたちは離はなれて電車に乗った。そうするのが自然だと思った。話すような話題もない。昔は仲が良かったけれど、それも本当に昔のことだ。過去のことだ。今いま更さらどうこうできる話でもない。

「……ん？」

　そこで何だか、自分がとても間ま違ちがったことを考えているような感覚に陥おちいる。なぜだろう。おかしいところなんて、何ひとつないはずだけど。

　釈しやく然ぜんとしない思いを抱かかえながら、僕ぼくは吊つり革かわに摑つかまっていた。電車内はとても混雑している。所謂いわゆる通勤ラッシュ。隣となりの人と肩かたがぶつかりそうな距きよ離り感かんで、学校までの距きよ離りを耐たえる。

「きゃっ」

　がたん、と電車が大きく揺ゆれたとき、隣となりに立っていた人がバランスを崩くずした。他校の生徒。女の子だ。彼女は僕ぼくの方によろけると、自分の身体を僕ぼくへとぶつけてしまう。

「す、すみませんっ」

　彼女は慌あわてて、僕ぼくから身体を離はなしながら謝罪の言葉を口にする。よくあることだ。僕ぼくは気にしないでください、と彼女に伝えようとしたが、その動きを止めてしまう。

　似たようなことを、以前ほかのだれかとやらなかっただろうか。

「あ、あの……？」

　僕ぼくが動きを止めてしまったせいで、女の子が不安げに僕ぼくを見上げていた。僕ぼくは慌あわてて、「あ、すみません、大だい丈じよう夫ぶですよ」と彼女に伝える。彼女はほっとした表情を浮うかべると、僕ぼくから視線を外した。

　いや、よくあることじゃないか。電車の中でだれかにぶつかられるなんて。

　──ありがとぉ

　──よかった、これはセーフなのね

　……そのだれかは一体だれだ。僕ぼくに笑いかけたその人は。照れくさそうに手を伸のばしたその人は。その笑顔を思い出すだけで心が温まる。そのはずなのに、その顔は少しも思い出せない。冷え切ったままだ。僕ぼくはその人を知っている。知っているはずなのに。思い出そうとすると、風に吹かれた砂のように消えていく。さらさらと流れていく。思い出せない。

「…………」

　いや、僕ぼくの思おもい違ちがいだろう。

　隣となりにいるだけで心が穏おだやかになるような、そんな人は周りにいない。きっと何かとごっちゃになっているだけだ。考えるだけ無む駄だだ。僕ぼくは頭を振ふって、妙みような妄もう想そうを振ふり払はらった。

　電車から降り、通学路を歩いていく。すると、見知った背中を見つけた。立ち止まって動かない背中。その人は家の塀へいの前に佇たたずみ、塀へいの上を見上げていた。

「ほらほら、おいでおいでー？　こわくないにゃあ。お姉ちゃんはこわくないでちゅよー。なでなでしてあげるからおいでー？」

　甘あまい甘あまい声を投げかけているのは、つばさだった。塀へいの上に座っている黒くろ猫ねこを相手に、目をきらきらさせている。手を差さし伸のべている。黒くろ猫ねこはその手をふんふんと嗅かいでいたが、やがてつばさの腕うでの中に飛び込んでいった。

「おー、よしよしよしよし。かわいいでちゅねー、素直な子はお姉ちゃん大好きでちゅよー。ほら、ここが気持ちいいにゃ？　この辺を搔かいてもらうと、気持ちいいにゃ～？」

　腕うでの中の猫ねこを、つばさは器用に撫なで回まわしている。黒くろ猫ねこは嬉うれしそうだ。つばさの身体に匂においをつけるように動きながら、喉のどをごろごろと鳴らしている。相変わらず扱あつかいが上手い。つばさの方も嬉うれしそうだ。とろけきった表情を隠かくそうともせず、力の抜ぬけた声を上げている。

　頰ほお擦ずりまでしているつばさに、僕ぼくは近付いて声を掛かける。

「おはよう、つばさ」

「おー、喜き一いち郎ろう！　見ろよ、この猫ねこちゃん。かわいいだろー？　この顔がたまらないんだよなー、お前は何でそんなにかわいいんだにゃあ？」

　僕ぼくと言葉を交わしながら、変わらず猫ねこを撫なで回まわすつばさ。しかし、油断しきっていた猫ねこも僕ぼくが近付くと警けい戒かいを再開する。ぴょんとつばさから離はなれた。塀へいの向こうへ飛び去ってしまう。

「ごめん、僕ぼくが近付いたから逃にげちゃったね」

「いや、いい。朝に猫ねこと絡からんでるとマジで遅ち刻こくすっからな」

　強く頷うなずくつばさ。実際、つばさは猫ねこにかまっていて遅ち刻こくしたこともあるらしい。

　つばさと並んで学校へ向かっていく。

「つばさは本当に猫ねこが好きだねぇ。家では飼ってないんだっけ？」

「おう。家に猫ねこがいたら最高だとは思うんだけどな」

「飼わないの？」

「うーん。おれが今飼ったとして、将来独り暮らしをしたら連れていくわけだろ。家に懐なつくとまで言われている環かん境きようの変化が苦手な猫ねこを、おれの勝手な都合でストレスを与えるのはどうかと思ってんだけど、お前はどう思う？」

「い、意外と真しん剣けんに考えているんだね……」

　彼女の猫ねこに対する思いを聞きながら、僕ぼくたちは校門をくぐり、昇しよう降こう口ぐちを通り、下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえる。そこで僕ぼくの動きが止まってしまう。つばさが自分の靴くつを脱ぬいで、乱暴に上うわ履ばきを床ゆかに転がすのを見ていると、何だか妙みような気分になってくる。つばさのスカートから覗のぞく足に、なぜだか視線が吸い寄せられてしまうのだ。

「……なんだお前。気持ち悪いぞ」

　見られていることに気が付くと、つばさはドン引きしながら僕ぼくに蹴けりをお見み舞まいしてきた。

「痛い。蹴けることないじゃないか。僕ぼくはただ、つばさがちゃんと上うわ靴ぐつを履はけるか心配してただけだよ」

「何言ってんだお前。おれは園児か？　どこの世界に上うわ履ばきも履はけねー高校生がいるんだよ」

「ん……、いやまぁ、そうなんだけどさ」

　そういう人がいてもおかしくは……、いや、おかしいか。普ふ段だんどうするんだっていう話である。だれかに履はき替かえさせてもらうのか？

　教室に入っていくと、秋あき人ひととクラスの男子が数人で何やら集まって話をしている。僕ぼくたちに気が付くと、挨あい拶さつといっしょに「青あお葉ばに小お野の塚づか、ちょうどいいところに来た。今日放課後に遊びに行こうぜ」と朝から遊びのお誘さそいだ。

「どこ行くの？」

「いつものショッピングモールだよ。俺おれも行くから、ふたりとも行こう」

　秋あき人ひとの言っている場所は、電車で数駅行った先にあるショッピングモールだ。僕ぼくらの定番の遊び場である。

「お、いいじゃん。おれは行く。喜き一いち郎ろうも行くだろ？　卓たつ球きゆうしようぜ」

「ん、そうだね。行こうかな」

　今日は特に予定もない。つばさを倒たおして、何かを奢おごってもらうのもいいだろう。

　机に鞄かばんを置くと、僕ぼくたちは何をして遊ぶかだとか、ちょっと夏物の服が見たい、とかそんな話をしていた。すると、その中のひとりがおもむろにこんなことを言い出す。

「そういえば、この前チラシ見たんだけど、青あお葉ばの家の近くで祭りがあるんだよな？」

「七夕祭りのこと？　あるけど、そんなでっかい規模の祭りじゃないよ？」

　期待されても困るので正直なことを言うが、彼は「えー、でも祭りっていいじゃん。みんなで行こうぜ」とうきうきしながら言った。周りの男子も「おお、行きたい行きたい」「俺おれ焼きとうもろこし食べたい」「俺おれはかき氷。ブルーハワイ」「なんだよ、食べることばかりか？」とノリノリで話をし始めた。祭りの内容や規模に関わらず、単にそういうことして遊びたいだけのようだ。

「小お野の塚づかは？　行くだろ？」

「あぁ行きたい。つーか、行く。おれは射的やりてぇし。この前、加か奈なたちにも誘さそわれたからな、行くよ」

「あれ？　そうなの？　じゃあ、小お野の塚づかはほかの女子と行くってことか」

「なんで？　お前らも行くんだろ？　祭りなら大勢の方が楽しいだろうし、いっしょに行けばいいだろうがよ」

　迂う闊かつすぎるつばさの言葉に、瞬しゆん時じに固まってしまうクラスメイト数人。その気持ちはよくわかる。男だけのアホで愉ゆ快かいなお祭まつり騒さわぎのはずが、つばさの一言でドキドキな夏の思い出に変わろうとしている。そして、後者を望んでいることは彼らの表情を見ればわかった。

　そんな中、ひとり冷静な秋あき人ひとがつばさに疑問を口にする。

「大人数の方が楽しいのはそうだけど、小お野の塚づかが勝手に決めちゃまずいんじゃないか？　まずは女性陣じんに訊きいてみないと」

「わかったよ。じゃあ聞いてくる」

　つばさはさっさと女子のグループの方へと歩いて行ってしまった。相変わらず行動が早い。

　窓まど際ぎわで話し込んでいる女子のグループには、山やま吹ぶきさんの姿もあった。彼女たちの元へつばさは近付いていく。

「マジ？　もしかして、山やま吹ぶきも来るの？」

　盛り上がってしまう男子グループ。みんながみんな女子のグループを見ないようにしながらも、必死で耳をそばだて、眼球だけを動かして様子を窺うかがう。

「山やま吹ぶきさんも来るなら最高だよな……、もしかして、浴衣ゆかた姿とか見られるのかな？」

「見たら死ぬ系のやつじゃないかそれ。俺の血管は耐たえられるだろうか」

「お。山やま吹ぶきさんも来るとなったら、もちろんお前も行くよな、喜き一いち郎ろう？」

「んー……、いや、どうしよう」

　秋あき人ひとは嬉うれしそうに肩かたを叩たたいてくるが、僕ぼくの表情は明るいとは言えない。僕ぼくは答えを渋しぶってしまった。なぜかはわからない。いつもならふたつ返事だったろうに、どうしてだろう。自分でもわからなかった。女の子たちといっしょにお祭りだなんて、心躍おどるイベントだっていうのに。

　ほかに予定があるわけでもないだろうに。

　つばさがあれこれと女子たちに説明しているのを、男子たちはひっそりと聞き耳を立てる。「えー？　どうするー？」「男子といっしょかぁ」なんて声が上がる度たびに、ぴくりぴくりと身体が動いていた。その話の中で、つばさはごく自然に山やま吹ぶきさんにも声を掛かける。

「灯あか里りはどうする？　灯あか里りの家の近くみたいだし、暇ひまなら行こうぜ」

　つばさのその言葉に、殊こと更さら反応する男性陣じん。これはしょうがない。クラスの女の子たちといっしょに行くお祭りはもちろん特別だし、夏の思い出としては申し分ないのだろうけど、そこに山やま吹ぶきさんがいるかどうかで大きく意味が変わってしまう。ほかの女子には申し訳ないけれど。

「えー？　いやでもわたし、多分その日、予定あったと思うんだけど……」

　髪かみに触ふれながら、困ったように山やま吹ぶきさんが言う。すぐさま落らく胆たんの声を上げる男子たち。しかし、山やま吹ぶきさんが予定帳をぱらぱら捲めくるのを見て、復活する。予定の内容によっては、山やま吹ぶきさんも来られるかもしれない。わずかな希望にすがりついたのだ。

「……あれ？」

　山やま吹ぶきさんがきょとんとした声を上げた。予定帳のページを開いたまま固まる。つばさが予定帳を覗き込むと、そのページの一部分を指差した。

「七夕祭りってこの日だぞ。何も書いてねぇじゃん。この日に予定なんて、ないんじゃねーの？」

「あれ……、おかしいな。本当だ。何か約束があった気がしたんだけどな……」

　そう言って、山やま吹ぶきさんは何度も首を捻ひねっていた。その約束事は結局彼女の口から出ることはなく、話は女子が男子と行くかどうか、というものへ戻もどっていく。その様子を見ながら、秋あき人ひと以外の男子はどんどんヒートアップしていた。

　僕ぼくの周りの男たちが盛り上がってしまっている中、なぜだか僕ぼくは山やま吹ぶきさんに共感を覚えていた。僕ぼくもその日に約束をしていた気がするのだ。大事な、大事な、とても大事な約束を。

　あぁだから、僕ぼくは祭りに乗り気じゃないのか。約束があるから。でも、どんな約束か思い出せない。本当に約束したかも定さだかではない。そんな気がするだけ。だれかと約束をした、何かの約束をした。……ような気がする。そんな曖あい昧まいな、予定ですらないことに僕ぼくは縛しばられている。

　気のせいなのだろう。きっとそうなんだろう、と僕ぼくは思う。

　何か意味があってしたわけじゃないけれど、僕ぼくはポケットから携けい帯たいを取り出した。そこに何かがある気がしたのだ。朝からずっとまとわりつく違い和わ感かん、その正体に気が付ける何か。そのヒントが携けい帯たいにある、気がする。

　僕ぼくは携けい帯たいをひっくり返す。

「………………」

　裏返した面には、何もなかった。携けい帯たいの無機質な背面があるばかり。何かが貼はってあるわけでもない。なぜ、僕ぼくはこんな確認をしてしまったのだろう。ここに何かがあると思ったのだろうか。だとしたら、それはなんだ？

「？　どうかしたのか、喜き一いち郎ろう」

「いや……、何でもない。何でもない、はず」

　そこで予よ鈴れいが鳴なり響ひびく。「この話はまたあとだな」というアイコンタクトを取りながら、僕ぼくたちは自分の席へと戻もどっていった。

「はぁい、皆みなさんおはようございます」

　律りち儀ぎに本ほん鈴れいと同時に教室へ入ってくる、僕ぼくたちの担任の百もも枝え先生。彼女のおっとりとした声は朝だとどうしても眠ねむ気けを誘さそう。彼女は眼鏡の位置を直しながら、教室を見み渡わたしていた。

「今日は欠席者もおらず、全員出席ですね。みんな偉えらい。それでは、朝のホームルームを始めます」

　生徒が全員揃そろっているだけで、にこにこと本当に嬉うれしそうにしているもも先生。その穏おだやかな笑みに癒いやされながらも、彼女の言葉が何だか引ひっ掛かかった。全員出席。それにしては、生徒の数が足りないのではないだろうか。

　僕ぼくはそっと教室の様子を窺うかがう。確かに用意された席には生徒が全員座っていて、一見、欠席者はいないように見える。……見える。でも、おかしくないだろうか。だれか忘れているんじゃないか？

　そうじゃなきゃ、こんなことを考えないだろう。きっと、存在感のある人がいないのだ。それがだれかはわからない。ただ、だれかが足りないということだけがわかる。

「……ねぇ、つばさ。うちのクラスってこれで全員揃そろってる？」

「は？　当たり前だろ、何言ってんだ。見りゃわかんだろ」

　前の席のつばさに小声で尋たずねると、乱暴な声が返ってくる。その声が思いのほか大きい。もちろんもも先生は気が付いていて、「そこのふたり、静かにしようね？」と人差し指を唇くちびるに当てていた。ばつが悪いので、僕ぼくはそれ以上追及するのをやめた。

「………………」

　おかしい。そう思いつつも、僕ぼくは首を捻ひねるだけで何も口にはしなかった。







「随ずい分ぶんと甘あまい球だな、喜き一いち郎ろうッ！　温ぬるいぜオラァッ！」

　ふわりと浮うかんだ白球を前に、つばさの身体が飛ぶ。スカートをはためかせながら大きく振ふりかぶると、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めた球が思い切り僕ぼくの場へと打ち込まれた。勢いが強すぎる。カットなんてできるわけもなく、弾はじけ飛とんだ球が顔のすぐ横を突つき抜ぬけていくのを、ただ見ているしかなかった。

　彼女は白球を握にぎってサーブの体勢に入りながら、にやにやと嫌いやな笑みを浮うかべている。

「今日は集中できてないんじゃねぇーの、さっきから返ってくる球が甘あまいぜ。こりゃらーめんはおれのもんだな」

　悔くやしいが、言い返すこともできない。普ふ段だんはそれなりにいい勝負をする僕ぼくだけど、今日はそりゃもうやられたい放題だった。彼女の言う通り、集中力が欠けているのかもしれない。

　放課後、クラスメイトたちと約束した通り、僕ぼくたちはショッピングモールへと遊びに来ていた。今はその中のスポーツ施し設せつにやってきている。そこで始まったのがこの卓たつ球きゆう勝負だ。らーめんを賭かけたこの戦いは僕ぼくの劣れつ勢せいで、後ろで観戦している男子たちが「気合入れろよ、青あお葉ばー」と野次を飛ばしてくる。いつもつばさの相手を僕ぼくに押おし付つけてくるっていうのに、のんきなものだ。

「このままだと、前回に引き続いておれの二連勝になりそうだな。ごちそうさん」

「ん？　いや、二連勝はおかしいでしょ。前回は僕ぼくが勝ったじゃない。ケーキおごってもらった」

「あ？　何言ってんだ、ケーキなんて喰くってねぇぞ。前はたこ焼きだったじゃねぇか」

「あれ、そうだっけ……？」

　そう言われると、そんな気がしてくる。前はそれなりに快勝だった気がしていたんだけど、これも気のせいだろうか。うーん。集中力どころか、記き憶おく力りよくさえも欠けている気がする。

　そんな精神状態で彼女の球をさばけるほど甘あまくはなく、今回はズタボロに負けてしまった。

　それどころか、その日一日は随ずい分ぶんとぼうっとしてしまっていた。スポーツ施し設せつのあとはゲームセンターで遊び、服を見たいという人がいたので服屋に行き、帰り道でらーめん屋へ寄った。何となくプリクラを見ていたら、「何だよ、喜き一いち郎ろう。せっかくだから俺おれと撮とっておくか？」と秋あき人ひとに笑われてしまい、レディースの服を眺ながめていたら、「お前にそれは似合わねーだろ」とつばさにからかわれた。そんなことばかりだ。どれも別に意図があって見ていたわけでないのだけど、気が付けば視線が吸い寄せられてしまっていた。

　何だろう。

　何なんだろう。

　自分から何か大きなものが欠けてしまっている感覚。小さいころから大事にしていたタオルケットを取り上げられてしまったかのような、何とも言えない心細さ。それがずっと僕ぼくに付きまとっている。

　僕ぼくは何か忘れているんじゃないだろうか。

　それも大事な、本当に大事なことを。いつもと変わらない一日を過ごしているというのに、喪そう失しつ感かんが胸に穴を開けている。何かが足りない。確実に足りないものがある。穴は大きく広がっていて、そう簡単に埋うまりそうはない。その大切な何かを思い出さない限り、僕ぼくは半身を失ったかのような不安を拭ぬぐえない。そんな気がする。

　けれど、答えが出ることはなかった。僕ぼくはぼんやりとしながら、そのまま月日は過ぎていく。

　穴が開いたまま過ごしていく。

　そうしているうちに、そんな違い和わ感かんにも慣れていってしまっていた。







　自室のベッドに転がりながら、携けい帯たいをイジる。今日は七月一週目の土曜日。七夕祭りの日である。リビングで遅おそめのお昼ご飯を食べたあと、特に予定がない僕ぼくは自室でだらだらと過ごしていた。

『やっぱり喜き一いち郎ろうは行かないのか？　山やま吹ぶきさんも来るかもしれないのに』

　秋あき人ひとからそんなメッセージが届いたので、「うん、やめとく」と短い返事を書いておいた。結局、男子たちは何人かの女子とお祭りへ行くことに成功したらしい。だれが行くかまではわからない。その中に山やま吹ぶきさんがいるかどうかは、男子たちもわからないままらしい。

　僕ぼくも何度か誘さそわれていたけど、先日、行かない、と言ってしまっていた。理由は特にない。単に気が乗らなかっただけだろう。僕ぼくがいないと勝負する相手がいないので、つばさは何度か行こうと誘さそってきたけれど、結局行かないことにした。

　今日は家から出ないかもしれない。まぁでも、のんびりと休日を過ごすのもまたいいだろう。

　そんなことを考えていると、妹が僕ぼくの部屋の前を通りかかった。扉とびらを開けっぱなしにしているので、沙さ知ちが僕ぼくを見ながら通り過ぎるのが目に入る。その数秒後だ。彼女は入口から「おにぃ」とひょこっと顔を出した。

「今日、七夕祭りだけど、おにぃは行かないの」

「あー、うん。今年は行かないことにした」

「ふぅん。そうなんだ」

「誘さそって欲しかった？」

「バカじゃないの」

　短く言い放つと、沙さ知ちはさっさと自分の部屋へ戻もどっていった。

　夏は日が長いけれど、晩ばん御ご飯はんを食べ終える頃ころには外はすっかり暗くなっていた。だというのに、いつもと空気が違ちがうのは祭りの熱のせいだ。遠くからの音のせい。わずかに聞こえる祭まつり囃ばや子しの中で、どーんどーん、と和わ太だい鼓この音がより響ひびいているのがわかる。うちから祭りの会場まではそれなりに離はなれているのに、ここまで聞こえてくるのだ。

　しかし、それよりも近くで何だか騒さわがしい声が聞こえてきたので窓に近付く。見下ろすと、小学一年生くらいの男女ふたりが家の前を走っていた。ふたりとも浴衣ゆかただ。手を繫つないで、きゃっきゃと嬉うれしそうに走っている。その後ろから、「あんまり走らないでー」と母親らしき女性が声を上げているのが見えた。女性はふたり。それぞれの母親だろうか。共通しているのは、ふたりとも微ほほ笑えましい視線を子供に向けているところ。

　はしゃいでいるふたりは本当に楽しそうで、まだ祭り会場に着いていないのに満面の笑みだった。楽しみで仕方がないといった感じ。ほんわかした気分になる。……しかし、それと同時にえも言われぬ感情が自分に芽生えていることに気が付いた。

「………………」

　自分でもよくわからない感情なのだけれど、なぜだか僕ぼくは焦あせりを覚えていた。異様なまでの焦しよう燥そう感かん。ここにいてはいけないような気がするのだ。こんなことをしている場合ではない。頭の奥おくで、何かがそう訴うつたえかけている。

　僕ぼくは、何かすべきことがあったのではないだろうか。

　久々に意識させられる、胸に開いた穴の存在。どうしようもないほどの喪そう失しつ感かん。それが焦あせりと混ざり合って、そわそわと落ち着かない。しかし、どうしろと。何をしろと。わからないまま、僕ぼくの身体は動き出す。

　僕ぼくは階段を下りて、玄げん関かんへ向かう。靴くつ紐ひもを締しめていると、僕ぼくに気が付いた母親に声を掛かけられた。

「あれ、なに。出で掛かけるの？」

「えー、あー、うん。ちょっと、コンビニ」

　なぜ噓うそを吐ついたのかはわからない。いや、本当にコンビニへ行くつもりだったのかもしれない。自分の気持ちもわからないまま、僕ぼくは家を出た。

　自然と足は祭り会場へ向かっていた。まるで祭まつり囃ばや子しに誘さそわれるように。さっきの子たちのように笑みを浮うかべるわけでもなく、友達と待ち合わせをするわけでもなく、僕ぼくはただただ祭り会場へ足を運んでいた。ぼうっとしている間に、会場に着いてしまう。

　賑にぎやかだった。普ふ段だんは何の変へん哲てつもない道に光が灯ともっている。屋台から漏もれる光や、ぶらさげられた提ちよう灯ちんの光が合わさって、活かつ況きような空気に呼応している。人も多い。屋台の間をたくさんの人たちが歩いていて、浴衣ゆかた姿の人も大勢いた。一様に楽しげにしながら、笑顔で歩いている。香こうばしい匂においにつられると、ソースを焦こがしながらじゅうじゅうと焼きそばが作られている。かしゃんかしゃんと音を鳴らしている。他にもたこ焼きやお好み焼きから始まり、チョコバナナにわたあめ、りんご飴あめ。夕食を食べたからお腹はすいていないはずなのに、おいしそうに食べ歩きしている人を見ると、つい買ってしまいたくなる。

　ここは楽しい雰ふん囲い気きに包まれている。歩いている人は、みんな笑顔だ。

　なのになぜ、僕ぼくはこんなところにひとりで来たのだろうか。華はなやかな空気の中を、ぼうっと歩いていく。あまり見られたくない姿だというのに。もし、遊びに来ているつばさたちに見つかったら、どう言い訳をすればいいだろうか。

「あ、よかったらどうぞー。願いごとを書いて、笹ささにつるしてくださいー」

　そんな声が聞こえてきたので、視線を向ける。「パパ、短たん冊ざく！」と小さな子供がはしゃいでいるのが見えた。短たん冊ざくを配っているようだ。七夕祭りが普ふ通つうのお祭りと違ちがう部分がこれだ。色んなところで短たん冊ざくを配っていて、会場の様々な場所に用意された笹ささに短たん冊ざくをつるすのだ。

　近くの笹ささを見ると、たくさんの短たん冊ざくがつるされていて、とても綺き麗れいだった。人の願いがこもった笹ささ飾かざり。それを見ていると、何だか羨うらやましくなってきて、僕ぼくも短たん冊ざくをもらうことにした。

「………………」

　願いをさらさらと書いて、再び祭りの中を歩いていく。どこにつるそうか。別にどこでもいいといえば、いいのだけど……。

　そこでひとつ、思い出したことがあった。

　今では随ずい分ぶん昔の話になってしまうけれど、世界一かわいい女の子、山やま吹ぶきさんと僕ぼくは幼おさな馴な染じみであり、いっしょにこの祭りへ来たこともある。本当に昔の話になっちゃうけど。そのとき、なぜか神社の境けい内だいに迷まよい込こんでしまった。明かりも何もない、普ふ段だん通りの暗い場所だっていうのに、そこには一本の小さな笹ささがあった。ほかの人はだれも気付いていない。それにはしゃいだ幼い頃ころの僕ぼくと山やま吹ぶきさんは、自分たちだけの笹ささに短たん冊ざくをつるしたのだ。

「今も用意してくれてるのかな、あの笹ささ」

　山やま吹ぶきさんといっしょに行ったのはその年が最後で、以降は妹といっしょに行ったり行かなかったりだったのだが、境けい内だいには近付かなかった。だから、あそこに笹ささが置いてあるかどうかはわからない。

　思い出すと、何だかとても気になってしまった。せっかくひとりで来ているのだし、ふらりと覗のぞいてみるのもいいかもしれない。それが済めば帰ろう。さすがにひとりで祭りの場に留まっていても、楽しいことはないだろう。

　そうと決まれば、すぐに境けい内だいへ向かった。自然と早足になる。多くの人とすれ違ちがいながら、僕ぼくは焦あせりを抑おさえて石段を探す。なぜか焦あせっていた。すぐにでもそこに向かいたい。焦しよう燥そう感かんが背中を突つき、押おされるようにして足を速める。

　祭りの喧けん騒そうからそっと離はなれ、僕ぼくは石段に足をかけた。長い階段だ。普ふ段だんでもここを昇のぼることはないけれど、祭りの場なら余計だ。近付く理由がない。

　僕ぼくはせっせと階段を昇のぼっていく。いや、駆かけ上あがっていた。長い階段をゆっくり昇のぼることが我が慢まんならず、勢い良く石段を蹴ける。足を上げるごとに光から離はなれていき、境けい内だいに近付くほど夜の姿へ戻もどっていく。実に暗い。昇のぼり切きってみると、そこには明かりも何もない、ただの神社の姿だけがあった。鳥居を前にして、僕ぼくは一度深呼吸する。すっかり息が上がっていた。頰ほおを伝う汗あせを拭ぬぐいながら、息を整えようと努力する。静かだった。木々に囲まれた場所で、参道の先に小さな拝はい殿でんが構えている。それ以外にめぼしいものもない。

　しかし、しかしだ。

　驚おどろくべきごとに、何の明かりもない場所だというのに、参道の上に宿る小さな光がある。輝かがやきだ。僕ぼくはそれが目に入ったとき、神社に宿る人ならざる者かと思ったくらいだ。けれど違ちがう。あれは人間だ。……しかし、ただの人ではない。

　涼すずしげな青い浴衣ゆかた。それに白く綺き麗れいな花が彩いろどられ、赤い帯が魅み力りよくをより引き立たせる。浴衣ゆかたから覗のぞく足はわずかだけれど、草ぞう履りには形の良い指が並んでいた。浴衣ゆかた姿の女の子。それだけでも「おっ」となるのに、その顔を見ればリアクションはそれで済むはずがない。長い髪かみを後ろでまとめ、淑しとやかな首筋が見えている。彼女は浴衣ゆかたもばっちり着こなせるんだな、と感心してしまっていた。うっとりするほど可憐な姿だ。人外と見み紛まがうのも致いたし方かたない。

　彼女の名前は山やま吹ぶき灯あか里り。世界で一番かわいい女の子である。

　なぜ彼女がこんなところにいるかはわからない。けれど、それは僕ぼくだって同じだろう。

　足音でだれかが来たことはわかったらしく、山やま吹ぶきさんは僕ぼくの方に目を向ける。そして、その表情を驚おどろきで染めた。何が言いたいのかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。僕ぼくたちは互たがいに指を差した。

「きぃくん、どうしてここに？」

「灯里ちゃん、なんで君がこんなところに？」

　そう言いつつも、まさか、と思う。彼女の手には短たん冊ざくが握にぎられている。僕ぼくと同じだ。つまり、つまり、それは──、って待ったちょっと待った。今さっき、彼女はなんと言った？　再び同じタイミングで、僕ぼくらは言葉を口にする。

「きぃ、くん……？」

「灯あか里り、ちゃん……？」

[image: ]

　なぜそんな大昔の呼び名が飛び出したのだろうか。しかも、ふたり揃そろって。あまりにも自然に呼ぶものだったから、最初は違い和わ感かんに気が付けなかったくらいだ。

　僕ぼくたちはお互たがいをじっと見つめ合う。戸と惑まどいとわずかな興奮の中で感情が揺ゆれていた。なぜここに彼女が。どうして昔の呼び名が出てきてしまったのか。全くわからない。わからないのに、なぜか僕ぼくは答えを知っている気がした。

　そのときである。

　急に風が巻き起こったのだ。勢いのある突風に目を瞑つぶってしまう。僕ぼくと山やま吹ぶきさんとの間に入り込むように、その風は発生していた。それは渦うずのようになっている。小さな竜たつ巻まきだ。周りの木の葉を巻き上げていくのが見える。勢いがかなり強く、髪かみと服がばたばたと揺ゆれていくほどで、僕ぼくは腕うでで顔を覆おおった。腕うでの間から謎なぞの強風を見つめる。そこで気が付いた。木の葉を巻き上げているように見えたのだが、よく目を凝こらしてみるとそれは葉っぱではないようだった。もっと小さなもの。そのひとつが僕ぼくの顔に向かってきて、ようやくそれが何かわかった。

「桜の花びら……？」

　顔に張り付いたものを指で取ると、桃もも色いろの花びらが挟はさまっていた。桜の花びら。しかし、おかしい。季節は既すでに夏に入っていて、桜なんてとっくの昔に散っている。散った花がどこかに残っていたのだろうか。

　いや、そうではない。舞まっている花びらの数は一枚や二枚どころではないのだ。いつの間にか、大量の桜の花びらが風に巻まき込こまれ、桜の竜たつ巻まきを作り上げていた。なんだあれは。花びらの竜たつ巻まきはなおも数を集めながら、徐じよ々じよに宙へ舞まい上あがっていく。呆あつ気けに取られていると、その光景はさらに不可思議なものへと変化していった。

　大量の桜の花びら。浮うき上あがった先で人の姿を模かたどったかと思うと、一いつ瞬しゆんの煌きらめきのあと、本当に人の姿へ変わってしまったのだ。

　それは女の子の姿をしていた。銀色に輝かがやく髪を三つ編みにして、身長と同じくらいの長さまで伸のばしている。肌はだの色は浅黒い。なぜか僕ぼくたちの高校の制服に身を包んでいた。彼女は空中で両手を伸のばし、ゆっくりと地面へと降りてきている。あまりにも幻げん想そう的てきな姿に、何かの精せい霊れいではないかと思うくらいだった。

「──魂たましいのこもった青春は、そうたやすく滅ほろんでしまうものではない」

　彼女は瞑つぶっていた目を開けると、感情のこもっていない無機質な声で言う。だが、ちゃんとした女の子の声だ。人の声だ。彼女は一体何なのだ、と混乱している僕ぼくは、ただただ彼女を見つめることしかできない。山吹さんも同じだ。ぽかんとしてしまっている。

「ドイツの詩人、ハンス・カロッサの言葉です。本当にその通り。たやすく滅ほろぶものではなかった──」

　彼女が地面へ下り立つと、纏まとっていた風が八方へと流れていく。ふわりとスカートが舞まった。そして、彼女は手のひらを差し出す。その上にあるのは大量の桜の花びら──だが、それは一いつ瞬しゆんで分厚い黒い本へと姿を変えた。彼女はそれ開きながら、静かに言い放つ。

「すべては忘れ去られた物語。けれど、滅ほろばなかった物語。未だ長き道は遠い先まで──さぁ、再び青春ミツシヨンを始めましょう」










　あとがき







　皆みなさま、初めまして。第22回電でん撃げき大賞から拾い上げでデビューさせて頂くことになりました、道みち草くさよもぎです。

　電でん撃げき大賞に投とう稿こうする方なら馴な染じみが深いであろう、『拾い上げ』。

　選考漏もれしてしまっても、編集の方から声が掛かかればデビューできる、という夢のあるシステムです。

　これがあるおかげで（あるせいで？）、三次選考で落ちようが二次選考で落ちようが、人によっては一次選考に落ちても、「いやいや、まだ拾い上げがある。希望はある！」と落選したショックから目を逸そらせるわけです。

　どこで落選しても拾い上げに期待してしまう、というのは電でん撃げき大賞の投とう稿こう者しやの中では割とあるあるネタなのではないでしょうか。

　もちろん、私もそのひとりです。

　第22回は二次選考と三次選考が同じ日に発表される、というイレギュラーな年でした。二次選考に通った喜びで両手を上げたのに、次の瞬しゆん間かん、三次選考で落選を知ってダウンするという酷ひどい年。

　例年通りなら、二次選考に通った喜びにしばらく浸ひたれただろうに、なんで今年に限って、と逆さか恨うらみしたのをよく覚えています。

　とはいえ、三次落選なら拾い上げに期待してしまうもの。「もしかしたら声が掛かかるかも」とワクワクしていました。

　しかし、この拾い上げ。公式からアナウンスがあるわけではないので、どの時期に電話が掛かかってくるかわからないんですよ。

　私の場合、ネットの情報を頼たよりにするしかありませんでした。拾い上げの電話の時期は、「大賞発表時期」や「最終選考発表時期」、いやいや、十一月や十二月、一番遅おそいもので一月という話も。

　まぁとにかく、年内くらいはソワソワとしていたわけです。

　しかし、年を跨またいでしまうとさすがに期待も薄うすれてきますし、次の電でん撃げき大賞もあります。拾い上げのことは頭から追い出し、次の原げん稿こうに取とり掛かかっていました。

　そして、電でん撃げき大賞〆しめ切きりが目前となった四月手前。日曜日でした。原げん稿こうを完成させるためにヒィヒィ言いながら執しつ筆ぴつをしていたときです。

　知らない番号から電話が掛かかってきたのです。

　これが年内ならば、「拾い上げの電話かもしれない！」とドキドキしたんでしょうけど、このときは既すでに三月下げ旬じゆん。一いっ瞬しゅんドキリとしたものの、「いやいや、そんなわけない」と電話を取りました。

　それが拾い上げの電話だったのです。

　これも投とう稿こう者しやあるあるだと思うんですけど、受賞や拾い上げの電話が掛かかってきたとき、どんなリアクションするかを想像しちゃいませんか。

　感情を爆ばく発はつさせて喜ぶのか。

　クールに流して出来る人を気取るのか。

　私の場合は前者ですね。電話を掛かける編集さんからすると、「やった！　デビューだ！　嬉うれしい！」って喜ぶ人の方が可愛かわいげがあるじゃないですか。

　そうしようと思っていたのに、何せ時期が時期で完全に予想外。

　間ま違ちがい電話かな、くらいの気持ちで電話に出たせいで、頭が真っ白になりましたね。「あ、はい、そうです、え、あ、はい、どうも」みたいな返事しかできませんでした。ぜんぜん可愛かわいげがねえ。

　電話を切ったあとも情報の洪こう水ずいに頭がついていけず、部屋をぐるぐると歩き回りながら、「じゃあもう、今書いてる投とう稿こう予定の小説は書かなくてもいい？」と思いつつも、「と、とりあえず原げん稿こうを終わらせよう」と執しつ筆ぴつに戻もどったのをよく覚えております。こういうのも現実逃とう避ひって言うのかもしれませんね。

　そんなこんなでデビューと相成りました。拾ってくださった担当編集さんには感謝しかありません。「いい拾い物をしたなぁ」と思って頂けるよう、頑がん張ばっていきたいと思います。







　そして、本作のイラストを担当して頂いた、かにビームさん。本当にありがとうございます。

　キャラのラフを初めて見たのは、仕事の休きゆう憩けい中ちゆうでした。イラストを見た瞬しゆん間かんに声が出そうでした。あまりの可愛かわいさににやけてしまうのを必死で堪こらえ、咳せき払ばらいしながらやり過ごしました。というか、正直そのあとは仕事になりませんでした。

　凄すごすぎる人が来てしまった……、というプレッシャーはありますが、それに見合うよう努力していきたいと思います。

　そして、この作品を手に取ってくださった方にも感謝を。よかったら、次も読んで頂けるとありがたいです。

　あと、拾い上げ情報に釣つられた投とう稿こう者しやもあとがきを読むだけじゃなく、ちゃんと買ってくれよな！
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道みち草くさよもぎ

三重県生まれの三重県育ち。

だけど赤福を買う頻度が高いのは名古屋駅。

生活圏内に赤福を買えるところがないのでコンビニやスーパーで買えたらいいのになぁと夢見る日々でございます。
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イラスト／かにビーム

かにビームです、17歳とｎヶ月（ｎは任意の自然数）です。何歳になっても青春は苦くて酸っぱくて、そして大正義！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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初出




本書は第22回電撃小説大賞応募作品『黒き炎は響き合う』に加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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